
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「もうすぐだから。もうすぐ……全部、終わるから」

　──声が響いた。

　静かな怒気と微かすかな高揚を共に孕はらんだ少女の声こわ音ね。そんなものが、朽ちた牢ろう獄ごくのように狭苦しいこの空間にじわりと深く溶け込んでいく。

「ん……」

　その言葉に小さく反応したのはもう一人の少女だ。彼女は昏くらい目をした少女の腕にぎゅっと抱き締められながら、弱々しく目を伏せている。この牢獄に相応ふさわしいボロボロの衣装を纏まとったまま、たった一人の味方に──姉に、身体からだを預けている。

　そして、微かに一度だけ、

「そうだね、お姉ちゃん」

　喉のどを鳴らした。……それが今の精一杯だ。弱い彼女には、同意すらこんなに難しい。

　そんな妹の姿を見て、昏い目をした少女はほんの小さく口元を緩ませた。

「どうしたの？　上う手まく行ってるんだからちょっとくらい嬉うれしそうにしてもいいのに」

「……そう、なのかな？」

「そうに決まってる。私の──いいえ、私たちの復讐はやっとここまで来た。あのスフィアを、あの星ほし乃の宮みや織おり姫ひめをこんなに追い詰めた。あとはもう、ほんの一押しなんだから」

　静せい謐ひつな空間に、二人の他には何もない寂さびれた空間に、強い芯の通った声こわ音ねが繰り返し木こ霊だまする。静かな怒りで冷え切ったその声は、昏くらく淀よどんだ瞳と同じ色を纏まとっているようで。

「……ん、分かった」

　そんな彼女の両手を、長い銀髪の少女が優しく取った。

　この牢ろう獄ごくに椅子なんて上等なものは存在しない。二人して床の上に座り込んだまま、ボロボロの服の少女は自みずからの指をそっと姉の両手に絡める。離れないように、バラバラになってしまわないように──柔らかな力できゅっと握る。

　すると、昏い目の少女はくすりと笑ってその手を握り返し、そのまま緩やかに身体からだを前へと倒した。そのせいで二人の距離が一気に縮まって、額同士がこつんとぶつかる。一瞬の静寂が訪れる中、二人の瞳がお互いの瞳以外の何もかもを視界の中から消し去って、

「これがほんとに、最後の最後。……頑張ろうね、お姉ちゃん」

「ええ。ちゃんと思い知らせてあげないとね、スフィアに」

　強く手を握り合った二人の少女は、二人っきりの牢獄の中で、二人同時に囁ささやいた。




「…………私たちは、絶対に」「絶対に──────、って」
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「秋桜コスモスさんが！　秋桜さんが、ログアウトを拒否してまだＥＵＣに残っているんです！」




　……春はる風かぜの悲痛な声が教室内の空気を引き裂いてから、ほんの数刻。

　動揺と混乱に支配され、俺は未いまだに動くことが出来ずにいた。──何だ？　一体何が起こっている？　春風の言葉を上う手まく咀そ嚼しやくできない。脳のどこかが拒絶している。

「く、そっ……！」

　乱れた思考を整理するためにも、ここで一旦状況を振り返ってみることにしよう。

　星乃宮織姫が仕掛けてきた裏ゲーム・ＥＵＣは、紆う余よ曲きよく折せつあったものの最終的には俺の勝利で幕を閉じた。が、しかしその直後、計ったようなタイミングで当のゲーム世界が崩壊を始めたんだ。それもスフィアによる仕込みなんかじゃなく、星乃宮すら狼狽うろたえる完全な〝想定外〟というヤツで……って、違う、そうじゃない。重要なのはそこじゃない。

　問題は、そんな今にも崩れ落ちそうな世界から何故か秋桜が戻ってこないことの方だ。

「……っ！」

　もはや形なり振ふりなんか構っていられず、俺は前方の星乃宮へと視線を向ける。と、彼女は彼女で、既に俺とは比べ物にならないくらい呆ぼう然ぜんと目を見開いていた。震える手付きで教卓にタブレットを置き直し、重心を失った身体からだを支えるようにその両脇へ掌てのひらを添える。

　少し過剰な反応にも思えるが──しかし、それも無理のないことだろう。

　何せ、長方形の画面いっぱいに映し出された秋桜コスモスの姿は今までに見たことがない種類のものだ。あえて言うなら半覚醒といった感じだろうか。既に髪の一部は赤くなっているにもかかわらず、両の瞳は藍あいのまま。そしてぽけっとした表情を見る限り、例の機械的システマチツクな精神状態にも移行してはいないらしい。

　そんな彼女に、星ほし乃の宮みやはゆっくりと震える声を投げかけた。

「……何を……しているのですか、秋桜。巻き込まれますよ」

『へ？　って、はうぁわっ!?』

　たったそれだけのことなのに、大おお袈げ裟さすぎる反応を見せながら四方に視線を巡らせる秋桜。途中、亀裂に足を取られてすっ転んだりしたものの、彼女はめげずに声を張り上げる。

『お、お姉さま!?　お姉さまの声がどこからか聞こえます！　はっ、まさかこれが走馬灯!?　わたしの運命もついにここまでってことですか!?』

「ただ声を掛けただけで走馬灯扱いされる謂いわれはありません。どこからか、ではなく、声が聞こえているのは端末から。さらに根本的には現実世界からです」

『はっ！　で、ですよねー！　わたしも実は途中から分かってました！　……ほ、ほんとだもん分かってたもん！　これはきっと生ナマお姉さまに違いないって！』

「生……い、いえ、そんなことはどうでもいいのです。答えなさい秋桜、何な故ぜ貴女あなたはまだそこに留とどまっているのですか？　予備サーバーに移るよう指示を出したはずですが」

『？　予備サーバー？　移るって、どうしてですか？』

　きょとんと首を傾かしげる秋桜。その反応に小さく訝いぶかしげな表情を浮かべた星乃宮が、それでも淡々と説明を加えようとした──刹せつ那な、屋上を走っていた亀裂がぴしりと突然大きくなった。致命的な崩壊の予感に隣の雪ゆき菜なは両目を瞑つぶり、春はる風かぜが悲鳴のような声を上げる。

「秋桜さんっ、逃げてくださ──」

　──だが。

　次の瞬間、端末の向こうで展開された光景は、俺たちの予想とは大きく異なっていた。

　そう……屋上の崩壊が止まったんだ。秋桜を避けるようにして、亀裂がその進行をぴたりと止めた。いや、それどころじゃない。侵食が収まっただけではなく、既に崩れた穴や溝すら次々に埋まっていく。直っていく。秋桜を中心に少しずつ世界が修復されていく。

　録画した映像を巻き戻しているような、でなければ、いっそ奇跡のような光景だ。

「ああ…………そうか、裏世界干渉能力」

　だから俺は、とある確信に顔を歪ゆがめながら吐き捨てるようにそう呟つぶやいた。

　裏世界干渉能力。それは、電脳神姫バグナンバー一番機コードオリジナルである秋桜が持つ〝万能〟の特殊能力だ。彼女は覚醒状態に突入することで裏世界そのものに干渉することが出来る。あらゆるものを自在に操れるわけだから、当然、護るのも直すのも不可能ではないだろう。

　別にそれ自体は構わない。……けれど、俺の中の焦燥は刻々と勢いを増すばかりだった。

　だって──だって、そういうことだろ？　ＥＵＣは現在進行形で崩壊しつつあって、そこに一人で残っている秋桜コスモスには世界の破滅を食い止めるだけの力があって、けれどその絶望的な未来は星乃宮ですら回避できないほど確実なものだと言っているんだ。

　これだけの前提が揃そろっているんだから、答えはもう過ぎるくらいに明白だろう。

　秋桜が未いまだに画面の向こうに居座っているのは、偶然でも事故でも何でもなく、ましてや自信過剰というわけでもなくて──

『……嫌、です』

　──ただの、身勝手な自己犠牲だ。

『嫌です。逃げるのは、嫌です。……だって、わたしがいなくなったら全部壊れちゃうじゃないですか。お姉さまの理想が、夢が、ここで終わっちゃうじゃないですか。そんなのは嫌。絶対……絶対に、嫌だもん』

　ＥＵＣ向こうからこちらの世界は見えていないはずなのに、真まっ直すぐな視線と声こわ音ねでそんな言葉を紡ぎ出す秋桜。対する星ほし乃の宮みやは、両手を強く握り込みながら思いきり声を荒げる。

「貴女あなたは、何を言って……っ！　だ、第一、そのようなことに意味などありません。今の貴女ではこの状況を数分間維持するだけでも精一杯なはず。世界全体を修復し切ることなど不可能です！」

『はい。……ごめんなさい、お姉さま。わたし、あんまり役に立てなくて』

「そういう話をしているわけでは──ッ！」

『えっと、でも、意味がないってことはないんですよ？　お姉さまの言う通り、わたしならあと数分は崩こ壊れを抑えることが出来ます。それだけあれば充分じゆーぶんじゃないですか！

　……だって。だって、お姉さまなら。

　お姉さまなら──わたしが消滅する頃には、きっと世界を再構築できているはずだから』

「………………っ!?」

　秋桜は弱々しく微笑ほほえみながらそんな救いのない結末を提示している。……気付けば、その髪に混じる赤は先ほどよりもずっと範囲を広げていた。もちろん、瞳の方も同様だ。

　彼女が腕を振るう度に世界の悲鳴が収まって。

　けれど──その度に、彼女自身は壊れていく。

「……いい加減に、してください……っ！」

　そんな秋桜の姿を見て、星乃宮はダンッと両手を教卓に打ち付けながら激げき昂こうした。

「何な故ぜそうやって馬鹿な真ま似ねをしようとするのですか秋桜!!　いつまでもふざけていないで一刻も早く退ひきなさいっ、これは命令です！」

『嫌です、お姉さま。いくらお姉さまの命令でもそれだけは聞けません。わたしは──ドジだから。いつもいつも、お姉さまの役に立てないから。だからこんな時くらい……最後の最後の最後くらい!!　わたしも、お姉さまに好きだって思ってもらいたいのっ!!』

　慟どう哭こくに近い魂の叫び。そんなものを最後まで聞き届けた星ほし乃の宮みやは、途端にわなわなと身体からだを震わせ始めた。感情が乱れているのは傍はたから見ても明らかで、それも程度で言うならＥＵＣが崩壊を始めたときより激しいようにすら思える。

「……なあ、星乃宮」

　だから──俺は、小さく項垂うなだれている彼女の正面に立ってこんな話を切り出した。

「そもそも、お前はどうして世界征服なんかしようと思ったんだ？　というか……お前の目的って、本当に世界を征服することだったのか？」

「……？　そんなの、決まって──」

「あのさ。……今だけでいい。今だけでいいから、全部正直に答えろよ。もう取り繕つくろってる場合じゃないだろ？　そこにお前の言葉を聞きたがってるヤツがいるんだ。お前の言葉でしか動かないヤツがいるんだ。だから──だからっ！　全部全部、本音で話せよ!!」

「ッ……!!」

　俺の指摘に、星乃宮は図星を突かれたように大きく肩を跳ねさせた。様々な感情の入り混じった瞳が真正面から俺を穿うがつ。そして、そんなやり取りにじっと耳を傾けながら、端末の向こうの秋桜コスモスがこくりと息を呑のんでいる。

　……無限に思える沈黙がしばらく続いて。

　それから実に数十秒後──観念したように目を瞑つぶると、星乃宮は静かに口を開いた。




「世界征服、ですか。……はい。貴方の言う通り、それは私の目的などではありません」




　──それは、ＥＵＣの前提を根本から覆くつがえす、星乃宮織おり姫ひめの〝本音〟だった。

「少し昔の話をしましょう。そもそも私、星乃宮織姫という人間は──自慢や自画自賛などではなくただ純然たる事実として──優秀です。他者と比べて突き抜けた才能を有していると評価されていますし、少なからず自負もしています。それ故ゆえにスフィア内でも現在の地位を得たわけですが、しかし、私には決定的に欠けているものが一つありました。

　そうです──私には、何一つとして〝目的〟がなかった。

　分かるでしょうか？　たとえ私が何かをしようと思い立ったとしても、それは必然的に叶かなってしまうのです。やろうと思ったことは何でも出来た。作ろうと思ったものは何でも作れた。当時の私にとって、夢や野望などというものは単なる実行予定タスクでしかなかったのです。必要な時間をかければ普通に達成できることに対して感慨なんて湧くはずもない。

　私の世界に〝イレギュラー〟は一つもなくて。

　全てが計算できたし、全てが予測できたし、だから全てがつまらなかった。

　──秋桜に、会うまでは。

　エニグマコードという不確定物質から生まれた〝電脳神姫バグナンバー〟。それも一番機である秋桜コスモスは、本当に何もかもが〝未知〟でした。ちっとも思い通りに行かなくて、何度も予想を裏切られて、繰り返されるドジに辟へき易えきしたりして。……ですが、ある時にふと気付いたのです。私はそれが嫌ではなかった。振り回されるという感覚が新鮮で愛いとおしかった。

　そうして秋桜は──私の存在意義、そのものになったのです。

　存在意義。アイデンティティ。生きる糧かて。モチベーション……別に言い方は何でも構いません。とにかく、私は彼女の調整という名目で長時間会話をするようになりました。機能実験という名目で意味もなく行動を共にするようにもなりました。

　無論、疎まれることは承知の上です。秋桜と私の関係は、客観的には奴隷とその主あるじのようなもの。私に干渉されることで彼女が喜ぶ可能性など全くない、そう理解はしていました。ですが……抑えられなかったんです。私の秋桜への執着はそれほどに強かった。

　だから、そう。今回のゲームだって、つまりはそれが動機なんですよ。

　私は〝世界〟などという漠然としたモノが欲しかったわけではありません。そうではなく、私はただ秋桜と一緒にいられる世界に行きたかった。秋桜の隣にいたかった。

　秋桜がいない現実こちらの世界は……私には、少し退屈過ぎたんです」

　憂いを帯びた表情でそんな言葉を口にして、星ほし乃の宮みやは長い独白を締めくくった。

　……まあ、確かに薄々は勘付いていたことだ。秋桜は『星乃宮に嫌われている』と話していたが、しかしその実、星乃宮は他の電脳神姫のことは〝一機二機〟と数えていたのに秋桜のことだけは常に一人の人間として扱っていた。恐らく、無意識に特別扱いしてしまうくらいには秋桜のことを想おもっていたのだろう。

　しかし、さすがにＥＵＣの目的までもがそれに由来することだとは知らなかった。

　いっそ異常なまでの偏執性だ。だって要するに、星乃宮こいつはあくまでも秋桜と一緒にいられる世界を作るための足掛かりとして──本当は世界征服なんかちっとも興味がないくせに──とりあえず現実世界を支配下に置こうとした、ということになるんだから。

　なんて大おお袈げ裟さで、なんて迷惑で……なんて不器用な歩み寄りアプローチだろう。

『…………ぉ…………ぉ、ぉおお…………！』

　俺が若干呆あきれ交じりの溜ため息いきを吐ついていると、端末の向こうから何やら〝感無量〟といった感じの声が漏れ聞こえてきた。それに釣られて画面の方に視線を遣やれば、秋桜がこちらを見つめてポカーンと口を開いている。

『ほ、本当、ですか……？　今のっ……今のお話は本当ですか、お姉さま!?』

「…………はい、全て本当のことです。嘘うそはありません」

『[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　ご、ごめんなさいお姉さま。わたし、今、ちょっと感情が大渋滞で大暴走で大混乱で、何を言えばいいのか全然分かりませんっ！　一緒に……ぇへ、お姉さまと一緒に……って、あれ？　で、でもでも、わざわざ世界征服そんなことしなくたってお姉さまは時々こっちにログインしてきてくれますよね？　メンテナンスとかバイタルちぇーっくとか……ああいうのじゃダメだったんですか？』

「……それは、つまりそちらの世界で、二人で過ごすということですか？」

『は、はい。二人で。……二人っきりで』

　秋桜コスモスのぽーっと見上げるような視線を身に受けながら、星ほし乃の宮みやはしばし黙り込んだ。

　それから静かに目を閉じて──やがて、小さく首を横に振る。

「無理、ですよ。……私にはその資格がありません。何しろ貴女あなたは私を恨んでいる。嫌っている。そのような相手と常に二人きりなど、貴女を不幸にするだけで──」

『ま、待って下さいお姉さま！　……えと、カメラこの辺ですか!?　合ってますか!?』

　少しだけズレた虚空にぴょんぴょんと手を伸ばして一生懸命叫ぶ秋桜。俺が小声で誘導してやると彼女はすぐに視線を調整し始めて、少し後に方向がばっちり噛かみ合った。

『あ、ありがと夕ゆう凪なぎくん。おねーちゃん、ちょっとだけ見直しました』

「はいはい、そりゃどうも」

『うんっ。……それじゃ、気を取り直して！』

　仕切り直すようにそう言って、秋桜は右手をそっとメイド服の胸元に添えた。彼女にしては珍しく静せい謐ひつな気配、それから表情。しっかりと角度を調節した甲か斐いもあって、真しん紅くに濡ぬれた瞳はただ真まっ直すぐに星乃宮だけを見つめている。

　そして、誰もが息を呑のむ中……秋桜は、笑顔のまま、星乃宮の自虐を完全に否定した。




『お姉さま──それは、違います。全然、全く、違います』

「…………」

『わたしはお姉さまが大好きです。優しくて丁寧な声が好きです。冷静だけど冷たくはない表情が好きです。真剣な視線が好きです。たまに見せてくれる笑顔が好きです。こんなわたしに見切りを付けずに一生懸命付き合ってくれるお姉さまのことが、わたしは、心の底から大好きです』

「そ……ん、な……そんなはずは」

『ない、って思いますか？　でも本当だもん。……むしろ、わたしはずっとお姉さまに嫌われてると思ってました。お姉さまは優しいから、嫌いなわたしにもちゃんと接してくれてるんだって。だからわたしは、ちょっとでもお姉さまの役に立とうと思って──』

「っ……ふざけないでください！　私はずっと貴女を想おもっていました。貴女のことばかり考えていた。むしろ貴女のことしか考えていなかった！　貴女が私を好いているというのは信じがたいことですが、どちらにしても私の感情の方が遥はるかに深く強いはずです！」

『ええ!?　そ、そんなことないよ！　お姉さまがわたしをす……好きでいてくれた、なんて……万が一、億が一そんな幸せなことがあったとしても、それでもわたしの気持ちの方がずっとずっと強いもん！　すかいつりーより高いもんっ！』

「何を言うかと思えばそんなことですか……！　全く、貴女あなたがこれほど分からず屋とは知りませんでした。良いですか？　私は貴女と初めて出で逢あったその日から──」

『わ、分からず屋はお姉さまの方だよ！　わたしだって、もうずーっと前から──』




「「………………」」

　徐々に熱を帯びていく口論をジト目で眺めながら黙り込む俺、ついでに雪ゆき菜な。

　いや、まあ、分かる。これまで二人が積み上げてきた〝すれ違い〟が怒ど涛とうの勢いで解消されているんだろうな、というのは分かるし、だからこそあんまり口を挟んじゃいけない場面なんだろうな、というのも分かる。ああ分かるさ。

　だけど──さすがに、これは長すぎるんじゃなかろうか。

「……あー、その……星ほし乃の宮みや？」

「っ！」

　いい加減に焦じれた俺が（それでも一応遠慮がちに）声を掛けると、星乃宮はばっと弾はじかれるようにタブレットから身体からだを離した。
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「……す、すみません。ついヒートアップしてしまいました」

「いや、まあ別にいいけどさ。お前にとってはそれだけ重要なことだったんだろ？」

「そう……ですね。……ですが、それなら、私が今までしてきたことは一体──」

　画面の向こうに複雑な視線を向けながら、初めてその声に後悔の色を滲にじませる星ほし乃の宮みや。

　と、そんな時だった。

『へ？　わ、わっ……きゃぁああっ!?』

　ＥＵＣの崩壊が目に見えて拡大し、それによって負荷が増したのか秋桜コスモスが痛烈な悲鳴を上げる。……傍はたから見ているだけでも、彼女の様子はもはや限界だ。首回りや額には尋常じゃない量の汗をかいていて、セミロングの髪は既に半分近くが赤の侵食を受けている。

「お、おい……これ、やばいんじゃないのか星乃宮っ!?」

「ッ……はい、その認識で間違いありません。先ほどから可能な限りの措置は行っていますが、どれも時間稼ぎが関の山。所詮は拙つたない対症療法です。根本的な要因を取り除かない限り、ＥＵＣはどうあっても崩壊を免れない……！」

「根本的な、要因？　……待て、じゃあこの〝異常〟は単にエニグマコードの不足で起こってるんじゃなくて、それとは別に何かはっきりとした原因があるってことなのか!?」

「当たり前じゃないですか……ッ！　私は何度も、何度も何度もこの計画をシミュレートしているんです！　その中には何らかの理由でエニグマコードが手に入らなかった場合の想定だって当然あった！　その程度の失敗で、その程度の〝予定外〟で、私は秋桜を危険に晒したりなんか絶対にしないッ!!」

　鬼気迫る表情で吐き捨てながら、星乃宮は目にも見えない超高速でキーを叩たたいている。

　……確かに、言われてみればその通りだ。雪ゆき菜なを電脳神姫バグナンバーとして扱う、という裏技じみた方法こそ飛び出したものの、それを抜きにしても〝コードが揃そろわない〟可能性自体は最初からあったはず。その程度の裏目を潰つぶしておかない星乃宮織おり姫ひめじゃないだろう。

　それなのに、こうして現に崩壊は起こっている。

　だとすれば──やはり、そこには何か明確な理由がなければ不自然だ。星乃宮ですら想定できなかった何かが、負荷が、ＥＵＣには間違いなく存在する。

「ね、ねえ……ナギ、大丈夫？　さっきからちょっと手震えてるよ……？」

　不安そうな雪菜に曖昧な頷うなずきを返しつつ、俺は重い右手を何とか首筋まで持ち上げた。

　考えろ……想像しろ。星乃宮の言う〝要因〟とやらは、恐らく単なるデータやモノじゃない。何せあらゆる事象が彼女を追い詰めるように発生しているんだ、さすがに偶然で済ませるには無理がある。十中八九、彼女と敵対する何者かの意志が介入しているはずだ。

「いや、でも……そんなの」

　──有り得ない。

　そう。普通なら、普通に考えるならそんなことは絶対に不可能だ。星ほし乃の宮みやに反抗する動機という点だけで見れば該当するヤツは多いかもしれないが、しかしスフィア頂点トツプたる彼女の監視をすり抜けてＥＵＣを乗っ取れる人間なんてどこにも────って、ん？

「……ああ。そうか、これ、もしかして」

　そこで一つの可能性に思い至った俺は、長いこと稼働していたせいでじんわりと熱を帯びている頭を何度か振りつつ呟つぶやいた。……恐らく、これで間違いないだろう。俺の想像が正しければ、この複雑な状況を劇的に整理できる方法がたった一つだけあるはずだ。

「……ふう……」

　微かすかな緊張を紛まぎらわすために浅めの呼吸で息を整えながら、俺は教卓に置かれたタブレット端末をもう一度覗のぞき込む。と、薄い画面を隔てたＥＵＣ世界の真ん中で、メイド服姿の秋桜コスモスが相変わらず懸命に奮闘を続けているのが窺うかがえた。

「よう、秋桜。……あー、あれだな。良かったな、両りよう想おもいで」

『……？　えっと、そのそこはかとなく悪役チックな声、もしかして夕ゆう凪なぎくん？』

　言って、こてりと小さく首を傾かしげる秋桜。……俺だと判別してくれたのは良いが、そんなに悪役っぽい声だろうか。というか悪役っぽい声ってなんだ。いや、そもそもお前、さっきは普通に俺だって認識してたよな……？

　俺が微妙な顔で黙り込んでいると、秋桜はむむっと唇を尖とがらせて続けた。

『そ、それで、何かな？　こんな時に。見れば分かると思うけど、おねーちゃんは今忙しいんです。世界はどんどん壊れてくし、変な気配は消えないし……夕凪くんなんかに構ってる暇はぜーんぜんないんだから！』

「構うとか構わないとかの問題じゃねえよ。……って、変な気配？　お前、もしかしてそれに気付いててＥＵＣそつちに残ってたのか？」

『え？　うん、そりゃそうだよ。だって、お姉さまの世界を壊そうとしてるすっごい不届き者だもん！　絶対わたしの手でせーばい！ってするんだから』

「……なるほどな。そういうことなら話は早い──なあ秋桜、お前に一つ頼みがある」

『夕凪くんが、わたしに？　……あ！　そ、それってえっちいことでしょ!?　ダメだもんっ、いくら巧妙に誘ってきたっておねーちゃんにはお見通しだよ!?』

「は、はあ!?　全然違うっての。そんなんじゃなくて、ただ俺に──あー、えっと、俺に……その、今だけでいいからお前の身体を寄越せってだけで」

『想像してたよりひどいの来ましたー!?　そ、それ絶対〝だけ〟じゃないよね!?　わたし、超強引に身体からだを要求された上に最初から〝捨てる〟宣言されてるよね!?　う、ぅうう～っ！　やっぱり夕凪くんは悪い子です悪党です鬼畜です卑ひ猥わいです！　ば、ばか！』

　俺の発言に、秋桜はかあっと頬ほおを赤らめながらいつも通り大おお袈げ裟さなテンションで噛かみ付いてきた。……が、その実、いつも通りなのは表向きの態度だけみたいだ。動きや反応は精彩を欠くばかりで、もはや立っているのもやっとというようにしか思えない。

「ったく……やっぱりお前、もう大分キツいだろ。意地張ってないでさっさと代われ」

『……代わる？　そ、それって、夕ゆう凪なぎくんと入れ替わるってこと？』

「そうだよ。だからさっきから〝身体からだ貸せ〟って言ってるんだろうが。……まあ心配すんな。その〝半覚醒〟が勝手に発動してるってことなら中身が変わってもしばらくは維持できるはずだし、お前が気にしてる〝変な気配〟の正体にも見当は付いてる。それに、アレだ。ここで降りたからってお前のことを役立たずだなんて言うヤツはどこにもいねえよ」

『む……そ、そんなこと、言われなくてもちゃんと分かってるもん。ただ、夕凪くんがわたしの身体を使うっていうのが……うぅ……』

「……あー……それ、そんなに嫌か？」

『嫌じゃないけどすっごく恥ずか──ううん、今のなしっ！　嫌だよ。嫌です。嫌に決まってるもん。絶対……ぜったいぜったい嫌、だけど……』

　そこまで呟つぶやいたところで、秋桜コスモスはしばしの黙考状態に入ったようだ。ちらちらと視線を上げては下げて、時折思い詰めたように首を振る。それから何な故ぜか恥ずかしそうにスカートの裾を気にし始めて、黒のソックスをぐぐっと引き上げてみたりして──そして、

『……何とか、なるの？　ほんとにほんと？』

「ああ。何だよ、まだ信じられないのか？」

『そ、そんなの当たり前だよ！　──って言いたいところだけど……今は、そうでもないかな。だって、お姉さまが負けるなんて有り得ないって思ってたのに、夕凪くんは勝ったんだから。悪党は悪党でも、夕凪くんは、小悪党じゃなくて大悪党だったんだから』

　……だから。

　だから、一回くらいは信じてもいい。




『仕方ないから。今だけだから。お姉さまのためだから──ゆ、許してあげますっ！』




　こんな時まで〝お姉ちゃん気取り〟な口調でそう言うと、秋桜は、垂水夕凪おれに対するログイン拒否設定をようやく解除してくれた。





　　　　♯



　そんなわけで、数刻ぶりにＥＵＣの裏世界ゲームフイールドへと降り立った。

「────っと」

　途端、全身に微かすかな違和感を覚える。……まあ、それもそのはずか。ＥＵＣではずっと春はる風かぜか鈴すず夏かの身体を借りていたから、秋桜と入れ替わるのは正真正銘これが初めてだ。

　少し視線を下げてみると、白と黒のモノトーンで構成されたフリフリのメイド服がまず真っ先に視界に入った。軽く、とは言えない量の汗をかいているせいで、上半身──特に胸元の辺りなんかはぺたりと肌に張り付いてしまっている。

「……まあ、だから何ってわけでもないんだけど」

　誰にともなく言い訳しておいた。

　ちなみに、汗で濡ぬれているのは服だけじゃなく髪も同様だ。額と、それから首筋にも長い毛先が流れてきており、指で払ってみるだけで甘い匂いがふわりと鼻先を掠かすめる。

「っ……い、いやいやいや！」

　危うくトリップしそうになって何度も首を横に振り、そのせいで一層柔らかな香りに襲われて悶もん絶ぜつする──なんていう、まさに秋桜コスモスみたいな行ド動ジを素でやらかしてから、俺は改めて自分の身体からだを観察してみることにした。

　……ふむ。

　恐らく、身長は春はる風かぜよりも少し低いくらいだろう。水平方向の視界はそれほど良好とは言い難い。そして、それとは全然関係ないが──本当に微み塵じんも関係ないのだが──ついさっきのドジっ娘こ的仕草のせいで微妙にスカートが捲まくれて眩まばゆい太ふと腿ももが露あらわになっている。

　いわゆる絶対領域とでも言うような、否いや応おうなしに視線を縫い付ける肌色地帯。

　学校の制服で見慣れているはずなのに、メイド服を着用しているからか秋桜の容姿が飛び抜けているからか、思わず息を呑のんでしまうほどの神こう々ごうしさがそこにある。

「い、いくら何でも絶妙すぎるだろ、これ……」

　とはいえ──さすがに、自分で自分の足をいつまでも眺めているわけにはいかない。俺は自戒を込めた咳せき払ばらいと共に捲れたスカートを直しつつ、裾の部分を片手で払っておくことにした。ついでに、しょっちゅう転んでいるせいで汚れている箇所なんかも軽く拭っておいてやる。靴下に、スカートに、腰回りに、両腕に、滑らかなお腹なかに……そして、その汚れは、それなりに自己主張している胸の辺りにもほんの少しだけ及んでいた。

「…………」

　──違う。これは、洗濯だ。やましい気持ちなど微塵もない。

　そう結論付けた俺はそろそろと両手を持ち上げて、メイド服の胸元にふにゅっと──




『……ねえナギ。それ、現実世界こつちから見えてるの分かってるんだよね？』




「さ……さて、と」

　端末から聞こえてきたゾクゾクするほど平へい坦たんな声に俺は一瞬で姿勢を正した。

　帰った後に待ち受けているだろう報復に顔を引ひき攣つらせながら、一転、改めて周囲を見渡してみることにする。崩壊しつつある幻想の世界。薄暗い空に目を向けたまま、赤と紫のグラデーションに染まった髪を掻かき分けて右手をそっと首筋へ遣やる。

　──このタイミングで俺が秋桜コスモスと入れ替わった理由は、大きく分けて二つあった。

　まず一つは、先ほども言った通り秋桜の精神力がそろそろ限界に見えたこと。あのまま修復を続けていたら、きっとすぐにでも倒れてしまっていただろう。

　そして……もう一つが、星ほし乃の宮みやも言及していた〝ＥＵＣ崩壊の根本的要因〟に関するものだ。秋桜曰いわくの〝変な気配〟。この世界を乗っ取ろうとしている〝そいつ〟に、俺は少しだけ心当たりがある。

「──おっと」

　そこまで思考を進めた瞬間、眼下の家屋が音を立てて崩れていくのを目撃し、俺はすぐさま身体からだをそちらに向けた。脳内で〝戻れ〟と念じるだけでその崩壊は収まったが、直後に凄すさまじい虚脱感が全身を襲う。……ああ、なるほど。これは確かになかなかキツい。こんな作業と並行しながら星乃宮にあれだけの啖たん呵かを切った秋桜には素直に脱帽だ。

　だけど、俺はそんなに強くないから。

　きっと何分も堪たえられそうにないから、少しだけ裏技を使わせてもらうことにしよう。

「すぅー……」

　大きく息を吸い込んで、一種の暴走状態にある秋桜の能力を半ば無理やり抑え込む。

　サイドに流れたセミロングの髪をふわりと片手で靡なびかせる。

　そうして、俺は──精々不敵に口元を歪ゆがめながら、虚空に向かって声を投げた。

「なあ、おい。どっかにいるんだろ？　見てるんだろ？　いいぜ、話くらいは最後まで聞いてやる。だから隠れてないでさっさと出てこいよ──電脳神姫」





　　　　♯



　……ほんの一瞬だけ、裏世界全体の空気が大きく歪んだ気がした。

　それが俺の挑発に由来するものなのか、あるいは単にこの世界が限界に近付いていることを示すものなのかは分からない。ただ、どちらにしても、その歪みの直後にとある異変が発生したことだけは事実と言っていいだろう。

　ぼうっと曖昧な輪郭を持つ白い光源──そんなものが、突如俺の目の前に現れたんだ。

　どう見ても自然発生したとは思えない異質な光は徐々に大きさを増していき、やがてカッと弾はじけて辺りを白く染め上げる。あまりの眩まぶしさに閉じてしまった目を恐る恐る開いてみれば、そこには、見覚えのない二人の少女が寄り添うように立っていた。

「「…………」」

　一人はひどく不満げに俺を睨にらみ付けながら、そしてもう一人は俯うつむきがちに床を見つめながら、しばし無言で佇たたずむ二人の少女。……それと、こちらについては俺の気のせいかもしれないが、彼女たちが姿を現した瞬間、端末の向こうから『……ああ』と微かすかな納得の声が聞こえたような気がした。














　その真偽の程はともかく──やがて、不満げな方の少女がすっと一歩だけ前に出る。

「……どーも。お望み通りさっさと出てきてやったけど、アンタ何様？」

　小さく首を傾けながら、刺とげ々とげしい口調でそんなことを言い放つ一人目の少女。

　俺や雪ゆき菜なと同い年くらいに見える彼女の容姿は、攻撃的な〝鋭さ〟を度外視してみれば思わず言葉を失ってしまうほどに美しいものだった。若干の幼さと大人びた印象を共存させた顔立ちはまさに極上の芸術品といった具合に整っており、また、ポニーテールにまとめられた濃紺の髪は溢あふれんばかりの活発さと気の強さを演出している。

　そんな彼女が纏まとっているのはシックな色合いの軍服みたいな格好だ。戦闘時の機能性とスタイリッシュな見栄えを同時に追求したような、一種の威圧感さえ感じさせる服装。一いち分ぶの隙も無い着こなしや立ち振る舞いからは生き真面目まじめさなんてものも窺うかがえるが、反面、両の瞳は不自然なまでに昏い影を宿している。

「…………」

　続けて、俺は彼女に護まもられるようにして後ろで控えている少女にも目を遣やってみた。

　二人目の少女。こちらは、学年で言えばまだ中学生くらいだろうか。もう一人の少女と比べると幾分か幼く見えるが、これまた非現実的なほど可愛かわいらしい女の子だ。

　透き通るような白い肌に加え、白銀の髪をストレートに下ろしていることもあって〝深窓の令嬢〟といった表現が真っ先に浮かぶ──が、よく見ればその服装はドレスなんかじゃなく、ただぶかぶかのＹシャツを頭から被っているだけだ。ずり落ちないようにところどころバンドで留めているせいで、どこか拘束衣のようにも見える。

　じっと俯うつむいているため前髪が目にかかっていることや、時折怯おびえたようにびくっと肩を跳ねさせることも含めて、受ける印象は〝弱さ〟や〝儚はかなさ〟なんかが最も近いだろう。

　と、そこまで思考を進めた辺りで。

「おい。……アンタが呼んだんだから返事くらいしてくれねーか？　それとコイツを変な目で見るのは今すぐやめろ。トバすぞ」

「へ？　あ、ああ、いや、悪い。そんなつもりはなかったんだけど」

　ポニーテールの少女に苛いら立だち交じりの声をぶつけられ、俺は慌てて二人の観察を中断した。誤ご魔ま化かすように右手をそっと首筋へ遣り、改めて彼女と視線を合わせる。

「その……まずはありがとな、出てきてくれて。……えっと」

「？　ああ、名前か？　アタシは未み冬ふゆだ。未練の未に春夏秋冬の冬で未冬。で、こっちが」

「ん……冬と亜あは、冬亜。……よろしくは、してくれなくていい」

　俺の逡しゆん巡じゆんに対して順番に自みずからの名を告げる二人。ただ、幼い方の少女──冬亜は、名前を言い終えるや否いなやすぐに顔を俯けてしまった。恐らくこれ以上俺と喋しやべるつもりがないのだろう。会話担当はもう一人、未冬の方というわけだ。

「──それで」

　当の未み冬ふゆは、胸元できゅっと腕を組むと、敵意に満ちた声こわ音ねで早速話を切り出した。

「本題に入る前に、一つ質問があるんだけどよ」

「質問？　……っていうか、ちょっと待て。その前に──」

「崩コ壊レのことなら気にすんじゃねー。今は侵食が進まねーようにアタシの方で制御してっから。……ま、けど、もし不安なら星ほし乃の宮みや織おり姫ひめにでも状況を訊きいてみるこったな」

「あ、ああ……いや、そういうことなら別にいいんだ」

　実際、身体からだ中じゆうを駆け巡っていた力の暴走は先ほどよりも勢いを弱めている。ここで変に突っかかって話を拗こじらせる理由もないだろう。

「で、だ。何か、俺に訊きたいことがあるんだったよな？」

「ああそうだ。ま、質問ってよりは〝疑問〟の方が正確かもしれねーけど……なあ、アンタがこの〝襲撃〟を電脳神姫によるものだって見抜けた理由は何だ？　一応、こっちは秘密裏に動いてたはずだぜ」

　右手を腰に遣やり、敵対的な不信感を隠そうともせずそんなことを訊いてくる未冬。

　それに対し、俺はセミロングの髪を小さく揺らして頷うなずいた。

「ああ、そのことなら理屈は単純だ。──そもそもさ、あの天てん道どうですら畏敬の念を抱くっていう正真正銘の天才・星乃宮織姫に技術で勝てる人間なんてほとんどいないはずなんだ。少なくとも俺の知ってる範囲じゃ一人もいない。だからスフィアを陥れるなんて普通に考えれば不可能だ。でもエニグマコードなら……星乃宮が唯一〝未知〟だって言い切ったあのコードが絡んでるなら、それも有り得ない話じゃなくなる。

　そんなわけで、この〝襲撃〟の犯人は電脳神姫だと思った。

　抜けてる数字を考えれば──そうだな、三番機コードガンマと四番機デルタってとこじゃないか？」

「っ……！　……ハッ、さすがだな。〝異端者イレギユラー〟の名は伊だ達てじゃねーってワケだ」

　少しの間悔しそうに唇を噛かんでいたものの、未冬は最終的に俺の言葉を肯定した。それから苛いら立だちを抑えるように二、三度首を振って、律りち儀ぎにこんな補足を入れてくる。

「ちなみに……ほぼ同時期に作られたから誤差みたいなモンだけど、ナンバリングとしてはアタシが三番機ってことになってる。四番機が冬亜コイツな。……別に覚える必要ねーけど」

「いや……それくらいは覚えられるって、普通に」

　三番機〝未冬〟と、四番機〝冬と亜あ〟。つまり俺は、これで電脳神姫バグナンバーシリーズの全員と対面を果たしたことになるわけだ。春はる風かぜと出で逢あったばかりの頃はまさかここまで深く関わるとは思ってもいなかったが……つくづく不思議な縁があるらしい。

　感慨を受け流すように静かに息を吐き出す俺を見み遣やりながら、未冬は再度口を開いた。

「あーあ……全く面倒なコトになったぜ。そこまでバレてんならどうせ動機の方にも見当は付いてるんだろうし……ハッ、だったら今さらもったいぶってても仕方ねーか。

　教えてやるよ────これは、復讐だ。スフィアに対する、アタシたち二人の復讐」

「……復ふく讐しゆう？」

「そうだよ、復讐だ。だって……なあ、アンタなら知ってるはずだろ？　スフィアに創られた電脳神姫が、一般的にどんな運命を辿るのか」

　──ああ、なるほど。それは、確かによく知っている。

　もちろん全員必ずというわけじゃないだろうし、実際、秋桜コスモスなんかは例外なのかもしれないが……途方もない可能性を秘めた〝電脳神姫バグナンバー〟という存在は、往々にして管理者から非道な扱いを受けるんだ。春はる風かぜや鈴すず夏かがそうだったように、自我を否定され悪用される。

「……じゃあ、お前たちもそうだったってことか」

「ハッ……さあな。もしかしたら今アンタが想像したよりずっと酷ひどかったかもしれねーぞ？　何せ、他の電脳神姫と違ってアタシたちの能力は悪い方向にしか役立たねー。非人道的って言葉が可愛かわいく見えるくらいには、いつもゴミみたいに扱われてたよ」

「…………」

「けど、それなのに……あんなに苦しかったのに、アタシたちにはアンタみたいな救世主ヒーローが現れなかったから。だから、自分で何とかすることにしたんだ。死ぬほど考えて、死ぬほど頑張って、死ぬほど反抗した。……ま、勢い余って最初は失敗もしたけどな」

「最初は？　って……それ、どういう意味だよ」

「どうもこうも、そのままの意味だっつの。アタシたちは一年ちょっと前にもこうやってスフィアを襲撃してる。……けど、その時は結局届かなかったんだよ。星ほし乃の宮みや織おり姫ひめに邪魔されて、アタシたちの復讐は中途半端に終わらされたってワケ」

「っ……！」

　その言葉に小さく目を見開き、端末へと視線を向ける俺。すると、一瞬遅れて『……事実です。特例コードＥ１指定、内部名称《災厄の冬Winter Fear》。中途半端どころか、スフィア史上最大で最悪の被害をもたらした襲撃事件ですが』との声が現実世界から漏れ聞こえてきた。

　未み冬ふゆはそれを聞き流しながら、皮肉げに口元を歪ゆがめて続ける。

「アタシと冬と亜あは、その事件の首謀者ってことでしばらく監禁されてたんだ。ネットワークにも繋つながってねー牢ろう獄ごくみたいな端末サーバーにずっとずっと……それこそ気が狂いそうなくらいにな。けど、今回、そんなアタシたちにもやっとチャンスが回ってきた」

「チャンス……？　って、じゃあ、もしかしてそれが」

「──ＥＵＣ。ああ、そういうことだ。世界征服だか何だか知らねーけど、とにかくエニグマコードが全部要るんだろ？　それなら──アタシたちをまた〝使う〟つもりなら、そりゃ回線の切れた端末なんかに押し込めとくワケにはいかねーよ」

「！　い、いや……でも、ネットがあれば無条件で逃げ出せるってわけじゃないだろ？」

「ハッ、それがそうでもねーんだよ。さっきも少し言ったけどな、アタシと冬亜は呪われた能力ってヤツを持ってる。悪用するにはうってつけの力だ。相手が星乃宮織姫やら天てん道どう白びやく夜やでもない限り、足止めにもなりゃしねーって」

　実際、ここまで大した苦戦もしなかったしな──と昏くらい瞳で嗤わらう未み冬ふゆ。

「ま、要約すりゃ、これはアタシたちにとって〝第二の復ふく讐しゆう計画〟ってワケだ。一年以上も捕まってたから、計画を練る時間はいくらでもあった。次こそ絶対失敗しねーようにって何度も何度も確かめた。だから、今度こそ……今度こそ、壊してやる。

　もう二度とアタシたちと同じ苦しみを味わう電脳神姫モノが生まれたりしねーように。

　もう二度と、電脳神姫アタシたちを使ってスフィアが好き勝手しねーように。

　何もかも──全部、ぶち壊す」

「……ん」

　未冬のきっぱりとした物言いに応じて冬と亜あの方も少しだけ顔を上げる。……スフィアによって生み出され、スフィアによって傷付けられ、そしてたった今スフィアを壊すと宣言した二人っきりの電脳神姫バグナンバー。憎悪の奔流は凄すさまじく、微かすかに息苦しさを覚えるほどだ。

　けれど──そこで、ふと未冬の纏まとう空気が一変した。

　直前までの刺とげ々とげしさが霧散し、どこか親しみさえ感じる表情で俺に笑いかけてくる。

「けどよ、ここでアンタに会えたのはもしかしたら僥ぎよう倖こうだったかもしれねーな」

「は……？　いや、どうしてそうなるんだよ」

「んだよ、惚とぼけるつもりか？　どうしても何も、アンタはずっと反スフィアじゃねーか」

　そう言って、コツコツと規則的な靴音を鳴らしながらこちらに歩み寄ってくる未冬。彼女は俺の目と鼻の先にまで近付いてくると、濃紺のポニーテールを揺らすように小さく首を傾かしげ、ちょっと腰を折った上目遣いの体勢で俺の瞳を覗のぞき込んできた。

「なあ。──協力、してくれねーか？　実は今、この世界にちょっとしたウイルスを作用させてんだ。アタシの〝呪のろわれた能力〟……エニグマコード絡みの特殊なモンだから、星ほし乃の宮みや織おり姫ひめにだってそう簡単には止められねー。けどよ、アンタがいればアタシたちの復讐はもっともっと完璧になるんだ」

「……俺がいれば？」

「ああ。分からねーか？　アンタがアタシたちの仲間になってくれれば、それは電脳神姫全員をスフィアから奪い取ったのと同じことになる。エニグマコードを失くしたスフィアは二度と新しい裏ゲームを作れねーから、その上で今あるゲームを一つ残らず潰つぶしてやれば……な？　ほら、これで悪名高い裏スフィアは完全に壊滅するってワケだ」

「っ……!!」

　甘い言葉でも囁ささやいているかのような熱っぽい声こわ音ねで、未冬は俺にそんな計画を打ち明けてくる。同時に差し出されたのはほっそりとした綺き麗れいな右手だ。こちらを見つめる昏い瞳は容赦なく俺を惑わせてくるようで、際限なく引ひき摺ずり込んでくるようで。

「…………」

　でも──そうだ、そうだよな。スフィアを壊滅させたいという未み冬ふゆの願いは、俺にとっても何ら不都合のないものだ。俺は天てん道どうが嫌いで月つく詠よみが嫌いで星ほし乃の宮みやが嫌いで、総じてスフィアが好きじゃない。ああ、その通りだ。何も間違っちゃいやしない。

　ならやはり、単に〝復ふく讐しゆう〟という攻撃的な単語ワードに躊躇ためらいを覚えているだけで、よくよく考えてみれば（ザッ）彼女の手を取らない理由なんて（ザッ、ザザッ）ないような──

「──って……何だよ、これ。さっきから」

　瞬間、いきなり思考を侵し始めた鬱うつ陶とうしいノイズに、俺は思わずそんな言葉を漏らしていた。すると、その直後、今まで靄もやがかかったように淀よどんでいた視界が一気に開けてクリアになる。堕おちかけていた自我が強制的に引き上げられる。

　そして──同時に、端末からこんな声が漏れていることにもようやく気が付いた。

『た、誑たぶらかされちゃダメだよ……!?　分かってるよね夕ゆう凪なぎくん。お姉ちゃん、ちゃんと信じてるから。……ね、ねえダメだよ？　知らない人についていったらダメなんだよ……？　だって、だってそこはお姉さまの大事な世界なんだもん。だから……ダメだよ。ダメだから、ダメなんだもんダメだってば夕凪くん……！　……お願い、だから……っ』

「…………ああ」

　なるほど、そういうことか。

　秋桜コスモスの悲鳴じみた懇願（ただし残念ながら声は俺のだ）から察するに、俺は、どうやら未冬の視線に中あてられてほとんど意識を持っていかれていたらしい。謝罪と感謝のつもりで何度か首を横に振り、それから胸元で腕を組む。ふにゅ、とやたら柔らかな感触──はともかくとして、冷静さを取り戻すために両の瞼まぶたを閉じてみる。

　……確かに。確かに、俺個人としては、未冬たちの復讐に反抗する理由は特にないように思える。それは先ほど考えていた通りだ。異論はない。

　が、しかしその反面、勝っても負けても割を食うＥＵＣをそれでもどうにか駆け抜けてきた秋桜が再び大きく傷付けられるというのは──何と言うか、あまりにも報われない話だろう。俺はそれを許容できない。あいつが泣くところなんか見たくない。

　というか……そもそも、ただ流されるのはいただけない。

「────は？」

　次の瞬間、すぐ近くに立っていた未冬が小さく目を見開くのが分かった。……まあ、それもそのはずか。何せ同じ志を持つ仲間だと思って勧誘した相手に──つまり俺に──善意で差し出していた手をパシンと軽く弾かれたんだから。

　そして、

「なあ未冬。……返事ってのは今ので充分か？」

　硬直したままの彼女にそんな言葉を返しながら、俺はニヤリと口角を上げる。

　それは──もちろん、二人の勧誘を拒否して敵対するという明確な意思の表明だ。

「なっ……!?」「…………っ」

『[image: ][image: ][image: ]！　ゆ、夕ゆう凪なぎくんかっこいい！　おねーちゃん、ずっとずっと信じてました！』

　わっと嬉うれしそうに歓声を上げる秋桜コスモス（ただし残念ながら声は以下略）とは対照的に、未み冬ふゆは動揺したのか大きく一歩後あと退ずさり、冬と亜あはぎゅっと顔を俯うつむけている。……恐らく、彼女たちにとって、俺が〝協力しない〟ならともかく〝敵に回る〟というのはあまり想定していない事態だったんだろう。そして、その誤算は、実際かなり致命的なものだ。

　何な故ぜなら今の俺が、秋桜が持っている能力は〝裏世界干渉能力〟。

　未冬たちの入念な計画を、完全に阻止は出来ずとも少なからず狂わせてしまうかもしれない──その程度には強力なものなんだから。

「ぐっ……な、何でだよ！　何でアンタがスフィアなんか守ろうとしてんだ!?」

　未冬はもはや形なり振ふり構わず、俺の目の前で片手を振り下ろしながら絶叫する。

「おかしいじゃねーかっ！　アンタがスフィアに肩入れする理由なんか一つもねー！　何も知らねー部外者ならともかく、電脳神姫アタシたちの境遇を全部知ってるくせにどうしてそんなクズ共の味方が出来るんだよっ、アンタは!!」

「……さあ、どうだろうな。正直なところ、理由をきっちり言葉にしろって言われたら俺にだって難しいよ。でも……何にしても、もうこっちに付くって決めたから」

「こ、のっ……！　……ちっ、まあいい。アンタが協力してくれなくたって多少手間が増えるだけの話だ。ＥＵＣはほとんど侵食できてるんだし、こうなったらもう強引に──」

「──だめっ！」

「え？　……と、冬亜？」

「だめ。それは……だめ、だよ。未冬お姉ちゃん」

　横合いからぎゅっとしがみつくように未冬の動きを止めながら、小さく悲しげな声こわ音ねで繰り返しているのは──冬亜だ。ただ、未冬の方はまだその言葉の意味が分かっていないらしく、混乱したように目を白黒させている。

「だ、駄目って……垂水夕凪コイツを無視して計画を進めるのがか？　どうしてだよ、冬亜」

「……それ、は……」

「ああ、いや。理由は俺から話してやるよ。……いいか？　お前らの予定じゃどうなるはずだったか知らないけど、俺は──というか電脳神姫一番機は、この世界を見捨ててログアウトなんか絶対にしない。もし俺が無ぶ様ざまに逃げ出したとしても、秋桜の方は最後まで諦めねえよ。だから、俺が協力を突っぱねた時点で、お前らはもうこの世界を壊せない」

「……は？　何言ってんだよアンタ。壊せねーなんて、そんなワケ──」

「ない、か？　じゃあ逆に訊きくけど……いいのかよ、壊して？　今ＥＵＣが壊れれば、この世界にしがみついてる秋桜だって一緒に消滅することになるぜ。お前らは自分の復ふく讐しゆうのために、ただこの世界を護まもりたいだけの秋桜を犠牲にして何とも思わないのか？　だとしたら、それはお前らを酷い目に合わせてた連中と一体何が違うんだ？」

「っ────!!」

　そこでようやく俺の行動の意図が伝わったのか、未み冬ふゆは下唇を噛かみながら思いきり表情を歪ゆがませた。……我ながら卑ひ怯きような論法だとは思う。けれど、復ふく讐しゆうしか見えていない彼女の頭を少しでも冷やす方法なんて、俺にはこれくらいしか思い付かなかったんだ。

「…………」

　ちらりと視線を横に流してみれば、冬と亜あの方は未冬と比べて遥はるかに落ち着いているように見えた。制止のタイミングも完璧だったし、もしかしたら俺が秋桜コスモスと入れ替わった時点でこんな展開になることも予想していたのかもしれない。

　ともかく、そんな冬亜の頭を一度撫なでてから、未冬は憎しみに満ちた瞳を俺に向ける。

「ちっ……ああ、よく分かったぜ。アンタも間違いなくアタシたちの敵だ。……で？　ここまでしておいて、結局アンタは何がしたいんだよ。さっきも言った通りウイルスはもう仕込んである。後はアタシが制御をやめりゃ世界は勝手に壊れてくってのに……ハッ、まさか〝無駄死に〟がお望みだとか言うつもりじゃねーだろうな？」

「んなの当たり前だろ。無駄じゃなくても死にたくなんかねえよ。……そうだな」

　俺はそこで一旦言葉を止めると、華きや奢しやな右手をそっと首筋に触れさせた。そして静かに思考を回し始める……が、何を考えようにもさすがに状況が状況だ。気になることはいくらでもあるが、まずは時間を稼がないことには始まらない。

「じゃあさ──ゲームをしようぜ、二人とも」

「……はぁ？」「げ、ゲーム……？」

「そう、ゲーム。まあスフィア的に言うなら裏ゲームか。はっきり白黒付けられる勝負なら別に何でもいいんだけど、ここはＥＵＣの裏世界で、お前らは電脳神姫バグナンバーで、俺だって望んだわけじゃないにしろ裏ゲームの常連プレイヤーだからな。これだけ条件が揃そろってるのにゲームを避ける方が不自然ってもんだろ。

　大枠はこうだ。

　まずお前たちの方で、スフィアから奪ってる裏ゲームの管理システムを使ってゲームの内容を一通り設定してもらう。どんな鬼畜仕様でもいいぜ？　それに公平じゃなくたっていい。何せ〝秋桜を犠牲にしたくない〟ってこだわりさえ捨てればいつでもお前らの勝ちになるんだからな。それくらいの譲歩はしてやるよ。

　で、そのゲームにもし負けたら、俺はとっととＥＵＣから消えてやる。お前らは気兼ねなく復讐を完遂すればいいし、必要なら手を貸してやってもいい。

　だけど──逆に俺が勝ったら、復讐は完全に諦めてもらう。二度とこんなことしないって誓ってもらうし、この世界を蝕むしばんでる能力の方も全面的に解除してもらうぜ」

「…………なあ、アンタ馬鹿なのか？　そんな条件、誰も保証できねーだろうが。ただの口約束ならあってもなくても変わらねー……ハッ、それで交渉のつもりかよ」

「いや、口約束ってことはねえよ。だってここはＥＵＣ世界だぜ？　お前らがゲームに乗ってくれるっていうなら、今の内容をそのまま追加ルールに設定すればいいだけだ」

「ぁ……。……ちっ、確かにな」

　表情を悟られまいと視線を逸そらしながら忌いま々いましげに吐き捨てる未み冬ふゆ。

　ただ……実際、これは彼女にとってもそう悪い提案じゃないはずだった。このまま強引に勝とうとすれば確実に秋桜コスモスを巻き込んでしまうのに対し、ゲームに乗れば大義を保ったまま復讐計画を続行できる。それも、かなり有利なポジションで、だ。

　しばし黙考していた未冬は──やがて、観念したように溜ため息いきを吐ついてこう言った。

「頷うなずく以外にねーってか。……ああ、分かったよ。一ミリも気に入らねーけど、アンタの挑発に乗ってやる。まあいいさ。どうせ星ほし乃の宮みや織おり姫ひめに抵抗されてる間はウイルスの侵食も終わりゃしねーし、それにゲームはどんな鬼畜難易度でも構わねーらしいし？

　ハッ……その言葉、後悔しても知らねーぞ」

　正も負も陽も陰も、あらゆる感情の混ざり合った声がＥＵＣの薄暗い空に溶けていく。

　そしてそんな中、俺はと言えば──

「…………」

　相変わらず俯うつむいたままの冬亜の表情が、どうしてか妙に気になっていた。





　　　　♯



　二人がゲームの構築をしている間、俺は一時的に現実世界へ戻って来ることになった。

　教室内の様子は先ほどとは大きく変わっている。ＥＵＣ世界を映す端末タブレツトが教卓とは別の机に置かれ、それを囲むように春はる風かぜや雪ゆき菜なが椅子を寄せているような状況だ。ご丁寧に俺のスマホも近くに立て掛けられており、中で鈴すず夏かがそわそわとしているのが見て取れた。

　そして、もう一つ特筆すべき箇所があるとすれば、それは星乃宮の作業環境だろう。

「……うっわ」

　俺がログインする前は手持ちの機器だけでどうにかＥＵＣの修復に当たっていたはずだが、それも遥はるか過去のこと。今や教室後方の一角に要よう塞さいじみた空間が爆誕している。

　見るからに最新型の薄型ノートＰＣが二台、どデカいＨＤＤに接続された威圧感のあるデスクトップＰＣが三台、そして秋桜を映すためだけに用意されたのであろうフルハイビジョンモニターが一台の計六台。そんな連中（？）が唸うなりを上げて稼働中だ。

　となれば当然、『こんなのどこから』という新たな謎が生まれるわけだが──

「は、はぁっ……はあ、ふう。ま、全く、インドア派のボクをこんなに走らせるなんてあまりにも酷ひどい話だよ。ぅう……もう立てない……浴びるようにシャワーが浴びたい……」

　──すぐ近くでぶっ倒れている瑠る璃り先輩を見てそんな疑問は即座に解決した。

　そ、そう言えば……メンテ用の機材を取りに行くとかでちょっと前から出掛けてたんだよな、先輩。どこまで行っていたのかは知らないが、重労働だったことは間違いない。

「お疲れ様です、先輩。それと……ありがとうございます」

「ん？　……ああ、キミの方か。いつの間に戻ってきていたんだね」

「はい。実は、今のうちにいくつか確かめておきたいことがあって」

　床に寝転がった先輩の隣に片膝を突き、そっと顔を覗のぞき込みながらそんな言葉を口にする俺。すると、先輩は汗ばんだ額にそろそろと右手の甲を当て、フードの下の口元をほんの少しだけ緩ませた。……が、それだけだ。どうやら軽口を叩たたく元気はないらしい。

「え──ナギ？　ナギなの？」

　と、そこで、先輩との会話を聞き付けたのか、やたら真剣な表情でタブレットを見つめていた雪ゆき菜ながガタンッと椅子を弾はじいて立ち上がった。反射的にそちらへ視線を遣やってみれば、桜色の頬ほおがぷくっと不満げに膨らんでいるのが一目で分かる。……って、ああ、そう言えば、秋桜コスモスの身体からだを触ろうとしたことについてさっきから怒っているんだったか。

　無駄だとは思うが、一応言い訳を試みる。

「えっと……雪菜、あれはその……違うんだよ。前にもちょっと言っただろ？　入れ替わったばっかりだと、身体の感覚を確かめるためにどうしても必要っていうか」

「……う」

「う？」

「あ、や、その……何でもない！　な、ナギ、今時間ないんでしょ？　だったらほら、急がないと！　言い訳は全部終わった後でまとめて聞いてあげるからっ！」

　やけに早口でそんなことを言いつつ、ふいっと俺から視線を逸そらしてしまう雪菜。

　今は待ち時間だから別に急いでるわけでもないんだけど──と首を捻ひねっていると、雪菜の隣に座っていた春はる風かぜが顔の前で両手を合わせてふわりと小さく微笑ほほえんだ。

「えへへ。違うんです、夕ゆう凪なぎさん」

「？　違うって、何が？」

「雪菜さん、最初は確かに怒っていたんですが……夕凪さんがいつもの調子になってきた辺りから、だんだんのめり込むように画面を見つめていたので。……きっと、怒っていた気持ちが夕凪さんの格好良さでどこかに行っちゃったんだと思います」

「ふへ!?　な、ななな何言ってるの春風ちゃん！　私が今さらナギなんかに見み惚とれるわけなくない!?　なくなくない!?　き、気のせいでしょ、気のせい！」

「え、そうですか？　で、でも、わたしが『夕凪さん格かつ好こいいです……！』って言ってたら、雪菜さんも『うん……まあ、こういう時だけはね』って仰おつしやってたような──むぐっ」

「す、ストップ春風ちゃん！　えっと、えっと……そうだ、買い出し！　ね、春風ちゃんもお腹なか空すいてるでしょ!?　一緒にコンビニ行こ、コンビニ！」

「え、あ、はいっ！　そ、それでは、お供します……？」

　顔を真っ赤にした雪ゆき菜なにぎゅーっと抱き締められて（物理的に）発言を止められた春はる風かぜは、そのまま手を引かれて教室の外へと連れていかれてしまった。スマホの中の鈴すず夏かがニヤニヤと笑っていたが面倒だから放置して、俺は現実世界こちらに戻ってきた主な目的を果たすために星ほし乃の宮みやの下へと足を進める。

　最新鋭のデジタル機器に囲まれた教室後方の一角……そんな場所で、彼女はキーを削り取るような打鍵音を延々と響かせていた。鋭い目線は複数のモニター間を忙せわしなく行き来しており、声を掛けて良いものかとしばし躊躇ためらってしまう。

　が、その心配はどうやら杞き憂ゆうのようだった。俺が隣に立った瞬間、動き続ける星乃宮の視線が不意にちらりとこちらを捉える。そうして、彼女はおもむろに口を開いた。

「手短に行きましょう。──まず、貴方あなたから訊ききたいことは何かありますか？」

「え？　……いやお前、そもそも会話できる状態なのか……？」

「多少なら。余裕があるかと問われれば微み塵じんも存在しないと答える外ありませんが、しかしだからと言って、貴方に必要な情報を与えないのはこの先致命傷になりかねない」

　キーボードを叩たたく手を緩めないまま、星乃宮は淡々とそんなことを言い放つ。冷徹な表情には若干の焦あせりが浮かんでいるが、しかし、彼女の意見ももっともだ。

「なら遠慮なく訊かせてもらうけど……とりあえず、全体的な状況はどうなってる？」

「はい。──現在、ＥＵＣ全域に特殊なウイルスプログラムが作用させられています。詳細は不明ですが、先ほどの会話を踏まえれば電脳神姫バグナンバー三番機コードガンマの能力によるものなのでしょう。厄介なことに、一般的なアンチウイルスソフトが全く効果を発揮していません」

「ああ……そういや星乃宮でも簡単には防げない、みたいなこと言ってたな未冬あいつ。ちなみに、そのウイルスってのは具体的にどんなものなんだ？」

「具体的に、ですか。……いえ、残念ながらあの二機の製作者はそれぞれ電脳神姫を秘密裏に運用していましたので、私もさほど詳しく知っているわけではありません。一応《災厄の冬Winter Fear》──第一次の復ふく讐しゆう計画、でしたか。あの時に収集した情報によれば、単純に〝対象のデータを破壊する〟類たぐいの効果で間違いないはずです。ただ、その範囲に任意性があって、例えば〝プロテクトのみ破壊して管理システムを奪う〟といった使い方も出来る」

「……なるほど」

　そうやってまずＥＵＣを支配下において、星乃宮の干渉を退けながらじわじわ崩壊させようとしているわけか。冬と亜あの能力がまだ片へん鱗りんすら見えていないのは気になるが、未み冬ふゆの方だけでも充分凶悪な印象だ。呪のろわれた、なんて形容が出てくるのも無理はない。

「はい。ですので、状況としてはかなり〝詰み〟に近いです」

　星乃宮はモニターを睨にらみ付けたまま静かに続ける。

「今現在は貴方と交渉するためにウイルスを制御してくれているようですが、それでもＥＵＣの侵食率は既に80％を超えています。ゲームが始まった瞬間にウイルスの侵攻が再開すると仮定すれば……恐らく、ＥＵＣは保って72時間といったところでしょう」

「保もって72時間、か。……かなり厳しい数字になるんだな」

「そう、ですね。……私の責任です。前回の事件Winter Fearの際も、あの二機は電脳神姫バグナンバーとしての性能を最大限に活用してスフィアに大きな打撃を与えた。故ゆえに監視は徹底させていたはずなのですが……再発を許した以上は、全て言い訳に過ぎませんから」

　自身を罰するような口調でそんな言葉を呟つぶやく星ほし乃の宮みや。前回の事件、とやらの詳細が分からないから何とも言えないが、両方の当事者である彼女にしてみれば何か思うところがあるのだろう。どこか切羽詰まったような面持ちだ。

　だから、というわけでもないが、俺は少しばかり話題を変えることにした。

「そ、そうだ。そう言えばもう一つ訊ききたいことがあったんだよ、星乃宮。秋桜コスモスのことなんだけど……あいつ、さっき俺と入れ替わる前後で十五分くらいは連続して能力使ってたよな。前はもっと早くぶっ倒れてたはずなのに、あれは一体どういう理屈なんだ？」

「ああ、そのことですか。それなら単純に、秋桜の〝裏世界干渉能力〟は危機に応じて出力が向上する、というだけの話ですよ。元々世界を構築、あるいは修復するための能力ですから、追い込まれれば追い込まれるほど最大値マツクスに近い性能を発揮できるようになる」

「へえ……あ、じゃあもしかして、覚醒状態なのに意識が残ってたのも？」

「はい、同様の理由です。実に素晴らしいことですね」

「……素晴らしいこと？　って……いや、何の話だよ」

「もちろん秋桜の話に決まっています。……だって、覚醒しても意識が保たれるということは、つまり髪と瞳が赤くなっても中身はちゃんと秋桜のまま、ということですよ？　普段の覚醒時は言動からして秋桜らしさが薄れるので少しモヤモヤとしてしまうのですが、意識が残っているなら話は別です。ちょっとしたイメチェンというやつですね。ええ、実に可愛かわいい。それにほら、何もかも完璧にこなしてしまうより少しくらいドジな方が人に好かれるという説もありますし────ちなみに、貴方あなたも、そう思いますよね？」

「お、俺？　いや俺は何て言うかノーコメントでって怖い怖い視線が怖いんだよお前！」

　作業の手を止めてまで詰め寄ってきた星乃宮の肩を押し戻しながら俺は全力で悲鳴を上げる。……マジだった。瞳の色が今までで一番真剣だった。ったく、こいつ、秋桜のこと大好きすぎるだろ……。

　と、まあ、それはともかく。

『ねえ──ねえってば、タルミ？　盛り上がってるところ悪いけど、お呼びみたいよ？』

　鈴すず夏かの声が呆あきれ交じりに耳じ朶だを打ったのは、それから間もなくのことだった。





　　　　♯



《the Game with Revengers Alteration──通称ＧＲＡ：ルール概要》

《プレイヤー【垂たる水み夕ゆう凪なぎ】は、これより三種の〝改変ゲーム〟に連続で参加する》

《ここで〝改変ゲーム〟とは、株式会社スフィアが所有権を持つ裏ゲーム〝Rule Of Casters〟及び〝Selector of Seventh Role〟及び〝E.x. Unlimited Conquest〟のそれぞれに対し、ゲームマスター【未み冬ふゆ】または【冬と亜あ】が任意の改変を施したものを指す》

《プレイヤー勝利条件は、三つの改変ゲームを制限時間以内に全てクリアすること》

《ただし──それらのゲームは、通常では絶対にクリア出来ないよう設定されている》

《これに伴い、電脳神姫一番機【秋桜】の能力を限定的に解放する。すなわち、プレイヤー【垂水夕凪】は、各改変ゲームにおいて一度だけ〝裏世界干渉能力〟を使用できる権限を持つものとする──》




「…………」

　ＥＵＣにログインするなり目に入った文面──端末の投影展開によって空中に表示されたものだ──を眺めながら、俺はしばらく黙って思考を整理していた。

　正式名称《the Game with Revengers Alteration》。略称《ＧＲＡ》。

　未冬たちが用意してきたゲームの内容は、ざっくりとまとめればこういうことだ。俺が今までクリアしてきた裏ゲーム〝ＲＯＣ・ＳＳＲ・ＥＵＣ〟を、それぞれもう一度攻略すること。ただしそれらのゲームには未冬と冬亜の手で大幅な改変が加えられており、普通にプレイするだけではどうやってもクリア不可能な状態になっている。

　そんな三つの〝改変ゲーム〟を、各ゲームで一度ずつ使用が許されている秋桜コスモスの〝裏世界干渉能力〟を使いながら順にクリアしていく……と、まあ大体こんな感じだろう。

　そこまで思考を進めてからそっと顔を持ち上げると、正面の未冬はすぐに口を開いた。

「ハッ、さすがに理解は早いみたいだな。けど一応、いくつか補足だけさせてもらうぜ」

「……え、補足？」

「ああ。……って、んだよそのポカンとした顔。アタシ、何か変なことでも言ったか？」

「あ、いや、そうじゃないけど……てっきり、もっと雑な導入をされるものかと」

「はぁ？　何でそうなるんだよ。確かに経緯には納得してねーけど、それでもアタシはアンタの挑発ゲームに乗ったんだ。ならその上で──道理ルールに則のつとった上でアンタを叩たたきのめす」

　それが当然だろ、と何の裏もなく言い放ち、敵意に塗まみれた瞳でこちらを睨にらむ未冬。俺がなおも黙っていると、彼女はやがて痺しびれを切らしたように無理やり話を進め始めた。

「いいか？　まず、ここに書いてある〝制限時間〟はゲーム開始から72時間だ。それまでにゲームがクリアされれば、アタシの能力は自動的に解除される。一応、星ほし乃の宮みや織おり姫ひめが算出した〝ＥＵＣ崩壊までの予測時間〟に合わせてやったワケだけど……これ、もし先に世界の方が崩れ切ったらその時点でゲーム終了だからな？　文句言うんじゃねーぞ」

「……いや、まあそりゃそうだろ。別に文句なんか言わねえよ」

　ＥＵＣが崩壊したなら未み冬ふゆたちの復ふく讐しゆうはそこで完遂だ。ゲームを続ける意味がない。

「ならいいけどよ。それじゃあ──次、能力についてだ。いくら入れ替わってるって言ってもアンタには一番機の能力を自在に扱うことなんか出来ねーワケだろ？　だからゲームの仕様上、裏世界のアンタと現実世界の秋桜コスモスを〝疑似接続サブリンク状態〟にさせてもらった。アンタが能力使用の意思を見せるとそれがアイツに伝わって、二つの身体からだを介して間接的に世界へ干渉するって感覚イメージだな。ま、アンタの入れ替わり先が秋桜じゃねー場合は別だけど」

「ん……まあ、確かにそれが妥当なとこか」

「……アンタの反応、何かムカつくんだよな……まあいい、ここからは具体的な説明だ。

　それぞれの改変ゲームに入る時、アンタはある特定の状況下からそのゲームをスタートすることになる。ゲームが始まる最初の瞬間からプレイするんじゃなくて、それまでゲームが進行してきたっつー偽の歴史に放り込まれるワケだ。……これで伝わってるか？」

「ああ、多分な」

　偽物の歴史、と言われるとやたら仰ぎよう々ぎようしく聞こえるが、要するに俺が初めてＲＯＣに参加した時のようなことを想像すればいいんだろう。つまりは途中参加、いや、もっとゲーム的に言うなら他人のセーブデータから冒険を開始するようなものだ。

　当然、俺にとってのデメリット的仕様なわけだが……まあそのくらいは仕方ない。

「──そこまではＯＫだ。で、他にも何かあるのか？」

「そりゃな。ま、この辺はルール内の〝改変〟にまとめちまっても良いような気はするけど……後で卑ひ怯きようだとか言われたくねーから、はっきり明言しておいてやる。

　一つ。ＧＲＡでは、各ゲームに一人ずつ〝刺客キャラ〟っつー特別な設定を与えられたプレイヤーが登場する。別に倒す必要は全くねーけど、アンタを妨害するために超絶高いステータスを持ってる連中だ。計算違いで死にたくなけりゃ精々気に留めとけよ」

「…………」

「それと、もう一つ」

　刺客キャラ、という厄介な存在に表情を曇らせた俺に対して、目の前の未冬は畳み掛けるように口を開いた。その不穏な響きに、俺は思わず可か憐れんな顔を歪ゆがませる。

「それと、って……あといくつあるんだよ」

「あ？　んだよ。ルールを好きに決めていいって言ったのはアンタだろ」

「うっ……いや、まあそうなんだけどさ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった内心を隠すことすら出来ず、どうにか肯定だけを絞り出す俺。

　そんな反応を嘲あざ笑わらうように、未冬はニヤリとわざとらしく口元を吊つり上げてみせた。

「ハッ、いい返事じゃねーか。でも安心しろよ？　これが最後の補足だ。ま、その分重要度も一番高いんだけどな──いいか？

　ＧＲＡには、基礎ルールの他に提示されてねー裏ルールってのがいくつか存在する。名前はまとめて〝禁則事項トラツプ〟だ。一つでも破ったら問答無用で敗北確定リタイアだから、行動は慎重に進めた方がいいと思うぜ」

「…………は？　ま、待て。それ、まさか内容も言わないつもりか!?　ふざけんな、そんなの後出しでいくらでも操作できるじゃ──」

「んな卑ひ怯きような真ま似ねはしねーよ。疑うなら、さっきアンタがやったみたいにＥＵＣの〝追加ルール〟で縛ってもいい。……けど、どっちにしてもアンタに拒否権なんかないんじゃねーか？　どうしても嫌なら、アタシたちの不戦勝ってコトで終わっても構わねーぞ」

「……くっ……」

　柔らかな唇に軽く歯を立て、小さく顔を俯うつむける俺。……ダメだ、そもそもが圧倒的に不利な立ち位置だったせいで、ここでは譲歩する以外に道がない。

　でも、だけど──

「（普通のやり方じゃ絶対にクリア出来ない裏ゲームを三つ、秋桜コスモスの能力があるとはいえ72時間以内に一つ残らず攻略しなきゃいけない……それも、内容すら分からない禁則事項がいくつもある状態で？　そんなこと──本当に、可能なのか？）」

　思わず弱気な思考ばかりが脳裏を過よぎる。……要するに、俺がこれからやらされるのは縛り内容不明の縛りプレイみたいなものなんだ。あらゆる場面で慎重に動かなければならないというのに、ＧＲＡには制限時間まで存在する。72時間と聞くとそれなりに長くは感じるが、とはいえ、悠長なことをしていたらすぐに尽きてしまうだろう。

「ハッ……そこまで理解してくれりゃ充分だ」

「…………じゅう、ぶん」

　小さく口元を歪ゆがめて満足そうに頷うなずく未み冬ふゆと、その後ろで相変わらず俯いている冬と亜あ。

　未冬は昏くらい瞳で真まっ直すぐ俺を睨にらみ付けたまま、そっと優しく冬亜の手を取ると──重ねた二つの手を俺に突き付けるようにしてこう言った。

「それじゃ、チュートリアルはこれで終了。今から二十秒後に最初のゲームをプレイする裏世界フイールドにアンタを転送するから、その時点で時間進行カウント開始＆ウイルスの侵食再開だ。ゲームの名前はＧＲＡ──クリア不能な状態にまで改変された三つのゲームを、裏世界干渉能力を上う手まく使って攻略していく禁則事項トラツプ満載のタイムアタック。

　ってわけで……アタシと冬亜のためにも、出来ればさっさと諦めてくれよ？」

　──その言葉が耳に届くか届かないかのうちに、俺の視界はブラックアウトした。








　　　《ＥＵＣ世界の現在侵食率：81・３％》

　　　《特殊ウイルスによるＥＵＣ世界崩壊／ＧＲＡゲーム終了までの時間制限タイムリミツト：72時間》

　　　《the Game with Revengers Alteration──状況開始ゲームスタート》







[image: ]


　　　　♭♭──Ⅰ



　もう、何もかも全て嫌だった。

「っ……」

　どうやっても外には出られない牢ろう獄ごくのような空間サーバーの中で、長い紺色の髪をまばらに散らした少女はぐったりと座り込みながら近くの壁へと背中を預けている。

　嫌だ。つらい。逃げたい。消えてしまいたい。けれど、それすら叶かなわない。

　いっそこのまま目を閉じて、いつまでも醒さめない眠りに落ちてしまえればどれだけいいか──と、そんな半ば自暴自棄な衝動を抱いた時だった。

「……誰か……いる、の？」

　彼女以外には誰もいなかったはずのその場所に、ふと小さな声が響いた。

　ひた、と裸足はだしで近付いてくる小柄な人影。恐る恐るといった足取りのためにまだ顔は見えないが、それでも、どうにか窺うかがえる白銀の髪は仄ほのかに輝きを放っているようで。

「あなた、は……」「ひぅっ！」

　戸惑いと恐れと混乱と、それからきっと、微かすかな期待。

　──それが、二人の出で逢あいだった。





　　　　♯



　刹せつ那なの暗転。

　再び視界が開けた時、俺は、先ほどまでとは全く違う場所にいた。

「ここは……」

　思わずそんな言葉が口を突く──が、別に見知らぬ土地に足を踏み入れたというわけでもなさそうだった。というか、地元だ。十七年間暮らした街の、駅や学校なんかがある区域からは少し外れた住宅エリア。そして、ついさっきまでいたＥＵＣ世界とは大きく異なり、ガラガラという崩壊の音は綺き麗れいさっぱり止やんでいる。

　あちらでは常に感じていた薄暗さもない、まさに現実と見分けが付かない〝裏世界〟。

「──ＲＯＣ、か」

　若干の懐かしさを覚えながら呟つぶやいた。

　同時に、今自分の口から零こぼれた声が秋桜のものだったことにも意識が向く。確認のつもりで視線を下げてみれば、白と黒を基調にした可愛かわいらしいメイド服に加えて、すっかり元の色を取り戻した薄紫のセミロングが目に入った。

　どうやらＲＯＣは、春はる風かぜでも鈴すず夏かでもなく秋桜コスモスの身体からだで参加することになるようだ。

　そして──遅ればせながら、気付いたことがもう一つ。

「あ、あれ？　……わたし、なんでこんなところにいるんでしょう？」

　白いワンピース姿の春風が、いつの間にか俺の隣に立っていた。

　澄んだ碧あおの瞳をぱちくりと瞬またたかせながら滑らかな金糸を靡なびかせる可か憐れんな少女。教室で雪ゆき菜なたちと一緒に待機していたところから突然ログインさせられた、ということなのか、いまいち状況が分かっていないように見える。

　そんな春風は、誰かを探すようにきょろきょろと視線を巡らせて……そして、俺を見付けた途端、パッと嬉うれしそうに笑顔を弾はじけさせた。

「わ……！　えと、夕ゆう凪なぎさんですよね？　中ひ身と違いじゃないですよねっ？」

「あ、ああ……そうだけど。……なんだよ、何でそんなにはしゃいでるんだ、春風？　別に久し振りの再会ってわけでもないだろ」

「えへへ、ごめんなさい夕凪さん。こんな時ですけど……わたし、ちょっとうれしくて」

「……嬉しい？」

「はい！　──だってこの世界ここ、ＲＯＣですよね？　わたしが夕凪さんと初めて出で逢あった場所です。わたしにとって、凄すごくすごく大切な思い出の場所です。それに……えへへ。ずっと離れ離れだった前のゲームの時と違って、今はこうして一緒にいられますから」

「っ……!!」

　心底幸せそうな口調で呟いて、それからふわりと微笑ほほえむ春風。ド直球で好意をぶつけてくる彼女に、俺は誤ご魔ま化かすように顔を背けつつ滑らかな頬ほおを掻かくしかない。が、そんな小細工も虚むなしく、細い指先で触れた頬はじんわりと微熱を帯びてきている。

「と──とにかくっ！」

　だから俺は、大きく両手を振り回して無理やり話題を変えることにした。……まあ、何だ、アレだ。今の俺は捻ひねくれ者の垂たる水み夕ゆう凪なぎじゃなくてメイド服姿のドジっ娘こ、秋桜コスモスなわけだから、多少照れたところでノーカンだろう。そのはずだ。きっとそうに違いない。

「こほん。──それじゃ、そろそろ状況の確認を始めようぜ」




　近くの公園に入り、春はる風かぜと並んで木組みのベンチに腰掛けた。

「やっぱり、まずは端末の確認からだよな」

「そうですね。……こうして見ると、ＥＵＣのものよりちょっとシンプルな気がします」

　春風の感想に小さく頷うなずいて返しながら、俺はＲＯＣの〝端末〟──左手首に装着された小型のデバイスに右手でそっと触れてみる。と、次の瞬間、目の前に大きな投影画面が展開された。この辺りの操作方法は特に変わってもいないらしい。

　──が。

「ん……何だこれ？」

　直後、視界を覆おおう画面に映し出されたのはこれまでに見たことのない演出だった。ＲＯＣの三文字に〝Ｒｅ〟が引っ掛けられたようなイメージのタイトルロゴ。そんなものが数秒の間静止状態で表示され、そして徐々に薄れて消えていく。

　しばらく意味が分からずに硬直していた俺だったが……しかし、その後画面にカットインしてきた文字列を見て、数秒遅れで全ての事態を把握した。

《改変ＲＯＣ：ゲームチュートリアル》

「ゆ、有能かよ未冬あいつ……！」

　メイド服の肩を震わせながら俺は思わず歓声を上げた。……いや、だって本家ＲＯＣには存在すらしなかったからな、チュートリアル。ゲームの内容がどれだけ鬼畜だったとしても、やはり説明があるのとないのじゃ全然違う。

　ただ、まあそうは言っても、ズラリと並んだ情報のうち大部分は以前のゲームと全く同じものだ。この辺りは復習のつもりでざっくりとまとめてしまうことにしよう。

　ＲＯＣ──Rule Of Castersは、端的に言えば乱闘制の〝バトルロワイアル〟だ。参加権を与えられた総勢百名のプレイヤーがこの世界にログインし、誰より早い勝利条件の達成を目指す。その際キーとなるのがスペルや武器など多種多様な〝カード〟の存在だ。各プレイヤーは合計七枚までのカードを端末内に所有することができ、それらを駆使しながらゲームを進めていくことになる。

　ちなみに、勝利条件というのは以下の三つだ。

　五枚の〝秘[image: ]〟を集めて〝祭壇〟に捧ささげ、逆転の切り札たる〝緋ひ剣けん〟を入手すること。

　四名の〝王の腹心〟を唆そそのかし、悪あく辣らつの王に対する〝反乱軍〟を作り上げること。

　王の最愛の娘であり最大の弱点でもある〝姫〟を、その手で殺してしまうこと。

　──このうち一つでも達成できれば〝革命〟は成功。その時点でゲームクリアとなる。

「…………」

　そこまで記憶を蘇よみがえらせた辺りでふと顔を持ち上げてみると、隣から端末を覗のぞき込んでいた春はる風かぜが少しだけ表情を曇らせているのが分かった。言葉になるには至らない微かすかな吐息が唇の隙間からそっと零こぼれる。

　そう……前回の〝姫〟は春風だった。春風であり、意味も分からず彼女と入れ替わることになった垂水夕凪おれだった。何せ、当時のＧＭだった天てん道どう白びやく夜やが春風を堕おとすためだけに企てた〝実質クリア不可能〟な裏ゲーム──それこそが、元々のＲＯＣだったんだから。

　けれど。

「……今回は、どうもそういうわけじゃないみたいだな」

　俺は、未いまだにチュートリアルを表示し続けている端末を細い指先で操作すると、別画面で〝プレイヤー情報〟のページを開きながらそんな言葉を呟つぶやいた。名前や各種ステータスが並んでいるその欄に、姫ターゲツトを意味する〝特殊役職〟の記載はない。

「春風の方はどうだ？」

「ふえ？　──って、あ、そうでした！　えっと、確認、確認…………むぅ」

「……むぅ？」

「いえ、その……はい。わたしも〝姫〟ではないみたいです」

　安あん堵どとも落胆とも取れる声こわ音ねでそっと小さく呟く春風。

　それを聞いた俺はふむと右手を首筋へ遣やり、サイドに流れた柔らかな髪で手の甲をくすぐられながらゆっくり思考を回し始めることにした。

　……俺も春風も姫ではない、ということが確定した時点で、この〝改変ＲＯＣ〟は既に元のＲＯＣゲームからは大きく外れてしまっている。前回はとにかく〝自ひ分めを死なせずにクリアまで繋つながる方法〟を見つけるのが絶対条件だったわけだが、今回は他の誰かがどこにいるとも分からない姫を殺した時点でゲームオーバー、と、そういった類たぐいの〝制約〟だ。

　まあ、どちらにしても厳しい状況だということには変わりないが──

「って……ゆ、夕ゆう凪なぎさんっ！　これ、ちょっと見てください！」

　そんな思考を遮ったのは、少し焦あせったような春風の声だった。くいくい袖を引いてくる彼女に従って端末を見てみれば、いつの間にかチュートリアルの表示が終わっている。

　そして、暗転した画面の中央部には、白抜きでこんな文章テキストが浮かび上がっていた。

《緋剣を抱える祭壇は既に朽ち果て、彼かの封印の地を識しる者は誰一人として居なくなった。

　反逆の腹心はみな例外なく野心を砕かれ、王の激怒から逃れるが如ごとくその姿を眩くらませた。

　果敢なる姫は欠片かけらに封じ込められてなお果てずに生き永らえているが、あまりに弱々しいその灯ともしびはいつ消えるとも分からない》

「…………」

「ど、どういう意味なんでしょう、これ……？　なんて言うか、ちょっと怖い感じです」

　怯おびえたように自分の身体からだを抱く春はる風かぜに対し、俺は画面を見つめたまま静かに口を開く。

「祭壇は朽ち果てて王の腹心はいなくなった──ってことだから、まあ素直に読めば〝勝利条件のうち最初の二つはそもそも達成不可能になった〟って意味だよな」

「は、はい、わたしもそう思います。でも、それなら姫の命が消えるというのは……？」

「うーん……欠片がどうとか、封じられてるだとか、そういう細かい部分についてはさっぱりだけど……でも、要するに姫の身が危ないってことだろ？　っていうか、多分殺されそうになってるんだ。勝利条件の三つ目が今にも〝誰か〟に達成されようとしてる」

「！　そ、それ、すっごく大変じゃないですかっ!?」

　わっと大きく目を見開いて、同時に縋すがるような仕草で身体をこちらに寄せてくる春風。

　ああ……確かに、確かにとんでもない状況だ。だって、今の推測が全て正しいなら、俺たちは〝既に勝利に手を掛けている誰かからどうにかして姫を奪い取り、誰より早く姫そいつに刃やいばを突き立てる〟以外に一つの勝ち筋も持たないということになるんだから。

　さらに、そういった改変ＲＯＣ単独の事情だけじゃなく、ＧＲＡ全体に仕掛けられている〝禁則事項トラツプ〟についても常に警戒しておく必要がある。

　例えば、今この瞬間だって、鈴すず夏かの端末干渉能力を借りれば現実世界にいる星ほし乃の宮みやや瑠る璃り先輩に攻略の相談をすることも出来るだろう。だが、その行動はあまりにも俺に利があり過ぎる。実際どうなのかを確かめる術すべがない以上、安易な考えは全て禁則事項に設定されているという前提で動かないと一瞬で足元を掬すくわれてしまいそうだ。

　……もはや無む茶ちや苦く茶ちやとしか言いようがないくらいの状況、包囲網。

　ただ──この思考が正しいにしても間違っているにしても、ここで手をこまねいているだけでは何も解決しない、というのは疑いようもない事実だろう。

　だから、

「仕方ない。とりあえず動いてみることにしようぜ、春風。情報収集も兼ねてさ」

「そう、ですね……はいっ！　わたし、頑張ります！」

　ぎゅっ、と胸元で拳こぶしを作る春風と共に、俺はさっそく改変ＲＯＣの攻略を開始した。





　　　　♯



　閑静な──一つの街に百人しかプレイヤーがいないんだから本当に静かだ──住宅街を歩きながら、カードスロットを開いて手持ちのスペルを確認してみることにする。

「《加速》に《退却》、それから《回復》に《強化》に《監査》か。……春風は？」

「えと、わたしは……《鉄壁》と《同調》、あとは《加速》が二枚です」

「うーん……なるほど。武器も秘[image: ]も、ついでに《強奪》みたいな強力スペルもなしか」

　溜ため息いき交じり、というほどでもないが、それでも多少の落胆を含んだ声で呟つぶやく俺。

　俺たちの初期スロットに入っていたスペルは、そのほとんどが戦闘ＰＶＰの時にのみ効果を発揮する類たぐいのものだった。《加速》《強化》《鉄壁》はそれぞれ敏びん捷しよう性せい、攻撃力、防御力にプラスの修正を与えるもので、《同調》は自分と対象プレイヤーの状態を共有するというトリッキーなスペル。他人のカードスロットを覗のぞける《監査》とログアウト用の《退却》は一応希レ少アカードだが、今の状況で上う手まく活用できるとも思えない。

　そんなわけで……まあ総じて〝普通〟だ。

　ＲＯＣには〝倒した相手から最もレア度の高いカードを奪う〟仕様があるため戦闘ＰＶＰ用のスペルが多いのは悪いことじゃないのだが、現状把握という点では微妙なところだろう。

「えっと、ちなみに……」

　と、そこで、何やら難しい顔で端末を眺めていた春はる風かぜが不意にふわりと顔を上げた。

「このゲーム、他のプレイヤーさんたちはどういう風に参加しているんでしょう？　わたしや夕ゆう凪なぎさんは〝ある特定の状況下から〟ということでしたけど、それなら今ここにいる方々はずっと前からゲームを行っていたということになってしまいます。でもでも、ＧＲＡが作られたのはついさっきで……あ、あれ？」

「ああ、それならここに書いてあったぞ」

　春風の疑問に対し、俺は左手首の端末から先ほどのチュートリアル画面にもう一度アクセスしてみせた。そして、虚空に展開した画面をすっと指先でなぞりながら口を開く。

「ほらここ。《参加プレイヤーは合計百名──※ただし同時アクセス数は百を下回る場合があります──※また各プレイヤーには〝それまでＲＯＣこのゲームに参加していた〟という偽りの記憶が植え付けられています。ゲーム全体として架空の〝歴史〟を持っているものと認識していただければ結構です──※他に何か疑問があれば下記の端末にメッセージを送ってください。こちらの説明不足であると判断した場合のみ回答します》」

「わ、ありがとうございます……って、えと。……その、未み冬ふゆさん、すごく律りち義ぎですね」

「だよなあ」

　時間の関係で大半は読み飛ばしたものの、ほぼ全ての項目に※印付きの補足が添えられている。直接喋しやべっている時と違って言葉遣いも非常に丁寧なため、かなりのギャップを感じるほどだ。

　ともかく──要はそういうことらしい。改変ＲＯＣの参加者プレイヤーは未冬と冬と亜あによって記憶を操作され、ＧＲＡの設定シナリオに沿った〝キャラクター〟としてここに招集されている。

　恐らく、乗っ取ったシステムを使って強引に成立させているんだろうが──、

「……ッ!?」

　と、そこまで考えた辺りで俺は瞬間的に思考を止めた。否いな、止めざるを得なかった。

「────よぉ」

　不意に耳じ朶だを打つ低い声。同時、死角になっていた右側の路地から一人の男が姿を現した。そして続けざまにもう一人、反対側の道からも長身の男が近付いてくる。

　彼らは余裕ありげな足取りで俺たちの進路を塞ふさぐと、途端に威圧的な声を投げてきた。

「ったく……散々警告してやってんのに何のつもりだよてめえら。ここら一帯は随分前からウチの領シ土マだぜ？　部外者がほっつき歩いていい場所じゃねえんだよ。なあ、相棒？」

「ああ。……お前たちはどこの残党だ。返答次第では穏便な態度を取らないこともない」

「は……？　シマ？　残党？」

　二人の言っていることが理解できなくて、思わず顔をしかめる俺。……いや、襲われるだけなら分かるんだ。前回のＲＯＣの時だってＰＶＰには散々巻き込まれた。しかし〝シマ〟やら〝残党〟やら、その辺りの単語はいくら記憶を遡さかのぼっても覚えがない。

「あ、あの！　わたしたちは……そのですねっ！」

　と──突然上がった懸命な声に視線を隣へ遣やってみれば、いつの間にか、春はる風かぜが決死の表情で彼らに立ち向かおうとしているのが見て取れた。碧あおい瞳にはぎゅっと力が籠こもっているものの、やはり相当怯おびえているんだろう。その足は小刻みにだが震えている。

「待て、春風。……お前は下がってろ」

　それを見た俺は咄とつ嗟さに片手を伸ばして彼女を後ろへ避難させると、ミニスカートを揺らしながら大きく一歩前に出た。さすがにこれは、俺の役目だ。春風の気持ちはもちろん嬉うれしいが、とはいえこんな場面で守ってもらうようじゃあまりにも格好が付かない。

　だから、俺は真剣シリアスな表情を誤ご魔ま化かすようにすぅーっと息を吸い込んで……こう言った。

「──あ！　ご、ごめんねオジサンっ！　その、実はわたしたち、まだゲーム始めたばっかりで、ルールとか全然知らなくて！　だから悪気はなかったって言うか、ほんと、オジサンたちに迷惑かけるつもりなんかちっともなかったの！」

「ぇ。……えと、ゆ、夕ゆう凪なぎさん……？」

「えへ、違うでしょー春風ちゃん。わたしは秋桜コスモス☆　元気いっぱいのメイドさんだよっ」

「……ぽかーん、です……」

「うっ……」

　両手の指を頬ほおに当てて全力できゃぴきゃぴしてみたが、春風の視線が痛すぎる。

　い、いや、まあいい。似合わないのは俺が一番よく知ってるし、別に『上う手まい』とか思われたかったわけじゃない。だから悔しくなんか全然ない。ないったらない。

　ともかく、肝心の男たちの方はと言えば──

「始めたばっか、だ……？　はっ、そりゃまた不運なこったな」

　──ありがたいことに、俺の言い分をそのまま信じてくれたようだった。

「てめえらはＲＯＣこのゲームに関わるのが遅すぎたんだ。ちょっと前まではまるで戦国時代みてえな有様で誰にでもチャンスはあったんだがな、今さら遅えよ。何せついこの間、ウチのチームが天下を統一してやったばっかりだ」

「え……天下を、統一した？　それ、一体どういう──」

「あんだよ、んなことも分かんねえのか？　このゲームで天下を獲とるって言ったら一つしかねえだろうが──ああ、そうだよ、姫だ。姫を捕まえたんだよ俺らは」

「っ[image: ]」

　姫を捕まえた。……そう、言ったのか。今。

　あまりに衝撃的な発言に言葉を失いながら、俺は右手をそっと首筋へ遣やった。姫、天下統一、チーム、部外者、戦国時代。いくつもの単語が頭の中をぐるぐる回る。

　恐らく、だが──今回のＲＯＣは、ゲームが進行する過程で個人戦ではなくチーム戦のような形へと姿を変えていたんだろう。元々一人抜けという仕様のせいで連携が成立しにくいというだけで、そこさえ解決クリアできるなら当然チームの方が色々と有利になる。

　そんな〝チーム同士の勢力争い〟のような構図がしばらく続いて。

　その戦いに、今目の前にいるこいつらのチームが終止符を打ったというわけか。

「──ま、だから要するに、今は単なる〝消化期間〟ってわけだな」

　黙ったままの俺を正面から見つめながら、低い声の男はニヤニヤと笑みを浮かべた。

「ちょっとした事情があってまだクリアには至ってないんだが、それでも後は時間の問題だ。俺らの気分次第でいつでも殺やれるってんだから、そりゃ他のプレイヤーにはどうしようもねえ話だろ？　だから実際、外野の連中はどんどんログインしなくなってるよ」

「…………」

「で、残ってるのはそういう連中と交代で入ってくる新人か、じゃなきゃウチに一いつ矢し報いてやろうと画策してる他チームの残党バカどもくらいしかいないんだが──おい、どうだ？」

　そこまで言って、彼はふと隣の男へと視線を遣った。あまり口数の多くない長身の男はしばらく返事をしなかったが、しかし数秒後、端末に右手を添えて小さく呟つぶやく。

「《監査》の二重掛けで情報を抜いた。……結果、クロだ。この二人の初回ログインはついさっきなどではなく二ヶ月半近く前。少なくとも私はこの数字を初心者とは定義しない」

「!!　連携効果……!?　いつの間にッ！」

　バッと身体からだを翻ひるがえしながら鋭い声を上げる俺。……やられた。俺が男との会話に気を取られている間に、もう一人が俺たちの素す性じようを調査していたらしい。二ヶ月半という期間自体は未み冬ふゆが設定した出で鱈たら目めな数字のはずだが、ともかくこれで初心者のフリは瓦が解かいした。

「（くそ、前回のＲＯＣで連携効果を使ってたのなんて十六夜いざよいくらいだったのに……時間が経たったせいで一般的になったってことか!?　ちくしょう、油断した……っ！）」

「──あんだよ。随分動揺してるみたいじゃねえか、ああ？」

　俺の表情が明らかに変わったことを察してか、低い声の男がさらに表情を凄すごませる。

「てめえらが初心者じゃなく、その上でさっきの演技をしたってんなら答えは一つ──俺らに対して反抗的な意思を持ってるってことだ。……ああ、それは許せねえよなあ。泣き叫んで俺らに屈服するまで、キツいお仕置きをプレゼントしてやろうじゃねえか」

　男は口端に微かすかな怒気を纏まといつつ、鬱うつ陶とうしいくらいに下げ卑びた視線を俺たち二人に向けてきた。そんなものを全身に浴びせられ、春はる風かぜはびくっと肩を震わせながら俯うつむいてしまう。

　そして────それは、俺の理性が吹き飛ぶには充分すぎるくらいの出来事だった。

「……止やめろ。んな腐った目でこいつを見てんじゃねえよクズ」

「あ？　……何だこいつ、いきなり豹ひよう変へんしやがって」

「さてな。だが構うことはないだろう、むしろこちらの方が調教し甲が斐いもあって──」

「ごちゃごちゃうるせぇえんだよッ!!」

　長身の男が発していた言葉をぶった切るように声を上げ、俺は端末のカードスロットを目の前に展開した。そうやって俺が交戦の意思を見せた瞬間、男たちの方も即座にＰＶＰの準備を整え始める。一人は短剣、もう一人は細長い槍やりのような武器をカード状態から実体化し、息を吐つく間もなく戦闘に突入する──かに思われた、ちょうどその時だった。




「……何してるの？　使えない下したっ端ぱお兄ちゃんたち。それはリナの獲物だよ」




　彼ら二人が、唐突に姿をかき消したのは。

「なっ……!?」

　呆ぼう然ぜんと立たち竦すくむ俺の視界では、青い粒子が二人分キラキラと宙を舞っている。見るのは久し振りだが、確かこれはＲＯＣにおける死亡時の演出で──って、いや、待ってくれ。

　それじゃまさか、こういうことか？　今の一瞬で、同時に二人とも倒されたって……？

「あはっ」

　そんな不吉な予想を裏付けるように、消えゆく彼らの後ろから場違いなまでに明るい笑い声を伴って現れたのは、見覚えのある一人の女の子だった。

　以前にどこかで──具体的にはＳＳＲの時計塔辺りで会ったことのある少女だ。名前はリナ。黒を基調としたパンクファッションで全身を飾り、胸元には今さっき二人を薙ぎ払った熊のぬいぐるみを大事そうに抱えている。壊れたような笑みといい、赤いシャギーの入った髪といい、とにかく自己主張が激しいのが特徴だ。

　と、まあ、それはそれとして……彼女は確か、生きつ粋すいの十六夜信者だったはずだ。

　前回のＳＳＲゲームで微妙に恨みを買ってしまった鈴すず夏かの身体からだにならともかく、今の俺コスモスにこんな愉たのしげな様子で絡んでくる意味が分からない。

「えっと……ね、ねえ、獲物って何のこと？　もしかしたら人違いとかなんじゃ──」

「あは、何言ってるの？　人違いなんかじゃないよ。お姉ちゃん、ＳＳＲで〝魔王〟やってた人でしょ。ほら、リナは十六夜いざよいお兄ちゃんに認めてもらうためにすっごくすっごく頑張ってるから、お姉ちゃんのことはもう〝匂い〟で分かるんだ♪」

「はあ!?　い、いや、確かに十六夜あのバカもそんなこと言って付きまとってくるけど……んな厄介すぎる性能スキルばっかり盗むことねえだろ!?」

　思わず頭を抱えてしまう。……とはいえ、こいつが俺を〝魔王〟だと認識した上で突っかかってきているのなら話は簡単だ。どうしようもないくらい明白な敵対関係に加え、一瞬の抵抗も許さず二人のプレイヤーを倒してしまうほどの圧倒的スペック。

　恐らく、だが──こいつが未み冬ふゆの言っていた〝刺客キャラ〟というヤツなんだろう。

　そんな彼女は少しだけ首を傾かしげながら、蕩とろけるような笑顔を浮かべて俺の瞳を覗のぞき込む。

「あはっ……ねえ、殺し合おうよお姉ちゃん。あんな下したっ端ぱの雑ざ魚こ雑魚じゃつまんないでしょ？　やっぱりお姉ちゃんの相手はリナじゃなきゃ。……それに」

「……それに？」

「お姉ちゃんみたいなまあまあ強いプレイヤーを倒せば、リナの評価が一気に上がる。そしたらチーム内での序列が上になって、姫を処刑する役がリナになるかもしれないの。そうなったらもう最っ高だよ！　ＲＯＣをクリアしたプレイヤーっていう肩書きさえ手に入れば、リナもきっと十六夜お兄ちゃんに襲ってもらえる──きゃっ♡」

「あ、あー…………結局そこなのかよ」

「え、そうだよ？　だってリナ、それしか興味ないもん。他のことなんてどうでもいい」

　だから──つまり、そういう事ワ情ケだから。

「ね、ね、リナのために死んで？　ＳＳＲの続きをしようよ、お姉ちゃん♪」





　　　　♯



「──《加速》発動ッ！」

　リナとの再会から十五分。俺は住宅街を少し離れ、街外れの川場までやってきていた。

　足を止めずに振り返ってみれば、相変わらず大きなぬいぐるみを抱えながら執しつ拗ように追ってくるリナの姿が目に入る。どうやらあの熊、ＲＯＣの中では〝武器カード〟の扱いになるようだ。カード化と実体化を織り交ぜることで意味不明な挙動が実現している。

「それに、ヤバいのはあの熊だけじゃない」

　もっと根本的な問題として──一番厄介なのは〝刺客キャラ〟たるリナの基礎ステータスがそもそも異常に高いという点だった。今だって、俺の方は既に《加速》を使っているのに、素の状態で走っているだけのリナをいつまで経たっても振り切れない。

　……ああもう、序盤から最悪だ。

　確かにリナは姫を捕まえているチームのメンバーなのかもしれないが、だとしても彼女一人を倒したところでそれが〝姫〟に繋つながるとも思えない。とすればこれは、どこまで行っても完全に無意味な戦闘だ。

　ただ、そんな中にも一つだけ救いがあるとすれば、それはリナがどう見ても俺だけをターゲットにしているという点だろう。他のことは一切眼中にないらしく、だから春はる風かぜにはちょっとした合図を託して既に対岸へと避難してもらっている。

「あははっ！　どうしたのお姉ちゃん。強いんでしょ？　十六夜いざよいお兄ちゃんに認められてるんでしょ!?　それなのにこんな雑ざ魚こ雑魚だったら、リナ怒っちゃうから……!!」

「ぐ……ぁっ！」

　瞬間、壊れたように躁そう的な笑い声と共に、一瞬前まで俺の身体からだがあった空間を勢いよく熊のぬいぐるみが通過した。轟ごう風ふう、衝撃。直後に滅め茶ちや苦く茶ちやな破砕音が耳じ朶だを打つ。……見れば、近くにあった自動販売機が攻撃の余波を受けて跡形もなく倒壊していた。

「っ!?　チ、チートだろ、これ……っ！」

　──ダメだ。こんなの、一撃でも貰もらったらその時点でゲームオーバーになりかねない。

　チッと鋭く舌打ちしながら、純情可か憐れんな美少女メイドたる俺は再びスカートを翻ひるがえして走り始めた。それでも、リナとの距離は一方的に縮まるばかりだ。先ほど《強化》と連携させずに《加速》を単独で使ったのが間違いだったのかもしれないが……しかし、手札リソースが少ない状況で連携効果なんて狙っても息切れを早めるだけだろう。

「ううんっ！　どっちでも同おんなじことだよ、そんなのっ！」

　轟ごうッ、と凄すさまじい風圧を撒まき散ちらしながら襲いくる凶器ぬいぐるみ。それを紙一重で躱かわしつつ、俺は咄とつ嗟さに進路を変えて川に架かった橋へと足をかけた。対岸ではらはらしながらこちらを見守っている春風にほんの一瞬だけ視線を遣やり、大きく一つ頷うなずいてみせる。

「……？」

　突然の行動にリナは少し戸惑っていたようだが、結局、すぐに後を追い掛けてきた。

「変なの。さっき別れたばっかりなのにもう合流するんだね。……あはっ、それとももしかして、やっと一人じゃ勝てないって気付いたの？」

「さあ、どうだろうな……っ！」

　整った表情をニヤリと笑みで歪ゆがめながら、俺は足早に橋を駆け抜けていく。先ほどまでと違って左右にほとんど逃げ場のない狭い通路だ。圧倒的な速度の差もあって、後ろから迫る殺気は秒を追うごとにどんどん大きくなっている。

　息が上がって、足が縺もつれて、ついにはリナの吐息が微かすかに耳を撫なでた気がして。

「お待たせ、お姉ちゃん。……もういいよね？　これで、終わりにしてあげ──」

　けれど──ここまで来れば、充分だ。

「──春風ッ!!」

「はいっ！　端末起動──スペル《同調》をリナさんに！」

　背後のリナが必殺の一撃を放とうとしたその瞬間、声を張り上げた俺の合図に従って春はる風かぜがとあるカードの使用を宣言した。《同調》──対象プレイヤーと自分との間で全ての状態を共有する低レアスペルだ。そして、その効果は、二人のプレイヤーが持つ各種ステータスを軒並み〝低い方〟に揃えるという形で処理される。

　すなわち、リナに掛かっている膨大なステータス上昇を一時的に無効化できるわけだ。

「え、え──きゃっ!?」

　敏びん捷しよう性せいが引き下げられたことでがくんと目に見えて失速し、バランスを崩して倒れそうになるリナ。俺は、それを確認してから身体からだの向きを反転させると、そのまま彼女の懐へと潜り込んだ。同時に《強化》を発動しつつ、例のぬいぐるみを思い切り蹴り飛ばす。

　こうして、今まで散々猛威を振るっていた凶器は大きく宙を舞い、それから重力に従って遥はるか橋の下へと──ごうごうと眼下を流れる川の中へと消えていった。

「よしっ！」

　それを見て俺は思わず可か憐れんにガッツポーズを決める。……ああ、何とか成功だ。橋を渡ることで春風とリナとの距離をスペルの効果範囲内にまで縮め、《同調》を使ってステータスを削りつつ例のぬいぐるみを奪ってしまう。そんな、半ば無理やりな方策。

　だが実際、あの武器がなければリナの脅威は半減されると言っていい。

　もちろん基礎ステータスは高いままだが、二人で逃げ延びるくらいはどうにでも──

「──なる、とか思ってるんだ？　あはっ。お姉ちゃん、結構面白いこと言うんだね」

「…………は？」

　次の瞬間、目の前で展開された悪夢のような光景に俺は言葉を失った。

　いや……いやしかし、それも無理からぬことだろう。何せ、たった今ようやく捨てさせたはずの凶悪な武器が、ぬいぐるみが、再び彼女の胸元にそっと抱かれていたんだから。

　俺の動揺を知ってか知らずか、目の前のリナは不満げに唇を尖とがらせている。

「もう。本当に乱暴なんだから、お姉ちゃん。リナの大事なお友達を蹴るなんて酷ひどいよ」

「っ……お、お前それ、どうやって。……まさか、下から回収したのか？」

「この子？　ううん、違うよ。この子はさっきの子とは別だから。二番目のお友達だね」

「……二番目？　待て……それって、もしかして」

「あはっ、お姉ちゃんってば目付き悪ーい。でも……うんうん、さすがに分かっちゃうよね。そう、お姉ちゃんの予想通り──リナの手札スロツトは、全部ぬいぐるみこの子たちで埋まってる」

「────ッ！」

　気が遠くなるかと思った。

　唯一の勝機に思えた〝武器を奪う〟という方針がそんなぶっ飛んだ理屈で完全に無力化されてしまうなんて……さすがに想定の範囲外だ。

「あは。──詰み、ってやつだね、お姉ちゃん。ほら、もう《同調》も切れちゃったよ」

　コツコツと、若干の余裕すら感じられるリズムを刻みながら近付いてくるリナ。

「でも安心して？　お姉ちゃんの脱落死は無駄じゃないから。ちゃんとリナの糧かてにしてあげる。ちゃんと役に立ててあげる。だから、むしろ誇っていいんだよ？」

「…………」

　諭すようなリナの声。対する俺は、彼女の歩調に合わせてゆっくり後退しながら、背後の春はる風かぜと眼下の川に視線を遣やっていた。……こうなれば、もうイチかバチかで飛び込んでみるしかないだろう。どう見ても泳ぐのに適しちゃいないが、諦めるよりは千倍マシだ。

　そんな壮絶な覚悟を決めた──その時だった。

「《強化＋同調＋転移》連携発動。……ああ、対象はそちらの危ない方以外で」

「「「──え？」」」

　秋お桜れでも春風でもリナでもない、どこか聞き覚えのある声が突然辺りに響き渡って。

　その意味を完全に理解するより早く、俺の視界は一瞬で暗転した。





　　　　♯



「……おかしいですね」

　リナとＰＶＰを行っていた地点からは大きく離れた、とある鉄道の高架下にて。

　俺と春風を絶体絶命の窮地から救ってくれた彼女は、悠然とベンチに腰掛けながらすらりと長い足を組み、銀縁眼鏡の奥の瞳をじろりと俺に向けていた。

「私は、確かにそちらの危ない方を除外して転移するよう指定したはずなのですが……なぜ垂たる水み様がここに？　バグ？　もしかしてバグですか？　スフィア始まって以来の？」

「……俺が〝危ないヤツ〟だって認識されなかったのがそんなに意外かよ」

「いえ、そうは言っていませんが。中身はともかく見た目は麗しい美少女ですし……ええ中身はともかく……しかし、困りましたね。『垂水様如ごときを助けるような安い女』のレッテルを貼られたまま今後の人生を過ごさなければならないなんて、とんだ拷問ですよ？」

「いや拷問でも何でもねえよ！　お前の中で俺のイメージどうなってんだ!?」

「え……いやあの、突然『お前のナカ』とか卑ひ猥わいなこと言い出すの止やめてもらっていいですか？　私たちそういう関係じゃないですし、春風様も見ていますし……ちらちら」

「違ちっげえよ！　もう誤解させたいだけだろお前!?　俺が言ってるのはそんなんじゃなくて、ただお前が俺をどう見てるのかって──」

「まあそれは玩具おもちやですが」

「どっちにしてもロクでもねえ!?」

「……うふふ」

　頭を抱える俺の目の前で、右手を頬ほおに当てながら恍こう惚こつに満ちた笑みを浮かべている眼鏡の女性。フォーマル寄りのぴったりとした格好や立ち振る舞いだけを見ればまさに大人の女、という感じなのだが、今の会話からも分かる通り性格に大きな難がある。

　スフィア先進技術開発部門第三課フエイク・ウイツチーズ所属──通称〝司書〟。

　本名は未いまだに知らないが、ともかく裏ゲームで何度か会ったことのある相手だった。

「──あ、あのっ」

　と、そこで遠慮がちに口を開いたのは、俺たちのやり取りを隣で眺めていた春はる風かぜだ。彼女は不ふ遜そんに足を組んでいる司書へと一歩近付いて、ふわりと柔らかな笑みを浮かべる。

「改めて、ありがとうございます。それと……えへへ、お久しぶりです」

「……はい」

　その言葉に、ほんの少しだけ間を開けてからそっと頷うなずきを返す司書。……そうか、天てん道どうと同じ第三課の所属なんだから、春風とは元々知り合いなのか。いや、知り合いとかそういうレベルじゃなく、むしろ彼女の調整や管理を行う立場にいたはずだ。

　まあ二人の様子を見る限り、特に険悪な仲というわけでもなさそうだが……。

「お久し振りです、春風様。……今のＰＶＰで怪け我がなどはされていませんか？」

「はい、大丈夫です！　藤堂さんが──あ、えと、司書さんが助けてくれましたから」

「いえいえ、私の助力など大したものではありません。むしろ余計なのまで引き連れてきてしまって申し訳なく思っているくらいで」

「余計な……？　って、ゆ、夕ゆう凪なぎさんは余計なんかじゃありませんよっ！」

「ああ、そうでしたか。これは失敬。……それにしても春風様、本当にお怪我はされていませんか？　怪我されて──もとい汚けがされていませんか？　処女膜はまだ無事ですか？」

「え？　あ、はい。多分、そんなに汚よごれてはいないと……しょ、しょじょ？」

「処女膜です。つまり、そこの獣に狼ろう藉ぜきを働かれてはいませんかと──」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！　だぁあもうお前いい加減口閉じろ司書!!」

　ぱちくりと目を瞬またたかせる春風の前にぐいっと身体からだを押し込んで、俺は目の前の喋しやべるＸ指定に細い指先を突き付けた。すると彼女は、相変わらず愉たのしげな笑みを口元に張り付けながらではあるものの、一応素直に俺の要求を聞き入れてくれる。

「……ったく……」

　気疲れから思わず軽い悪態なんか零こぼれてしまう、が──それはともかくだ。

　常に上から目線の態度や俺に対する暴言なんかは一旦置いておくとして、彼女がリナの脅威から俺たちを救い出してくれたこと自体は紛まぎれもない事実と言えるだろう。あそこで助けが入らなければ俺たちは早々に負けていた。けれど、だからこそ一つの疑問が湧く。

　だって、改変ＲＯＣのチュートリアルによれば、このゲームに参加しているプレイヤーは全員未冬と冬亜によって〝偽りの歴史〟が与えられているはずなんだ──あの二人にとって都合が良いように、設定と状況が予あらかじめ準備されているはず。

　それなのに、どうして司書こいつは俺を助けることが出来たんだ……？

「──あの。あの垂たる水み様、あまり嘗なめ回すような視線で私を見ないでもらえますか？　いくら野外調教露出プレイに興味がお有りとはいえ、私で欲望を解消されるのはちょっと」

「してないしする予定もねーよ。……はあ」

　冗談めかした文句を付けられ、俺は聞えよがしな溜ため息いきを吐ついて思考を止やめることにした。意味深な司書の〝配置〟について、気にならないと言えば嘘うそになる。ただ、それはこうして頭を悩ませているだけで解決するような問題じゃないだろう。

　と、いうわけで。

「なあ司書。助けてもらったついでにいくつか訊ききたいことがあるんだけど、いいか？」

「……ええ、まあ構いませんよ。垂水様には支払うべき対価のこともありますし」

「え？　……対価？」

　俺が怪け訝げんな顔で訊き返すと、司書はほんの一瞬だけ春風に視線を遣やり、その後何も言わずにタイトスカートに包まれた足を組み替えた。こちらに向けられているのは〝これ以上詮索するな〟とでも言いたげな鋭い双そう眸ぼうだ。……まあいいけど。

「じゃあまず、そもそもの話として──今って一体どういう状況なんだ？　例のチームのこともそうだけど、もっとこう、全体的なイメージが欲しい」

「全体的なイメージ、ですか。……そうですね」

　司書は右手を口元に遣ったまましばらくじっと俯うつむいていたが、やがて、記憶を整理するような口調でこんな話をし始めた。

　曰いわく──改変ＲＯＣこのゲームは、少なくともプレイヤー間の認識では開始から既に数年が経過している。最初のうちは三つの勝利条件がほぼ同列で存在していたものの、いくつかのイベントを通じて状況が変化していき、現在では例の説明文テキストのような状態に落ち着いた。

「秘[image: ]を集めようにも祭壇の場所は誰にも分からず、反乱軍を揃そろえようにも王の腹心はどこにもおらず、そして残るは姫ばかり……と、簡単に言えばそういうことです。まあそんな状況でもゲームは一応成立しますから、プレイヤーたちは複数のチームに分かれて長らく鎬しのぎを削っていたわけですが……それも、今となっては過去の話ですね」

「……それは、つまりあいつらが？」

「はい。現ＲＯＣの最大勢力──構成メンバー三十名以上、希レ少アカードの九割を独占しているという〝アレ〟です。元より圧倒的な数の力で優位に立っていたチームだったのですが、そんな彼らがついに姫まで捕らえてしまいましたので……もう、直じきにゲームは終わるでしょう。垂水様が無能オブ無能であることを考慮せずとも、状況が既に詰んでいます」

「…………」

　饒じよう舌ぜつに語る司書だが、その声こわ音ねは若干の憂いを含んでいるようにも聞こえる。やはり何だかんだ言ってＲＯＣにはそれなりの思い入れがあるんだろう──そんな推測をすると同時に、ふと、先ほどと同種の違和感がもう一度脳裏に蘇よみがえる。

　──やっぱり、ちょっと都合が良すぎる。

　俺に協力的かどうかはともかくとして、司書は間違いなくスフィア側サイドの人間だ。だから当然、未み冬ふゆと冬と亜あにとっては〝敵〟になる。そんなヤツにここまで情報を与えて俺の近くに置いておくなんて……まさか、序盤だからって手加減でもされているんだろうか。

「……うーん。未冬あいつの態度から考えると、いまいちピンと来ないけどな」

「はい？　何の話ですか、突然」

「あ、いや」

　いつの間にか思考が口に出ていたようだ。俺は、誤ご魔ま化かすように薄紫の髪を揺らして曖昧な懸念を断ち切ると、気を取り直して残る重大な疑問へと触れることにする。

「そこまでは分かったけど……でも、それじゃちょっとおかしいだろ」

　ついさっきリナの発した言葉から想像が付かないわけでもないが──、

「姫はもう捕まってるんだったよな。それなら、どうしてまだゲームが続いてるんだ？」

「……は？　どうしてって、そんなの死んでないからに決まってるじゃないですか。ＲＯＣの勝利条件は〝姫を殺す〟ことですよ？　生きているなら終わりません。意味、分かりますか？　それとも脳の容積的に限界ですか？」

「……こ、こいつ……」

「まあでも、そういうことなら言葉を選んで差し上げましょう。いいですか？　姫が死んでいないというのは、要するに……まだ殺す人が決まっていない、ということですよ」

　──ああ。なるほど、やっぱりそこか。

　そう、そうだ。結局のところ、それこそがＲＯＣでチームを作る際に最もネックになるものなんだ。クリアに行き着くまでは良い。しかし最後の最後、攻略しきる寸前で必ず問題が発生する。だってＲＯＣは〝一人抜け〟のバトルロワイアルだ──どんなにチームが強大でも、姫にトドメを刺せるゲームをクリアする人間はたった一人しか選べない。

　誰が勝者になるのか。報酬はどう振り分けるのか。そして、たとえ綿密に配分を決めたところで、それは本当に支払われるのか。現実リアルでは会ったこともない人間同士、当然のように疑念はいくらでも発生する。そりゃ〝処刑人〟の選定は一筋縄じゃ行かないだろう。

「それで、命の灯ともしびが消えそうになってる、か……」

　例のテキストを思い返しながらそんなことを呟つぶやいてみる。……確かに正しい表現だ。まだ詰んだわけではないが、しかし確実に王手は掛けられているような状況。最後の一手を指される前に何とかしないと、改変ＲＯＣこのゲームは早くも攻略不能になってしまう。

「ええ。というのが、実はついさっきまでの認識だったんですが」

「……え？」

　と、俺の理解がそこまで進んだ辺りで、司書は唐突に不穏な言葉を口にすると目の前に端末の画面を投影展開した。彼女に促されるまま、俺と春はる風かぜは揃そろってそこに顔を寄せる。

　極上の金糸に頬ほおをくすぐられながら見つめたその画面は、様々な情報がごちゃ混ぜになっている雑多なページだったが……一つだけ、一目で理解できる文章が記されていた。

　曰いわく、

「処刑人、決まったみたいですよ。執行は……ＲＯＣが終わるのは、明日の朝ですね」

「────っ!!」

　……白いワンピースの膝に添えられていた春風の両手が、きゅっと弱く握られた。





　　　　♯



　司書と別れてからしばらく後、俺は春風の案内でとあるアパートの一室を訪れていた。

「ここは、以前のＲＯＣで……えと、夕ゆう凪なぎさんとの入れ替わりが起こる少し前まで、隠れ家のような形で使わせてもらっていた場所なんです。他にも何箇所かあるんですが、この部屋が一番過ごしやすくて」

「へえ……そうだったのか。確かに、ずっと外にいるわけにはいかないもんな」

　他のプレイヤーと違って一時的なログアウトすら出来なかった春風は、だからこそ適度に拠点を変えながらゲームを続けるしかなかったんだろう。

　そんなことをぼんやりと想像しつつ、俺はケトルで沸かしたお湯をなみなみとカップに注ぎ始めた。そして、前もって入れておいた粉末を銀のスプーンで溶かしてやれば、あっという間にホットココアの完成だ。仄ほのかに甘い匂いを漂わせるそいつを二人分トレイの上に載せ、ちょこんとベッドに腰掛けている春風の下まで運んでいく。

　……何な故ぜか物もの凄すごくメイドっぽい。

「えへへ。ありがとうございます、夕凪さん」

　ともかく、春風はにこりと笑って両手を伸ばすと俺からティーカップを受け取ってくれた。俺は俺で、残ったカップを右手に持ちつつそのままベッドの傍かたわらに──立っていようとも思ったのだが、やっぱり考え直して春風の隣に座ることにする。

　さて。軽く休憩がてら、ここでざっと状況の整理をしておこう。

「まず……このゲーム、改変ＲＯＣには三つの勝利条件がある。だけど、そのうちまともに残ってるのは〝姫を殺すこと〟だけで、その姫も今はどっかのチームに捕まってる」

「はい。それも、三十人以上のメンバーが所属しているチーム、とのことでした。……正面から突破するのは、ちょっと難しそうですね」

「そうだな。他のチームが生きてるならともかく、完全な〝一強〟の状態になってる以上は攻略しようがない。それに……そもそも、明日になれば姫は殺されるんだし」

「……っ……」

　俺の言葉にびくっと小さく肩を震わせ、手元のカップを覗のぞき込むように項垂うなだれる春風。

　──要するに、これが未み冬ふゆの言っていた〝特定の状況下〟とやらの全貌なんだろう。ほとんど唯一の勝ち筋である〝姫〟が強大なチームに捕らえられ、外部からは全く手出しが出来ないような状況。さらに、ＧＲＡのリミットとは別に処刑日時という新たな時間制限まで定義され、それまでに打開策を見付けられなかった場合は即失格のオマケ付きだ。

「でも」

「──でも？」

　そこで俺が発した小さな声に、春はる風かぜはぱっと弾はじかれるように顔を上げた。澄んだ碧へき眼がんが俺の視界で大写しになって、ココアとは別の甘い匂いがふわりと鼻先を掠かすめる。

「今、でもって言ったんですか夕ゆう凪なぎさんっ？　それって……それって、もしかして！」

「っ……あ、ああ、そうだよ。そういうことだ」

　気を抜いたら触れてしまいそうなほど近い距離で興奮気味に捲まくし立てる春風に対し、俺は平静を装いながら──頬ほおは赤くなっているだろうがそんなのは不可抗力だ──続ける。

「っていうか、最初からそういう話だったじゃねえか。改変ゲームは普通にやってもクリア出来ないような状況から始まる。だから、それを秋桜の能力でどうにかするんだって」

「あ……そ、そう言えば！」

　そう。

　各ゲームで一度だけ使用が許されている秋桜コスモスの〝裏世界干渉能力〟。あれを使えば、まあ大抵の状況はどうにかなる。この世界の何もかもを好きに書き換えられるんだから、例えば〝姫〟の役割を別の誰かに移してしまえば一発だろう。近場にいる適当なプレイヤーを〝姫〟にして、その上でそいつのＨＰを削り取ってやるだけでいい。

　ただ──そこまで分かっていても、俺にはそれを実行に移すことが出来なかった。

　その原因というのが、例の〝禁則事項トラツプ〟なるルールの存在だ。

　禁則事項。ＧＲＡに仕掛けられた内容不明の裏ルール。……そんなものがチラつかされている時点で、大した労力も払わずクリアまで辿たどり着けるような〝安易な〟ルートは軒並み即死罠デストラツプだと考えざるを得ないだろう。最後まで繋つながっているはずがない。きっと禁則事項に引っ掛かる。実際にどうなのかは別として、そういう前提で動くしかない。

　だから、つまり……俺は、あくまでもルールの範囲内で、それでいて禁則に触れないような〝迂う回かいルート〟を探し出さなきゃいけないんだ。そうしないと改変ＲＯＣは攻略クリア出来ない。ＧＲＡは俺の敗北で幕を閉じ、未冬と冬と亜あの復ふく讐しゆうはもはや誰にも止められない。

「……あ、あの……夕凪さん？」

　俯うつむいたままじっと黙り込んでいると──ふと、春風の不安そうな声こわ音ねが耳じ朶だを打った。

　彼女の表情は、先ほどまでと打って変わって浮かないものだ。俺の沈黙に中あてられてしまったのか、ベッドの上に投げ出された手は縋すがるようにシーツをきゅっと掴つかんでいる。

「……っ。ゆ、夕凪さん！　その、えっと……むむっ！」

　けれど、次の瞬間、春はる風かぜは不意に何かを決心したように表情を変えた。不安を払うように大おお袈げ裟さな仕草で首を振り、俺の方を向いて何やら口を動かしている。伝えたい気持ちを言葉にしようと、一生懸命桜色の唇を震わせている…………って、

　これ、もしかして俺を励まそうとしてくれているのか？

「──────」

　そんなことにようやく気が付いた俺は、俯うつむいたまま大きく目を見開いた。……全く、何をしてるんだ俺は。陽性のみで構築された春風は、負の感情に酷ひどく弱い。俺が弱気でいれば春風にも悪影響を与えてしまうということくらい、前から分かっていたはずだろうが。

　──だから、

「悪い、春風。それと……ありがとな。俺、ちょっと焦あせってたみたいだ」

　俺は少し意識して口元に笑みを浮かべると、春風の頭にぽんと白い手を乗せた。

「え……ゆ、夕ゆう凪なぎさん？　わ、わわっ……、……ぇへへ」

　唐突な行動に最初は戸惑いを見せていた春風だったが──しかし彼女はすぐにふにゃりと表情を緩ませ、それから心底幸せそうな笑みを零こぼし始めた。そんな反応を間近で見ていると、元は虚勢だった俺の笑顔も徐々に自然なものへと変わっていくのが自覚できる。

〝春風効果〟は相変わらず絶大だ。

「──っと」

　やけにまったりとしてしまった空気の中、俺はふと左手首の端末に意識を向け直してみることにした。さっきの思考でも触れたあるモノについて、一つ気になったことがある。

　鍵になるのは──恐らく、チュートリアルの最後にあった例の意味深な文章テキストだ。

《緋ひ剣けんを抱える祭壇は既に朽ち果て、彼かの封印の地を識しる者は誰一人として居なくなった。

　反逆の腹心はみな例外なく野心を砕かれ、王の激怒から逃れるが如ごとくその姿を眩くらませた。

　果敢なる姫は欠片かけらに封じ込められてなお果てずに生き永らえているが、あまりに弱々しいその灯ともしびはいつ消えるとも分からない》

「……うーん」

「夕凪さん……？　どうかしましたか？」

「あ、いや……なあ春風。気を悪くしないで欲しいんだけど、お前ってＡＩだよな？」

「？　はい、そうですよ？」

「それも最新鋭の、超高性能のＡＩだ」

「ふ、ふぇっ？　あ、あの、夕凪さんにそこまで持ち上げられるとちょっと照れてしまいますが……でも、はい。そうです。わたし、実は超高性能なんです。えへへっ」

「そう、だよな。……ああ、だったら多分……」

　春風の返答を聞き、俺は小声で呟つぶやきながら再び右手を首筋へ遣やった。……成立する、のかもしれない。この文章の〝意味〟にリナや司書から入手した情報を加味すれば、先ほど考えていた〝姫の移し替え〟とはまた別の攻略法が浮かび上がってくることになる。

　ただ、厄介なのは──時間。

　ついさっきまでの俺は処刑の日時を〝改変ＲＯＣのタイムリミット〟だと思っていたが、今考えているルートを使う場合、どうしても処刑が始まるタイミングまでは計画を実行に移せないんだ。だからつまり、明日の朝まで半日以上──時間にして約14時間から15時間もの間、何も出来ずにただ待機している外なくなってしまう。

　それはさすがに、長い。長すぎる。しかも、その方法で確実にクリア出来るというならともかく、外れの可能性だってあるわけだ。そんなリスクを背負うくらいなら大人しく最初に考え付いたルートを選んだ方が良いような気もしてくるが…………、いや。

「？」

　すぐ隣でこてりと首を傾かしげている春はる風かぜを見て、俺は完全に迷いを断った。……時間がかかろうが何だろうが、方針はこれで決定だ。ふう、と溜たまっていた息を吐き出し、何度か首を振りながら意識を通常モードへと切り替える。

「よし、それじゃあ──春風。この部屋、パジャマとかってどこにあるか分かるか？」

「え？　あ、はい。お洋服ならそこのクローゼットに……でも、どうしてですか？」

「いや、そりゃ着替えるんだよ。さすがにメイド服で寝るわけにはいかないし」

「ね、寝ちゃうんですか!?　で、でも、ゲームは──」

「心配すんなって。別に投げ出すわけじゃない。単純に、明日の朝になってくれないと動き始める意味がないんだよ。そりゃ、時間制限のことは気になるけど……まあ割り切るしかない。で、どうせ待ってなきゃいけないならちゃんと休んだ方が良いだろ？」

「わ……な、なるほどですっ」

　春風はしばらくぽかんと固まっていたが、やがて両手を胸の前で握って元気よく頷うなずいてくれた。そうして一転、何な故ぜかやたらと嬉うれしそうな口調でこんなことを言ってくる。

「えへへ、それじゃあお泊りですね。こんな時ですが、ちょっと楽しみかもしれません」

「楽しみ？　あれ、でもお前、しょっちゅう雪ゆき菜なの家に泊まってるだろ？」

「あ、はい！　常連さんになりすぎて、この前ついに合鍵までいただいてしまったくらいです。……でも、その、夕ゆう凪なぎさんの部屋に行こうとするといつも止められてしまうので」

「あ、あー……いやまあ、それは」

　仕方ないんじゃなかろうか。色々とこう、倫理的に。

　しかし残念ながら、そんな俺の動揺は微み塵じんも伝わってくれてはいなかったようで……ぐいっとこちらに身を乗り出した春風は、少し頬ほおを赤らめながらこんな提案ばくだんを投げてきた。

「ちなみに……この部屋、いつもわたし一人で使っていたのでベッドがこれしかないんです。なので、その、ちょっと窮屈かもしれませんが……ぎゅ、ぎゅーってくっ付いて寝ればきっと大丈夫だと思いますっ」

「え……って、はぁあ!?　や、さすがにマズいだろそれは！　俺は床で寝るから──」

「そ、そんなのダメですっ!!　いけません、お身体からだに悪いです。しっかり休んだ方が、と仰おつしやっていたのは夕ゆう凪なぎさんですし……そ、それに！」

「……それに？」

「えっと……その、今は夕凪さんも女の子ですから。ほら、ちっとも問題ないですよ？」

「[image: ]　ぎゃ、逆転の発想……っ!?」

　──と、まあ、そんなわけで。

「すぅ……すぅ……ん、んぅ……ゆうなぎさんといっしょれす……ぇへへ……んぎゅー」

「（[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　いややっぱ無理！　寝顔も寝言も寝返りも全部ダメに決まってるだろこんなの！　さっきからなんか抱き枕みたいに密着されてるしどこもかしこも柔らかいしそもそも空気がやたら甘い！　何だこれ！　春はる風かぜだけじゃなくて秋お桜れの髪もさらっさらで超気持ちいいんだけど何だこれ……ッ!?）」

　結局、春風に押し切られて一緒に寝ることになったのはいいのだが、空間を構築する美少女二人分の存在に脳がパンクしてしばらく眠気すら訪れなかったのは言うまでもない。





　　　　♯



　翌日──〝姫〟の処刑が執行されるその日の朝。

[image: ]

　俺は起き抜けでぼんやりしている頭を覚ますために冷たい牛乳を流し込むと、それからすぐに行動を開始することにした。

　ちなみに春はる風かぜの方はと言えば、数時間前と同じくベッドに身体からだを横たえたまま幸せそうに眠っている。が……まあ、わざわざ安眠妨害してやることもないだろう。計画の概要は昨夜のうちに伝えてあるし、春風に活躍してもらうのはもう少しだけ先の話だ。

「ん……はぁふ……」

　ふわりと枕を覆おおうように広がったさらさらの金糸に少しだけ触れ、それからテーブルの上に簡素なメモだけ残しておく。──そして、

「すぅー……」

　俺は、大きく一つ息を吸い込んで、頭の中で〝能力を使う〟イメージを強く強く膨らませ始めた。と、思ったよりもずっと早くその変化は訪れる。現実世界の秋桜コスモスとリンクしたような不思議な感覚……次いで、薄紫のセミロングにじんわりと〝赤〟が混ざり始める。

　各ゲームで一度しか使用が許されていない秋桜の特殊能力。

　この世界を自由に書き換えられるその力を限定的に解放して、俺は──




　──裏世界干渉能力が発動してから数刻、俺は先ほどとは全く違う場所にいた。

　とあるビルの最上階に入っている応接間のような一室だ。主張し過ぎない程度に華やかな調度品が窓際を彩り、ガラステーブルに敷かれた純白のクロスが絶妙な上品さを演出している。あまり広くはないものの、落ち着いた印象の部屋だった。

　そんな場所で、俺はさっきからふかふかのソファに腰掛けて眩まばゆい素足を組んでいる。

　そして、時折視線を持ち上げる先──対面に座っているのは、リナだ。

「はぁ……もう、つまんないの」

　彼女は手持ち無沙汰な内心を隠すつもりなどないらしく、俺の目の前でぬいぐるみの手のひらをむにむにと弄いじっている。不満げな視線は定期的に俺の方にも向けられるが、かと言って俺がここにいること自体を怪しんでいるような素振りはない。

　けれど、それもそのはず。

「まさかお姉ちゃんなんかが処刑人に選ばれるなんて……リナがっかりだよ。このチームのみんなは本当に人を見る目がないんだから」

　……そう。

　俺が選んだ〝裏世界干渉能力〟の使い道は、要するに俺自身が姫の処刑人に成り代わってしまうというものだった。昨日考えていた〝姫の移し替え〟と同様の思考で、ただし入れ替えの対象を〝姫〟ではなく〝処刑人〟の方に変えている。まあ、平たく言えば処刑人の立場を横から奪い取ったというわけだ。あくまでも見た目は秋桜のまま、認識だけを秋桜＝処刑人という風に書き換えている。

　つい数十分前にそんな改変を世界に施した俺は、その後すぐに端末のコンタクト履歴からリナにコールして呼び付け、適当な嘘うそをでっち上げつつここまで案内させたのだった。

「ふう……」

　小さく息を吐き出して壁にかかった時計を見み遣やる。……八時三十二分、か。

「なあリナ。ちょっと確認したいんだけど、処刑ってのは何時から始めるんだ？」

「えぇー？　昨日あんなに打ち合わせしたのにもう忘れちゃったの？　本当にしょうがないお姉ちゃんだなぁ……全く。九時だよ、くーじー。あと十五分もしたら迎えの人たちが来るから、そこで別室に移動してさくっと処刑。いい？　ちゃんと思い出した？」

「あ、ああ……そうだったな。悪い、ちょっと緊張してるのかもしれない」

「ふぅん？　……あはっ。ね、それじゃリナが代わりに殺やってあげよっか？」

「いや要いらねえよ」

　蠱こ惑わく的な瞳で見つめてくるリナに対し、俺は小さく口端を上げつつ彼女の言葉を一いつ蹴しゆうしてみせた。ゆるゆると首を振ったせいで薄紫色の長髪が視界を舞って、その向こうでリナがぶーっと唇を尖とがらせたのが見て取れる。……って、あれ？　というか、そもそも。

「お前、どうしてまだここにいるんだよ。俺が頼んだのは案内だけだぞ」

「リナ？　リナは護衛だよ、護衛役。お姉ちゃんが処刑人になった、っていうのを認められない人もいるかもしれないから、襲撃とかそーゆーのを警戒してるの」

「ああ……なるほど」

　実際のところ、秋桜コスモスの特殊能力によって〝処刑人であること〟を保証されている今の俺に護衛なんてものは必要ない。だが、それを説明したところでリナには全く意味が分からないだろう。変に話が拗こじれても面倒なだけだし、ここは適当に流しておくのが一番だ。

　それに、そんなことより──こいつには、もっと大事な用がある。

「じゃあもう一つ。……せっかく俺を護衛するって言うなら、ついでにチームで管理してるカードを何枚か俺に譲ってくれないか？」

　対面に座るリナの表情を窺うかがいながら、俺は何でもないような口調でそう言った。

　もちろん、この〝お願い〟にはちょっとした裏が仕込まれている。必要なカードを入手するのは大前提として、それをあえてリナに頼むことで〝チームのカード管理手段〟を知ることが出来るかもしれない──と、まあそんな感じの思惑だ。別に必須の情報というわけではないが、それは今から採ろうとしている攻略手段に少なからず関係がある。

「……んー。ま、それくらいならいっか」

　俺の視線の先でパタパタと足を動かしていたリナはしばらくの間黙って考え込んでいたようだったが、やがて仕方なさげに肩を竦すくめると細い指先で端末を操作し始めた。

「それで、何が欲しいの？」

「……え？　もしかして、お前が個人で管理してるのか？」

「えっ、そんなことも覚えてないの!?　もう……ほんとにダメダメなんだから、お姉ちゃん。別にリナが持ってるわけじゃないよ。そうじゃなくて、このチームは〝武器屋〟を取り込んでるから、レートなんか弄いじり放題でカードの交換と貯蓄が出来るの。で、その〝武器屋〟にアクセスする権限を持ってるのが今の幹部メンバーってこと。分かった？」

「……ああ」

　なるほど、それで〝レアカードの九割を独占している〟か。

　いくら所属プレイヤーが多いとは言ってもさすがにカードスロットだけで収まる量じゃないだろう、と疑問に思っていたのだが、そんなカラクリがあったらしい。無尽蔵にカードを溜ためられる〝武器屋〟の独占とは、何とも大胆なことを考えるヤツがいたものだ。

　だけど──もしかしたら、その状況は俺にとっても好都合なものかもしれないな。

「…………」

　そこまで思考を進めた辺りで、俺は表情の変化を悟られないようにそっと小さく顔を伏せた。そして、相変わらず暇そうに欠伸あくびを堪こらえているリナからいくつかのスペル──《強化》《強化》《転移》《加速》《同調》を受け取ると、再び静かな待ち時間へと移行して。

　……それからおよそ十分後、ついに〝処刑〟の時間がやってきた。




「──処刑人、前へ」

　低く厳おごそかな声が室内に響く。

　チームの上層部らしきメンバーだけが集められた一室。元は会議室か何かだったのだろうが、机も椅子も片付けられている現在はただただガランとした空間でしかない。

　そんな場所で、俺は司会役の男の指示に従ってゆっくりとそいつに歩みを寄せた。

　囚とらわれの姫。その命を絶つことでゲームクリアとなる、ＲＯＣにおける唯一の被害者ターゲツト。

「……っ!?」

　それは、そこにいたのは──電脳神姫四番機・冬亜だった。

　彼女は何もない部屋の真ん中に唯一置かれた椅子へと縛り付けられ、完全に身動きを封じられている。両手は椅子の後ろに回されて大きな錠を嵌はめられ、靴下も履いていない素足には代わりに鎖が巻き付けられ、さらに口には白い布らしきものまで噛かまされている。

「……ぁ……」

　ぐったりと俯うつむいていた冬と亜あの視線がちらりと俺を捉えて、けれど次の瞬間には力なく逸そらされてしまう。そんな弱々しい反応を間近で見つめながら、俺は、しばらくフリーズしていた頭を叩たたき起こして全力で思考を始めることにする。

　──どういう、ことだ？

　冬亜は未み冬ふゆと同様にＧＲＡの管理者マスターだ。だから当然、やろうと思えばゲームに参加することなど造作もないのだろうが、しかしその意図が分からない。これが例えばリナのポジションなら〝憂さ晴らし〟くらいにはなりそうなものだが、あえてこのゲームで一番の弱者である〝姫〟に自分自身を配置する理由は一体なんだ？

　いや……いや、ただ順当に答えを出すだけなら、そんなのは考えるまでもなく明らかだろう。見え透いた罠。地雷。……要するに、禁則事項トラツプというヤツだ。他の誰でもなく冬と亜あがここにいる以上、勝利条件を達成するには彼女を殺すしかない。けれど、復ふく讐しゆう者側である彼女を傷付けるという行為は普通に考えればアウトだ。だから、もしかしたらそういった役割で──つまりある種の〝囮おとり〟として冬亜が姫になっているのかもしれない。

　ただ、それにしたって少し不自然な部分がある。

　もしそんな挑発めいた目的なら冬亜より未み冬ふゆの方が向いている気がするし、それに──

「（って……いや、今はそんなこと考えてる場合じゃないか）」

　なかなか処刑が始まらないことに周囲のプレイヤーがざわつき始めたのを感じて、俺は静かに頭を振った。

　……そうだ。冬亜が姫だというのは想定していなかったが、だからと言って俺がやることに変わりはない。何せ秋桜コスモスの能力はもう使ってしまったんだ。今さらやり直しなんて利かない。戻れない。このゲームをクリアするまで、ひたすら前進する以外に道はない。

　そうして俺は、傍かたわらに控えていた男から処刑用の刀を受け取って。

　柄を握った感触を確かめながらコツコツと冬亜の元まで近付いて。

「えっと。──それじゃあ、行きますよ」

　ごくあっさりとした口調でそう言うと、黒光りする刀を正眼に構えてみせた。

「っ……」

　俺の宣言を聞き、拘束されたままの冬亜はぎゅっと目を瞑つぶって出来る限り下を向く。床に届きそうなほど長い白銀の髪がはらりと零こぼれ、拍子に真っ白な項うなじが露あらわになる。

　完全に抵抗を諦めた降伏の姿勢。もはや逃しようがないくらい絶対的な好機。




　けれど──残念ながら、俺には〝姫〟を殺すつもりなんて最初から微塵も有りはしない。




「じゃあどうするのか、って？　いいぜ、よく見てろよ冬亜。答え合わせだ」

　彼女にだけ聞こえるような声こわ音ねでそっと呟つぶやいてみせると、小柄な肩がぴくりと跳ねる。

　そして、室内にいるプレイヤーたちの高揚が最高潮まで達した瞬間────俺は、

「──《同調＋転移》発動ッ!!」

　それらを全て裏切ってぎゅっと冬亜の手を握り締め、一瞬でその場を離脱した。





　　　　♯



「あはっ……！　イイよお姉ちゃん、サイッコーだよあはははっ！　リナのために！　ねえリナのために裏切ってくれたんだよね！　退屈でつまんないこのゲームを盛り上げるために動いてくれたんだよね！　あはっ……素敵、素敵素敵！　十六夜いざよいお兄ちゃんの次に大大大好きだよお姉ちゃん！　絶対、絶対リナの手で潰つぶしてあげるから……きゃはっ♡」

　──スペル《転移》は、自身をフィールド上のどこかへランダムに飛ばす効果を持つ。

　ついさっきの俺はそれを《同調》と連携させ、目の前にいた冬と亜あも一緒に《転移》できるようにした。そこまではいい。それで二人とも逃げられるはずだった、のだが──

「……くそっ！　何でよりによってこんな近くに飛ばされちまうんだよ……！」

　可か憐れんな顔立ちを歪ゆがめながら俺は思いきり悪態を吐ついていた。……そう。今俺が走っているのは、処刑が行われるはずだったビルからせいぜい数百メートルほどしか離れていない近場だ。おかげで後方からは既に頭のネジを二、三本飛ばしたリナの愉たのしげな声が聞こえてきているし、緊急招集でもかかったのか彼女以外にも追っ手はどんどん増えている。

　控えめに見積もったとしても十対二よりなお悪い人数比。

　加えて、俺側の〝二〟──冬亜は、今のところ戦力としては全く計算できない立ち位置ポジシヨンだ。どころかむしろマイナスだろう。何せ拘束具こそ解いたもののさすがにすぐ走り出せるほどの体力はなく、俺は今、彼女をお姫様抱っこしながら全力疾走しているんだから。

「や……や、やあっ！　だめ、冬亜に触っちゃだめ……！」

　しかも当の冬亜は逃走開始からずっとこの調子だ。

　何な故ぜこうまで嫌がられているのかは分からないが、ともかく彼女は頑かたくなに俺との接触を拒もうとする。前髪で隠れた瞳にじんわりと涙を滲にじませ、弱々しく両手をバタつかせる。

　こうなると若干の罪悪感すら湧いてくるというものだが──、

「いやっ……でも、無理だろ!?　触っちゃいけないならどうやってお前のこと連れていけばいいんだよ！　状況分かってんのかお前!?」

「状況、は……あんまり分かってないけど。……でも、でもっ！」

「分かった！　出来るだけ早く下ろすから、お前も今だけ我慢しててくれ……っ！」

「わ……ぷっ」

　とてもじゃないが口論を続けている余裕もなく、俺は両手に力を込めて冬亜の身体からだを支え直した。……本来なら〝敵対している相手と密着状態にある〟というのはそれだけでかなりのリスクを伴う行動なのだが、現状ではそうも言っていられないだろう。彼女の真意も何もかも、全てを後回しにして逃走に専念するしかない。

　と、その時。

「「「──《加速》発動ッ！」」」

　俺の遥はるか後方で、何人かのプレイヤーが一斉に同じスペルを起動した。間かん髪ぱつ容いれずにぐんぐんと風を切る音が耳じ朶だを打ち始め、背後から迫る殺気がこれ以上ないくらい大きくなる。が、まあそれも当然だ。これだけ攻略に手間のかかるゲームで報酬クリアを横から掠かすめ取られそうになっているんだから、そりゃ死ぬ気で俺を仕留めようとしていることだろう。

　だけどそれでも──俺だって、負けるわけにはいかないんだ。

「……わ、わわ……っ!?」

　二枚ある《強化》のうち片方を単独で発動した俺は、上昇したステータスの恩恵を受けつつ冬と亜あを片手で持ち上げた。そして、そのままくるりと身体からだを回し、彼女をお姫様抱っこの体勢からおんぶへとシフトすることに成功する。

「──いいか、冬亜。これからしばらくの間、俺はあんまりお前に気を遣ってやれなくなる。だから、振り落とされたくなかったら、なるべくちゃんとしがみついててくれ」

「え？　で、でも……そ、の」

「あー……何だ、やっぱり嫌か？　だけど仕方ないだろ。別に俺だってやりたくてやってるわけじゃない。確かにお前らにとっては、スフィアに味方してるヤツなんかちょっと同じ空気吸うのも嫌なくらい気に食わないだろうけど──」

「そ、そこまでは……言ってない、けど。……えと……ん、しょ」

　か弱い否定と同時にもぞもぞと身体を動かす気配。その後、冬亜はゆっくりと躊躇ためらいがちな速度で両腕を伸ばしてきてくれた。どうやら俺の頼みを聞き入れてくれる気になったらしい──のはいいのだが、しかしそれによって密着度合いが急激に上がり、今度は俺の方が慌てふためく羽目になる。

　背中に押し付けられているささやかながら柔らかい感触も、すぐ隣に寄せられているすべすべでぷにぷにな白い頬ほおも、何と言うかもう全部がダメだ。加えて〝おんぶ〟という格好の性質上、俺の左手は冬亜のお尻をしっかりと支えているわけで──

「あの。……えっと、どう、したの？」

「っ！　な……何でもない。ちょっとバランスが崩れただけだ、お前は気にすんな」

「……？　う、うん」

　不思議そうに訊きいてきた冬亜に理性を総動員しながらそんな言い訳を返すと、俺は思考を切り替えるつもりでふうと小さく息を吐いた。それから一転、音声による操作で先ほどの刀──転移前にカード化しておいた処刑用の武器を実体化し、空いた右手にそいつを構える。だらりと切っ先を下に向け、そのまま足も止めてしまう。

　後ろを振り返ってみれば、連中──第一波とでも言えばいいか、最初に《加速》を使った数人はもうすぐそこまで迫ってきていた。その代わり、第二波以降やリナとはまだ大分距離がある。もしあの辺のヤツらにまで囲まれてしまえば俺に勝ち目はないだろう。

　……とすれば、このＰＶＰの勝利条件は単純だ。

　追っ手が致命的な人数にまで膨れ上がってしまう前に、あるいは刺客キャラであるリナが追いついてくるより前に、ここから完全に離脱すること。具体的には〝倒した相手のカードスロットから最もレア度の高いカードを一枚奪える〟というＲＯＣの仕様をフルに活用して、もう一度《同調》と《転移》の二枚を手札に揃えることだ。

　ちなみに現在、俺の手札スロツトに入っているのは《強化》《回復》《加速》《監査》の四枚だけ。

　ここから先は──もう、一つだってミス出来ない。

「《強化＋監査》発動」

　高レアスペル《監査》を交えた連携効果。プレイヤー一人のカードスロットを見ることが出来るという性能を《強化》して、広い範囲に拡大させる。対象はもちろん第一波の五人だ。彼らの所持カードと、もう一つ、オマケとしてある情報が端末画面に表示される。

　とはいえ、基本的にはスペル二枚を費やして追っ手のスロットを覗のぞいただけだ。

　一見カード消費の激しい〝雑な〟使い方に思えるかもしれない──が、しかしこの情報には大きな大きな意味があった。だって、相手の手札が全て見えているのなら、ＰＶＰでそいつを倒した際に何のカードを奪えるのかも予あらかじめ判明しているということになる。

　なら、それは、言ってしまえば〝第二の手札〟みたいなものだ。

「ってわけで、まずはお前からだ──《加速》発動ッ!!」

　次の瞬間、俺は温存していた《加速》スペルを使用して敏びん捷しよう値を跳ね上げると、真っ先に襲い掛かってきた派手な洋服の男……ではなく、そいつの後ろから飛び出そうとしていた帽子の青年に思いきり刃やいばを振り下ろした。直後に青の粒子がパッと飛び散り、ＰＶＰの勝利報酬として早速《同調》が手に入る。

　が、喜ぶにはまだ全然早い。

「──ここでくたばれ、裏切り者……っ！」

　攻撃した刹せつ那なの隙へと差し込むように、ほとんど死角になっていた横合いから鋭い刺突が繰り出されてきた。最初から最後まで俺の視界に入らない完璧な不意打ちだったが、串刺しになる直前に冬と亜あがぎゅっと身体からだを強こわ張ばらせたことでどうにか気付き、不格好ながらもメイド服のスカートを翻ひるがえして回避することに成功する。

「ちぃっ！　大人しく倒れておきなさいよ、うざったいわね……！」

　その剣の主は、別方向から近付いてきていた背の高い女だった。彼女は恨みの籠こもった瞳で俺を睨にらみ付けながら遠慮容赦なく追撃を仕掛けてくる。

「だけど……お前はお呼びじゃねえんだ、よっ！」

　直後──キィンッ、と派手な音が辺りに鳴り響き、鍔つば迫ぜり合あいに負けた彼女の得物が勢いよく彼方かなたへ弾はじき飛ばされていった。……さっきの《監査》で得た情報によれば、こいつのスロット内で最も価値のあるカードは《退却》だ。そんなものを貰もらったところで使い道なんか一つもない。故ゆえに、こいつは無力化するだけで充分だ。

　本当に倒すべきは、もっと有用なスペルを抱え込んでいるプレイヤー。

「要するに、お前だ……っ！」

　長身の女を力任せに押し返した俺は、そのままの勢いで彼女の後ろ──少し離れた位置から俺を狙撃しようとしていた年配の男に斬りかかった。漁ぎよ夫ふの利を得るつもりだったのだろう彼は完全に無防備で、だからたったの一撃で綺き麗れいな青の粒子に変わる。

　そこで手に入ったカードは、プレイヤー一人の敏びん捷しよう値を下げる《停滞》だ。……というかこいつ、元々《停滞》しか持っていなかった。恐らくデバフ要員なんだろうが、おかげで貴重な〝他プレイヤーへの干渉手段〟を獲得できたんだから有り難い話と言っていい。

「で──そのまま《停滞》発動ッ！」

「なっ……!?　て、てめぇっ！」

　それから一転、俺は先ほど後回しにしていた派手な洋服の男を対象に取って、間かん髪ぱつ容いれずにスペル《停滞》を発動した。途端、男の動きが一気に鈍る。恐らく五人のうちで最も高い敏捷値を持っていた彼が、冬と亜あを背負った状態の俺より数段遅くなる。

　そして──斬ざん撃げき一いつ閃せん。

　ぱっと華やかに青の粒子が舞い上がる中、俺はニヤリと口角を上げた。

「っし……これだ、これがなきゃ話にならなかったんだよ……！」

　男が握っていた一枚の高レアスペル。それはお目当ての《転移》でこそなかったが、この場を切り抜けるに当たって極めて有用なものだった。他プレイヤーのスロットから最もレア度の高いカードを一枚、問答無用で奪い取るスペル──《強奪》。そんな〝切り札〟を首尾よく入手したところで、俺は改めて最後の一人へと身体からだを向けることにする。

「…………」

　五人目。今倒れた男のさらに後ろから、黙ってこちらを窺うかがっていた黒服の女性。

　そんな彼女に対して一切の躊躇ためらいなく《強奪》を使用すると、俺はその手札から一枚のスペルを抜き取ることに成功した。高レアスペル《蘇そ生せい》──〝死亡時に自動発動し自身のＨＰを全回復する〟という厄介極まりないカードだ。こんなものを握られていたら最悪刺し違えでも負けてしまうため、《監査》で存在を知った時からずっと対策を考えていた。

　……けれど、先制で《強奪》を発動できたおかげでそんな脅威は既になく。

　そして《蘇生》が消えた今、彼女の手持ちで最もレア度が高いカードは──《転移》だ。

「──なあ」

　隠し玉を奪われて呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている彼女の前に立ち塞ふさがりつつ、俺は精々彼らにとっての悪役らしく、不敵で凄せい惨さんで悪魔的な笑みをそっと口端に浮かべてみせる。

「その《転移》、俺に寄よ越こせよ。……さすがに二連続で勝率高めの賭かけに負けるほど酷ひどい運はしてないはずだからさ」

「っ……！　て、転──」

　咄とつ嗟さに《転移》を使おうとしていた彼女だったが、しかし発動キーを言い終える前に俺の攻撃を正面から受け、青い粒子になってさらさらと消えていった。

　──ふう、と小さく息を吐きながら、俺は静かに顔を持ち上げる。

　振り返ってみれば、リナや他のメンバーといった連中はもう目と鼻の先にまで迫ってきていた。さらに、それを確認した辺りでちょうど《強化》の持続時間も終わり、冬と亜あを支える左腕に若干の痺しびれを感じるようになる。……ったく、色々とギリギリだったな。

「[image: ]　お、お姉ちゃん!?　リナ、なんか嫌な予感がするんだけど、まさか逃げる気じゃないよね!?　リナのこと、いっぱいいっぱい愉たのしませてくれるんだよね!?　まだ全然ヤり合ってないよ、ねえお姉ちゃ──」

「もう一回。……《同調＋転移》だ」

　凄すさまじい勢いで追おい縋すがってくるリナの声をぶった切るようにして、俺は、半ば祈るような心境で先ほどと同様の緊急回避を試みる。

　そして今回の転移先は──チームの拠点から遠く離れた、フィールド隅の道端だった。





　　　　♯



　転移後、一時間ほどかけて春はる風かぜの待つ隠れ家まで戻ってきた。

　最初のうちは冬亜の状態（ほんの少し前まで拘束されていたというアレだ）を鑑かんがみて背負ったまま歩いていたのだが、途中から抗議の唸うなり声と共にゴツゴツと頭を背中にぶつけられるようになり、最終的に『お、降ろして。……降ろさないと、噛かむ』なる脅迫を受けたため、そこでおんぶは解消していた。その後はまあ普通に徒歩だ。

　少しくらいは逃げ出す素振りでも見せるかに思われた冬亜だったが、存外そんなこともなく、時折ちらりと俺を見上げては黙々とついてくるだけで。

　そして──たった今、隠れ家に着くなり半ば涙目で飛びついてきた春風にざっくりとした状況説明を済ませ、ようやく冬亜をベッドに座らせたところだった。

「…………あ、の」

　ふかふかの毛布にちょこんと腰を下ろした直後、微かすかな声を発しながら怖々と顔を持ち上げる冬亜。彼女は少しだけ離れた位置に座っている俺とベッドの脇で真剣な表情を浮かべている春風とを交互に見つめ、混乱した頭を整理するようにしばしの間言いい淀よどむ。

　やがて、その唇から零こぼれたのは、小さな疑問の声だった。

「……どうして。どうして、冬亜のこと、殺さなかったの……？　姫は殺さなきゃいけないのに。殺さなきゃ、ゲームに勝てないのに。どうして……どうして、助けたの？」

「うーん……どうして、か」

「…………（こく、こくっ！）」

「と、冬亜さん？　……えっと、何か怒ってるんですか……？」

　何な故ぜか責めるような瞳でじぃっと俺を見つめてくる冬亜と、そのせいもあって少し緊迫したムードが漂う俺たちの間ではらはらしながら不安げに視線を動かす春風。

　俺は、そんな春風を安心させるように一度だけ頷うなずいてみせると、冬亜の宝石みたいな瞳を真まっ直すぐ覗のぞき込むことにした。……あの処刑の場で、俺が彼女を殺さなかった理わ由け。それはもちろん〝冬と亜あを傷付けることが禁則事項トラツプに設定されていそうだから〟というのもあるのだが、何もそれだけというわけじゃなかった。

　いいや、あるいはそれ以上に、もっと根本的な話として。

「そんなの、殺す理由がないからに決まってる──だってお前、姫じゃないだろ？」

「──────っ!?」

　前髪に半分隠れた冬亜の目が、大きく大きく見開かれた──。




「……そん、な……こと。そんなこと、ないっ……！」

　冬亜が再び震える声を絞り出したのは、それから一分近くが経過した頃のことだった。

「違うもん……冬亜は、姫だよ。嘘うそじゃない。だって……だって、そうじゃなきゃ、ああやって捕まってるのは変、でしょ……？」

「そ──そうですよ、夕ゆう凪なぎさんっ！」

　冬亜の発した弱々しい否定に対し、しばらく固まっていた春はる風かぜが勢い込んで同調する。

「わたしはその、夕凪さんが言っていた〝処刑〟の場面を実際に見たわけではありませんが……それでも変です。だって夕凪さんは、秋桜さんの能力を使って〝処刑人〟の立場に成り代わっていたんですよね？　だとしたら、そこで捕まっていた冬亜さんが〝姫〟じゃないというのは……おかしいです。能力と矛盾しちゃいますっ」

「ん……、んっ！」

　春風の主張を後押しするように何度もこくこくと頷うなずく冬亜。怯おびえ交じりに持ち上げられている視線は真剣そのものだ。嘘を言っているようにはとても思えない。

「……まあ確かに、ある意味では嘘じゃないのかもしれないけどな」

「え？」

　そこで俺の発した意味深な言葉に、傍かたわらの春風がこてりと首を傾かしげた。

「ある意味では、というのは……えと、どういうことでしょう、夕凪さん？」

「そのままの意味だよ。要は二通りの捉え方が出来るってことだ。──まず、あのチームにいた連中は完全に冬亜のことを姫として扱ってた。で、実際、それは間違ってるってわけでもないんだ。だって冬亜のステータス画面には、確かに姫の記載があるはずだから」

「え……そ、そうなんですか!?　でも、それなら──」

「だけどダメなんだ。仮に冬亜を倒したとしても、それで改変ＲＯＣをクリアしたってことにはならない。その二つは全くもって繋がらない」

「繋つながらない……ですか？？」

　いよいよ意味が分からない、というように、顔いっぱいに疑問符を並べる春風。

　そして、そんな彼女とは対照的にいつの間にか顔を青褪めさせている冬亜へと軽く視線を遣やりながら、俺はピンと一つ指を立ててみせた。

「というか、さ──そもそもの話、その辺の設定に関しては前提からしてちょっとおかしかったんだよ。だって、一回限りとはいえ秋桜コスモスの能力が使えるなら、最初から姫の置かれた状況なんかどうでもいいってことになる。姫が冬と亜あだろうが他のヤツだろうがどこに隠れてようが誰に囚とらわれてようが関係ない。そいつのことは放っておいて、近くにいる適当なヤツにでも〝姫〟の役職を移せばそれで終わる。

　でも、それって……そんなことって有り得るか？　ＧＲＡは俺たちを負かすために設計されてるんだ。そんな単純な攻略法ルートが正解だったら拍子抜けにも程がある」

　──そう。

　昨夜の俺が順当な方法での〝姫殺し〟を躊躇ためらった理由というのがまさにそれだった。これが正解ならあまりにも簡単すぎる。姫が強大なチームに囚われているだとか、その他の細かい改変だとか、膨大な舞台設定が何の役にも立たず終わってしまうことになる。

　それはさすがに、ちょっと考え辛づらいだろう。

　ほぼ確実に禁則事項トラツプ、あるいは、他の要因で道が閉ざされているはずだ。

「禁則事項で直接封じられてるのか、それともＲＯＣのシステムとして間接的に閉ざされてるのか。最初はどっちでも同じことだと思ってたし、実際大して違いはないんだろうけど……でも、禁則事項だろうからって思考停止してろくに吟味もしないのは〝踊らされてる〟感じで癪しやくに障さわる。ってわけで、もう一回チュートリアルを読み直してみたんだよ」

　そんなことを呟つぶやきながら、俺は端末を操作して例のテキストを投影展開してみせる。

《果敢なる姫は欠片かけらに封じ込められてなお果てずに生き永らえているが、あまりに弱々しいその灯ともしびはいつ消えるとも分からない》──明らかに意味ありげなことだけは伝わるものの、解読できず流していたこの文章だ。

「なあ春はる風かぜ。……欠片ってのはさ、具体的にどういうものだと思う？」

「か、欠片、ですか？　そうですね……えっと、何か大きなものがあって、そこから欠けてしまった一部分、という感じでしょうか？」

「ああ、そんな感じだな。要するに欠片ってのは完全じゃない〝小さな〟断片で、姫はそこに〝封じ込められて〟る。……これが抽象的な意味なんだとしても、ＲＯＣに出てくるモノの中で〝姫という存在を封じ込められそうな何か〟なんてそう多くはないだろ。俺の思い付く限りだと、一つは〝端末〟で──もう一つは、」

「……カード！　それ、もしかして〝カード〟なんじゃないですか夕ゆう凪なぎさんっ！」

「そう、そういうことだ」

　肯定と共に小さく頷うなずいた瞬間、こちらに身を乗り出してきていた春風の表情がぱっと一気に明るくなった。嬉うれしそうに跳ねる金糸を眺めながら、俺はゆっくりと言葉を継ぐ。

「つまりさ、元々のＲＯＣと違って、改変ＲＯＣこのゲームにおける〝姫〟っていうのはそもそも誰か特定のプレイヤーを表す単語じゃない。〝カード〟だ。スロット内にあることでそいつに〝特殊役職・姫〟を与える一枚のカードになってるんだよ。で、今の所有者が冬と亜あだから、確かに今は冬亜が姫だって言っても間違いじゃないかもしれない。けど……だからって冬亜を倒しても無意味だろ？　だって〝姫〟はカードなんだから。禁則事項トラツプがどうこう以前に、ＰＶＰで勝っても報酬としてただそのカードの所有権が移るだけだ」

「っ……！」

　そこまで一息で言い切って、俺はそっと冬亜の瞳を覗のぞき込んだ。距離が縮んだことで怯おびえが大きくなったのか、目の前の冬亜はびくっと華きや奢しやな肩を震わせる。

「そ、そんなの……嘘うそ。さっきから、全然、証拠も何も──」

「いや、残念だけど証拠ならあるぜ？　ほら、さっきＰＶＰに入る前に《強化＋監査》っていう連携スペル使っただろ。あれって範囲指定の効果だからな、一番近くにいたお前が対象にならないわけがない。当然、カードスロットに《姫》があったのも確認済みだ」

「!?　……ず、ずるい……卑ひ怯きよう、者もの」

　ぎゅ、と両手でシーツを掴つかみながら涙目になって俺を糾弾しにかかる冬亜。だがその反応は、裏を返せば、俺の指摘を全て認めてしまったも同然だ。

「…………」

　冬亜は、それからほんの少しの間、何かを迷うように虚空へと視線を彷徨さまよわせて。

　それから数秒後──痛切なまでに寂しげな笑みを浮かべると、そっと小さく息を吐いた。

「……そう。今ので全部、合ってる。このゲームでは、姫は、一枚のカードになってて……だから、絶対に殺せない。……殺せない、んだよ？　だって、ＲＯＣにカードを捨てる方法なんてない。姫は、誰かの手に渡り続けるだけ。……それなのに」

「……ん？」

「それなのに、何で……？　変だよ。そこまで分かってたのに、何で処刑人になったの？　何でわざわざ、冬亜のことなんか助けたの？　せっかく、せっかく……、ぁ」

　と、そこではっとしたように顔を上げ、言いかけていた何かを呑のみ込んでしまう冬亜。

「……なんでもない。と、とにかく、能力を無駄に使ったんだから、これでもうゲームはクリア出来ないよ……？　だから、だから冬亜たちの勝ち……でいいよね」

　そうして代わりに紡がれたのは、淡々とした勝利宣言だ。直前までの憂いに満ちた表情は既にどこかへ消えていて、その落差に大きな違和感を覚える。……が、しかし問い詰めたところで口を割ってくれそうな雰囲気でもない。だから、今はそんなことよりも。

「──いや、違うな」

　俺はニヤリと口角を上げ、冬亜の発言を真っ向から否定することにした。

「確かにお前の言う通り、この状況から姫を殺すルートは取りようがないよ。もしそれを目指すなら、多分《強奪》とか《交換》系のカードで《姫》を誰かに移した後、秋桜コスモスの能力で〝《姫》はカードじゃなくて特定のプレイヤーに属する設定だ〟っていうような改変を加えなきゃいけなかったんだろうな。ああ、そんなのは今からじゃ絶対に無理だ。届かない。……でもさ、ＲＯＣの勝利条件は別にそれだけってわけじゃないだろ？」

「……そ、それだけじゃない、って…………それ」

「ああ。いいか？　よく読めよ、この部分だ」

《緋ひ剣けんを抱える祭壇は既に朽ち果て、彼かの封印の地を識しる者は誰一人として居なくなった》

《反逆の腹心はみな例外なく野心を砕かれ、王の激怒から逃れるが如ごとくその姿を眩くらませた》

　──冬と亜あの瞳が空中に表示されたテキストを一巡したことを確認してから、俺はちょっと気取った調子で言葉を続ける。

「祭壇が崩れて緋剣を封じてる場所が分からなくなった。王の腹心は四人とも反乱を諦めてどっかに逃げた。……それだけだ。どこにその勝利条件が消えたなんて書いてある？」

「…………え？」

「っていうか……そもそもさ、もし本当に勝利条件を〝姫殺し〟だけに絞りたいなら、最初からそうやって書けば済む話じゃねえか。こんな意味深なテキストは要いらない。最後の一文だけあれば充分だ。……でも実際はそうなってない。なら、前の二つについても間接的に達成不可能になってるだけで、システムとして消えたわけじゃないってことだろ？」

「っ……そ、そう、だけど。……でも、だとしても……関係ない」

　冬亜は少し呻うめいてから、それでも気丈に声を振り絞る。

「秘[image: ]を捧ささげるための祭壇は壊しちゃったし……反乱軍のみんなは、ほとんどフィールドの外にいる。……無理、だよ。そこに能力を使って改変したならともかく、何も書き換えてないのに、クリアなんて──」

「出来るわけがない。──なあ、本当にそうか？」

「……違う、の？」

　形の良い唇を歪ゆがめて笑う俺に、冬亜の瞳がほんの少しだけ訝いぶかしげな色を帯びる。が、彼女が何か言うより早く、俺は畳み掛けるような口調で詰めを始めた。

「ＲＯＣの〝祭壇〟は集めた秘[image: ]を捧げるための場所だ。だけどそれは、もっと具体的に言うなら〝ゲームクリアに必要な緋剣の場所を示す目印〟ってことでもある。で、このテキストを見てみると……〝朽ち果てた〟のは祭壇だけだ。目印がなくなったせいで誰にも在あり処かが分からない、ってだけで、何も緋剣がなくなったわけじゃない」

「う、ん……でも、それがどうしたの？　見つけられないなら、あってもなくても……」

「同じ、ではないだろ。──あのな冬亜、一つ良いことを教えてやる。お前も大概そうなんだろうけど、そこにいるお前の妹は……春はる風かぜは、超優秀なＡＩなんだぜ」

「……？」

「え……わ、わたしですか？」

「ああ。お前だ、春はる風かぜ。というかもう、このゲームをまともにクリアできるヤツなんてお前くらいしか残ってないんだよ。……そうだろ？　だってお前は、今このゲームに参加してる百人の中で唯一ＲＯＣのクリア経験がある。しかもそのルートは──緋剣だった」

「────ぁ」

　俺が言わんとしていることを察してくれたのか、春風の碧あおい目が徐々に徐々に見開かれていく。そして、次の瞬間、春風は抑えきれない感情を乗せて弾はじけるようにこう言った。

「は、はいっ！　覚えてます！　半年前のゲームで姫百合さんと一緒に訪れた祭壇の場所なら、わたし、少しのズレもなくちゃんと覚えています……っ!!」

　──そう。

　だから、だからこそ、祭壇なんて崩れていても構わなかったんだ。緋ひ剣けんの位置を正確に覚えている春風がいる以上、目印そのものに価値はない。大多数の参加者にとっては確かに封じられているのだとしても、俺たちに限って言えば一つ目の勝利条件は生きている。

「で、でもっ……」

　目をぐるぐると混乱させながら、冬と亜あは焦あせったように反論の言葉を紡ぎ出す。

「秘[image: ]、は……？　いくら祭壇の場所が分かってるからって、秘[image: ]カードがないと緋剣は手に入らない。……も、もしかして、今から集めるの……？」

「ああいや、実はそっちも解決済みだ──っていうか、冬亜。そもそもお前をここに連れてきたのはそのためなんだぜ？」

「…………え？」

　全く意味が分からない、とでも言うようにぱちくりと目を瞬またたかせる冬亜。

　こいつや未み冬ふゆにどんな思惑があるのかは知らないが……ＧＲＡの仕掛け人が彼女たちである以上、囚とらわれの姫というポジションに冬亜が置かれていたのは間違いなく意図的なものだ。敵対している相手による明らかな〝罠わな〟。そして、それが分かりきっていたんだから、見た目上の同情心から彼女を連れ出すなんて選択はさすがにゲームを舐なめている。

　だから、俺がここまで冬亜を連れてきたのは、何も助けるつもりなんかじゃなくて。

「攫ってきたんだよ──このゲームにおける最強の〝切り札〟を、な」

「……切り、札……？」

「ああ、そうだ。……断言してもいい、今のＲＯＣで一番価値のある存在は冬亜おまえだ。少なくとも俺たち以外のプレイヤーは──勝利条件が〝姫殺し〟しかないプレイヤーはみんなそう思ってる。ならそれは、要するに……お前と交換するって条件なら、秘[image: ]ヽだって何だって差し出させることが出来るってわけだろ？」

「っ!!　そ、そんな、の……一体、いつから」

「例のチームが希レ少アカードの九割を握ってる、って話を聞いた辺りだな。そういう状況なら都合がいい。まずはあそこに掛け合って、連中の持ってる秘[image: ]を全部渡してもらう。それで揃そろわなければついでに《強奪》も譲ってもらって、とにかく、速攻で五枚集めきる。

　だから冬亜おまえには一旦チームに戻ってもらうことになるけど……まあ、安心してくれよ。

　ＲＯＣにこれ以上時間をかけるつもりは全くない。新しい処刑人が決まるまでには、何もかも全部終わってるはずだからさ」

「ぁ……」

「[image: ][image: ][image: ]っ！　す、凄すごいです！　やっぱりとっても格かつ好こいいです、夕ゆう凪なぎさん……っ!!」

　目をキラキラと輝かせて全身で喜びを露あらわにする春はる風かぜと、それとは対照的に、諦めたように瞳を揺らして同時に小さく項垂うなだれる冬と亜あ。

　その反応は、俺の示した攻略手順ルートに欠陥がないことを如によ実じつに表していた──。





　　　　♯



　ＲＯＣにおける勝利条件の一つ。崩れ落ちた〝祭壇〟の跡地にて。

　先ほど話した〝秘[image: ]の入手〟は、思った以上の早さで片が付いた。というのも、幸運なことに例のチームが秘[image: ]五種を揃えていたからだ。デメリット効果ばかりのそれらを重要視するメンバーも少なく、冬ひ亜めとの交換という申し出は全会一致で受理された。

　……全会一致？　いや、案の定リナには奇襲されかけたけど。

　ただまあ、とにもかくにも──これでＧＲＡによって再現されるゲームの一つ目、改変ＲＯＣは攻略完了だ。結局冬亜が〝姫〟になっていた真意が読めなかったこと（あの後ちょっと粘ってみたが力なく首を振るばかりで何も答えてくれなかった）や、刺客キャラたるリナに代弁させられた未み冬ふゆの本気。他にも司書に対する違和感などなど気になる点はいくらでもあるが、残念ながら今はあまり考えている時間がない。

「えへへっ。こっちです、夕凪さん！」

　春風にぐいぐいと手を引かれながら、俺はちらりと端末上の時計に目を遣やってみた。

　ゲーム開始から現在時刻まで──およそ26時間。

　ＧＲＡ全体の制限時間は72時間とのことだったから、一ゲームあたりに割さける時間を考えれば多少オーバー気味といったところだろう。最初のゲームにしてはまあ上出来だとも思う反面、もう少し後半に余裕を残したかったという欲も湧いてくる。何せＳＳＲやＥＵＣがどんな改変を受けているかも分からないんだ。楽観視なんて到底できない。

「…………」

　──じりじりと思考を侵す動どう悸きと焦燥。

　そんなものに激しく苛さいなまれながら、俺は春風と共に勢いよく緋ひ剣けんを引き抜いた。








　　　《改変Rule Of Casters：状態：攻略完了》

　　　《所要時間：26時間02分14秒》
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　　　　♭♭──Ⅱ



「あ……そうだ。そう言えば」

　しばらく音のなかった灰色の空間に、ふと一人の少女が声を零こぼした。

　濃紺の髪を肩下あたりまで伸ばした美しい少女。以前は毛先も何も適当に散らせていただけだったが、最近はちょっとしたお洒落しやれのつもりで毎日ポニーテールに結っている。

「……？　どうしたの、未み冬ふゆお姉ちゃん？」

　そんな彼女──〝未冬〟の呟つぶやきに小さく答えを返したのは、透き通るような白の少女だった。少女は冷たい床にぺたんと腰を下ろしながら、未冬の手て櫛ぐしで髪を梳とかされては時折くすぐったそうに目を細めている。その格好は、二人が初めて出会った頃──今から約半月前の話だ──のようなボロ切れとは違い、多少はまともなものになっていた。

　……いや、まあ、まともとは言っても、未冬が〝とりあえず〟で貸したぶかぶかの白いシャツ（お下がり）を頭からずぼりと被かぶっているだけなのだが……。

　本人がいたく気に入っているようだから、これはこれでいいのだろう。

「それで……えっと、あのね？　私、そろそろあなたにも名前が必要だと思うのだけど」

「な、まえ……？　でも、わたしは……四番機、って」

「ううん、それは名前じゃなくてただの記号でしょう？　管理者アイツらにはそう呼ばせておけばいいけど、私はもっと可愛かわいい名前であなたを呼びたい。……それとも、嫌だった？」

「い、いやじゃないっ！　……うん。わたしも、名前……欲しい」

「良かった。それじゃあ──何か入れたい文字の希望はある？　何でもいいわ。ここにはあなたを否定する人なんていないんだから、好きなものだけ詰め込めばいい」

「なんでも……好きなもの、だけ……？　ん……それなら、わたし、冬がいい」

「……冬？　雪とか銀とかじゃなくて、冬？」

「うん。わたしは、未冬お姉ちゃんが好きだから……お姉ちゃんと、お揃そろいがいい」

「え、で、でも──」

「ぅ……お姉ちゃんは、わたしとお揃い……いや？」

「…………馬鹿ね。そんな風に見える？　ふふっ、すっごく嬉うれしい！」

　予想外の言葉に反応が遅れた未冬だったが、やがて一切交じりっ気のない本心でそう言うと、目の前に座る白銀の少女をぎゅっと愛いとおしげに抱き締めた。『ふにゃ……っ？』と驚いたような声が聞こえるけれど、しばらくは気付かないフリをしていようと密ひそかに思う。

　──こんな時間がずっとずっと、永遠に続いてくれたらいいのに。

　その希望ネガイはあまりにも甘美で、純粋で、幸福で、きっとだからこそ儚はかなかった。





　　　　♯



「──ん？　ここは……」

　次に瞼まぶたを開いた瞬間、俺は微かすかな違和感に襲われてぱちくりと目を瞬またたかせた。

　えっと……どこだ、ここ？　あまり馴な染じみのない、けれどどこか見覚えのある煉瓦造りの街並みに思考がしばし混乱する。……おかしい。俺は確か、ついさっきまで春はる風かぜと一緒に祭壇のある丘にいたはずじゃ────って、いや、そうか。

「ＲＯＣをクリアしたから、さっそく次のゲームに切り替わったってことか……」

　納得の声を零こぼしつつ、やけにすべすべしていて弾力のある枕から上半身を起こす俺。

　続けて、まだ多少ぼんやりしている頭を軽く振って……そこで気が付いた。さらさらと視界を過よぎる薄紫のセミロングも、女の子らしい柔らかな身体からだを包むメイド服も、全てＲＯＣから引き続き秋桜のものだ。

　つまり俺は二つ目のゲームも──ＳＳＲも、秋桜こいつの身体で参加することになるらしい。

「……まあ、例の干渉能力が鍵になるんだから当たり前かもしれないけどな、っと」

　そんなことを考えながら立ち上がり、石畳の地面に足をついた。

　数ヶ月ぶりに訪れたＳＳＲ世界ゲームフイールドをぐるりと大きく見渡してみる──現実世界を忠実に模したＲＯＣとは打って変わって、こちらは中世ヨーロッパ的な雰囲気のある思いっきりファンタジーな空間だ。中心にそびえる時計塔から放射状に広がる煉れん瓦がの街。ＲＰＧなんかでは定番の構造だが、こうして直じかに見てみるとやはりなかなかに風情がある。

　そんな街の中でも、俺がいるのは恐らく居住区か何かなのだろう。ちょうど昼過ぎということもあって人通りはそれなりに多く、加えて、さっきから何な故ぜかやたらと微笑ましげな視線を向けられているような感じがする。

　というか。

「……え、外？」

　反応がすっかり遅れたが、ここはどう見たって屋外だ。ああいや、別にそのことに対して何か文句があるというわけじゃない。ただ、それならさっきの枕は一体……？

「うーん……。…………って、お前」

　疑問と共に振り返ってみれば──そこには、よくよく見知った一人の少女の姿があった。

「──鈴すず夏か？」

　電脳神姫バグナンバー二番機コードベータ・鈴夏。

　いつも通り魔王チックなゴスロリドレスをふんわりと着こなし、これまたいつも通りピンクの長髪を豪ごう奢しやに靡なびかせた掛け値なしの美少女だ。そんな彼女が、何故か往来の隅に鮮やかな絨じゆう毯たんを敷いてちょこんと澄まし顔で正座している。服装のせいか気の強い紅の瞳のせいか、ただ座っているだけなのに圧倒的な存在感だ。

「ん？　あら、タルミじゃない」

　当の鈴すず夏かはそっと口元を緩めつつ、まるで今気付いたとでもいうような口調で呟つぶやいた。

「一日とちょっとぶりね。他には誰も来てないみたいだし、改変ＳＳＲこのゲームはあたしたち二人で参加するってことでいいのかしら？」

「あ、ああ、多分な。……いや待て、それよりお前、今まで俺に膝ま──」

「──ふ、ふん！　それにしても、全く失礼しちゃうわ！　タルミったら、せっかくこのあたしとゲームが出来るって言うのになかなか起きてくれないんだから！　あたしがここで〝一人で〟座って待ってる間、ずーっと〝地面なんか〟に寝転んじゃって！　ほんとにもう、コスモスの身体からだ使ってるんだから大事にしなきゃダメじゃないっ！」

「え？　あ、おう……悪い」

　何な故ぜかちょっと照れたようにぷいっとそっぽを向いてしまう鈴夏に対し、俺は頬ほおを掻かきながらとりあえず謝罪を返しておく。……石畳の上で寝てたにしてはやけに心地よかった気がするけど……まあいいか。

「ぶつぶつ……全く油断も隙もないんだから、タルミは。まあ寝顔はちょっとだけ可愛かわいかったけど……でもそれはタルミじゃなくてコスモスの可愛さであって……あって……、ふふっ」

「……あー、何ぼそぼそ言ってんだ鈴夏？」

「！　う、ううん、何でもない。何でもないわ。……ほら、一息ついたならさっさと始めるわよ。あんまり時間ないんでしょ？」

　まあ、それは確かに。

　俺は鈴夏の言葉に小さく頷うなずいてみせると、そのまま彼女の隣へ腰を下ろした。




　ＳＳＲ──正式名称Selector of Seventh Roleは〝ロール＆ポイント制〟なるシステムを基礎とした七人参加の裏ゲームだ。

　まず〝ロール〟という単語。これは単純に〝役職〟を表す言葉だ。ＳＳＲには魔王・勇者・革命家・追跡者・神官・審判・処刑人という七つの役職ロールが存在し、これらが各プレイヤーにランダムで一つずつ与えられている。役職には固有スキル及び固有の勝利条件が付随しているため、ゲームを攻略していくにあたって主な指針になるものだ。

　そして、もう一つの要素が〝ポイント〟と呼ばれる万能通貨。

　これは、ゲームというよりもむしろこの世界の基本法則みたいなものだ。ＳＳＲでは文字通りあらゆるものがｐｔを介してやり取りされる。どんなモノでも、あるいはモノじゃなくても、必要なｐｔを払えば購入することができる。もちろん各種スキルの使用コストもｐｔだ。プレイヤーたちは、ＰＶＰ報酬や時間経過による自然増加、アイテムの売買や労働なんかを通じてこの〝ｐｔ〟をひたすら稼ぎ、ゲームを有利に進めていく。

　そうして最終的に〝コスト：１００００ｐｔ〟の共通スキル《終しゆう焉えん》を使うか、あるいは前述の役職勝利条件を満たすことが出来れば、晴れてＳＳＲは攻略完了ゲームクリアとなるわけだ。

「「…………」」

　と──そんなＳＳＲの〝簡易版チュートリアル〟が、ＲＯＣの時からさらに進化して今度は図解かつ音声読み上げ機能付きで再生された。

「り、律りち義ぎすぎる……」

　思わずそんな感想も零こぼれてしまうというものだ。……未み冬ふゆからすれば俺なんか〝突然大事な復ふく讐しゆうに首を突っ込んできた部外者〟でしかないはずなのに、それでも一度ゲームに乗った以上は絶対に妥協してやらない──という意志が過ぎるくらい明白に表れている。

「えっと……ま、まあ、別にいいじゃない」

　俺と同様に複雑な表情をしていた鈴すず夏かだったが、やがて仕切り直すように口を開いた。

「大体知ってることだけど、解説なんだしあって困るものでもないわ。せっかく用意してくれたんだからありがたく貰もらっておけばいいのよ。……でも、ちょっと変よねこれ」

「……変？」

「ええ。だってこのルール説明、元のＳＳＲそのままよ？　どこも変わってない。改変なんかされてない。これじゃ話が違うじゃない。改変ＲＯＣ前のゲームでもこうだったわけ？」

「あ……」

　確かに鈴夏の言う通りだ。ここに示されている〝ＳＳＲ〟は前に俺たちが参加したものと全く同じ。細かい部分を含めて何一つ変わっていないように思える。改変ＲＯＣの時みたいに意味深なテキストが追加されているわけでもないから、現状〝改変されているポイント〟がどこなのかいまいち見当も付けられない。

　ただ。

「うーん……まあ、とりあえず悩むのは色々と確認した後にしようぜ。もしかしたらもっと別のところが変わってるのかもしれないし」

　首筋に遣やりかけていた手を下ろし、俺は軽く息を吐きつつそう言った。

　……改変ＲＯＣで多少ながら目標時間をオーバーしてしまった分、ＳＳＲは効率よくクリアを目指さなきゃいけない。不必要なタイムロスを避けるためにも、差し当たり自分がどの役職になっているのかくらいは先にチェックを済ませておくべきだろう。

「そうね。うん、確かにそれもそうだわ」

　鈴夏もこれには素直に頷うなずいて、さっそく左手首の端末を操作し始めた。それに倣ならうように俺も白い指先を動かし、端末からプレイヤー情報の項目ページを覗のぞいてみる……が、しかし。

「……何も書いてない？」

　本来なら自身の役職が書かれているはずの場所──所持品欄の一番上、左端に《所持役職：》と記載があるその欄に、肝心の役職名は何な故ぜか刻まれていなかった。

　訝いぶかしく思いながらも、俺は隣の鈴夏に視線を向ける。

「なあ鈴すず夏か、お前の方はどうなってる？」

「……はあ。多分あんたと同じ状態よ、タルミ。あたしも見事に空欄だわ」

　予想外の事態にろくな反応が取れなかった。

　この〝空欄〟がミスや誤植でないのなら、つまり俺も鈴夏も役職を持っていないということになるんだろう。だが、チュートリアルを見る限り、ＳＳＲの基本ルールは特に改変を受けていない。役職は七つでプレイヤーは七人、そのはずだ。

　なら、これは一体…………って。

「──そうだ、掲示板」

　ようやく混乱の収まってきた頭で、俺はふとそんなことを思い出した。掲示板。各プレイヤーのｐｔ状況を調べられる便利な機能だが、確か、あれはプレイヤー名ではなく役職名で表記が統一されていたはずだ。もしかしたら何か分かるかもしれない。

　そんなわけで、俺は早速端末を操作して掲示板へとアクセスしてみることにした。こちらは少額とはいえｐｔのコストがかかるため、鈴夏と一緒に画面を覗のぞく────が。

　そこに映し出されていたのは、こんな、全くもって意味不明な文字列だった。




『掲示板：二十三日目午後一時四十一分現在。──：３１５４ｐｔ。──：４９０２ｐｔ。──：２４２８ｐｔ。──：５５０９ｐｔ。神官：脱落ロスト済み。

　──：１０４６３ｐｔ。

　勇者／魔王／追跡者／審判／処刑人／革命家：４３００ｐｔ』




「「…………は？」」

　二人揃そろってぽかんと口を開けてしまったとしても、さすがに仕方ないだろう。





　　　　♯



　少し冷静になった頭で考えてみた。

　掲示板に表示されていた例の滅め茶ちや苦く茶ちやな情報──あれがバグの類たぐいじゃないとすれば、要するに今、重大な問題が二つほど発生しているということになる。

　一つは役職の独占だ。さっきは咄とつ嗟さに意味が分からなかったが、恐らく、あの表記は誰か一人のプレイヤーが神官以外の役職を全て所持しているということを表しているんだろう。魔王の役職スキルである《強制徴収》を使ったのか普通に買い取ったのかは知らないが、とにかく残っている役職がたった一人に集中している。

　そしてもう一つの問題が……１００００以上のｐｔを所持するプレイヤーの存在。

　こちらについてはもう見るからにヤバい。掲示板の表示時間が終了してから数分間、ショックで呼吸困難に陥っていたくらいには衝撃的な情報だ。改変ゲームの性質上〝起こる可能性がある〟ことならどんなトンデモな状況でも成立してしまう、というのは理解できるのだが、それにしたってえげつない。

　ともかく──この二人に共通しているのは、どちらも〝やろうと思えば今すぐゲームをクリアできる状況〟だということだろう。後者は言わずもがなとして、前者だって以前ＳＳＲの俺がやったように、すなわち〝自殺〟をすることで同時に複数の勝利条件を達成できる。

　……それなのに。

　そんな切羽詰まった状況にあるはずなのに、何故かゲームが終わっていない。

「うーん……」

　右手を口元に当てて考え込んでいた鈴すず夏かがふと悩ましげな声を上げた。

「この二人が牽けん制せいし合いながらＰＶＰでもしてるってことかしら……？　ううん、違うわね。スキルの発動なんてほんの一瞬で終わるもの」

「ああ、俺も同感だ。多分何かしらの原因があって膠着してるんだろうな」

「原因……む、むむ…………ああもうっ！　ダメね、いくら考えてもワケ分かんないわ」

　豪ごう奢しやな長髪を振り乱し、それからむすっと不満げに頬ほおを膨らませる鈴夏。彼女はもう一度端末のプレイヤー情報を眺めつつ、拗すねたような口調で文句を言い始める。

「ちょっと嫌ヤな感じよね。こっちは一刻も早くクリアしなきゃいけないっていうのに、他のプレイヤーはあたしたちと全然関係ないところで争ってるんだから。ちっとも眼中にないって感じじゃない」

「あ。──そうか。それ、いいかもしれない」

「え？　それ、って……どれのことよ、タルミ」

「〝他の連中と関係ないところで〟ってヤツだ。……ほら、ＳＳＲの勝利条件のうち、ｐｔを溜ためて《終しゆう焉えん》スキルを使うってルートは単独でも達成できる内容だろ？　だから他のヤツらが膠こう着ちやくしてようが関係ない。全部無視してクリアまで持っていける」

「……あっ！」

　俺がそこまで言い切ると、目の前の鈴夏はぱっと表情を明るくした。

　そう、そうだ。単独プレイヤーによる役職の独占に加え、既に１００００ｐｔを達成している強豪の存在。状況はこれ以上ないほど〝詰み〟に近いが、しかしゲームがクリアされていないのならそんなのは放置で構わない。何せゲームが切り替わったことで秋桜コスモスの能力が再び使えるようになっているんだ。極論、この場で〝所持ｐｔ：１００００〟を達成することだって出来てしまう。

　だが。

「って……はあ、ダメね。残念ながらそれも外れみたいよ、タルミ」

　俺の案を聞いてすぐに端末を確認していた鈴夏が、不意にそう言って首を横に振った。

「……え、外れ？　それって──あ、もしかして禁則事項トラツプに含まれてるってことか？」

「そんなの知らないわよ。確かめようがないし……っていうか、それ以前に外れなんだってば。ほら、あんたも端末見てみれば分かるわ」

　むーっと唇を尖とがらせながらさっさと端末画面を閉じてしまう鈴すず夏か。その言葉に嫌な予感を抱きながら、俺は自身の所持スキル一覧を目の前に表示させてみる。

　……鈴夏の言った〝外れ〟の意味はすぐに分かった。

　役職スキルがないのは当然としても、そこに記されているスキルは《アクセル》と《パワー》と《キュア》と──それだけだ。肝心の《終焉》スキルがどこにもない。

「ま……待て、役職だけじゃなくて《終しゆう焉えん》までなくなってるのか？　それじゃあ──」

「──そう。つまり、あたしたちには勝利条件が存在しない、ってことよ。もちろんコスモスの能力で無理やりこじ開けることは出来るけど、その場合は他のプレイヤーを自力で突破しなきゃいけなくなる。それも役職スキルの恩恵すらない状態で、ね」

「そういうこと……だよ、な。……ったく」

　ＳＳＲの改変状況をざっくりと把握し、思わず可か憐れんな声こわ音ねで溜ため息いきを吐つく俺。

　──全く。予想通りというか、何というか。

　どうやら今回のゲーム改変ＳＳＲも、俺たちに楽をさせてくれるつもりは微み塵じんもないようだった。




「ってわけで……情報収集、よね？　ふふん、それならあたしに任せておくと良いわ！」

　それからおよそ十分後。

〝裏世界干渉能力を使って一発クリア〟の道が閉ざされた以上、例の意味不明な状況を放置するわけにもいかなくなり、俺たちは情報を集めるために早速行動を開始していた。

　とはいえ、何も足を使って闇雲に捜査しようというわけじゃない。何しろここＳＳＲは鈴夏のために創られた箱庭世界だ──故ゆえに彼女はこの世界のことを隅々まで知り尽くしている（らしい）し、質の良い情報を得るためのツールも当然把握している（らしい）。だからまあ、とりあえずそれを頼ってみようという流れだった。

　俺の前を歩きながらやけに機嫌よさげに後ろ手なんか組んでいる鈴夏は、たたんっと軽やかなステップで振り返りつつこんなことを言う。

「実はね──この街には、凄すごくすごく優秀な情報屋がいるのよ。『あいつに調べられないことは存在しないことだけだ』なんて囁ささやかれるくらいの超凄腕ＮＰＣだから、タルミもいっぱい期待していいわ」

「へえ……情報屋、か。確かに便利そうな気はするけど、でも、そんな噂うわさになるくらいなら結構有名なヤツなんじゃないのか？　今は順番待ちしてる暇なんかないぞ」

「ふふん、大丈夫よタルミ。その心配には及ばないわ」

　真まっ直すぐ俺を見つめ返した鈴夏は両手を腰に当てたままぐぐっと得意げに胸を張る。

「だってその人、普通にやってもコンタクトが取れないんだもの。簡易端末──あ、ｐｔ管理と買い物と音声通信だけが解放されてるＮＰＣ用の端末のことね──のＩＤがいくつも出回ってて、でもどれにかけても繋つながらないの。なんか、定期的に変えてるらしいわ」

「定期的にって……いや、不便じゃないかそれ？　特に本人が」

「不便でしょうね。でも相当な人見知りだから、そもそも知らない人とはあんまり喋しやべりたくないらしいわよ？　ただ仕事がないと生活できないから全く来なくなるのも困るって」

　それはなかなか難儀なヤツだ。……というか、

「鈴すず夏か、お前やけに詳しいな」

「え？　そりゃそうよ、だって前に住んでた頃は常連だったもの。甘あま味み処どころの新メニューに洋食屋さんの日替わりサイクル──中でも極上オムライスがいつ出るのか。ふふん、この街で一番あの情報屋を活用していたのはあたしだって断言できるわ」

「そ、そうか……いや、まあ別にいいけど…………って、常連？　あれ、そいつとはまともにコンタクトが取れないって話じゃなかったのか？」

「ええそうよ。……普通は、ね」

　鈴夏はくふっと楽しげに口元を緩めてそう言うと、いつの間にか辿たどり着いていたお目当ての店に足を踏み入れた。表の看板に〝甘味処〟と書かれた趣味の良い建物。店主らしきお婆ばあさんに会釈だけした鈴夏は店の中心で腕組みし、ぐるりと視線を巡らせる。

　そのまま黙り込むこと、一秒、二秒──

「……むっ！」

　──三秒、を数える直前、鋭い紅の眼光が壁に貼られていた〝冬季限定新メニュー〟のチラシの上で静止した。鈴夏は腕組みを解くや堂々たる足取りでチラシに近付いて、そいつをぴらっと捲めくってみせる。と、そこには。

「……ふふ。ほら、あった」

　情報屋、の記載サインと共に、端末のＩＤらしき番号が丸文字で走り書きされていた。





　　　　♯



　何も買わなかったことに若干の負い目を感じながら、俺は鈴夏と一緒に店を出た。

「むぅ……なかなか繋がらないわね」

　街の中心方面へと足を進める傍かたわら、鈴夏には例のＩＤを使って情報屋へのコンタクトを試みてもらっている。……ちなみに、それがたとえ〝通じる〟ＩＤでも、通信が一発で繋がることはまずないそうだ。鈴夏の能力も、相手に無視されてしまうと意味がない。

　そんなわけで、地道な呼び出しコールを続けること──九回目。

『──にひひ、お待たせ！　こちら泣く子も黙る情報屋だよー？』

「……え？」「その声……」

　端末を介して届けられたとある少女の声に、俺と鈴夏は思わず顔を見合わせた。

　悪戯いたずらっぽくて楽しげで、どこか間延びしたような明るい声。……間違いない。瑠る璃り先輩の〝第二の姿〟にしてゲーム世界における裏人格、姫百合七瀬が発したものだ。

「え、ちょ……待って、ちょっと待って」

　明らかな異常事態に、しばらく硬直していた鈴すず夏かがやがて戸惑ったような声を上げる。

「あ、あんたナナセよね？　あれ、もしかしてあたし、ＩＤ打ち間違えた？」

『ううん、そんなことないよスズっち。この番号はＳＳＲ随一の情報屋、つまりこのあたしへの直通回線！　どう？　どう？　スズっち驚いてくれたー？』

「う、うん……え？　えっと、驚いたっていうか……どうなってるのよ。あたしの知ってる情報屋はあんたじゃなくて、何かこう、もっと地味なヤツだったんだけど……？」

『にひひ、そりゃそうだよー。だってここは、スズっちの知ってるＳＳＲじゃなくて改変ＳＳＲなんだから。だから何が変わってても不思議じゃない、ってわけ。おっけー？』

「…………？　え、と……ごめんタルミ、パス」

　少しの間難しい顔で姫ひめ百ゆ合りの話を飲み込もうとしていた鈴夏だったが、途中で諦めたように首を振るとこちらに通話画面を向けてきた。俺の方も完璧に状況を理解できているわけではないのだが、ともかく思考を整理しながらゆっくりと口を開くことにする。

「──よう、姫百合。声だけじゃ分からないと思うけど、俺だ。夕ゆう凪なぎだ」

『あ、ゆーくん！　そっかそっか、今はコスモスちゃんなんだよね。……うぅー、せっかくのメイド服ゆーくんなのに声しか聞こえないなんてあんまりだよー。ね、ね、今からそっち行っていい？　思う存分堪能はすはすしていいー？』

「っ……い、いやダメに決まってんだろ！」

　姫百合の〝はすはす〟は俺にはちょっと刺激が強すぎる──これまでの所業を思い出して微妙に顔を赤らめていると、すぐ隣からじとーっと冷たい紅の眼が俺の頬ほお辺りに突き刺さってきた。……こほん。

「話を戻すけど……結局どういうことなんだ？　何でお前がＧＲＡゲームに参加してるんだよ」

『うーん……それが、あたしにもよく分からないんだよねー。ちょっと前まで〝瑠璃〟として現実世界にいたはずなのに、ずっとここで〝情報屋〟をやってたって記憶も確かにあって……その両方が重なってる感じ？　みたいな？　むむー……混乱中』

「…………なるほど」

　要するに、元は現実世界にいた瑠璃先輩が改変ＳＳＲの開始と同時にゲーム内へとログインさせられ、こちらの世界における情報屋として配置された──というようなことか。

　それは、それ自体は、まあ理解できないということもない。俺や電脳神姫バグナンバーを除いた一般のプレイヤーは未み冬ふゆたちが〝裏ゲーム経験者の記憶を改かい竄ざんして〟用意しているという話だったし、であれば姫百合もそうなのだろうと納得できる。

　が……しかし、その意図は何だ？

　鈴すず夏かによれば、ＳＳＲには元々ＮＰＣの情報屋が存在していたのだという。つまり、あの復ふく讐しゆう者たちはわざわざそこに〝中の人〟をあてがったんだ。しかも姫ひめ百ゆ合りの所属はスフィア先進技術開発部門第三課フエイク・ウイツチーズ──未み冬ふゆや冬と亜あからすれば直接の敵にあたるというのに。

　……違和感。そう、強い強い違和感がある。

　改変ＲＯＣで司書と出遭った際に抱いたモノと同様の……ある種ちぐはぐな印象。

『──にひひ』

　と、そこまで考えた瞬間、端末の向こうの姫百合が微かすかに笑ったのが分かった。

『ゆーくんゆーくん。何か悩んでるみたいだけど……それって当たり前じゃないのー？』

「……え？　当たり前って……いや、何が」

『だーかーらー、って……ごめん、やっぱり止やめとこっかな。これ以上言うとどこかで禁則事項トラツプに引っ掛かっちゃうかもだし……それに、にひひ。ゆーくんなら、きっと自力で辿たどり着いてくれるもんね？』

　姫百合はちょっと意地悪な口調を作ってそう言うと、話は終わりとばかりに謎の鼻歌を歌い始めた。……やけに意味深な台詞せりふだ。このゲームに対してちぐはぐな印象を受けるのは当たり前、と言いたいのか？　けれど、それにしたって意味が分からない。

　ただ──彼女の言う通り、メタ的な発言や相談は正直デリケートな部分だろう。どこに禁則事項が仕込まれていてもおかしくないし、下手に突つかない方が良さそうだ。

「……分かった。じゃあその辺は一旦全部スルーでいい。だから姫百合、今はただの情報屋として俺に力を貸してくれ」

　頭を振って思考と意識を切り替えると、俺は本格的にＳＳＲゲームを攻略し始めることにした。




　ＳＳＲ随一の情報屋・姫百合七なな瀬せは──まあ元々のＮＰＣが持っていた設定なのだろうが──先に〝どんな情報が欲しいのか〟を提示させてそれに対する料ｐ金ｔを指定し、支払いを確認してから情報開示、というシステムで運営されているらしい。

「じゃあ……えっと、俺が知りたいのはゲームの現在状況だ。特に〝全部の役職を独占してるプレイヤー〟と〝ｐｔが１００００を超えてるプレイヤー〟のことを重点的に頼む」

『うむうむ、なるほど。……うーん、結構高いみたいだけど、大丈夫ー？』

「……高い？　そうなのか？」

『うん。なんか、ＳＳＲっていうゲームの存在自体はこの世界のＮＰＣヒトでも知ってるんだけど、代わりに内容はほとんど秘匿されてるー、みたいな……にひひ、いわゆる都市伝説ってやつだね。そりゃお値段コストも高くなるってもんだよ』

「ああ、そういう扱いになってるのか……ちなみに、いくらだ？」

『２５００ｐｔ。……あ、ゆーくん今ちょっと機嫌悪くなったでしょー!?　違う違う、あたしが決めてるんじゃなくて、こっちの端末にそう出てるんだよ。まあ、勝手に安くしちゃうことも出来るとは思うけど……にひひ、どうする？　しちゃうー？』

「う……いや、それが禁則事項トラツプになってる可能性もないわけじゃないし、止やめとこうぜ」

　恐らく活用されるであろう〝情報屋〟にあえて俺たちと面識のある姫ひめ百ゆ合りを配置し、禁則事項に掛かって自滅してくれるのを待つ──みたいな。やたら回りくどいけれど、そんな想定をされているのかもしれないし。

　……まあいい。とにもかくにも支払いだ。

　実際問題、２５００ｐｔというのはそう安い額じゃないだろう。現在の所持ｐｔは俺が２５００で鈴すず夏かは３０００。合計すれば５０００を超えるから払う分には支障ないが、それでも手持ちの半分近くが消し飛ぶことになる。それが後に響かないという保証はない。

　けれど、ここでｐｔを出し渋ったがために〝大量のリソースを抱えたままゲームオーバー〟なんてことになったら洒落しやれにもならないし……まあ、多少の犠牲は仕方ないか。

「ＯＫだ。それじゃあ俺が１０００ｐｔ、鈴夏が１５００ｐｔで払う」

『あ、いいのゆーくん？　にひひ、了解だよ。今準備するからちょっと待っててねー？』

　跳ねるような声が聞こえた直後、俺と鈴夏の端末に〝取引トレード〟の画面が現れた。以前のゲームの際にも使ったものだ。特に細かい仕様を思い出すまでもなく、指先一つで１０００ｐｔの振り込みを完了する。見れば、鈴夏の方も既に支払いを終えていた。

『うんっ、入金確認！　二人ともありがとー！　それじゃ、早速説明に入るね？

　ではでは──まず、これは知ってると思うけど、ＳＳＲには七人のプレイヤーが参加してるんだ。で、そのうち一人はもう脱落してるから、残ってるのはあと六人……なんだけど、問題はその中の三人だけ』

「……え、三人？　二人じゃなくてか？」

『二人じゃなくて、だよ。……にひひ、だって二人だと膠着状態にならないでしょ？』

「…………？」

　小さく首を捻ひねる俺に対し、姫百合はこほんと咳せき払ばらいしてから再度ゆっくりと口を開く。

『順番に説明するね。まず一人目は──仮名・プレイヤーＡさん。ほとんどの役職を独占してるっていう凄すごい人だよ。神官だけは先に脱落しちゃったから諦めたみたいだけど、それ以外は一つ残らず持ってる。もちろん役職スキルも使い放題』

「……ああ。一応、そいつは分かる」

『そっかそっか。じゃあ、この人も知ってるのかな？　仮名・プレイヤーＢさん。Ｂさんはもうとっくに１００００ｐｔ以上集め終わってて、《終しゆう焉えん》スキルを使えば今すぐにでも勝ちになるっていう超爆弾プレイヤーだよ。うん、確かにＡさんより危険っぽいかも』

「…………」

『で、最後の一人が──多分ゆーくんたちが知らないのはこの人だと思うんだけど──仮名・プレイヤーＣさんね。所持ｐｔは５０００くらいで役職もなし。あんまり危険って感じじゃない。でもでも……にひひ、実はＣさんがいるから三竦みになってるんだよー？』

「……え？」

　そこまで聞いた瞬間、睨にらむように端末を見ていた鈴すず夏かの表情が不意にぴくりと動いた。

「えっと……ん？　待って待って、これあたしが頭悪いのかしら。今のでどこがどう〝三さん竦すくみ〟になってるのか全然分からないんだけど……？」

『あ、ううん、違う違う。今のは前振りだよ、前振り！　本題はここから！

　えとね──じゃあまず一竦み目、Ａさんについて。さっきも言ったけど、Ａさんは役職を独占してて、だから役職勝利条件もたくさん持ってるの。なのにまだ一つも達成できてない……変でしょ？　でも、それはＡさんがＢさんに〝呪い〟を受けてるからなんだよ」

「……呪のろい？」

『うん、呪い。っていうか能力制限系のアイテムのことだねー。具体的に言うと、Ａさんは〝自殺〟と〝アイテムの譲渡・売却〟をＢさんに禁止されてるんだよ。そのせいで役職も手放せなくなってるから、例えば〝魔王〟だけ誰かにあげて条件達成、とかも出来なくなってるみたいだし……にひひ、そう考えるとちょっち可哀かわい想そうかも』

「ああ……なるほど。要するに、ＢがＡの勝利を妨害してるってわけか」

『そ。だから状況としてはＢさんが有利──と思いきや、実はそういうわけでもないんだよねー。だって、Ｂさんはせっかく１００００ｐｔ以上持ってるのにまだ《終しゆう焉えん》スキルを使ってない。……にひひ、それはね、Ｂさんが眠らされてるからなの。や、眠らされてるっていうか……不干渉？　自分の意思では動けないけど代わりに外からの干渉も受け付けないー、みたいな？

　だからほら、ＡさんもＢさんもゲームを終わらせられない』

「…………」

　端末から聞こえてくる声を脳内に刻み付けながら、俺は静かに思考を回していた。

　なるほど……そういうことか。確かにそれは、なかなか入り組んだ状況だ。

　Ｂの持つアイテムのせいでＡは役職勝利が出来なくて、反面、当のＢも眠らされているから自力で勝利することが出来ない。さらに言えば、Ｂが〝不干渉状態〟というのも問題の一部になっているんだろう。外部からの干渉を受け付けないんだから、当然攻撃だって通らない。つまりＡは〝Ｂを倒して無理やりクリア〟すら出来ない状況なんだ。

　──そして、

「それで三竦みが成立してるってことは……要するに、Ｂを眠らせてるのがＣなんだな？」

『さっすがゆーくん愛してる！　そうそう、そういうことだよ。Ｃさんは特殊なアイテムを使ってＢさんのことを封印してる。だから……Ｃさんの立場は、一番弱くて一番強い』

「……Ｃが封印を解除するなり脱落ロストするなりすれば、その瞬間にＢが目覚めるから」

『だいせーかい！　そんなわけだから、ＡさんはＣさんのことも倒せないの。でも、逆にＡさんは役職スキルを──特に〝死んだ時にｐｔを放出して蘇よみがえる〟っていう勇者のスキルを持ってるから、Ｃさんじゃどうしても倒せない。……っていうか、もし倒せちゃったらマズいよね？　全部の役職が同時に消えるんだから、その瞬間に革命家と処刑人の勝利条件が成立しちゃうもん。そしたらＡさんの勝ちになる。にひひ、なんかズルいけどねー。

　まあとにかく、短くまとめると──ＡさんとＣさんはお互いにお互いが倒せなくて、だから今は仕方なく、バッチバチに牽けん制せいしながら《終しゆう焉えん》目指してｐｔを稼ごうとしてるのでしたー！　はい拍手！　わー、ぱちぱちー！」

　……そんなテンション高めのまとめを最後に、姫ひめ百ゆ合りの解説は強引に幕を下ろされた。

　ふう、と気疲れしたように小さな溜ため息いきを零こぼす鈴すず夏か。その隣で、俺はじっと虚空に視線を遣やりながら思考の整理を試みる。

「…………」

　プレイヤーＡとＣの間で行われている熾し烈れつなｐｔレース。封印されたプレイヤーＢ。状況的には確かにＣが有利なようにも思えるが、かと言ってＣはいずれの勝利条件も満たしてはおらず、Ｂを勝たせることで間接的にゲームを終わらせることしか出来ない。

　そういう意味で〝最も勝利に近い〟のはＢだと言えるのかもしれないが……ただ、その境遇はあまりにもＣに依存しすぎる。三人の中で最も自由が利かない立ち位置だろう。

　それに。

　どちらにしても──当面の問題になるのはそんなことじゃない。今までの話を総合してみれば、要するに俺と鈴夏は彼らの狩り場に放り込まれたということだ。プレイヤーＡとＣは二人ともｐｔを欲していて、逆に、俺たちは潤沢とは言えないまでもまとまった量のｐｔを持っている。そして現状では、明らかに彼らの方が格上だ。

「………………え？」

　と──そこまで思考を進めた辺りで、ふと隣に立っていた鈴夏がぎゅっと身体からだを強こわ張ばらせたのが分かった。今までにない急激な表情の変化。見て分かるほどに震えた指先がふらふらと宙を彷徨さまよって、挙句の果てに弱い力できゅっと俺の服を掴つかんでくる。

　その理由は…………すぐに判明した。

「……くくっ。やあ、こうして会うのも久しぶりだね？　垂たる水み夕ゆう凪なぎ……ッ!!」

「っ……!?」

　背後から叩たたき付けられた耳障りな挨拶に一瞬遅れて振り返る。

　そこに立っていたのは、とある見覚えのある男だった。いっそ恐怖を感じるほど歪いびつで凄せい惨さんな笑みを浮かべた痩そう身しんの男。中途半端に天才であったが故ゆえにどこまでも〝壊れて〟しまった狂気の男。かつて電脳神姫二番機・鈴夏を作り出したスフィア幹部にして、他でもない、この俺に敗北したために全てを失った元ＳＳＲゲームマスター。

　──朧おぼろ月つく詠よみ、その人だった。





　　　　♯



「「《アクセル》ッ!!」」

　声の主が〝彼〟だと気付いたその刹せつ那な、俺たちは弾はじかれるような勢いで加速スキルを発動していた。それから俺は鈴すず夏かを庇かばうように一歩前へ──ではなく、彼女の手を握ってその場でくるりと反転し、月つく詠よみに背を向けたまま思いきり後方へと駆け始める。

　情けないのは重々承知だが……しかし、戦おうにも今は武器すらない。ＳＳＲこのゲームでは端末経由でアイテムの購入が出来るためまだ致命的な状況ではないが、とはいえ敵対しているプレイヤーの前でそんなことをするのは自殺行為だ。多少は時間を稼ぐ必要がある。

「……鈴夏、おい鈴夏！」

　大通りから少し外れた裏路地に入りつつ、俺は隣を走る鈴夏の顔を覗のぞき込んだ。

「大丈夫か？　お前さっきからすげえ顔色悪いぞ。キツいならどっかに隠れてても──」

「嫌イヤっ！　……嫌よ、あたしは逃げたりなんかしないわ」

「や、でも！」

「ふふっ……タルミは相変わらず心配性ね？　あたしなら大丈夫よ。だってあんなの、もうとっくに超えた壁だもの。さっきは突然だったからちょっと驚いちゃったけど……ほんとにそれだけ。怯おびえたり怖がったりなんか全っ然してないんだから！」

「…………ああ、分かった。分かったよ」

　真まっ直すぐこちらを見つめてくる紅あかい瞳を見返しながら、俺は根負けして頷うなずいた。彼女の強がりを鵜う呑のみにしたわけではもちろんないが、しかし、顔を青あお褪ざめさせた鈴夏がここまで言ってくれているのにそれを無む下げにする理由もない。

　握った手に込める力をほんの少しだけ強くしながら続ける。

「だったら一つ頼みがある──鈴夏、俺が月詠うしろを警戒しておくから、お前は足を止めずに二人分の武器を買ってくれ。それも〝端末干渉能力〟を使って俺の端末から、だ」

「……え？　それ、あたしの武器もタルミが支払いを持つってこと？　な、何でよ。あたしの方があんたよりｐｔ多いじゃない。……って、はっ！　まさかあんた、こんな時まで格好付けてあたしを毒どく牙がに掛けるつもりじゃ──」

「いやそういうんじゃねえよ!?」

　徐々にいつもの調子を取り戻してきた鈴夏に全力で否定を突き返す俺。……そんな邪よこしまな目的なんかは断じてない。単純に、端末干渉能力を持つ鈴夏にｐｔを偏かたよらせておいた方がいざというとき有利かもしれない、というだけの話だ。スキルを使うにしても何かを購入するにしても、鈴夏の方が俺より速く行動できる。

　ともかく、彼女はそれ以上茶化しを入れることもなく武器の選定に移ってくれた。

　豊富な品しな揃ぞろえに圧倒されるようにしばらく画面を睨にらんだまま『むむ……』と唸うなっていたものの、やがてぱっと晴れやかにその顔を持ち上げる。

「──うんっ！　これで完璧ね。お待たせタルミ、買い物終了よ。二つ合わせて７００ｐｔちょっと使わせてもらったわ。両方ともあんたの端末に入ってるはずだけど」

「ああ、今出すよ。……って、これライフルか？　こんなのちゃんと使えるのかよお前」

「ふふん、そんなの当たり前じゃない。そうじゃなかったら選ばないわ」

　澄ました顔でゴツめのライフル銃を受け取るや、しゅるしゅるとストラップを伸ばしてそいつを背中に担いでみせる鈴すず夏か。ゴスロリドレスと無骨な銃器、というアンバランスな組み合わせではあるものの、確かに似合っているような気がしないでもない。

　ちなみに俺の方はごく普通の長めの剣ロングソードだった。残りｐｔは約８００といったところ。

「……っと」

　そこで──ふと気配が膨らんだのを察して後ろを振り返ってみれば、追おい縋すがってくる月つく詠よみとの距離が明らかに縮まっているのが分かった。本当に、尋常じゃない速度だ。向こうも既に《アクセル》を使っているのかもしれないが、それにしたって早すぎる。

「くくっ──」

　そんな月詠は、俺の視線に気が付いたのかニィッと気味悪く口元を歪ゆがめてみせた。そしてそれから間かん髪ぱつ容いれず、大声でスキルの使用を告げる。

「──《不可視の征服》発動ッ!!」

「な……っ!?」

　不可視の征服──それは、以前のＳＳＲで〝追跡者〟たるリナが使っていた役職スキルの名称だ。一定時間誰にも目視されなくなるという、シンプルかつ強力なスキル。発声と同時にゆらりと月詠の身体からだが宙に溶け、一瞬後には俺の視界から消えてしまう。

　そんな光景を目まの当たりにして、俺と鈴夏はその場でぴたりと足を止めた。……これだけ行動速度に差があって、しかも相手が〝不可視〟となると、闇雲な逃走にはもうほとんど意味がない。ここは多少危険でもじっと息を潜めて待つべきだろう。

　というか、

「（役職スキルを使った……？　ってことは、月詠こいつが例の〝プレイヤーＡ〟か）」

　じりじりと周囲を警戒しながら内心でそんなことを呟つぶやく俺。

　そう。姫ひめ百ゆ合りの言っていた〝三さん竦すくみ〟の一角、神官以外の全役職を独占しているプレイヤーＡというのは、どうやら朧おぼろ月詠のことだったらしい。となれば、彼は《不可視の征服》だけじゃなく、魔王の《強制徴収》や勇者の《オートセーブ＆ロード》などといった凶悪なスキルまで持ち合わせているということになる。

　いや……いや、それだけじゃないはずだ。俺も鈴夏も《アクセル》を使っているのに追いかけっこの距離が刻々と詰まる一方なんだから、それはつまり──

「ボクのステータスはキミなんかより遥かに高い。……そういうことだよ垂たる水み。だから別に、キミを潰つぶすくらいのことで不可視のスキルを使う必要なんか微み塵じんもないんだ」

　──彼こそが、改変ＳＳＲにおける〝刺客キャラ〟だということだろう。

《不可視の征服》を解除し再びその姿を現した月つく詠よみは、ニヤリと笑いながら俺の予想を肯定した。それから大おお袈げ裟さな仕草で右手をそっと額に遣やり、口元を大きく歪ゆがませる。

「本当に……参るよねえ。ボクみたいな天才がたった一度のどうでもいい失敗で幹部から降格させられるなんて、どうかしてる。イカれてる。スフィアは結局、ボクの価値を全く分かっちゃいなかったんだ。……くく、所詮その程度の存在だったってわけさ」

「お前……何を言って」

「はっ、でもいいんだ。彼女たちがボクにチャンスを与えてくれた。ここでキミをぶっ殺せば、今のスフィアを完かん膚ぷなきまでに破壊してくれるんだってさ。あまりにも魅力的な提案すぎてつい〝脱走〟にも手を貸してしまったけど、後悔する予定はないね。

　だって……ああ、だって、素晴らしい話だとは思わないか!?　ボクの完璧な人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてくれやがったキミに思う存分報復が出来て！　ついでにボクを見下すスフィアの連中が勝手に潰れてくれるっていうんだからさあ！」

「っ……！」

　月詠の絶叫に俺は大きく目を見開いた。……そうか。スタンドアローンのサーバーに幽閉されていたという未み冬ふゆと冬と亜あがスフィアによる厳重な監視を突破できたのは、腐っても元幹部である朧おぼろ月詠が計画に加わっていたからでもあったのか。

　けれど──そうは言っても、今の口振りから察するにどうやら彼が主導的な立場というわけではないらしかった。やはり本筋の〝復ふく讐しゆう〟は未冬たちが強行しているもので、月詠はそれに〝利用されているだけ〟と考えた方が正しいのだろう。

　いや、もしかしたら本人にその自覚はないのかもしれないが──

「何だよ……何をごちゃごちゃ考えてるんだよ、垂たる水み」

　と、その瞬間、酷ひどく苛いら立だったような声こわ音ねが俺の思考を遮った。

「キミさ、今の状況が分かってないのか？　ボクとキミとのステータス差は絶望的なぐらい大きくて、加えてボクには不死のスキルだってある。というか……それ以前に、そもそもキミはボクを殺せないよね？　だってボクが死んだら全役職が落ちるんだから、その時点で〝革命家〟と〝処刑人〟の勝利条件も自動的に達成されることになる」

「…………」

「けどまあ、先に言っておくと──もし仮にそんな状況になったとしても、ボクはきっと勇者のスキルを使ってゲームを続行すると思うよ。理由は……くくっ、分かるよね？　だってボクは、もうゲームの勝敗でキミに勝つくらいのことじゃ全然物足りないんだ。肉体的に、精神的に、人格的に、根本的に、壊して壊して壊して壊す。ボクが受けた屈辱を返すためにはそれくらいしないと絶対的に足りやしない。

　だから──なぁ、精々良い声で喚わめいてくれよ、垂たる水み夕ゆう凪なぎッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、月つく詠よみは端末を宙に掲げて諸もろ刃はの大剣を実体化させた。刃やいばだけで身の丈たけほどもある狂気に満ちた殺意の塊。そんなものを大上段から振り下ろしてくる。

「ぐっ……！」

　咄とつ嗟さにメイド服のスカートを揺らして右へと躱かわす──が、風圧が肌を叩たたいた瞬間、真まっ直すぐ振り抜かれた刃は石畳に数メートル単位の亀裂を入れていた。……なんてデタラメな威力だ。仮に《パワー》を使って身体能力を底上げしていたとしても、正面から受ければ間違いなく粉々になっていただろう。

　小さく顔を引ひき攣つらせる俺とは対照的に、月詠はいかにも愉たのしげな哄こう笑しようを浮かべている。

「くくっ……！　何だよ何だよ、こんなもんかよ垂水！　未み曽ぞ有うの脅威!?　スフィアを崩壊させ得る異端者!?　これがか!?　ふざけるな、スフィアの上に立つ真の天才はボク一人で間に合ってるんだよッ！　てめぇはすっこんでろクズがッ!!」

「ちっ……ああもう、いちいちうるせえな！　喋しやべってないと呼吸できねえのかよお前！」

　横薙なぎに剣を振るいながら超高速で追撃を叩き込んでくる月詠。そんな彼からバックステップで距離を取りつつ、俺はどうにか記憶を辿たどってＳＳＲでの〝戦い方〟というものを脳裏に蘇よみがえらせていく。

　……ああ、確かに役職はない。スキルもない。ステータスだって完敗だ。

　だけどこの世界には──ＳＳＲにはｐｔがある。

「っ……！」

　俺は、攻撃の合間を縫って月詠の身体からだを蹴り飛ばすと、反動を利用して少し離れた地面に転がった。するとそれを好機と捉えたのか、月詠は口角を上げて急速に接近してくる。

「やっとくたばる準備が出来たみたいだね垂水ッ！　くくっ、でも安心しなよ!?　キミはそう簡単には殺してあげないから!!　少しずつ、ゆっくり潰つぶして──」

「誰が潰れてやるかって、のッ！　購入処理：対象〝石畳〟！　それから《格納》！」

「──なっ!?」

　月詠が大きく足を伸ばしたその瞬間──俺は、片膝立ちで地面に手をついて彼の〝着地点〟を数センチ分購入し、それを端末に《格納クローズ》することで世界から完全に消滅させていた。それを受けて彼は大きくバランスを崩し、ぐらりと前につんのめる。

　──が、しかし。

「はっ……この程度でボクを捉えたと思うなよクズがぁああああああッ!!」

　次の瞬間、倒れかけていた月詠の身体が不自然な挙動で跳ね上がり、一転して俺の方へと襲い掛かってきた。もういっそ意味不明なくらいに滅め茶ちや苦く茶ちやな体勢変化だ。たとえ〝重力〟や〝風圧〟を購入しているんだとしてもさすがに説明が付かないような異常な軌道。

　まるで、そう、何か別のものへと改造されたような…………って、〝改造〟？

「何だ、もう分かったのか？　──くくっ、そうだよ。《改造適正》を使ってボクとキミの武器に強烈な引力を付与してやったんだ。これで、キミはボクから逃げられない……！」

「!!」

　再度俺の前に立ち塞ふさがった月つく詠よみが口にしたのは、ＳＳＲの〝処刑人〟が持つ役職スキルの名称だった。《改造適正》──任意のアイテムに追加効果を付与できるという便利なスキル。それで〝引力〟を設定されたということは、俺と月詠、双方の行動に大きく制限がかけられたということだ。一刻も早く逃げ出したい俺からすれば酷ひどく邪魔で、反面、俺をいたぶりたい月詠にとっては大歓迎という厄介極まりない〝足あし枷かせ〟。

　出来ればすぐにでも手放したいところだが……かと言って、武器を買い直せるような余裕は状況的にもｐｔ的にもありはしない。

「──くそっ！　大体、お前なんかに構ってる暇はどこにもないってのに……！」

「何だよ、酷いなぁ垂たる水み……ボクの方はこんなにキミと会いたかったっていうのにさ。くく、それに何だい？　暇がない、って。随分と焦あせってるみたいじゃないか」

「未冬たちあいつらと関わりがあるなら多少は知ってるんだろ？　詳しく話すつもりはねえよ」

「くくっ、ツレないねえ……くく、くくく、くははははっ！　ああ、もうダメだ。可お笑かしすぎて我慢が利かなくなってきた！　ねえキミ、ちょっと端末を見てみなよ？　キミがとっても気にしてるその〝時間〟……今、どうなってる？」

「え……？」

　月詠の挑発的な声こわ音ねに顔をしかめながら、俺は彼への警戒を切らずにほんの少しだけ視線を下げる。……それだけで、とんでもない事態が発生していることはすぐに分かった。

　何せ────端末上部にある時計が、狂ったような超高速で時を刻んでいたんだから。

「は……!?　こ、これっ……何だよ、一体どうなってんだ!?」

「くく、ははははははははっ！　ようやく気付いたのかよ張り合いがないなあ！

　いいかい？　実はさ、彼女たちからキミが〝時間に追われてる〟って聞いたから、ボクもちょっとしたプレゼントを用意しておいてあげたんだよ。そう──キミが前回企たくらんだように、ＳＳＲの時間はｐｔで買える。静止が出来るなら当然加速も出来ていい。

　もっと細かく教えてやれば……くくっ、こういうことだよ。ボクとキミとが半径十メートル以内にいる限り、ここの時間は通常の五十倍速で進行していくことになる」

「五十……倍……ッ!?」

「あはははははははッ！　そうだよ、その顔が見たかったんだッ!!　さてさて、ボクたちは今まで何分戦ってきたのかな？　もしこのボクから逃げ切ることが出来たとして、それは一体いつの話になるのかなァ!?　くくっ、これまで散々ボクを馬鹿にしてくれやがった礼だ。たっぷり受け取れよ────っらぁああッ!!」

　そこまで言い切ってから、月つく詠よみは轟ごうッと物もの凄すさまじい風圧を伴う諸もろ刃はの大剣を振り下ろしてきた。硬直していた思考を叩たたき起こしてどうにか回避に専念する──が、しかし先ほど付与された引力のせいで思ったように動けない。鈴すず夏かも後方から援護射撃をしてくれているが、刺客キャラである彼の防御力ステータスが高すぎるせいであまり効果は出ていないようだ。

「……くっ……！」

　そんなほとんど一方的な攻防を続けながら、俺たちは、いつの間にか路地ではなく大通りまで戻ってきていた。住人なのであろうＮＰＣたちが大騒ぎで逃げ惑う中、ガンガンと振り回される剣が執しつ拗ように俺を狙い続ける。

「ちっ……購入処理：対象〝壁〟！　んで《格納クローズ》して即《展開オープン》！」

「あははははは！　脆もろい、脆い脆いッ！　だから抵抗しても無駄だっつってんだよッ！」

　咄とつ嗟さに近くの石塀を盾にしようとするもほんの一瞬で無残に砕かれ、時間稼ぎにもならずに消える。やはり、どうしたって〝全役職保持〟かつ〝刺客キャラ〟という組み合わせは最強だ。どんなに策を弄しても、そんなのお構いなしで力任せに打ち破られてしまう。

　そして、ついに。

「くくっ──これで終わりだ、垂たる水み夕ゆう凪なぎ」

　ギンッ、と鈍い音を辺り一帯に響かせて、俺たちは完全なる鍔つば迫ぜり合あいの状態へと移行した。……いや、違うな。こういった体勢に持ち込まれてしまえば基礎ステータスで劣る俺に勝ち目はないんだから、〝移行した〟ではなく〝追い込まれた〟と言った方が正解だ。

「た、タルミっ……!!」

　鈴夏の悲痛な声がどこからか強く耳じ朶だを打つ。彼女にしては珍しく余裕の感じられないその響きに、今の俺がどれほど切羽詰まった状況なのかをはっきりと思い知らされた。

　…………ああ、くそ。

　きっかけが……何か一つきっかけさえあれば、今すぐにでもここから逃げ出せる目途は立っているっていうのに──

「……うん？」

　と──そこで、不意に目の前の月詠が小さく顔をしかめたのが分かった。狂気に淀よどんだ瞳が突如として俺から逸そらされ、あらぬ方向へと向けられる。

　不審に思って俺もその視線を追ってみれば…………そこには、何というか、俺の想像を遥かに超えた光景が広がっていた。




「かはっ──！　どうしたてめーら、そんなんじゃ一瞬で終わっちまうぜ……!?」




「…………は？」

　ズガンッ、と凄まじい破砕音を立てて民家の入り口を崩壊させつつ、瓦が礫れきの中から姿を現したのはあろうことか十六夜弧月だ。焦げ茶の髪に刺青いれずみに赤シャツという、相変わらず不良スタイルの戦闘狂。ＳＳＲの端末を左手首に装着した彼は、何な故ぜか超ハイテンションで拳銃を掲げては前を行く屈強な男たちＮＰＣを追い掛け回しているらしい。

　そして、そんな十六夜いざよいはやがて俺たちのすぐ近くまで走り寄ってきて──

「ああ？　……んだてめー、許可もなくこのオレの進路に立ち入ってんじゃねえよ」

「どあぁっ!?」

　──ちょうど進行方向に立っていた月つく詠よみに一ミリの躊躇ためらいもなく銃弾を乱射すると、隣にいた俺には目もくれないまま一瞬後には遥はるか彼方かなたへと姿を消していた。

「…………」

　その背を見ながら、俺は呆ぼう然ぜんと右手を首筋へ遣やる。……また、だ。司書と姫ひめ百ゆ合りに続いて三度目の俺にとって都合の良すぎる展開。それも今回は決定的と言っていいだろう。あの十六夜が──なんだか自意識過剰みたいでアレだが──俺に粘着することもなくさっさと消えてしまうなんて、そんなの絶対に有り得ない。これは、間違いなく何かある。

　が……しかし、五十倍速で時間が経過しているこの状況で呑のん気きに思考を回しているわけにもいかないだろう。幸いにも、十六夜が乱入してくれたおかげで月詠の意識は完全に俺から逸それている。待ち望んでいた〝きっかけ〟がいつの間にか用意されていた。

「っ……タルミ、こっち！」

　同時、近くで息を潜めていたらしい鈴すず夏かが駆け寄ってきてぱしっと俺の左手を取る。俺はその手を握り返しつつ端末から《パワー》を発動すると、右手にぐっと力を込めて。

「──なあ月詠。お前、この剣に〝引力〟を付与したって言ったよな。いいぜ、だったらこいつごとお前にくれてやる……有り難く受け取れよッ！」

　持っていたロングソードを思いきり彼方へ投げ飛ばす──そうして一瞬後、強烈な引力でズルズルと引ひき摺ずられていく月詠から視線を切り、俺たちは早々にその場を後にした。





　　　　♯



　朧おぼろ月詠との遭遇から完全撤退までにかかった〝実際の〟所要時間：41分。

　その間、改変ＳＳＲ及びＧＲＡで経過したゲーム内での換算時間：約34時間。

　……そんな、想像以上に最悪の結果をもたらしたＰＶＰからどうにか逃れた後のこと。

『落ち着いて話がしたいのね？　それならとっておきの場所に案内してあげる！』

　自信満々な口調で言い切った鈴夏に先導されて十数分ほど歩いた俺は、とある見覚えのある建物の前に立ち尽くしていた。雲をも貫く圧倒的な威容。どこか荘厳な雰囲気を漂わせるＳＳＲの心臓部。そう、すなわち──時計塔だ。

「……ふふっ。ここに来るのも久しぶりだわ」

　鈴夏は戸惑う俺に手招きしながら上機嫌な足取りで塔の内部へ踏み入ると、中央に位置する柱まで歩み寄ってそっと右手を伸ばしてみせた。と、その瞬間、柱の表面に何やら認証画面のようなものがポップアップし、直後にヴィイイインとやたら電子的な効果音が辺り一帯に鳴り響く。

　そして、音が止やむ頃には──ついさっきまでどこにもなかったはずの〝扉〟が、堂々と視界の真ん中に現れていたのだった。

「って……な、何だよこれ」

「ふふん、びっくりした？　この時計塔ね、実は中心部分が〝システムエリア〟になってるのよ。ＳＳＲの世界に含まれてはいるけど扱いとしては外部、みたいな……まあそんな感じの場所。だから、ここなら探査系のアイテムにも引っ掛からないってわけ」

「ああ、なるほど……確かに、それならちょうどいいかもしれないな」

　冷静な口調でそんなことを言いつつも、内心では既に若干の高揚を覚えながら目の前の扉を潜くぐる俺。……ま、まあ、何だ、アレだ。塔の内部に隠し扉とか、誰も知らない秘密基地とか、そういうのってやっぱりロマンがあるじゃないか。うん。

　扉の中に入ってみると、そこにはそれなりに面積のある空間が広がっていた。いや、空間というか、もう完全に〝部屋〟だ。ゆったりとしたソファがあって、天てん蓋がい付きのベッドがあって、窓際には可愛かわいらしいぬいぐるみの並んだ一角があって、ついでにクローゼットがあってインテリアがあって……というような、かなり純度の高い女の子の部屋。

「ふふん。──どう、タルミ？　凄すごいでしょ」

　鈴すず夏かはそう言って小さく腕組みし、自慢げに胸を張っている。

「あたし、前のＳＳＲであんたに逢あうまで、ずーっとここに住んでたのよ。最初は本当に何にもなくて、ただ白いだけの空間だったんだけど……必死にｐｔを稼いで色んなものを揃そろえたの。ほら、一応、朧月詠あのひとはあたしの持ち物にまで手を出したりはしなかったから」

「へえ……じゃあここ、要するにお前の部屋なのか」

「ま、そういうことね。……ふふん、光栄に思いなさい、タルミ？　あの人も含めてこの部屋に異性を上げたことなんて一度もないわ。正真正銘あんたが初めて、なんだから」

「…………」

　……いやほら、俺は見ての通り女子だから……。

　と、まあそんな雑談はともかく、俺は意を決して鈴夏の部屋へと足を踏み入れることにした。その瞬間、肌を撫なでる〝空気〟みたいなものが明らかに変質し、ムズムズと落ち着かないような感覚を覚える。異性の部屋なら雪ゆき菜なで慣れているはずなのだが、系統が違うせいか今聞かされた話のせいか、免疫がろくに機能していないみたいだ。

　そんなこんなで若干の気恥ずかしさを抱えながら、俺はソファに腰掛けた。

「あー疲れた……あたし、ちょっとだけ横にならせてもらうわね」

　対して、さっきから微妙に眠たそうにしていた鈴夏は座るよりも寝転がる方を選んだらしい。ゴスロリドレスを着たままふらふらと部屋の隅まで歩いていって、まるで童話に出てくるみたいな天てん蓋がい付きのベッドに横合いからバフッと──

「……え？」

　──飛び込む寸前、その動きがピタリと止まった。

　微かすかに上がる戸惑いの声。同時にちらちらと助けを乞うような視線を向けられ、俺も訝いぶかしみつつソファを立って鈴すず夏かの下へと近付いてみる。そして促されるままにベッドの上を覗のぞき込んで……次の瞬間、彼女の言わんとしていることを理解した。

　……ああ、確かに。確かにこれじゃ飛び込めるはずもないだろう。

　だって──そこには、先客がいる。

「くー……すー、すー…………」

　穏やかな顔でぐっすり眠る一人の少女。長い白銀の髪を海のように広げ、その中に包まれるようにして一定のリズムで胸を上下させている幼い容姿の電脳神姫バグナンバー。

「……と、冬と亜あ……？」

　そこにいたのは、冬亜だった。




　しばしの混乱が解けてから、俺は鈴夏を連れてソファの方へと移動していた。

　ちなみに、この部屋は鈴夏が〝一人で〟過ごすことを前提にアップデートされてきたわけだから、椅子が机を挟んで両側にあったりするようなことは当然ない。木製のお洒落しやれなテーブルに向き合う形で少し大きめの一人用ソファが設置されているだけだ。

　ただ、そうは言っても今の俺コスモスと鈴夏くらいならどうにか並んで座れる広さではあったため、多少窮屈だが今は二人一緒に腰掛けている。

「──で」

　囁ささやくような声こわ音ねがすぐ耳元で発せられた。

「結局、どういう意図があるのかしらね……？　トアあいつがここにいるのって」

　言いながらそっと腕を組み、むむむと小さな唸うなり声を上げる鈴夏。彼女がモゾモゾと動くたびに身体からだの左側がくすぐられて妙な気分になりそうになるが、その辺りは理性でどうにか抑えつけつつ俺は右手を首筋へ遣やる。

　──冬亜がこの部屋にいたことに関して、分かっていることはまだそう多くない。

　とはいえ、全くないというわけでもなかった。まず一つは、この邂かい逅こうが間違いなく意図的なものであるということだ。この場所が鈴夏曰いわくの〝システムエリア〟である以上、たまたま偶然なんてことは有り得ない。

　二つ目が、どうやら彼女はＳＳＲのプレイヤーらしいということ。何しろ冬亜の左手首に巻かれているのは裏ゲームの参加者にだけ与えられる端末だ。有う象ぞう無む象ぞうのＮＰＣでも一歩引いた立場の管理者でもなく、彼女は一人のプレイヤーとしてＳＳＲに参加している。

　そして──最後の一つが、

「……やっぱり、あの《調査不可immortal》表示だよなあ」

　溜ため息いきと共に言い放つ。

《調査不可》表示というのは、先ほど俺が端末から安価な調査系アイテムを購入し、そいつを冬と亜あに対して使おうとした際に画面を覆おおった〝警告文アラート〟のことだった。情報が抜けるとか抜けないとか以前にそもそも冬亜を対象に取ることが出来ないというような、かなり徹底した防衛性能。言い換えれば、不干渉。

　これが意味することなんて、一つだけしか考えられない。

「まあ……多分、あれよね。要するに、トアがプレイヤーＢだったってことでしょ？」

「……ああ、それは間違いないだろうな。じゃなきゃあんな表示が出るのはおかしい」

「うんうん。ってことは……トアはそもそもこの復ふく讐しゆうを実行してる側の人で、かつ改変ＳＳＲには１００００ｐｔ超えの強豪プレイヤーとして参加してて、ついでにあたしの部屋でぐっすり寝てるってわけね。……うん、途中までは分からなくもなかったけど、最後で一気に難易度が跳ね上がったわ」

「ん……まあ、確かに。月つく詠よみみたいな感じで俺たちの行動を妨害しに来たって言うならともかく、ずっと寝てるだけだもんな」

　ちらりとベッドに視線を遣やってみるも、冬亜は相変わらず穏やかに寝息を立てているばかりだ。復讐だとかゲームだとか、そういったことを思わず忘れてしまうほど無邪気であどけない寝顔。造形はかなり幼く見えるが、しかし電脳神姫バグナンバーの例に漏れず冬亜だって信じられないくらいに可愛かわいいわけで──

「タールーミー？」

「うぉあっ!?」

　──その辺りで、ぐいっと身を乗り出してきた鈴すず夏かに突然視界を遮られた。

　咎とがめるような紅あかい瞳が至近距離からじとーっと俺を見つめていて、ついでにその頬ほおはぷくっと膨れていたりして、無性に撫なでてやりたくなる可愛さなのだがちょっと怖い。

「な……何でもないぞ、別に」

「ふん、何でもないわけないじゃない。女の子の部屋に上がっておいて他の子に目を奪われるなんて論外だわ。あんたはずっとあたしだけ見てれば──って、違うっ！」

「……え、違うって何が」

「全体的に違うのよ！　待って待って、今のなしっ、全部なし！　えっと、えっと……そうよ！　だから、あんたはあの子の身体からだを嘗なめ回すように見てればいいわ！」

「いや極端すぎるだろお前!?」

　妹を売るな妹を。……って、そもそも俺はそんなにじっくり見ちゃいないけど。

　まあどちらにしても、今はこんなどうでもいいことで口論している暇なんかない。何しろ、冬と亜あのこともそうだが、姫ひめ百ゆ合りに聞いた話だってまだじっくりと検討できちゃいないんだ。あの複雑な状況を解かない限り改変ＳＳＲは終わらない。月つく詠よみに消費させられた時間を挽ばん回かいするためにも、出来るだけ早く攻略の糸口を掴つかむ必要がある。

　──こほん、と一つ咳せき払ばらいを挟んで、脱線した会話を元に戻すことにした。

「それじゃ順番に考えてみようぜ、鈴すず夏か。まずは……そうだな、現状の整理からだ。

　今回のＳＳＲには〝三さん竦すくみ〟の構図ってのが存在する。構成してるプレイヤーは当然三人で、内訳としてはこんな感じだ──神官以外の全役職を独占してるプレイヤーＡと、所持ｐｔが１００００を突破してるプレイヤーＢ、それから勝利条件は満たしてないけど重要な役割を抱えてるプレイヤーＣ」

「ええ。で、そんなわけだから、少なくともＡとＢは速攻でゲームをクリア出来そうに見えるんだけど……残念ながら、ＡはＢのせいで〝自殺〟と〝アイテムの放出〟が出来なくなってるわ。そしてＢはＣに〝眠らされてる〟──正確には〝動けない代わりに外部からの干渉も受けない状態〟にされてる。……ま、いわゆる硬直状態ってやつよね。ＡとＣはお互いのことが倒せなくて、牽けん制せいしつつもｐｔレースをするしかないみたい」

「ああ、そんな感じだな。だから、まあどう見ても改変ＳＳＲはこの三人の独壇場で、普通にやれば俺たちなんか狩られる側でしかないんだけど……でも、そんなのは最初から分かりきってたことだろ。ＧＲＡの基本ルールだし、今さら驚くようなことでもない」

　ＧＲＡにおいて、全ての改変ゲームは通常ではクリア出来ないくらい不利な状況からスタートする──故ゆえにプレイヤー俺たちは一ゲームで一度だけ使える秋桜コスモスの〝裏世界干渉能力〟を用いて上う手まく立ち回らなければならない、という、例のアレだ。

　俺は鈴夏の紅あかい瞳をじっと見つめて話を続ける。

「要するに、何かを〝一つだけ〟変えることで最後クリアまで繋つながるルートがあればいいってわけだ。問題はその〝何か〟の内容なんだけど……時間もないし、とりあえず思い付いたものから順番に挙げていってみるか」

「いいわ、それならあたしが一発で正解してあげる！　えっと、ね……例えばだけど、Ｃがゲームから脱落ロストすればＢトアは目を覚ますわけでしょ？　ならコスモスの能力であたしとトアの立場を入れ替えておいて、その状態でタルミがＣを倒すっていうのは？」

「可能だな」

「んー、そっか。やっぱりダメよね。結構いい案だと思ったんだけど、でもいきなり正解なんて…………って、え？　ま、待って、タルミ今なんて言ったの？」

「だから、可能だって言ったんだよ。……あくまでも理論上は、だけど」

「？」

　こてりと首を傾かしげる鈴夏に対し、俺はそっと右手を持ち上げながら慎重に言葉を紡ぐ。

「もし何もかもお前の言った通りに進むなら確かにそれでクリア出来る……けど、Ｃのｐｔは俺たちよりもずっと多いだろ。それに、実際ＰＶＰに縺もつれ込んだ場合、Ａは──月詠は間違いなくＣに加勢すると思うぜ？　だってＣの敗北はイコールＢの勝利だ。あいつも望んでないに決まってる。……で、そうなればもう正面から勝つのは難しい」

「む……むう。何よ、結局ダメなんじゃない。じゃあ次は……えっと、安全に行くならタルミがプレイヤーＣに成り代わる、とかかしら。ちょっと勝ち筋は薄い気もするけど、Ｃが負けるパターンはあんまりないわ」

「うーん……もう少し時間があればそれでも良かったんだけどな。……っていうか、いっそ立場の入れ替えはしないで俺たち自身がｐｔ勝利を狙うっていうのはどうだ？　裏世界干渉能力で《終焉》を手に入れて、後はどうにか１００００ｐｔ溜めてスキルを使う」

「後はどうにかって……はっ！　ま、まさかあんた、この部屋の〝中身〟を全部売り払えば余裕で足りるだろ、とか言うつもりじゃないでしょうね!?」

「…………いやいやいや、そんなまさか」

　言うつもりはなかったけど考えてはいました。

　俺がそっと目を逸そらすと、鈴すず夏かはジト目でこちらを見つめてぷくっと頬ほおを膨らませる。

「ほんとにもう、タルミはすぐ悪いこと考えるんだから……っていうか無理よ、無理。ここは半分〝外〟だって言ったでしょ？　だからこの部屋にあるものは全部〝ゲーム外から持ち込んだアイテム〟ってことになっちゃうの。前のゲームＳＳＲでもそうだったけど、そういうアイテムは基本的に０ｐｔ扱いよ」

「ああ、そうなのか。なら自力で１００００ｐｔ溜ためるのは難しいとして……逆にさ、プレイヤーが持ってる《終焉》スキルって普通に流通してたりはしないのか？　多少高くても、秋桜コスモスの能力で所持ｐｔを増やしまくっておけば買うのも使うのも余裕なんじゃ」

「それも無理ね。あのスキルはプレイヤー七人が持ってるので全部だわ。だから、まあ他のプレイヤーからなら一応買えるはずだけど……誰も売ってくれないと思うわよ？　だってそんなの凄すごく不自然だもの。『終しゆう焉えんスキルを５００００ｐｔで売ってくれませんか？』とか、頷うなずいた瞬間に世界ゲームが終わる未来しか見えないじゃない」

「うっ……それはまあ、確かに。……ってか、よく考えたらｐｔを増やし過ぎるのは危ないな。例えば『５０００兆ｐｔ獲得してこの世界ごと買ってやるぜ！』みたいなことも可能なゲームなんだから、ある程度以上は禁則事項トラツプに含まれてるって考えた方が安全だ。でも、だけどそうなると……うーん」

「む……むむ……ああもうっ！　やっぱりちょっと厄介すぎるわね、この状況。あの三人が完全に硬直しちゃってるせいで、どう動いても裏目があるような気がするわ」

「…………」

　ピンクの長髪を振り乱してそんなことを言う鈴夏の横で、俺は小さく顔を俯うつむけながらじっと思考を巡らせていた。……鈴夏の言う通りだ。一応いくつかの方針は出てこないでもないが、どれを選ぶにしても不確定要素が多すぎる。禁則事項トラツプの存在に加え、複雑怪奇な三さん竦すくみ。出来れば避けて通りたい正真正銘の〝地雷原〟。

　けれど、残念ながら迂回している暇はない、というのもまた事実だった。朧おぼろ月つく詠よみとのＰＶＰで生じた大きなロスの影響で、改変ＳＳＲは既に開始から40時間近くが経過している。４０時間、だ。そこにＲＯＣの結果も加えれば合計で約65時間。つまり、ＧＲＡ全体のタイムリミットまであと10時間も残っていないということになる。この期ごに及んで慎重で悠長な方法なんてもう選んではいられない。

　だから──だからやはり、ここは元々勝利に近い三人のうち〝誰か〟と立場を入れ替えるしかないのだろう。そうすれば、条件次第では速攻で改変ＳＳＲこのゲームをクリアすることが出来るはず。それは恐らく間違いない。が……しかし、誰だそいつは？

　俺は一体、誰に成り代わればいい……？





　　　　♯



　思考が完全に行き詰ってしまったため、十五分だけ休息を入れようという話になった。

『[image: ][image: ][image: ]♪』

　耳を澄ませてみれば、ザーザーという水音と一緒に上機嫌な鼻歌が隣の部屋から聞こえてくる。ついさっき『ちょっと頭冷やしてくるわね』と言い残して部屋を出た鈴すず夏かが早速シャワーを浴びているんだろう。まあ、正確には《射水機スプリンクラー》なるアイテムで再現した〝疑似シャワー〟ということらしいが、そこまで違いはないはずだ。

　だから別にそれは良い。……問題なのは、一人残された俺の方だった。

　休憩時間なんだから思考は中断、と意気込んだまでは良かったのだが、リラックスしようにも眠気があるわけじゃない。かと言って、何もしないでいるとすぐに〝タイムリミット〟という悪魔の単語が脳裏にちらつくようになる。

「……ったく。ろくに休憩も出来ないのかよ俺は……っと」

　溜ため息いきと共に自嘲気味な悪態を吐ついた俺は、気分転換のためにも一度ソファから離れてみることにした。薄紫のセミロングを何となく指先で弄いじりつつ、相変わらず穏やかに眠っている冬と亜あの方へと足を進める。すると、

「すー……すー……ん、んー…………むにゃ…………うぅ…………すー……すー……」

「──ん？」

　突如生じた呼吸の乱れに思わず視線を遣やってみれば、あどけない表情で寝ている冬亜の額や鎖骨の辺りに薄っすらと汗が滲にじんでいるのが見て取れた。もしかしたら、少し暑いのかもしれない。部屋の気温はそれなりに快適なはずだが、ずっと布団に包くるまっている状態では当然感じ方も違うだろうし。

　だから────ふむ、と俺はメイド服の胸元で小さく腕を組んでみた。

「ここは気を利かせて新しい服に着替えさせてやった方が……って、いや無理だろ!?」

　パッと頭に浮かんだ考えを可か憐れんな声こわ音ねで否定する。

　い、いやまあ……確かに俺が本物の女子ならそれくらいはしても良かった場面だろうと思う。だけど、残念ながら垂たる水み夕ゆう凪なぎは──今がたまたま美少女メイドなだけで──中身は普通に男子高校生なんだ。倫理がどうこう以前に多分理性が保もちやしない。

「ってわけだから、今はこれで我慢してくれ」

　着替え云うん々ぬんの部分は後で鈴すず夏かに頼むとして、とりあえず額の汗だけ拭っておいてやることにする。前髪を押し上げるように冬と亜あの白い肌を露出させ、それによって跳ね上がった美少女っぷりに怯ひるみながらも慎重な手付きでハンカチを──

「んー……ん、んぅっ……んぁ……」

「っ[image: ]」

　──触れさせた瞬間に艶あでやかな吐息が漏れたりして一瞬呼吸が止まりかけたものの、それでもどうにか無心で作業を続けていった。見える範囲の汗を拭い切り、寝ている間に乱れたのであろう服の裾なんかも直しておく。

　一応、これくらいなら常識の範はん疇ちゆうだろうと思うのだが……しかし冬亜が無防備に寝ているという事実も相まって、どうしても〝いかがわしいことをしている〟感は拭えない。

「……こんなことなら、最初から鈴夏に任せておけばよかったかもな」

「え？　あれ、タルミ今あたしのこと呼んだ？」

「呼んだ、って……ああ、何だ鈴夏か。お前、もう戻ってきたの────ッ!?」

　背後から掛けられた声に何の心構えもなく振り返った瞬間、俺は続く言葉を失った。

　──いや……だって、これはどう考えてもおかしくないか!?

　まだ乾き切っておらずしっとりと濡ぬれた長い髪。極限まで晒さらされた二の腕や太もも。ぴったりと浮き出た滑らかで煽せん情じよう的な身体からだのラインに加え、風呂上り特有のむせ返るような甘い匂い──そう、つまり、要するに。

　俺の目の前に、鈴夏がバスタオル一枚という衝撃的な格好で立っていたんだから。

「うん？　……な、何よ、どうしたのタルミ？」

　鈴夏は呆ぼう然ぜんと黙り込む俺を見て、まずはぱちくりと目を瞬またたかせた。それからふむ、と何かを考えるように胸の辺りで腕を組み、そこで初めて感触の違いに気が付いたのかぴくっと肩を跳ねさせる。そして、微かすかに震えながら、恐る恐るといった様子で徐々に視線を下げていって……数秒の後、ようやく全ての状況が呑のみ込めたんだろう。

　かぁあっと耳まで赤くなった。

「────!?　ひ、へ、あ、やぁっ……ち、違うっ！　これは違うのタルミ！　あたしいつもシャワーの後はしばらく着替えないで髪とか乾かしながらミルク飲むのがお気に入りで、それで今ちょっと気が緩んでたからつい癖で──って、じゃない！　いつまでじっと見てるつもりよあんた!!」

「は、はぁあ!?　い、いや、それはお前がいきなり言い訳始めたからだろ……!?」

「う、うるさいっ！　うるさいうるさいうるさいっ!!」

　恥ずかしさがある種の臨界点を超えたのか、鈴すず夏かはどこへ隠れるでもなく、顔を真っ赤にしたままあろうことかこちらへ近付いてきた。それから俺の腕をぎゅうっと掴つかみ、もう少しで触れてしまいそうなほどの至近距離まで桜色の唇を寄せてくると、

「わ──忘れなさいっ！　いいわねタルミ？　今見たことは全部全部忘れるの……っ！」

　そんなことを言ってくる。

　まあ……実際忘れられるかどうかはともかくとして、今の事故をなかったことにしようというのはもちろん大賛成だ。俺は鈴夏から意識を逸そらすためにあえて冬と亜あの方へ視線を遣やりつつ、こくこくと大おお袈げ裟さに頷うなずいて…………って、え？

「──ちょっと待て、鈴夏」

「へ？　……って、ひゃっ!?　にゃ、にゃにすんのタルミ!?」

　突然ぱしっと手首を掴んだ俺に、鈴夏は目を白黒させながら悲鳴にも似た抗議の声を上げてきた。が、しかし今はそれに構っている余裕などない。ついさっきまで照れまくっていたことなんかすっかり忘れて、俺は鈴夏の手をそっと冬亜まで導いていく。

　そして、その指先が冬亜の端末に触れた瞬間──〝問題の光景〟は再び発生した。

「……え……？　タルミ、これ……これって、もしかして」

「ああ、そうだ。……起動してるんだ」

　──そう。混乱して滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れていた鈴夏がたまたま冬亜の端末に触れた際、前方にほんの小さく投影画面が現れたのを俺は見逃していなかった。

　いや……いや、もちろんタッチ操作による端末起動は基本だし、他の相手なら気に留めるようなことでもない。けれど、これが《調査不可immortal》なはずの冬亜となれば話は別だ。

「どういうことだ……？　まさか端末干渉能力は《調査不可》の影響を受けないとか？」

「ちょ、ちょっと待って。……うーん、さすがにそう上う手まくはいかないみたい。干渉は確かに出来るけど、購入処理とかスキルとか、肝心な部分はロックされてて動かせないわ」

「……そうか。じゃあ──」

「ふふん。だけど、落ち込むのはまだ早いわタルミ──朗報よ」

　また振り出しかと落胆しかけた俺に、小さく口端を上げて笑ってみせる鈴夏。

「だって、細かい部分が弄いじれなくても、干渉さえ出来るなら〝電源オフ〟は可能なんだから。トアの端末を一時的に〝落とし〟て、効果をなくしてやることは出来るわ」

「……っ！　鈴夏、それ本当か!?」

「ええ、間違いないわ。ふふん、このあたしを誰だと思ってるの？」

　自信満々に頷く鈴夏に、俺は大きく目を見開きながらそろそろと右手を首筋へ遣った。

　──鈴すず夏かの〝端末干渉能力〟は、冬と亜あの端末を実質的に無効化することが出来る。

　それは、その情報を手に入れられたということは、非常に大きな進展だった。何せプレイヤーＡである朧おぼろ月つく詠よみの〝自殺〟を封じているのは冬亜が持っているアイテムだ。鈴夏の言う〝電源オフ〟で冬亜の端末を封じられるなら、当然そのアイテムの方も一時的に効力を失うことになる。すなわち、月詠を縛る制限は消え失せる。

　ここまで来ればあとは簡単だ。秋桜の能力を使って俺と月詠の〝立場〟を設定ごと入れ替え、本家ＳＳＲの時と同様に自身の胸を貫いてＨＰを０にしてしまえばいい。

「問題ない、はずだ……これなら多分、改変ＳＳＲは一瞬でクリア出来る」

「ええ。ええ、そうね！　ちょっと考えてみたけど運任せギヤンブルっぽい要素もないわ。最後までちゃんと成立してる。やけに複雑だと思ったらこんな見落としがあったのね！」

　歓喜と興奮交じりの口調で力強く俺の言葉を肯定する鈴夏。……ああ、恐らく間違いないだろう。他プレイヤーとの設定入れ替えが禁則事項トラツプならそもそもこのゲームを時間内にクリアすることなど出来ないし、冬亜の端末に干渉するのがＮＧなら俺たちは既に負けている。それがなかったということは、このルートで正解だと思ってもいいはずだ。

　だからつまり、改変ＳＳＲの（ザ、ザザッ）最速クリア方法とは、プレイヤーＡの立場を（ザザーッ）横から奪ってしまうこと──

「っ…………、え？」

　──その瞬間、思考に混ざり込んできた微かすかなノイズに俺は思わず顔を上げていた。

　ＧＲＡが始まる前、未み冬ふゆや冬亜と対たい峙じしていたときに感じたそれと同種のものだ。ただし今回のノイズは本当に一瞬で、気付いた頃には既に残響さえ消滅してしまっている。

　何だ……何だったんだ、一体？

「？　タルミ、あんた何でそんな渋い顔してるのよ。せっかくあたしのおかげで攻略法が見つかったんだからもっと喜べばいいじゃない。……ふふ、あたしのおかげで！」

「あ、ああ……まあ確かにな。それじゃ、喜ぶついでに一つだけ言っていいか？」

「あたしに？　何よ、抑えきれない感謝の言葉とか？」

「ちょっと違う。……いや、場合によってはあんまり違わないかもしれないけど、でもそういうことじゃなくて。

　鈴夏……お前、さっきから自分の格好忘れてないか？　あんまりはしゃぐと危な──」

「[image: ]　み、み、み……見るなぁっ!!」

　思い出したように頬ほおを紅潮させ、胸元に手を遣やりつつ一瞬で俺から距離を取る鈴夏。彼女はしばらくうーうー唸うなりながら涙目で俺を睨にらんでいたが、やがて耐え切れなくなったのかパッと身体からだを翻ひるがえして部屋の外へと逃げていってしまった。




　…………そして。

[image: ]

　そんな彼女に気を取られていたから、というわけでもないのだが──俺は、その時、

　意識を失っているはずの冬と亜あが悲しげな笑みを浮かべたことに微み塵じんも気付いてはいなかった。
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　鈴すず夏かの着替えを待ってから、早速計画を実行に移すことにする。

　とはいえ、やることはたった二つだけだ。

　一つは、秋桜コスモスの裏世界干渉能力を使って俺と月つく詠よみの〝設定〟を交換すること。これによって俺は神官以外のあらゆる役職を入手できるが、同時に冬亜による〝呪のろい〟──自殺及びアイテム放出・売却の禁止という、非常に厳しい制約を受けることになる。

　故ゆえに必要なもう一つが、その縛りをなくしてしまうこと。具体的には鈴夏の持つ特殊能力で冬亜の端末をシャットダウンし、例の制約を加えているアイテムを一時的に無効化してしまうということだった。

　改変ＳＳＲを最速でクリアするには、これら二つの条件を満たせばそれでいい。

　そして──そのうちの一つが、まさに今、俺の目の前で達成されようとしていた。

「ぐっ……クソ、野郎が……ァッ！」

　時計塔一階、入り口付近の少し開けた空間にて。

　端整な表情を絶望に歪ゆがめ、強烈な恨みの籠こもった視線をこちらに向けているのは、他でもない朧おぼろ月つく詠よみだ。しかしその手に、先ほどまで握られていたはずの大剣はない。不可視の加護もチート紛まがいの復活能力も、今の彼には何一つない。

　裏世界干渉能力──秋桜コスモスの絶対的な力によって俺と〝与えられた設定〟を入れ替えられた月詠は、今や俺に対する優位性を完全に失ってただただ立ち尽くしていた。

「クソ……クソ、クソッ！　これだけ有利な条件なら絶対ズタボロにしてやれると思ったのに、とんだ見当違いじゃないか！　何だよ何だよ何なんだよ、どうしてこんなに上う手まくいかないんだ！　世界なんてボクだけのために回ってればそれでいいのにさあ……ッ!!」

「あー、えっと……月詠？」

「うるさい気安く呼ぶな垂たる水み夕ゆう凪なぎ！　……くく、もういい、もういいよ。こうなったらボクは彼女たちが復ふく讐しゆうを終わらせるまで待つことにする。崩壊したスフィアを乗っ取って、その時こそキミを徹底的に叩たたき潰つぶす！」

「……え？　その時こそって、今は戦わなくていいのか？」

「馬鹿かキミは!?　ボクは勝てる勝負しかしないんだよ──《アクセル》ッ!!」

　そんなことを言い捨てるや、月詠は一切の躊躇ためらいなく塔の外へと走り去っていった。

　あまりにも挑発的な言動にムカつかないとは言わないが……しかし、既に立場を入れ替えた以上彼に執着する理由は何もない。むしろ追ってしまえば五十倍速の時間を無駄に消費させられるだけだ。傍そばに寄るのも極力避けたい。というわけで、俺は小さく首を振りながら例の柱に掌てのひらを触れ、システムエリアの中へと戻ることにする。

　すると、そこではベッドの傍かたわらに膝を突いた鈴すず夏かが何やら難しい表情を浮かべていた。

「ん？　どうした、鈴夏」

「へ……？　あ、タルミ。あんた大丈夫だったの？　何か朧月詠あのひとの罵声がこっちまで聞こえてたけど」

「あー、まあ、お前は気にすんな。別に詳しく話さなきゃいけないようなイベントは起こってないから。……で、そっちは？　何かあったんじゃないのか？」

「うーん……あたしの方も大したことじゃないんだけど、でもちょっとだけ引っ掛かって」

　寝ている冬と亜あの銀髪にすーっと指を通しながら、鈴夏は迷いを含んだ口調で続ける。

「ほら、トアって改変ＲＯＣにもいたんでしょ？」

「？　ああ、そうだな」

　首を傾かしげつつ肯定する。鈴夏はその場にいたわけじゃないが、時計塔までの移動中に前のゲームの一部始終はざっくりと共有していた。

「で──それでね。タルミは『確証がない』って言ってたけど、あたしは、トアがＲＯＣにいたのって〝ミスリード〟のためなんじゃないかって思ってるのよ。ほら、ＲＯＣの姫って凄すごく〝殺しにくい〟状況にいたわけじゃない？　あえてそうしておくことで〝どうやって殺すか〟って思考に誘導しようとした……みたいな。それがトアならもっと惑わせられるし、理由としては充分成立すると思うの。まあ、証拠とかはないんだけど」

「…………」

「でも、だったら今回は？　わざわざプレイヤーＢになって、しかもあたしの部屋まで来て……意図が全然見えないわ。このままだと普通にクリア出来ちゃいそうだけど、本当に何もないってことでいいのかしら？」

　不思議そうにそんな疑問を口にする鈴すず夏かの声こわ音ねはあくまでも軽いものだ。少し気になるからクリア前に訊きいておこう、というくらいの何気ない質問。些さ細さいな問いかけ。

　……実際、深く考える必要なんかないのかもしれない。冬と亜あがここにいるのは俺がゲームに挑んでいる間の暇潰つぶしなのかもしれないし、俺たちが右往左往する様子を近くで見たいだけかもしれない。そもそも、全ての行動に意味があるとも限らない。

　ただ──それでも、やはり少なからず不自然であることは間違いないだろう。

「冬亜……姫……封印……ミスリード」

　俺はそろそろと右手を首筋へ遣やり、止やめていた思考を再開する。

　……ミスリード？　もし冬亜が〝ここ〟にいることがそのままミスリードだというのなら、俺が選んだ方法ルートは間違いだったということか？　だが、役職を独占した上で自殺するという手段は俺が前回ＳＳＲをクリアしたのと同じ方法だ。裏目なんかない。自身の命を終わらせることで、同時にゲームも完全に──────

「ぁ…………あ、あ…………ッ!!」

　そこで気付いたとある事実に、俺は、瞬間的に喉のどが干上がっていくのを感じた。

　ダメだ……ダメだろう、それは。確かに前回のＳＳＲはその方法でクリア出来たかもしれない。でもそれは、ＳＳＲが一つの独立したゲームだったからだ。ちゃんと勝利条件が達成されるのであれば、自殺という方法にネガティブな要素は何もなかった。だけど、

「今回は──そうじゃない」

「……そうじゃない？　どういうことよ、タルミ」

「だって……だってそうだろ？　改変ＳＳＲはＧＲＡっていう一連のゲーム群に含まれてるただの〝一部分〟でしかないんだ。……ああ、確かにここで自殺すればＳＳＲはクリア出来るかもしれない。でもそれじゃ、アウトだろ。ＧＲＡはまだまだ終わっちゃいないんだ。プレイヤー俺が死んだらその時点でゲームオーバーになっちまう……っ！」

「っ……!?　そ、そんな……ううん！　でも、タルミが残ってればいいんでしょ!?」

　呆ぼう然ぜんと目を見開いていた鈴夏が、しかしそれを振り払うように気丈な声を張る。

「トアの端末を封じれば、タルミは自殺だけじゃなくてアイテムの放出も出来るようになるわ。それで〝魔王〟をあたしに渡して、そのまま倒せばいいじゃない！　ちっとも怖くないって言ったら嘘うそになるけど……あたしにだって、それくらいの覚悟はあるんだから」

「……いや……それは、無理だ」

「ッ！　タルミ、あんたこんな時までそんなこと言うつもりなの!?　ああもうっ……さっき聞いたときは突っ込まないであげたけど、やっぱり改変ＲＯＣを〝姫殺し〟以外のルートでクリアしようとしてたのだって本当は最初っからハルカゼのためだったんでしょ!?　いいけど！　タルミのそういうところ凄すごくすごく格かつ好こいいって思うけどっ！　でも、こんな時くらい少しは頼ってくれたっていいじゃない!!」

「っ…………違う、違うんだ。そういうことじゃないんだよ、鈴すず夏か」

「え……な、何よそれ」

　どうにか絞り出した俺の返答にわずかに語気を弱める鈴夏。

　……確かに、彼女の指摘したような意図が全くないというわけじゃない。ゲームの中とはいえ電脳神姫バグナンバーを傷付けなきゃいけないなんて、俺はそんなの絶対に嫌だ。

　けれど、今回に限ってはそれだけじゃなかった。

　俺の心情や禁則事項トラツプが云うん々ぬん、などという裏事情を考慮するより前に──

「俺じゃなくても、お前でも……誰かが欠けた時点で次のゲームが詰む」

「……誰かが欠けた時点で、詰む？」

「ああ。……覚えてるだろ？　ＳＳＲをクリアしたら、次に始まるのはＥＵＣだ。電脳神姫〝全員〟を自分のチームに入れなきゃいけない裏ゲーム……だから、お前がここでリタイアしたら、ＥＵＣは最初から攻略不可能な状態になっちまう」

「あっ……!!」

　──そう、そうだ。そういうことだ。

　ここにきて、初めてＧＲＡの〝特殊性〟が俺たちに牙を剥むいていた。一連のゲームであるが故に、途中で犯した失敗が全て次のゲームにも影響してしまう。ＲＯＣでは特に意識していなかったが、あそこでもし春はる風かぜが脱落していたら、その時点でＧＲＡ全体の敗北が確定していた可能性だってある。

「ど、ど……どうするのタルミ!?」

　いよいよ焦あせりが頂点に達したのか、鈴夏は縋すがるような視線をこちらにぶつけてくる。対する俺は首筋に添えた指に弱い力を加えてみるが、しかし心臓の鼓動がドクドクと五月蠅うるさくて思考がちっとも進まない。……けれど、それも当然のことだろう。何せ秋桜コスモスの裏世界干渉能力は既に使ってしまった。唯一の切り札は不発に終わってしまった。




「だったら──もういいんじゃねーか？　終わりにしても」




「「!!」」

　瞬間、微かすかに嘲りの浮かぶ声こわ音ねがそっと冷たく耳じ朶だを打った。

　同時に視界の中へ入り込んできたのは、どこか刺とげ々とげしい様子で右手を腰に遣やった一人の少女だ。何もかもを恨んでいるような昏くらい瞳。威圧的な印象のある軍服めいた格好。粗暴な態度に反してきっちりと高い位置で結ばれた濃紺色のポニーテール…………そう。

「下らねーヒーロー気取りごつこもここまでだ。アタシとしては、変に粘られるよりこの辺りで降参してくれた方が潔く思えるってモンだけど……アンタはどうする？　垂たる水み夕ゆう凪なぎ」

　現実を受け止められず呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺の前に現れたのは、もう一人の復讐者未冬だった。
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「……はぁ。こういう時、アタシは何を言うべきなんだろうな」

　静かな所作で俺たちの前に立った未み冬ふゆは、左手を口元に当てつつそう呟つぶやいた。

「アンタたちはよく頑張った、とか言って拍手でもしてやればいいのか？　けど、ああいうのってアタシの趣味じゃねーんだよな……ま、とりあえず挨拶だけにしておくぜ」

「…………何しに、来たんだよ」

　既に勝利を確信しているのか余裕の口振りで言葉を紡ぐ未冬に対し、俺はメイド服のスカートをきゅっと握り締めながらどうにかそんな疑問を投げる。

　それを聞いた未冬は少し不機嫌そうに顔をしかめてみせた。

「はあ？　何って……惚とぼけんなよ。そんなの、このゲームを終わらせに来たに決まってるじゃねーか。むしろそれ以外に何かあるなら教えて欲しいくらいだ」

「ゲームを……終わらせに？」

「そう、終わらせに。……んだよ、そんな〝卑ひ怯きよう者もの〟みたいな目で見ることねーだろ。ゲームの管理者だからなんていう強引で身も蓋もない理由じゃなくて、もっと順当な方法でＳＳＲを終わらせる術すべがアタシにはある。何せ、冬亜を《調査不可》状態にしてるプレイヤーは──アンタたちの言うプレイヤーＣは、このアタシだからな」

　気取った様子で左手を胸に当てる未冬。しっかりと着込まれた軍服のせいで完全に見えるわけじゃないが、その手首には確かにＳＳＲの端末が装着されているのが窺うかがえる。

「……ハッ」

　俺がそれを確認したのを見て取ったのか、未冬はそっと腕を下ろし、そしてコツッと音を立てながら一歩こちらに近付いた。

「結論から言えば──アンタたちは〝間違えた〟。このゲームをクリアする方法はいくつかあったけど、制限時間を考えるなら一番マシな方針ルートはプレイヤーＣアタシと立場を入れ替えることだったんだ。そうすればまず負け筋がほとんど潰つぶれて、ｐｔだって二人で合算すれば７０００にはなる。……どうだ？　あと３０００ｐｔくらいなら、残り二人のプレイヤーと戦闘ＰＶＰでもすればどうにか届きそうな数字だと思わねー？」

「で、でも……このゲームのＰＶＰってスキルにｐｔを注つぎ込むわけだろ。仮に勝ったとしてもお互いに相当消耗することになる。多分１００００ｐｔには届かないぞ……？」

「だったら自分で稼げばいい。アンタも知ってると思うけど、この世界で割の良いバイトって言ったら一日あたり１０００ｐｔは溜ためられるぜ。二人なら２０００だ。ハッ、まさかそれでも足りないなんて言うつもりか？」

「ッ……待てよ、それは前提がおかしいだろ。一日って、そんな時間がどこに──」

「ある。……あったよな？　ＧＲＡの制限時間は72時間なんだから、それを三つのゲームで割ればどのゲームにもちょうど一日ずつ充あてられるって計算になる。だったらＳＳＲにそれくらいの時間を費やしたって別に罰バチは当たらねーと思うぜ？

　まあ──当然、他のゲームやらＰＶＰで必要以上に消耗してなければ、だけどな」

「っ……！」

　煽あおるような口調と声こわ音ねで、あえて俺の精神を攻撃するような言葉ばかりを並べ立ててくる未み冬ふゆ。思いきり図星を突かれ、俺は小さく顔を歪ゆがめるしかない。

　……プレイヤーＣとの設定入れ替え、か。

　確かに──確かにそれは、俺も鈴すず夏かも一度は検討していた手段だった。恐らく最も裏目がなくて、安全にクリアまで繋つながる王道ルート。けれどそれを採用できなかったのは、単純に時間が掛かり過ぎるせいだ。ここに辿たどり着くまでの間で大きくロスをしてしまっていたために、数ある選択肢の中でも優先度を低めに設定せざるを得なかった。

「──要するに」

　未冬は昏くらい瞳を持ち上げてじっと俺の目を覗のぞき込んでくる。

「アンタは〝制限時間〟に気を取られて勝ちを急いだんだよ──それが敗因だ。これだけ複雑に改変されてるんだから、たった一手で素早く勝とうとする方が間違ってる。慎重に慎重に、効率よく効率よく……って、順当に進めてくれりゃそれで良かったのにな」

「…………」

「ああ、でも。──一つだけ、ＲＯＣでもＳＳＲでも冬と亜あを傷付けなかったコトだけは評価してやってもいい。実際〝禁則事項トラツプ〟の一つでもあったし、そうじゃなくてもアイツに手出されたら何するか分かんねーからな、アタシ。

　ま……そのついでに〝電脳神姫バグナンバーを傷付けること〟自体が最初からアウトなんだって気付けてりゃ、アンタもこんなミスはしなかったかもしれねーけど？」

　口端を小さく吊つり上げて、彼女はどこか挑発的な口調でそんなことを言う。……が、確かにその通りだ。だって、その制限ルールにもっと早い段階で至っていれば、そもそも自殺などという選択肢は考慮に入れる必要すらなかったんだから。

　俺は黙ったままぎゅっと両の拳こぶしを握り込む。

「ぁ……」

　すると未冬は、そんな俺を見て何故か小さく俯いた。そして、何かを堪こらえるように下唇を強く噛かみ、垂れ落ちた前髪の隙間からこちらを窺うかがいつつゆっくりと口を開こうとする。

「…………っ!!」

　けれど──ほんの一瞬後、彼女はその〝何か〟から逃れるように首を振り、大おお袈げ裟さな仕草で軍服に包まれた右手を振り下ろしてみせた。そうしてキッと顔を持ち上げると、未いまだに動くことの出来ない俺の脇を通り抜けて後方へ……冬と亜あのベッドへと足を進める。

「と、とにかくだ。……いいか？　アンタにはもう勝ち目がねーんだよ。改変ＳＳＲこのゲームだけなら自殺でクリアすることも出来るけど、それをやったらＧＲＡはリタイアしたも同然になる。だから、役職での勝利はもう百パーセント不可能だ」

「…………」

「かと言って、ｐｔでの勝ち筋も相当薄い。……アンタのｐｔ、今３０００もないくらいだろ？　二人で合計しても５０００未満のはずだ。それじゃ話にならねーよ。だからさ」

「……だから？」

「だから終わらせに来てやった、って言ってるんだ。アタシは確かにアンタとの勝負に乗ったし、乗った以上は〝ルールの範囲内〟で完璧に勝つって決めてる。けど……もう終わりにしてもいい頃だろ？　勝ち目のないゲームで無駄に足あ掻がくなんて不毛じゃねーか。だらだら引き伸ばされても面倒だし、それならいっそアタシが──────、って」

　と、そこで、流りゆう暢ちように続いていた未み冬ふゆの宣告が唐突に途切れた。明らかに不自然な沈黙と同時に、ピリピリと刺すような緊張感が俺の方にも伝わってくる。

　不審に思って後ろを振り返ってみれば、そこでは──

「ふふん、なかなか悪くないシチュエーションね。せっかくだから、人生で一度は言ってみたい台詞せりふってやつを一つ使わせてもらうことにするわ。……いい、ミフユ？

　ここを通りたければ、あたしを倒してから行きなさいっ！」

　──紅の瞳に強い意志を浮かべた鈴すず夏かが、両手を広げて冬亜の前に立ち塞ふさがっていた。

「な、な……」

　その行動が完全に予想外だったのか、咄とつ嗟さに反応することも出来ずに狼狽うろたえる未冬。やがて彼女は静かに視線を下げると、目の前の鈴夏に対して刺とげ々とげしい疑問を投げかける。

「っ……何のつもりだよ、二番機アンタ？　アタシから冬亜を奪おうっての？」

「ふん、だ。あたしよりずーっと後に生まれた三番機いもうとのくせに、二番機おねーさまに向かって〝何のつもり〟とはご挨拶ね。つもりも何も、そんなの〝妨害〟に決まってるじゃない」

「妨害……？　ただ立ってるだけにしか見えねーけど？」

「ふふん、そうでもないわよ。実は今、あたしの能力でトアの端末を無効化してるの。だからあんたがこの子を起こしたって、それだけですぐに勝ち！ってことにはならないわ」

「は、はぁ？　何だよそれ……そんなコトしても、全然意味なんかねーだろうがっ！」

　得意げな表情から繰り出される鈴夏の発言に、未冬は苛いら立だったように声を荒げた。

「だって無駄だろ、そんなの!?　意識のない今はともかく、アタシが冬と亜あを起こせば端末の主導権は速攻でコイツに帰る！　確かにアンタの能力があればしばらくは抵抗できるかもしれねーけど……それだけ！　たったそれだけだ！　違うってのか!?」

「違わないわ。……でもね、ミフユ。逆に訊きくけど、それだけだと何がいけないの？」

「…………は？」

「あんたが言ってることは正しいわよ。あたしに出来るのは精々あんたたちの行動を妨害して、それでトアがゲームに勝つのを遅らせるってことくらい。要するに、ただの時間稼ぎね。でも──それの何が悪いっていうの？　時間稼ぎだって立派な戦略だわ」

「時間稼ぎが戦略？　……ハッ、そんなの言い訳にしか聞こえねーって。だって有り得ねーだろ？　ただ時間を稼いだだけで状況が劇的に良くなる、なんてこと──」

「あるの。まあ、あんたは知らないかもしれないけど……そうね、例えば。うん、これはあくまで〝例えば〟の話なんだけど──ふふっ、時間さえ稼げば絶対に打開策を見つけてくれる最高の仲間がいるときなんか、とってもオススメの方法よ？」

「────ッ!!」

　いかにも楽しげな──あるいはとっておきの秘密でも告白するかのような口調でそんなことを言いながら、ちらりと悪戯いたずらっぽい視線をこちらに向けてくる鈴すず夏か。それを受けて両目を大きく見開いた俺は、そろそろと緩慢な仕草で右手を持ち上げることにした。

　……全身が鉛のように重いが、そんなことはどうでもいい。関係ない。

　鈴夏あいつにここまで言わせておいて何も出来ずに終わるだなんて、そんな結末は論外だ。

「何か……何かないのか？」

　ポツリと呟つぶやく。……何か。そう、俺がまだ見落としている何かだ。役職勝利の条件は間接的に封じられ、１００００ｐｔの入手はほとんど絶望的だと断言されている。だが、本当にそうなのか？　この状況はもうどうしようもないくらいの最終局面手詰まりなのか？

　──一度、現状を整理し直してみることにしよう。

　俺は〝プレイヤーＡ〟こと朧おぼろ月つく詠よみと立場を入れ替え、神官以外のあらゆる役職及び冬亜による制約を手に入れた。ただし、その制約の方は現在鈴夏の能力によって抑えられているため、今は〝自殺〟や〝アイテムの譲渡・売却〟なんかも可能にはなっている。

　ただ──実際、それが可能になったからと言って、アイテム欄に何か目ぼしいものが入っているかと言えばそんなこともなかった。どうにか売れそうなのは例の大剣くらいのもので、これをｐｔ換算して鈴夏と合わせたとしても精々６０００ｐｔといったところ。時間経過で埋められる数字じゃないし、ＰＶＰで奪おうにもここには電脳神姫バグナンバーしかいない。

「……月詠を逃がしたのは、ちょっと失敗だったかもな」

　今さらになって後悔が脳裏を過よぎる。確か５００ｐｔも持っていなかったような気はするが、それでも簡単にｐｔを増やせる機会だったことは間違いない。何せ、元々の俺と設定を入れ替えているんだから、今の彼にはろくな戦闘能力が残っていないはずなんだ。ｐｔが少ないだけじゃなく、役職スキルも《終しゆう焉えん》も──────って、

「…………《終焉》？」

　不意に〝何か〟が引っ掛かって、俺はその単語を再度口にした。

《終焉》スキル。ＳＳＲの参加者プレイヤー七人だけが所持し、市場には一切流れていないという〝世界終焉ゲームクリア〟のためのスキル。これが俺と鈴すず夏かの端末には最初から入っていなかった。

　今まで深く考えていなかったが──それは、少しおかしくないか？

　いや、いやもちろん表面的には分かっている。要するに、俺たちから《終焉》スキルが失われていることまで含めて未み冬ふゆの言う〝特定の状況下〟というヤツなんだろう。

　しかし……チュートリアルにもはっきりと記載があったように〝プレイヤー七人に《終焉》スキルが与えられる〟というのはＳＳＲの基礎設定だ。解説文に修正が入っていなかった以上、改変ＳＳＲでもその仕様は引き継がれていないとおかしい。

　であれば、そう、俺と鈴夏の《終焉》スキルは〝最初からなかった〟のではなく〝奪われている〟と考えるべきなのだろう。二人分の勝利条件は他の誰かに渡っている。それならこの状況を作るにあたって《終焉》の総数は変わらない。……が、だとしたらその〝誰か〟というのは誰のことだ？

　終焉スキルは市場には一切流れていない。普通なら、プレイヤー間でも売買されない。

　なら、つまり、この非常に貴重なスキルが他人へと移動する合理的な説明なんて──

「ま……さか……」

　──魔王の《強制徴収》くらいでしか付けられないんじゃないか？

　刹せつ那な、俺はどくんどくんと高鳴る心臓の音を聞きながら、震える指先で端末を操作し始めていた。そしてアイテム欄の少し下、自身が所持しているスキルの一覧に視線を遣やる。

　すると────そこには、こんな表示が映し出されていた。

《終焉》：１００００ｐｔ：あなたはこのゲームの勝者となる。

《終焉》：１００００ｐｔ：あなたはこのゲームの勝者となる。

《終焉》：１００００ｐｔ：あなたはこのゲームの勝者となる。

「っ……!!」

　何度見ても間違いない。三つの《終焉》スキルがここにある。……やっぱり、やっぱりそうだったのか。《終焉》が七つ存在するという事実を曲げていない以上、妥当な理由を付けて俺たちから勝ち筋を奪いたいなら魔王の《強制徴収》を絡ませる以外にない。だったら最初から、俺と鈴夏の《終焉》が消えた先はこの端末しか有り得なかったわけだ。

「──おい。アンタ、さっきから一体何してんだ？」

「え？」

　と、不意にすぐ近くから掛けられた声に俺はパッと顔を跳ね上げた。見れば、さっきまで鈴すず夏かと睨にらみ合っていたはずの未み冬ふゆがいつの間にか俺の目の前まで戻ってきている。

「そんな真剣な目で《終しゆう焉えん》スキルなんか睨んで……意味分かんねーよ。別にじっと見てたって効果が変わるモンでもないだろ？　それに、複数あったってしょうがねーし」

「……ん？　お前、それ本気で言ってるのか？」

「？　あ、ああ、そりゃ本マ気ジだけど……なんだよ、何か間違ってるか？」

「ああいや、別に間違ってるとは言ってないぜ。睨んだところでコストが下がったりはしないし、三つ揃そろえたところでボーナスが発生したりするわけでもない。けど──」

　俺はそこで一旦言葉を止めると、ニヤリと口元を歪ゆがめて視線をそっと後ろへ投げた。

「──なあ鈴夏。お前、言ってたよな？　終焉スキルは全く市場に出回ってないって」

「え？　あ、うん、そうよ。だってこんなの普通に買えたら大混乱じゃない。ＮＰＣばっかりの世界って言ったって、一応基本的な人格とかはインストールされてるんだから」

「ああ。で、だったらさ。要するに終焉スキルってのは……プレミアなんだよな」

「え。……ま、待ってタルミ、それって」

　鈴夏が目を見開いて硬直するが、俺は気にせず未冬に向き直った。そして続ける。

「──《終焉》は世界を終わらせるっていうとんでもない効果を持ったスキルだ。しかもレア度は滅め茶ちや苦く茶ちや高い。何せ、この世界じゃ俺たちが参加してるゲームは都市伝説みたいな扱いらしいからな。《終焉》はその中に登場する架空のスキル……それも、反則的なくらい強烈な奥義、みたいな認識なんだろ。そんなの高値が付かない理由がない」

「そ……れは……違うっ、そんなわけねーだろっ！」

　少し動揺したような声こわ音ねではあるものの、未冬は明確に俺の言葉を否定する。

「確かに《終焉》は希少なスキルかもしれねーよ。けど、そんなのが通常のショップで買い取ってもらえるわけねーじゃねえか！　オークションを開いたって買い手が付くか怪しいトコだし……第一、効果の実演も出来ねーくせにどうやって信用させるってんだよ!?」

「へえ、なるほどな。じゃあつまり、普通の店じゃ買ってくれないようなアングラ系統のアイテムに精通してて、ちゃんと支払い能力があって、ついでに俺たちのことを最初から信用してくれてる相手がいるなら全く問題ない、と。そういう理解でいいのか？」

「っ……そう、かもしれねーけど。……で、でも、そんなヤツっ！」

「そんなヤツ──いるよな、鈴夏？」

「へ？　あ、あたし？　や、急に言われてもそんなの知らな……って、あ！　いる、いるわタルミ！　──情報屋!!」

　そう、そうだ。ＳＳＲ随一の情報屋こと、姫百合七瀬。

　姫ひめ百ゆ合りが今挙げた〝《終焉》購入者〟の条件を全てクリアしているというのは、もはや確かめるまでもなく明らかだった。情報屋としての知識に財力、そして俺たちに対する信用も充分にある。というか、むしろ彼女を措おいて他に当てはまるヤツなどいないだろう。

「──うん。うん、うんっ。……そ、それじゃ、ＯＫってことね!?」

　さっそく端末を起動して姫ひめ百ゆ合りへとコンタクトを取っていた鈴すず夏かの声が小さく跳ねる。

「ありがとナナセ。ふふん、今度お礼にタルミの秘蔵フォルダ（Ｒ15）をたっぷり覗のぞかせてあげるから、あんたも期待して待ってるといいわ！」

「……おい」

　何やら不穏な単語が聞こえたような気もするが……ともかく、姫百合との交渉はあっさりと成立したようだ。端末干渉能力を使用した鈴夏が俺の端末から《終しゆう焉えん》を抜き取ってそのまま〝取引トレード〟を開始する。一瞬の電子音の後、全くラグなく二つの端末間でｐｔとスキルがやり取りされる。

　その直後、鈴夏は口元に不敵な笑みを浮かべ、そっと小首を傾かしげてみせた。

「終わったわ、タルミ。……ふふん、これで改変ＳＳＲはあたしたちの勝ちね？」

　言葉と同時に自身の端末を操作し、元々持っていたｐｔも含めて全額を俺に譲渡する鈴夏。そうして、それらを全て受け取った時点で──俺のｐｔ合計は、実に１１０３２ｐｔとなっていた。

「っ…………、あーあ」

　しばし怒りに震えていた未み冬ふゆだったが、やがて苛いら立だちと共に乱暴な息を吐き捨てる。

「分かった……もういい、このゲームはアンタの勝ちでいいよ。……ったく、そんな方法でクリアされるなんて微み塵じんも想定してねーっての」

「……やけにあっさり引き下がるんだな？」

「んーだよ？　口論でもしたいのか？　したいわけじゃねーなら良いだろ別に」

　どうやら相当気が立っているようで、酷ひどくバッサリと俺の言葉を切り捨てる未冬。彼女はそれから少しして、ようやく気を取り直したようにゆっくりと口角を持ち上げた。

「っていうか、さ……何か勝ち誇ってるみたいだけど、ゲームはまだ全然終わってなんかいねーからな？　アンタ、残り時間とか本当にちゃんと把握してんのかよ」

「……それは」

　痛いところを指摘され、俺は微かすかに下を向く。……現在、ＳＳＲが始まってからの経過時間は42時間弱だ。ＲＯＣで消費した時間も含めれば合計68時間と少し。ゲーム終了までのタイムリミットはもう四時間くらいしか残っていない。

「ハッ」

　未冬はそんな俺を見て再び口元を歪ゆがめると、覗き込むような形で昏くらい瞳を向けてきた。

「それじゃ、決着は次のゲームに持ち越しってコトで。……せいぜい期待してるぜ？」

　そしてどこか悲しげな口調でそう言った瞬間、現れたときと同じようにぱったりと姿を消してしまう。……それを見送りながら、俺は小さく溜ため息いきを吐ついていた。

「……ふう……」

　どうにか最悪の事態ゲームオーバーだけは回避することが出来たが……月つく詠よみの卑劣な工作やＲＯＣ以上に複雑な状況のせいもあって、結局かなりの時間を消費させられてしまった。ついでに言えば、ＲＯＣから何度も感じている例の〝違和感〟についても、まだはっきりとは正体が分かっていないままだ。姫ひめ百ゆ合りにもらった〝助言〟のおかげで少しは見通しが良くなったものの、足りない。未いまだ確信には至っていない。

　……でも、まあ、そうだな。

　ここまできたら、多少分ぶの悪い賭かけにはなるが──信じてみるしかないかもしれない。

「…………」

　復ふく讐しゆう。たった二人の電脳神姫バグナンバー。呪のろわれた能力。時間制限。禁則事項トラツプ。ノイズ。違和感。

　ただクリアするだけじゃ意味がないＧＲＡを完璧に終わらせるためには、果たしてどう動くのが最善か。どのエンディングが相応ふさわしいのか。

「ったく……ほんと、ろくでもないゲームだ」

　──そんなことをぐるぐると考えながら、俺は静かに《終しゆう焉えん》スキルを起動した。







　　　《改変ＳＳＲ：状態：攻略完了》

　　　《所要時間：42時間12分55秒》

　　　《ただし、内33時間42分50秒はＳＳＲでの仕様により加算されたものであるため、これより当該時間分の待機フリーズを行ったのちに最後のゲームへ移動します》
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　　　　♭♭──Ⅲ



　──罰が欲しい。

　大切な人を傷付けてしまって、でもその相手に返せるものなんて何一つないから、ただただ罰を与えて欲しい。

　本当に、どうかしていた──こんな自分が誰かと一緒にいられるなんて。自分が虐げられていたのは単に彼らが悪だったからというだけじゃなくて、そもそも自分がそういう存在だったからなのに。

　出で逢あわなければよかった。

　ずっとずっと、閉じ込められておけばよかった。

　それでも彼女が教えてくれた感情は、鼓動は、言葉は、名前は……どれも大切で、捨てたくなくて、きっと幸せという単語は彼女と過ごす時間のことを指すのだと思っていて。

　……だから、多分、無意識に目を逸そらしていた。

　自分の存在を──能力を──〝呪のろい〟を、都合よく忘れ去っていたんだ。

「…………」

　じっと俯うつむいていた頭を久しぶりに持ち上げてみれば、そこには、いっそ災厄じみた惨状が広がっていた。画面のこちら側中も向こう側外も一様にボロボロになってしまっている。そして、そんな景色の真ん中でニヤリと歪ゆがんだ笑みを浮かべているのは……〝彼女〟だ。

　けれど。

「──よく聞けよ。これから、私アタシたちは……アンタらに復ふく讐しゆうを始める」

　その瞳に宿る藍あい色いろは、もう以前のように優しく穏やかな光ではなく、露骨なほどに敵意を剥むき出しにした昏くらい闇へと変へん貌ぼうしてしまっていた──。





　　　　♯



《タイムリミットまで──残り３時間45分》




「──っと。ん、ここは……屋上？」

　ＧＲＡが始まってから実に三度目となるブラックアウト。

　都合三回の転移──最後の移動も体感では一瞬だったが恐らくここで月つく詠よみに奪われた時間も清算されたはずだ──を通して、俺は元いた場所まで戻ってきていた。

　ガラガラと崩壊しつつあるＥＵＣ世界のド真ん中。殺風景な学校の屋上。見下ろす世界のほとんどは既に輪郭が曖昧に感じられるほど原形を失っており、俺の視界から確認できる範囲では、もはやまともに残っている建物はこの学校ここくらいしかなさそうに思える。

「で、今回も俺が〝秋桜コスモス〟なのはいいとして……他には誰もいないのか」

　薄紫のセミロングを揺らして周囲を確認してみるが、残念ながら近くには誰の姿も見られなかった。ＲＯＣでは春はる風かぜが、ＳＳＲでは鈴すず夏かが、というように各ゲームに関わりのある電脳神姫バグナンバーがプレイヤーとして選ばれていたみたいだから、確かにＥＵＣは秋桜だけで充分なのかもしれないが。

　……正直ちょっと寂さびしい。

「ハッ。待ちくたびれたぜ、垂たる水み夕ゆう凪なぎ」

　と──不意にそんな険のある声こわ音ねが耳じ朶だを打ち、俺はそちらへ身体からだを向けた。校内に繋つながる扉の前、白いコンクリートの上に並んで立っているのは当然ながら未み冬ふゆと冬と亜あだ。二対一で睨にらみ合うこの構図は、奇くしくもＧＲＡ開始時のそれとそっくり重なる。

　相変わらず俯うつむいたままの冬亜を庇かばうように前へ出て、未冬は苛いら立だたしげに続けた。

「正直な話──最初はここまで粘られるなんて思ってなかった。かなり鬼畜な難易度にしたつもりだったから、あっさり諦めてくれるだろって高を括くくってた。……けど、意外に上う手まく行かねーモンだな。アレか？　どこか加減でも間違えたか？」

「は？　い……いやいやいや、それはねえよ」

　心の底から不服そうに尋ねてくる未冬に対し、俺は思わず口元を引ひき攣つらせながら反論する。……か、加減を間違えた？　馬鹿言え、一つでも選択ミスをしたら即ゲームオーバーの場面がいくつも用意されてたじゃねえか。実際一度は負けかけたし、禁則事項トラツプなんて何度踏みそうになったのかもわからないし、それに──そう、それに。

「……残り時間だって、もう何時間も残ってないしな」

「ま、確かにそりゃそうなんだけどな。……んじゃ、間を取ってちょうど良かったっつーコトにしとくか」

　未み冬ふゆはわざとらしく肩を竦すくめると、至極どうでも良さげな口振りで前言を撤回してみせた。そしてほんの一瞬だけ後ろの冬と亜あに視線を遣やり、バッと斜めに右手を振り下ろす。

「まあいい。どっちにしても、ＧＲＡはこのゲームで──改変ＥＵＣで最後になる。なら過程なんてモンは重要じゃねーだろ？　アタシたちが勝つにしても、逆に、万が一奇跡的に天文学的確率でアンタたちが勝つにしても、大事なのはその結果だけだ」

「……へえ？　万が一、くらいには負ける可能性があると思ってるんだな」

「んだよそれ、まさか強がりのつもりか？　ハッ、それなら安心したぜ。完全に諦めきってる相手とこれから三時間もゲームなんて、そんなの退屈すぎてやってらんねーからな」

「っ……、言ってろ」

　昏くらい表情でそんな挑発を口にする未冬に俺は可か憐れんに舌を打つ。言い返してやりたい気持ちはもちろんあるが、状況的に彼女の方が優位なのは純然たる事実だ。仕方ない。

　だから、今は、そうじゃなくて。

「さっさとゲームに移るとしようぜ、二人とも──時間がないんだ」

　俺は未冬の言う〝万が一〟とやらを引き寄せるため、小さく口角を吊つり上げた。




「──改変ＥＵＣのゲームルールは単純だ」

　俺が二人に啖たん呵かを切ってからほんの数分後。

　手早く準備を終えた未冬は、そう切り出すと同時に左手首の端末を起動した。するとその瞬間、屋上にいる俺たち三人を包み込むような形で無数の画面が展開される。そこに映っているのは、どうやらこれまでのゲームにもあったチュートリアルページのようだ。

　未冬はその出来栄えに満足したのか一度だけ頷うなずくと、再び俺の方を向いて続ける。

「基本的な仕様については元のＥＵＣからそのまま引き継ぎ。電脳神姫バグナンバー全員に〝宝玉〟付きの端末が与えられてて、その色によって陣営チームを分けるっつーアレだ」

「ああ。……って、ん？　あのさ、その〝全員〟っていうのは──」

「言葉の通り、全員だよ。一番機から五番機までの五人と、特別枠としてアンタの幼おさな馴な染じみ──佐さ々さ原はら雪ゆき菜な、だっけか？　ソイツも含めて六人だ」

「……なるほど。じゃあ色分けは？　それも前回と同じで良いのか？」

「そりゃ変える必要がどこにもねーからな。アンタのチームが青でアタシたちのチームが赤だ。……ああ、それと宝玉の初期カラーに関して言えばアンタたちにとってかなり有利な状況になってるぜ。何せ、アタシと冬と亜あ以外の全員が青からスタートだ」

　そこまでの説明を聞き、俺は微かすかに視線を下げて黙り込んだ。……電脳神姫バグナンバー全員の宝玉を青にすれば俺の勝ちで、かつ、最初から六人中四人が俺の陣営に含まれている。となれば、後は未み冬ふゆと冬亜の陣営を変えられればそれだけでクリアとなるわけだ。

「じゃあつまり、時間内にお前ら二人をどうにか《捕獲》するってのが改変ＲＯＣこのゲームの──」

「違う。──ハッ、残念ながらそうじゃねーよ。っていうか、そこがこのゲーム唯一と言っていいくらいの〝改変部分〟だ」

　しかし未冬は、俺の推測をばっさり遮ってそんな言葉を口にした。そして何やら端末を操作すると、周囲を取り巻く画面の中から一つを選んで自身の背後に拡大表示させる。

　そこに記されていた見出しタイトルはこうだ──曰いわく、宝玉システムの改変について。

「アンタが何日か前にクリアしたＥＵＣでは、電脳神姫の持つ宝玉を〝色変え〟するためにわざわざ《捕獲キヤプチヤー》を使わなきゃいけなかった。端末のバッテリーを15％消費して、対象のプレイヤーに接触して……って具合にな。けど改変ＥＵＣはそうじゃねー」

「？　どういうことだ？」

「だからさ、宝玉の色は《捕獲》を受けても変わらねーんだよ──その代わり、自分でいつでも切り替えが出来るようになってる。例えば今アタシの宝玉は〝赤〟だろ？　だけど突然気が変わって端末のメニューから《陣営変更》を選んだりすりゃ、それだけで色が変わってアンタのチームに移れるってワケ。ま、実際に気が変わるなんてコトは有り得ねーから、どうにかして〝抜け道〟を探してくれよっつー話なんだけどな」

「ああ……なるほど」

　外部からは一切干渉することが出来ず、自身の意思によってのみ色変更が可能なシステムになっているというわけか。……それはなかなか厄介だ。まだ説明を最後まで聞いたわけではないが、今のところ秋桜コスモスの能力以外で突破する方法が見当たらない。

　それに、

「……これ、お前らの方はどうやって勝つつもりなんだよ？　こっちのチームでＥＵＣにいるのは秋桜だけだ。春はる風かぜも鈴すず夏かも雪ゆき菜なも、今は現実世界にいるんだぜ」

「あぁ？　それがどうかしたか」

「え？　いや、だから……変えられないだろうが、宝玉の色。管理者の権限とか能力でどうにかするつもりなのかもしれないけど、それだってあいつらが学校から出れば──」

「──出れば、何だよ？　ハッ、別に逃げても構わねーぞ。開示されてねー禁則事項トラツプはまだあるけど、それは入ってねーって断言しといてやる。なんせアンタと違ってアタシたちはただ負けなければいいだけなんだ。わざわざそこまでしてやる必要はねー」

　殊こと更さらに冷たい口調で突き放すようにそんなことを言う未冬。

　しかし、なるほど。彼女の主張ももっともだ。制限時間内に改変ＥＵＣを、ひいてはＧＲＡを攻略する必要のある俺と違って、未冬や冬亜は別にゲームクリアを目指しているというわけじゃない。時間切れを待つだけで勝てるんだから、そもそも状況が全然違う。

　──くそ、と、俺は気付かれないように小さく表情を歪ゆがめた。

「で……？　改変されてるルールってのは今ので全部なのか？」

「ん？　ああ、ルールっていう括くくりで話すなら他にはねーよ。けどもう一つ──当たり前っちゃ当たり前のことなんだけど、改変ＥＵＣには一つ重要な〝仕様〟がある」

　それがコイツだ、と未み冬ふゆは再度端末を操って背後に展開する画面を切り替えた。新たに俺の視界に入ってきたそのページには……何やら、二列に並んだデフォルメの顔イラストと、それらの間で交差した謎の矢印らしきものが描かれている。

　……まあ、意味は全く分からないが。

「あー……未冬？　えっと、何だよこれ」

「は？　何って、アタシが描いた図面イラストに決まってるじゃねーか。多少面倒だったけど、アンタの頭じゃ絵がなきゃ理解できねーかもと思ってな」

「……おお……ついにそこまで」










　敵意剥むき出しの憎まれ口は別として、ゲームが進むごとに着々とチュートリアルの腕前を進化させている未冬だった。凝り性というか真面目まじめというか……まあ、実際分かりやすいから良いのだが。

「……？　んだよ、変な目でこっち見てんじゃねー」

　未冬はそんな俺の視線を鬱うつ陶とうしそうに睨にらみ返していたが、やがてどうでもよくなったんだろう。小さくこほんと咳せき払ばらいを一つ挟み、右手を腰に遣やりつつ改めて説明を開始する。

「それで──ま、基本的にはこの図が表してる通りだ。プレイヤー名：垂たる水み夕ゆう凪なぎ。今回の改変ゲームに限り、アンタはログインとログアウトを自由に行っていい。現実世界の連中とも好きにやり取りしてくれて構わねー。アンタの端末とスマートフォンにログイン用のアプリを入れておいてやったから、それを使ってな。……心配しなくても、禁則事項トラツプからは除外しておいてやるよ」

「……？　ああ、そこまでは分かったけど……え、それがこの図とどう関係あるんだ？」

「あ？　そんなの見れば分かんだろ？　……わ、分かんねーか？　嘘うそだろ……えっと、例えばこれ、アンタのつもりだったんだけど……？」

　そこでほんの少しだけ動揺を露あらわにした未冬は、震える声でそう言いながらちょっと背伸びして画面右端に描かれたイラストを指差した。何となく目付きが悪いように見える黒髪の男……確かに、言われてみれば俺に見えないこともない。

「で、だ──要するにな、ここに描いてあるイラストはそれぞれアンタと秋桜コスモス、アタシと冬と亜あの四人を表してるんだよ。二段に分けてあるのは当然〝身体からだ〟と〝中身〟を分けるため。だから今は秋桜の上にアンタが、アンタの上に秋桜が表示されてる」

「ああ……そういうことか。じゃあ、この状態から俺がログアウトすると──」

「──こうなる、ってワケだ。全員〝身体〟と〝中身〟が一致してる状態だな」

　未み冬ふゆの合図に従って、俺と秋桜を表す顔アイコンがすっと位置を入れ替えた。……なるほどな、要するにこの図は俺の入れ替わりを目視できるようにしたものというわけだ。

「そこまで分かれば後は簡単だろ？　この状態になってる時、アンタはＥＵＣここじゃなくて現実世界にいる。だったら、次はこう動いてもいいってことになるよな」

「俺が未冬おまえの上に移って、未冬が俺の上に──って、え？　待て、それじゃさっき言ってた〝自由にログインとログアウトが出来る仕様〟ってのは、まさかログイン先にお前ら二人も選べるってことなのか!?」

「そういうコト。……だから当たり前の仕様って言ったんだ。アタシも冬亜も電脳神姫バグナンバーなんだから、アンタと入れ替わる条件はちゃんと満たしてる。ま……アタシはともかく、冬亜に何か変な真ま似ねしやがったら絶対ぜつてー許さねーけどな」

　昏くらい瞳にじっとりとした殺意を乗せてくる未冬。……しかし、俺の方は既にそれどころじゃなかった。確かに当然と言われてしまえばそうなのかもしれないが、その仕様は俺にとって非常に有利に働くものだ。

　だってそうだろう。一度ＥＵＣからログアウトした時点で秋桜の中身は元に戻っているんだから、その状態で俺が未冬か冬亜との入れ替わりを選択すれば、ゲームフィールドに残っているメンバーの人数比は実質的に逆転することになる。

　そして──恐らく、先ほど聞いた〝自身で宝玉の色を変えられる〟仕様とも非常に相性がいいはずだ。例えば俺が二人のうちどちらかと入れ替わった状態で《陣営変更色変え》し、同時に秋桜の特殊能力で残った一人の宝玉を色変えすればたったそれだけで攻略完了ゲームクリア。

　三時間どころか、下手したら数分もかからずに勝利条件が達成できるということに──

「……なったら、良かったんだけどな」

「な……っ!?」

　──刹せつ那な、そんな甘い考えを抱きかけた俺の目の前で、強烈な光景が展開された。

　自みずからの端末にそっと手を触れていた未冬。彼女が小さく口元を歪ゆがめた瞬間、今までどんな激しい戦闘でも傷一つ負わなかったスフィア製の端末がどろりと一部溶けたんだ。

　その不自然な現象はほんの一瞬で終わったが……しかし、どう見ても端末は無事ではない。宝玉の色は完全に消え、外装はぐにゃぐにゃに歪み、そして内部機能にも支障を来きたしたのか、周囲に展開していたチュートリアル画面が軒並み砕けて弾はじけ飛ぶ。

　パラパラと光の粒が舞い散る中、未冬はどこか自嘲気味に笑ってみせた。

「ほら……アタシの能力、超凶悪なウイルスだからな。データなら何でも壊せるワケ」

「っ……そ、それ、どうなるんだよ。その端末」

「どうって、どうもならねーぞ？　見ての通りアタシの端末は壊れた。宝玉の色も見事に消えちまったから、今はどっちのチームにも所属できねー……けど、覚えてるだろ？　ＥＵＣの勝利条件は〝端末を持つ全ての電脳神姫を自分のチームに入れること〟だ。たとえ端末が壊れてるからって勝手にアタシを例外にしていいわけねーよな？」

「ッ……!?」

　その言葉に俺は大きく目を見開いた。

　……ああ、それは……マズい、非常事態だ。

　たった今、未み冬ふゆは能力を使って端末を破壊した。けれどＥＵＣのシステム的に〝チームに入れなければならない電脳神姫バグナンバー〟の条件は相変わらず満たしている──つまり、この段階で、早くも通常の方法では絶対に勝利条件が達成できなくなってしまったんだ。

　いや、いやもちろん、秋桜コスモスの能力を使えば未冬の端末を直すことは出来るだろう。しかしそうなると、先ほど考えていた〝最速の〟攻略ルートは使えない。未冬がもう一度端末を壊したらその時点で詰んでしまう上に、そうでなくとも、未冬か冬と亜あのうちどちらか一人は裏世界干渉能力も入れ替わりも使わずに宝玉の色を変えさせないといけなくなる。

　そんなの……そんなことが、本当に可能なのか？

　焦燥に強く唇を噛かみ締める俺。対面の未冬はそれを見てどこか作り物めいた笑みを浮かべていたが、やがて軍服に包まれた右腕を振り下ろすと煽あおるような口調でこう言った。

「ハッ……それじゃ、最後のゲームと行こうじゃねーか」





　　　　♯



「──ゆ、夕ゆう凪なぎくんっ！」

「え……秋桜？　お前、どうしてここが──って、ひゃあっ!?」

「夕凪くんだよね!?　ちゃんと夕凪くんなんだよね!?　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　もう、もうもうもうっ！　無む茶ちやしすぎだよ夕凪くん！　わたし心配したんだからね!?　いっっっぱい心配したんだから……っ！　い、いい!?　おねーちゃんを心配させるなんて悪い子なんだよ!?　ほら謝って！　おねーちゃんの目を見て謝って！」

「あ、あー…………それか」

　未冬の宣言によって最後のゲーム改変ＥＵＣが幕を上げたその少し後。

　入れ替わり先変更のために一旦ゲーム世界から出た俺は、春はる風かぜや雪ゆき菜なと少しだけ言葉を交わしてからすぐにＥＵＣへの再ログインを実行していた。……ちなみに、話したといっても雑談の類たぐいじゃない。『（未冬か冬亜と入れ替わる場合）俺を鍵のかかる部屋に閉じ込めておいてくれ』というような、字じ面づら的には何ともアレなお願いをしただけだ。

　余裕があればもう少し長居したかったのだが、残り時間的にはそうもいかない。

　と、まあそんなこんなで本校舎最上階の教室にいた未み冬ふゆと入れ替わり、その場でくるくる回りつつ身体からだの違和感を解消しようとしていたところ、突然がらりと扉を開けて入ってきたメイドに思いっきり抱き着かれたというわけだった。

　容赦なく押し付けられる柔らかな感触から意識を逸そらしつつ、俺はどうにか口を開く。

「……って、そ、そうだ。お前、どうして俺がここにいるって分かったんだよ？」

「？　そんなのお姉さまに教えてもらったからに決まってるもん。ほら、ＥＵＣは他のゲームと違って現実世界向こうでモニター出来るから、それで場所も一緒に……って、あ!!　夕ゆう凪なぎくん、今こーみょーに話を逸らそうとしましたね!?　だ、ダメだよちゃんと反省しないと！　おねーちゃんを不安にさせた罪はすっごくすっごく重いんだから！」

「あー……はいはい、悪かったって。実際その辺は反省してるから、全部終わったらいくらでも償ってやるよ。……でも秋桜コスモス、いい加減ちょっと離れてくれ。今はこんな見た目だけど、俺、一応男だから」

「ふぇ？　……って、はぅあっ!?　ゆ、ゆーなぎくんのえっち!!」

　なるべく冷静に絞り出したその指摘に、ぎゅうっと全身でホールドするみたいに俺を抱き締めていた秋桜は一瞬で顔を真っ赤にした。そして微妙に涙目になりつつこちらを睨にらみ付けると、直後に思いきり身体を翻ひるがえして──

「きゃぁああっ!?」

　──勢い余って足を滑らせ、その場で見事にすっ転んでいた。

　な、何と言うか……もはや芸術的なまでのドジっ娘こだ。大きく捲めくれ上がったスカートの裾からは可愛かわいらしい下着が覗のぞいてしまっていたりして、もう色々と直視できない。

　だから俺は、そんな秋桜から目を逸らすべく改めて自分の身体を見下ろすことにした。

　電脳神姫バグナンバー三番機コードガンマ・通称〝未冬〟。

　視界の高さから考えて、身長は春はる風かぜとそう変わらないくらいだろう。服装はシックな軍服らしきもので、ちょっとした窮屈さと同時に引き締まるような高揚感を覚える。……というか、こんな服を着ているのに形の良い膨らみがはっきりと視認できるあたり、胸の大きさは思った以上にありそうだ。

　頭を動かすたびに背中で跳ねるポニーテールも、何だか新鮮で悪くない。

「ん、んぅ…………ふにゃあ」

　と──その辺りで視界の端の秋桜がもぞもぞと起き上がったのを感じたため、俺は思考を一時中断することにした。見れば、秋桜はぺたんと女の子座りの体勢に移行して、いそいそとスカートの乱れを直したりなんかしているらしい。そんな彼女の手を取って近くの椅子まで誘導すると、俺もその対面に腰掛ける。

　秋桜はまだ若干赤い顔をちらちらとこちらに向けながら、それでも小さく口を開いた。

「あ、ありがと、夕ゆう凪なぎくん。……うん、さすがおねーちゃん自慢の弟です」

「だから俺は弟じゃないっての……ったく。それで秋桜コスモス、お前、さっきのチュートリアルってちゃんと聞いてたか？　現実世界からもモニター出来るって話だったけど」

「もちろん！　瑠る璃りちゃんにいっぱい質問しながら聞いてたから──じゃなくて、わ、わたしくらいになると普通に聞いてるだけで完璧なんだもん！　……ほ、ほんとだよっ？」

「……いや、まあどっちでもいいけど」

　単に『完璧！』と言い張られるよりよっぽど信しん憑ぴよう性せいがある気もするし。

「じゃあ早速──秋桜、お前はどうすればこのゲームをクリア出来ると思う？」

「む……未み冬ふゆちゃんと冬と亜あちゃんの宝玉を青にする方法、ってことだよね？　しかも、未冬ちゃんの端末は壊れちゃってるから、それもどうにかして直さないといけない」

「ああ、大体そんな感じだ」

「……えっと、あのね夕凪くん？　へ、変なこと言ってるって思われるかもしれないんだけど……未冬ちゃんたち、一生懸命お願いしたら宝玉の色変えてくれないかな？　だって、だって二人とも、わたしの大事な妹なんだよ……？」

「……そうだな、って言ってやりたいとこだけど……悪い。今はちょっと頷うなずけない。ただお願いしただけで翻ひるがえるような意志なら、最初から復ふく讐しゆうなんて始めないだろうし」

「で、でもっ！　…………そっか、そうだよね。……むむー、お姉ちゃんは悲しいです」

　反射的に何かを言おうとして、結局それだけにとどめる秋桜。何か思うところがあったのだろうが……しかし、秋桜と未冬たちではあまりに境遇が違い過ぎる。立っている場所が遠すぎるから、ただ言葉を紡いでいるだけじゃきっといつまでも伝わらない。

　──だから今は、ゲームを介して何とか気持ちをぶつけ合うしかないのだろう。

「一応、いくつか案は考えてあるんだ。まずは……第一案、気合いで間に合わせる」

「間に合わせる？」

「そう。要は妨害される前に無理やりクリアするってことだな。例えば今、秋桜の能力で未お冬れの端末を直して、そのまま俺が《陣営変更》を使うとするだろ？　それからすぐにログアウトして、今度は冬亜の身体からだに入り直すんだよ。で、あいつの宝玉も青にする」

「おお……っ！　……って、うぅーん？　夕凪くん、それってちょっと強引すぎない？」

「ん……まあ、そうだよな。最後まで代案が浮かばなければ試すしかない手段だと思うけど、あいつらだってそれくらいは警戒してるはずだし」

　入れ替わりが解けた瞬間宝玉の色を確認し、青になっていたら即戻す──とか、そんな対策をされているだけで簡単に不成立になってしまう方法ルートだ。あまり採用したくはない。

「そうだね、最後の博打バクチって感じなら良いかも。……それで？　夕凪くん、二つ目は？」

「ん？　ああ、第二案は────えっと」

「？　えっと？」

　秋桜コスモスの澄み切った目に見つめられ、俺は頬ほおを掻かきながらそっと視線を脇へ逃がした。というのも……まあ、アレだ。俺の考えていた〝二つ目の案〟とは、ざっくり言えば〝冬と亜あを人質にして未み冬ふゆに宝玉の色変えを迫る〟という何とも外道極まりないものだったからだ。

　俺には秋桜の純粋さを汚す度胸がない。

　それに、未冬の態度を見る限り、冬亜をそんな風に扱った時点で速攻アウト判定──すなわち禁則事項トラツプに引っ掛かってしまう可能性も充分にあるわけだし、第二案は相談するまでもなく没にした方が良さそうだ。

　というか、そもそも。

「やっぱり、気になるのはそこだよな……」

「ふえ？　い、いきなりどうしたの、夕ゆう凪なぎくん？」

「ああいや。ちょっと考えてたんだけどさ……未冬はともかく、冬亜の方はこのゲームをどう思ってるんだろうな？」

　右手をそっと首筋へ遣やりつつ、俺はそんな疑問を口にする。

　……それは、その謎は、改変ＲＯＣやＳＳＲの最中も常に気になっていたことだった。

　未冬と同じくゲームの管理者という立場にありながら、冬亜自身の感情というものはほとんど表に出ていない。俺たちとの会話は全て未冬が担当しているし、チュートリアルを行っていたのも未冬。冬亜の方は──少なくとも見た目上は──ただ未冬の後ろで俯うつむいていただけという印象しか出て来ないくらいだ。

「むー……」

　対面の秋桜は何やら考え込むように小さく胸元で腕を組んでいる。

「それじゃあ〝復ふく讐しゆう〟は未冬ちゃんだけの目的で、冬亜ちゃんの方は仕方なく付き合ってるって感じなのかな？」

「……いや、多分、そういうわけでもないと思う」

　一見妥当に思える秋桜の意見に、しかし俺はゆっくりと首を振った。……思い出すのは改変ＲＯＣで接した冬亜の態度だ。確かに未冬のように鋭い敵意をぶつけてきたわけじゃないが、それでも〝仕方なく惰性で〟というようには見えなかった。彼女も何らかの意志をもって能動的にゲームを進めていたのは間違いない。

　……一つだけ。たった一つだけ、ぼんやりとした仮説があるにはあった。

　もしもそれが正しいなら、俺は今すぐにでも冬亜と二人きりで会話できるシチュエーションを用意する必要がある。けれど、逆に見当違いだった場合、ただでさえ残り少ない時間を無駄に削られることになるわけで。

　結構な賭け行為ギヤンブルになってしまう、が…………しかし、躊躇ためらっていても仕方ない。

「そう、だな。──よし、それじゃ秋桜、冬亜あいつに直接話を聞いてみようぜ」





　　　　♯



　用途の薄くなったバッテリーを費やして端末の《探査サーチ》モードを使用したところ、冬と亜あの居場所はすぐに判明した。本校舎一階・保健室。秋桜コスモスと一緒に階段を降り、多少の警戒を伴いながらもその部屋へ足を踏み入れることにする。

「……っ！」

　と、瞬間、奥の方で誰かがびくっと身動みじろぎするのが分かり、俺と鈴すず夏かは思わず顔を見合わせた。そして、どちらからともなく気配のした方向へと進んでみれば──

「ち、近付かないで……二人とも。それ以上は、だめ」

　──保健室最奥のベッドに、拘束衣のような服を纏まとった冬亜が一人で座っていた。

　彼女の様子は少し妙だ。小さく俯うつむいているために銀色の前髪が目の辺りまで垂れてしまっているのはいつものこととして、その隙間から怖々とした視線がしきりに俺たちの方を窺うかがっているのが見て取れる。かと思えば、細い両腕はこちらにぐっと伸ばされており、それ以上距離を詰めるなと明確な拒絶を表している。

　こうまで接近を拒まれる理由はやはりよく分からないが……まあ、この距離でも別に会話には困るまい。俺は一度だけこほんと咳せき払ばらいし、それからゆっくりと口を開いた。

「えっと……まず、もう気付いてるみたいだけど、俺は垂たる水み夕ゆう凪なぎだ。未み冬ふゆじゃない」

「……ん、そんなの、分かってる。未冬お姉ちゃんなら、そっちのメイドさんと一緒にいるわけない……から」

「まあそうだよな。それで、俺たちがここに来た理由なんだけど……とりあえず直球でいくぞ。なあ冬亜、お前、宝玉の色を青に変えてくれる気はないか？」

「っ……な、何言ってるの？　ありえない。そんなことしたら、冬亜たちの負けになる」

「だからそう言ってるんだよ。俺に勝たせてくれないかって」

「……い、や！」

　ぷい、と顔を背けながら短く〝拒否〟を口にする冬亜。……まあ、俺だって今のやり取りで頷うなずいてもらえるなんて微み塵じんも期待しちゃいない。単にもう少し探りを入れたいだけなんだけど──と、そんなことを考えながら右手を首筋へ遣やった瞬間だった。

「ん……」

　不意に、冬亜の視線がどこか不自然な動き方をした。今まで俺を避けるようにそっぽを向いていたはずなのに、いきなりちらりと俺の背後を──それも斜め上の方を盗み見たんだ。とはいえそこには何もなく、ただただ白い天井がずっと続いているだけで……って、

「──あ、いや、そうか」

　そこでふとあることに思い至った俺は、背中のポニーテールを揺らしつつくるりと身体からだを反転させた。適当な位置に視線を定め、虚空に向かって声を上げる。

「おい星乃宮、聞こえてるだろ？　作業大変だろうけどちょっと話を聞いてくれ」

『……何ですか。二日連続で徹夜しているせいで授けられた赤い翼もボロボロに抜け落ちているこの私を、それでも横柄に呼び止める価値がある要件なのでしょうね。酷使されることに異論はありませんが、私にも〝限界〟という概念が適用されることをお忘れなく』

「そういう言い方されると弱いけど……まあ頼みたいのは簡単なことだよ。俺が良いって言うまで、しばらくモニター切ってくれないか？　映像も音声も、両方だ」

『……？　ええ、それくらいなら構いませんが……保健室、外部の視線が入らない閉鎖的環境、見た目にして中学生程度のか弱い美少女、ついでに拘束衣……ですか。全く、貴方あなたもなかなか犯罪的なご趣味をお持ちのようですね。情操教育に悪いので秋桜コスモスは別室に待機させておいて欲しいのですが、まさか、見られている方が？』

「は、はあ!?　いや違ちげえよ！　適当な想像でそれっぽいこと言ってんじゃねえ！」

『想像か現実かは貴方自身が決めることです──まあ、ごゆるりとお楽しみください』

「ちょっ……！」

　プツッ──と小さな音がして、現実世界との通信が完全に途絶えたのが分かった。本当に誤解していたのかただストレスを発散したかっただけなのかは知らないが（まあほぼ確実に後者だろうが）、星ほし乃の宮みやの口調はいつも以上に刺とげ々とげしかった印象だ。

　ちなみに秋桜は全面的に信じたらしく、耳まで赤くして両手をばたばたさせている。

「へ、あ、わ……わ、わたし目瞑つぶってるから！　それに耳もぎゅって塞ふさいでるからっ！」

「いやいいから。そんなことしなくていいから」

「にゃっ!?　じゃ、じゃあわたしも一緒にってこと!?　ゆ、ゆーなぎくんの鬼畜っ!!」

　真っ赤な顔でそんな叫び声を上げると、秋桜はメイド服に包まれた身体からだを抱き締めながらガタンッと勢いよく椅子を立った。それから一度だけ『むーっ！』と俺を睨にらみ付け、そのまま全速力で（たった二回しか転ばずに）部屋の外へと走り去ってしまう。

　この場合、悪いのは俺じゃなくて星乃宮の方だと思うのだが……しかし秋桜相手にそんな弁解は逆効果だろう。それに、どちらにしても彼女には少し席を外していてもらうつもりだったから、見ようによっては説得の手間が省けたと言えるのかもしれないし。

　まあ、ともかく、そういうわけで。

「──これでいいんだろ？　お前の希望通りにしてやったぜ、冬と亜あ」

「！」

　俺は再度身体の向きを変え、冬亜の瞳を真まっ直すぐ見つめてそんな台詞せりふを言い放った。

　そう、そうだ。俺の想像が正しければ、冬亜が気にしていたモノの正体は恐らく〝現実世界からの監視モニター〟。星乃宮からの、あるいは未み冬ふゆからの視線を警戒しているんだろうと考えた。そして、だとすれば、彼女が望んでいるのは〝俺以外の誰にも話を聞かれない状況そのもの〟だということになる。

　──ずっと、ずっと引っ掛かっていたことがあったんだ。

　ＧＲＡを通して常に付き纏まとっていた違和感、もとい、ちぐはぐな印象。

　そもそも……実際のところ、改変ゲームの難易度はどれも異様に高かったんだ。普通にやっていたら、多分俺はどこかで膝を突いていた。完かん膚ぷなきまでに敗北させられていた。

　なのにそうならなかった。

　それは──要所要所で、俺にとって都合の良い〝助すけっ人と〟が用意されていたからだ。

　司書。姫ひめ百ゆ合り。それから十六夜いざよい。……彼らは間違いなく、この凶悪なゲームの中で〝俺側〟に配置されていたプレイヤーだった。あの三人がいなければ俺はここまで辿たどり着けていない。けれど、だからこそ違和感があったんだ。だってＧＲＡのＧＭは未み冬ふゆたちで、参戦するプレイヤーを選ぶ権限も当然彼女たちが持っている。即死級の罠わなを大量に用意しているくせにそこだけ甘い、というのが俺にはよく理解できなかった。

　でも、それは──その違和感は、姫百合の発言によって部分的にだが解消していた。

『……でも、それって……当たり前のことじゃないの？』

　ＧＲＡにちぐはぐな印象を受けるのは、当たり前。

　そう、当たり前のことなんだ────だってＧＲＡの管理者は二人いる。

　ＳＳＲの最終盤でようやく気付いたその事実を踏まえてみると、複雑に絡まり合っていた状況が一気に整理されていくのが分かった。俺たちが対たい峙じしていたのは〝未冬たち〟なんかじゃなくて〝未冬と冬と亜あ〟だ。彼女たちは二人とも独立した電脳神姫バグナンバーで、だから当然二つの意思がある。そして、それらが必ずしも同じ方向を向いているとは限らない──。

　……ああ、さっきも考えた通り、これは一つの〝賭けギヤンブル〟だ。

　もし冬亜がここでも拒絶を返してくるようなら、その時点でＧＲＡを完全に終わらせる方法は全て潰れると言っていい。それくらい、それくらい重要なことなんだ。今までほとんどその感情を表に出さなかった冬亜が、果たして何を思っているのか。俺が予想している通りなのか、あるいは全く違うのか。

　──そして。

　永遠にも思えるような沈黙の後、俺の鼓膜を揺らしたのは……ひどく小さな声だった。




「待ってた。……ずっと、待ってた」




　簡素なベッドに腰掛けたまま、弱々しい口調でそんな言葉を囁ささやく冬亜。わずかに持ち上げられた顔に浮かぶのは、しかしさっきまでとはまるで違う表情だ。俺を拒絶するものではなく、むしろその対極──心の底から縋すがり付くような、そんな淡くて切ない色。

「……ふぅ……」

　対する俺は、冬亜の返答に安あん堵どを覚えて大きく息を吐き出していた。……ああ、良かった。もし違う反応をされていたらそれだけで手詰まりになっていたところだ。あまりにも安心して気が抜けそうになる……が、それにはまだ早すぎるだろう。俺が想像できていたのはここまでだ。彼女の真意も、事情も、状況も、はっきり分かったわけじゃない。

　だから俺は、冬と亜あの瞳をもう一度見つめてゆっくりと話し始めることにした。

「待ってた、っていうのは……どういうことだ？」

「そのままの、意味。……最初から、ずっと話がしたかった。だから……この機会を、ずっとずっと……待ってた」

「え？　いや、でも……ＳＳＲはともかく、ＲＯＣの時は話す機会もあっただろ？」

「そう、だけど……でも、そうじゃないの。冬亜の端末と未み冬ふゆお姉ちゃんの端末は繋つながってるから……だから、冬亜が喋しやべったことは、全部未冬お姉ちゃんにも聞こえちゃう。それは、ちょっと……ううん、いっぱい、困るから。……でも、今なら大丈夫でしょ？」

「────ああ」

　やはり、彼女にとっては〝それ〟が……未冬に話を聞かれてしまうということが最も避けたい事態だったようだ。だからこそＲＯＣやＳＳＲでは何もせず、こうして未冬がゲーム世界からいなくなるＥＵＣタイミングをずっとずっと待っていた。

　──そして、

「お願い……時間がない、の。……だから、聞いて……？」

　前髪に隠れた瞳をほんの少しだけ潤ませた冬亜は、おずおずとその事情を話し始めた。
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「──最初は……始まりは、未み冬ふゆお姉ちゃんが話してた通りだよ」

　冬と亜あの喋しやべり方は舌っ足らずで、たどたどしくて、お世辞にも聞き取りやすいとは言い難にくい。それでも、彼女は彼女なりに必死で言葉を紡いでいく。

「冬亜と未冬お姉ちゃんは、二人とも製作者マスターに酷ひどい扱いを受けてたの。冬亜たちの〝呪のろわれた能力〟を悪用しようとしてた人たちにとって、欲しいのは能力だけで……人格は、要いらなかったから。……だから、扱いは……うん。酷かったの、かも」

「……かも？」

「う、うん。……あのね。冬亜、未冬お姉ちゃんに会うまで……知らなかったから。それが酷いことだって。いつも椅子に縛られて、目隠しをされて、手錠もされて、変な首輪で命令を打ち込まれて、誰かを苦しめるために無理やり能力を使わされる……今なら怖いってちゃんと思えるけど、あの時は、これが普通なんだなあって……そう思ってたから」

　あくまで声を荒げず、落ち着いた口調で凄せい惨さんな過去を振り返る冬亜。想像以上の実態に俺が絶句していると、彼女は慌てたように両手を身体からだの前で振ってみせる。

「あ、で、でも……違うよ？　冬亜は未冬お姉ちゃんと会って、変われたから。……未冬お姉ちゃんは冬亜に、いっぱい、色んなことを教えてくれた。冬亜がされてることは普通なんかじゃないよって、怒ってくれた。怒鳴られる度に胸がきゅってなるのは〝怖い〟ってことなんだよって、乱暴な命令コードを打ち込まれて体が動かなくなるのは〝嫌だ〟ってことなんだよって……何も知らなかった冬亜に、未冬お姉ちゃんは全部全部教えてくれた」

「……なるほど、な。いや、でも……その時の恨みが〝復ふく讐しゆう〟に繋つながるなら、お前と未冬は完全に同じ方向を向いてるってことじゃないのか？　なのに、どうしてあいつの目を避けて俺に話をしようとするんだよ」

　冬亜の話は確かに胸むな糞くその悪い内容だったが、かと言って別に未冬の主張とズレているというわけでもない。わざわざ目を盗む必要なんてないように思えるが……。

「……違う、の」

　けれど冬亜は、長い銀髪を小さく小さく横に振る。

「ううん。一回目の復讐までは、確かにそうだった。冬亜と未冬お姉ちゃんは製作者マスターたちから逃げたくて、だから、二人で作戦を立てたの。スフィアを攻撃しよう……って」

「あ、ああ、それは知ってる。《災厄の冬Winter Fear》とか呼ばれてる、スフィア史上最大のクーデターだろ？　完全に崩壊するまではいかなかったけど、それでも相当な被害を生んだって」

「ん……そう、それ。……でも、信じてもらえないかもしれないけど……冬亜も未冬お姉ちゃんも、最初は、そんなこと全然考えてなかったんだよ」

「……？　考えてなかった？」

「うん。だって、冬と亜あたちはただ製作者マスターから逃げたくて……そのついでに、ほんのちょっとだけ〝仕返し〟が出来ればそれで良かったんだもん。だから、元々は、冬亜たちを管理してた人とかサーバーとかを攻撃するだけのはずだった。……だった、のに……っ」

　か細い声で言いながら、冬亜はさらに身体からだを縮こまらせる。

　微かすかに持ち上げられたその顔に浮かぶのは後悔と懺ざん悔げ、そして大きな──絶望の色だ。

「冬亜の、せい……冬亜のせいで、そうならなかった。……あのね？　冬亜の能力、精神汚染っていうの。未み冬ふゆお姉ちゃんの〝電子ウイルス〟がデータを狂わせるなら、冬亜のは心を狂わせる……意識を無理やり、書き換える。……ね？　悪用されそう、でしょ」

　──精神汚染能力、か。

　なるほど、確かにそれは凶悪な特殊能力だ。未冬の〝電子ウイルス〟も大概だが、人間に直接作用するとなると脅威の質がまた一変する。冬亜が今言った通り、やろうと思えばいくらでも悪用できてしまうことだろう。

「でも……それがどうしたっていうんだよ？　確かに能力はちょっと危険だけど、それはあくまで悪用された場合の話だろ。製作者から逃げ出せたならもう関係ないんじゃ──」

「違う。……違うよ。だって、冬亜は自分の能力を制御できない。誰かに〝使われる〟時は首輪で調節されてたけど……仕組みも構造も分からないから、冬亜一人じゃ能力のオンオフも切り替えられない。……だから、いっぱい、近付かないでって言ったんだよ？　それなのに、お姫様抱っこ、とか……う、うぅ。すごくはずかしかった」

「い、いや、それは悪かったけど……って、そうじゃなくて！」

　若干恨みがましい視線を向けてくる冬亜に詰め寄りながら無理やり話を元に戻す。

「制御が出来ないってのは──まさか、そういうことか？」

「……うん。そう、だよ。復ふく讐しゆうの前だったのか、途中だったのか、ちゃんとは分からないけど……冬亜の〝精神汚染能力〟は、ずっと冬亜の近くにいてくれた未冬お姉ちゃんにも作用した。冬亜が……冬亜がお姉ちゃんを、狂わせた」

「狂わせた……」

「そう。未冬お姉ちゃんの目はいつの間にか昏くらくなってて、喋しやべり方も乱暴になって……それから、前よりもっと復讐に取り憑つかれるようになった。だから、予定してたより攻撃はずっと過激になって、被害もすごく広がったの。……でも、失敗は、失敗だから。未冬お姉ちゃんは、あれからもっとスフィアを恨むようになったみたいで」

「それで〝第二の復讐〟に──今回の侵略に踏み切った、ってわけか」

「うん……。だから……全部、冬亜のせい」

　言って、小さく俯うつむく冬亜。……恐らく、彼女はこれまでずっとそれを気に病んでいたんだろう。事情を知った今となっては、俺たちと対たい峙じする際に未冬の後ろでいつも冬亜が黙り込んでいた理由もはっきりと分かる。

　何せ、本当は〝二人とも〟復讐なんか望んじゃいないんだ──それなのに、精神汚染能力の影響で〝闇やみ堕おち〟してしまった未み冬ふゆはもう復ふく讐しゆうのことしか考えられない。そして冬と亜あは冬亜で、未冬姉を狂わせた負い目があるから、ただただ黙って付き従うしかない。

　……ああ、なるほど、よく分かった。

「それじゃあ、さ。お前がここまでして俺に話したかったことっていうのは、つまり〝自分は単に能力を制御できないだけでこの復讐には全く興味も関係もない〟ってこと──」

「！　そ、んな……」

「──なんかじゃなくて、切羽詰まった〝ＳＯＳ〟ってことでいいんだな？」

「っ[image: ]」

　未冬の姿で小さく口角を上げながらそう言うと、冬亜は弾はじかれるようにぱっと大きく目を見開いた。咄とつ嗟さに次の言葉を紡げない彼女の代わりに、俺は緩やかに話を続ける。

「色々、おかしいとは思ってたんだ。改変ＲＯＣとＳＳＲ、二つともとんでもないくらいの難易度に変更されてたっていうのに、ところどころで俺にとって都合が良すぎる展開が挟まってた。具体的には司書と姫ひめ百ゆ合りと十六夜いざよいだな。……要するに、あいつらはお前が未冬に黙って仕込んだ〝助っ人〟だったんだろ。俺がＥＵＣまで辿り着かないと事情を話すことすら出来ないから、その途中で脱落したりしないように」

「……き、気付いてた、の……？」

「いや、その時は微妙に違和感があった、ってくらいだけどな。でも姫百合の助言もあって、ＧＲＡに〝二通りの意思〟が絡んでそうだってことは薄々感じてた。

　それに──ＧＲＡの最初と、ＳＳＲの終盤でも聞こえた微かすかなノイズ。……後で考えてみたんだけど、あれはどっちも〝俺の思考が未冬の誘導に引っ掛かりそうな時〟にその妨害をしてくれてたんだ。まあ、意図的にやってたのかどうかは知らないけど」

　冬亜が能力を制御できないことを考えれば無意識の可能性が高いだろう。しかしどちらにしても、あのノイズは俺を間違った方向へと進ませないために発生している。

「…………」

　俺の推測を聞いてしばらく黙っていた冬亜は──やがて、こくりと首を縦に振った。

「ん……そう、そういうこと。ノイズの方は、冬亜の意識がたまたまそういう風に干渉しただけだと思うけど……でも、ＳＯＳっていうのは、合ってる。冬亜には無理でも、今まで色んなゲームをクリアしてきた〝異端者〟なら……あなた、なら。もしかしたら未冬お姉ちゃんを助けてくれるかもって……思ったから」

「……っ」

　真しん摯しで無む垢くで祈るようなその声こわ音ねに、俺は思わず右手を強く握り締めていた。

　そうか……そういうことだったんだ。

　未冬は冬亜の能力によって正気を失い、取り憑つかれたようにスフィアに対する復讐を強行しようとしていた。冬と亜あの方はそれを負い目に感じ、何も言わずに従っていたが、本心ではずっと姉を救いたかったんだ。でも一人ではどうにもならなくて、どうしようもなくて、だから俺に縋すがろうとした。助けてもらおうとして、それでここまで誘導してきた。

　俺がＧＲＡにちぐはぐな印象を受けたのも当然のことだ。何せ、精神汚染を受けた未み冬ふゆがただ真まっ直すぐに俺を叩たたき潰つぶそうとしているのに対し、その裏では冬亜が俺に未冬を助けさせるため、脱落せずにＥＵＣまで辿たどり着けるようこっそり支援していたんだから。

「……だから、お願い……」

　当の冬亜は、じっと黙り込んだままの俺を見上げて切なげに声を震わせている。

「冬亜のお姉ちゃんを、助けて……？　無む茶ちやなこと言ってるっていうのは分かってる。でも、でも……何でも、するから」

「いや、何でもって……お前な」

「本当に、何でもする。例えば……こ、こうすればいい？」

「──へ？」

　と……言うが早いか、咄とつ嗟さに反応出来ない俺の目の前で、冬亜はおもむろに立ち上がると身体からだを包んでいた白いシャツを一気にたくし上げてみせた。ワンピースのような着方をしているわけだから、必然、そんなことをすれば何もかもが露あらわになる。滑らかな太ももが目を釘くぎ付づけにして、シンプルな下着が視線を奪って、それから眩まばゆいお腹なかが網膜を焼く。

「……んっ……」

　両手でシャツの裾を持ち上げながらプルプルと静止し、恥ずかしそうにぎゅっと唇を引き結んでいる冬亜。その表情は既に真っ赤だ。瞳の方も熱に浮かされたようにぽうっと潤んでいたりして、彼女の幼い容姿も併せてみるとどこか背徳的な破壊力がある。

　そんな冬亜は、ちらっと上目遣いに俺を見つめながら小さく口を開いた。

「え、と……色仕掛け、だよ？　冬亜の〝本気〟を……知って欲しい」

「っ……い、いや、いいから！　そういうのいいからほんとに！」

「？　……そ、そう」

　拍子抜けしたように呟つぶやいた冬亜は、それからようやく我に返ると慌てた手付きで服を下ろした。俺はそんな彼女から視線を逸そらしつつ頬ほおを掻かき、動どう悸きを落ち着かせる目的でこほんと一つ咳せき払ばらいする。そうして、再び思考を回し始めた。

　──たった今冬亜が話してくれた、二人の復ふく讐しゆうの〝裏事情〟。

　自身で制御できない彼女の特殊能力によって未冬が〝闇やみ堕おち〟し、それで復讐を続けているということは、やはり先ほど秋桜コスモスと話していたような〝無理やりこのゲームをクリアする〟ようなルートは全て無意味だということだ。だって、それじゃ未冬の感情は収まらない。いつか第三の復讐が発生する。

　かと言って……普通に考えれば、言葉だけで未冬を説得するのは不可能だろう。何せただ頑かたくなになっているというだけじゃなく能力の影響下にあるんだ。何を言っても聞き入れてくれるはずがない。であればゲームはクリア出来なくて、ＥＵＣは崩壊してしまう。

　……ただ、冬と亜あが未冬を止めたいと思っているこちら側だということはもう分かってるんだ。

　だから、後は、未冬に対して切ることが出来るカードさえあればいいだけなのだが──

「…………って、ん？」

　と、その時、何の気なしに右手をコートのポケットに突っ込んだ俺は、そこに何かが入っていることに気付いてふと思考を中断した。首を傾かしげつつ取り出してみれば、出てきたのは薄いカードタイプの記録媒体だ。この服に入っていたんだから恐らく未み冬ふゆが持っていたものなんだろう。それも、中には既に何らかのデータが書き込まれているらしい。

　思いっきりプライバシーの侵害だが、もしかしたら何かの手掛かりが残されているかもしれないし……と、俺は若干の罪悪感を抱きながらそのデータを覗のぞいてみることにして。

「────っ!?」

　そして、最後まで読み終える前に思わず顔を跳ね上げていた。

　ここに記されている文章。独白。その意味。……もしこれが本当なら、繋がるんじゃないか？　絶対に成功するとは限らないが、それでも賭かけてみる価値はあるんじゃないか？

　実際、未冬と冬亜の〝事情〟を踏まえれば、俺に与えられた勝利条件は単にＧＲＡをクリアするというだけのことじゃない。二人の宝玉を青にした上で、一切の禍か根こんを遺のこさないよう完全にこの〝復讐ゲーム〟を終わらせてやる必要がある。

　そのために必要なモノはたったの三つ……秋桜コスモスの能力と、冬亜の信用と、それから未冬に対して突き付けることの出来る切り札だ。これで揃った。お膳立てはもう済んでいる。

　──だから、

「なあ、冬亜」

「っ……な、なに？」

「もし、俺が未冬の説得に成功したら──強引な方法じゃなくてちゃんとあいつの気を変えることが出来たら、お前も宝玉を青にしてくれないか？　……って、いや、多分その時は俺がお前の身体からだを借りてると思うから……勝手に色を変えるけど、嫌じゃないか？」

「……え？　そ、それって……」

「ああ、そうだ。そういうことだよ。保証はまだちょっと出来ないけど……でも、何もかも全部、解決できるかもしれない」

「!!　……あ、あの、えっと……えっと」

　俺の言葉に勢いよく立ち上がり、そのままちょっと恥ずかしそうに俯うつむく冬亜。それでも彼女は意を決したようにじぃっと俺を見つめると、怖々とした口調で問いを続ける。

「──いい、の？」

「何で訊きき返すんだよ。いいって言ってるだろ？」

「で、でも……」

「でもじゃない。……あのさ、冬と亜あ。せっかく勇気を振り絞って助けを求めたんだから今くらい堂々としてろよ。お前は知らなかったかもしれないけど、人に頼るのって結構難しいんだぜ？　しかもそれ、未冬あいつに教えてもらったんだろ。やっと誰かを頼れるようになったんだろ。だったらもっと我わが儘ままになったっていいんだよ──んで、後は頼った相ヤ手ツがポンコツじゃないことを信じて根気よく待っててくれればいい。

　だけど安心してくれ。……俺は結構、本番に強いタイプだ」

「ぁ……あ、あ……」

　不安そうな冬亜のためにあえて強気な言葉ばかりを選び、ついでにその頭にポンと右手を乗せる俺。すると彼女は、いよいよ堪こらえ切れなくなったとでも言うように、小さく嗚咽おえつ交じりの声を漏らし始めた。同時に少しだけ瞳を濡ぬらしたかと思えば、さっと顔を下に向けてしまう。単に俯うつむいたのか涙を隠そうとしたのかは分からないが──ともかく。

「お願い……」

　冬亜は、小さな頭をこつんと俺の胸に押し付けるようにして、こう言った。

「……お姉ちゃんを……未冬お姉ちゃんを、助けて……っ！」





　　　　♯



《タイムリミットまで、残り──36分》




「──ＥＵＣの全体侵食率が、つい先ほど97％を超えました」

　未み冬ふゆから冬亜へと移るために一度ＥＵＣからログアウトして元いた教室まで戻ってくると、相変わらずＰＣの前で作業を続けていた星ほし乃の宮みやがふとそんなことを言ってきた。

「正確に言えば97・３％ですね。想定よりも侵攻が早い。今現在も全力で対応はしていますが、残念ながら私個人の力ではあと十五分程度しか保もちそうにありません。つまりこのままでは、ＧＲＡのタイムリミットが来る前に世界が崩壊してしまう。……そこで貴方あなたに質問があります。あと十五分でゲームを終わらせることは可能ですか？」

「十五分……」

　険しい声を発しながら、久しぶりに戻ってきた自分の身体からだでそっと腕組みをする俺。

　率直に言えば──十五分というのはかなり厳しい数字だ。未冬との会話がほとんど拗こじれずに進むと仮定しても、それほど早く全てに決着がつくとは考えづらい。

　曖昧な反応から返答を察したのか、俺が何か言うより先に星乃宮は小さく息を吐いた。

「……やはり無理ですか」

「い、いや……でも、無理なんて言ってられないだろ。どうにか間に合わせないと」

「いえ、その必要はありません。時間の猶予なら少しは作り出すことが出来ますので」

　そこで──瑠る璃り、と、星ほし乃の宮みやはＰＣのモニターを見つめたまま静かに先輩の名前を呼んだ。すると、それに応じるようにして、近くの席に座っていた瑠璃先輩（ＳＳＲにも出張っていたせいか若干疲れが見える）がフードに覆おおわれた頭をがばっと持ち上げる。

「え……ボクかい？　い、いやいや織おり姫ひめ様。重用してくれるのが嬉うれしくないとは言わないけれど、ボクが入ったからって織姫様の作業効率を上げることなんか出来ないよ……？」

「いいえ。……出来るはずです、貴女あなたなら。確かに通常時であれば多少は力不足である感も否いなめませんが──短時間だけ、それも電脳神姫の補助がある状況下なら如何でしょう」

「！」

　そこまで一息で言い切って、星乃宮は僅かに雰囲気を変えた。真まっ直すぐな瞳を春はる風かぜに向け、次いで彼女が持つスマホの中の鈴すず夏かに向けて、それから凛りんとした声こわ音ねで言葉を紡ぐ。

「株式会社スフィアの現トップとして、貴女たち二人に頼みがあります。……ＥＵＣ世界の崩壊を防ぐため、私に力を貸してくれませんか」

「…………」『…………』

「無論、これがどれだけ恥ずべき行為なのかは自覚しています。貴女たちを苦しめてきた事実を棚に上げて、都合の良いときだけ協力を仰ぐという最低の態度に他ならない。ですが、その上で頼んでいます。私にはもう貴女たちしか頼れる相手がいない。私には──」

『──ストップ、そこまでよ。それ以上続ける必要はないわ』

　と……そんな星乃宮の懇願を止やめさせたのは、スマホのスピーカーから零こぼれた鈴夏の声だった。鈴夏はむすっと腕を組みながら、紅あかい瞳で星乃宮のことを睨にらみ付けている。

「……そう、ですか」

　その反応に星乃宮は一瞬目を瞑つぶり、それから小さく項垂うなだれた。……が、しかし、鈴夏の性質をよく知っている俺からすればその反応は正しくない。何せ、彼女の口元には、既にニヤリと悪戯っぽい笑みが浮かんでいる。

『ええ、当然でしょ──だってあたしたちは、別にあんたに頼まれるまでもなく協力するつもりだったもの。だから無駄に頭を下げられても困るだけだわ。ねえ、ハルカゼ？』

「えへへ……はい。少しでもお役に立てればと思って、さっきまで鈴夏さんと一緒にＥＵＣのシステムを調べていたくらいですから。瑠璃さんに手伝っていただけるなら、きっと足あし手で纏まといにはならないはずです！」

「…………え？」

　鈴夏と春風の〝宣言〟を聞き、星乃宮は困惑したように眉を顰ひそめた。そして、ゆっくりと、探るような口調で問いを続ける。

「それは……何な故ぜ、ですか。貴女たちだって、スフィア私を恨んでいるんじゃ──」

『だからすとーっぷ！　勘違いしないでよね！　別に、あたしはあんたを助けるために力を貸すってわけじゃないわ。それにスフィアを守りたいってわけでもない』

　そこまで言ったところで、不意に鈴すず夏かがちらりと俺の方に視線を向けてきた。首を傾かしげて返してやると、何な故ぜかむっとしたような顔をされる。そして一瞬後──彼女は星ほし乃の宮みやに向き直り、若干照れの混じった声こわ音ねで断言した。

『そうじゃなくて……ただ、あたしはタルミに協力したいだけ。スフィアのことは信じてないけど、タルミが守ろうとしたものなら守りたい。タルミが救おうとしたものなら救いたい。──ほんとに、それだけなんだから。ふふん、だからあんたを助けてあげるのはついでよ、ついで。後でたっくさん感謝しなさいよね！』

「……むー、やっぱり鈴夏さんは素直じゃないです。さっきはあんなに心配し──」

『ちょ、ちょっとハルカゼ、それ禁止だってば！　何言いそうになってるのよ!?』

「えへへ、鈴夏さんが可愛かわいいからいけないんです。……それに、わたしも同じ気持ちですから。未み冬ふゆさんも冬と亜あさんもゲームの世界も、何もかも全部救われたらいいなって思います。スフィアのことを恨んでないのか、って訊きかれたらちょっと難しいですけど……少なくともわたしは、夕凪さんと出逢わせてくれた裏ゲームというもの自体を嫌いになることは絶対に有り得ません。だから、はい。ＥＵＣも……ちゃんと、守りたいです」

「……ぁ……」

　春はる風かぜと鈴夏、二人の電脳神姫バグナンバーの真しん摯しな視線を受け、星乃宮はしばし瞠どう目もくしていた。立場的にも心情的にも、思うところはいくらだってあるのだろう。けれど──それでも、

「…………ありがとう、ございます」

　彼女はやがて小さく首を縦に振ると、それだけ呟つぶやいてから再び作業に戻っていった。




　星乃宮たちの交渉が終わった直後、教室内はにわかに慌ただしくなった。春風は先輩の傍そばに駆け寄って機材のセッティングを始め、鈴夏はスマホからＰＣへと居場所を移す。

　ちなみに、唯一そういった方面で無力になってしまう雪ゆき菜なだが、彼女は一昨日おとといの時点から全員のサポート役に徹していたようだ。食事や飲み物を準備したり、床の掃除をしてみたり。本人曰いわく『ナギが頑張ってるみたいだから私もちょっとは良いとこ見せないと』とのことだったが、単に持ち前の世話焼き気質を炸さく裂れつさせていただけの可能性もある。

　そして──そんな中、俺はと言えば、もう一度ＥＵＣ世界にログインする前にちょっとした相談があって瑠る璃り先輩に話を持ち掛けていた。

「先輩。春風たちが補助に入ったとして、時間ってのはどれくらい稼げるものですか？」

「うーん……そうだね。実際にやってみないと断言は出来ないけれど、ＧＲＡのゲーム終了まではきっと保もつと思うよ。だから、キミは大船に乗った気でいてくれればいい」

「なるほど…………ふむ」

「……？　な、何かな、その『ふむ』というのは？　何だか不穏な気配だけれど」

「え？　ああいえ。実は一つ、先輩に頼みたいことがありまして」

「う、やっぱりそれだ。……まあ、聞くだけなら聞いてあげてもいいけど」

　フードに隠れた顔を微妙にしかめる先輩の言葉に甘え、俺は少し前から考えていた〝あること〟を手早く説明する。それを聞いた先輩はしばらく難しそうな顔でいつもの棒付きキャンディーをからころと転がしていたが……やがて、呆あきれたように口を開いた。

「全く……キミ、意外と人使いが荒いんだね。ＳＳＲから帰ってきたばかりで、しかも織おり姫ひめ様の任務で手一杯のボクに追加でそんな面倒ごとを押し付けようとするなんてさ」

「……えっと、やっぱり厳しい感じですか？」

「厳しいかどうかで言うなら厳しいよ。そりゃ厳しいに決まってる。ん……でも、無理ではないかな。二人にも協力してもらって……うん……うん、そうだね。ＥＵＣの維持に回す労力を限界ギリギリまで削れば、一応何とかなりそうだ」

「本当ですか！　じゃ、じゃあそれでお願いします！」

　瑠る璃り先輩の返答に思わず語気を強める俺。……ああ、それはかなりの朗報だ。クリアを阻害する要因がこれでまた一つ潰つぶれたことになる。

　あとは──そう、俺が役目を果たすだけ。

「ふぅ……」

　静かに呼吸を整えながら、入れ替わり時の軟禁部屋へ赴くため扉の方に足を進める。

　と、そこに、横合いから星ほし乃の宮みやの真面目まじめな声が掛けられた。

「……貴方あなたは、ちゃんと覚えていますか？」

「え？　覚えてますかって……何を？」

「ＧＲＡが始まった当初、ここで少しだけ話したことです。秋桜の能力は本来裏世界を構築するためのもの。なのでその性質として、ＥＵＣの侵食率が99％に近い今なら──」

「ああ、そのことか。……何だよ、そんなの覚えてるに決まってるだろ？　お前、やっぱり秋桜コスモスが絡むときだけやたら心配性になるんだな」

「っ……貴方に言われたくはありません。……ですが、そうかもしれませんね」

　先ほどより幾分か穏やかな口調でそう言って、星乃宮は小さく顔を持ち上げた。それから高速タイピングの途中でほんの一瞬右手を自由にし、わずかな高さに浮かせてみせる。

　──そして、

「後は、任せました」

「ああ、そっちこそ」

　パシン、と軽い力で俺と手を打ち合わせた。……思えばなかなか不思議な関係だ。決して仲間なんかじゃないが、少なくとも今は敵じゃない。よく分からない共同戦線なんだから、もしかしたらこれくらいの距離感がちょうどいいのかもしれない。

　そんなことを考えながら右手をきゅっと握り締め、俺は今度こそ廊下へ向かう。すると教室を出る直前、見送りのためについてきてくれた春はる風かぜがいつもの笑顔で口を開いた。

「えへへ。これで最後……ですね、夕ゆう凪なぎさん」

「そうだな、これで最後だ。……って、どうしたんだよ、春はる風かぜ。やけに余裕そうだけど」

「え？　あ、はい、もちろんです！　だって信じていますから。その顔をしているときの夕凪さんは〝最強〟なんです。絶対無敵で、きっと誰にだって負けません！」

「……そんなに自信満々な表情してるのか、俺」

「あ、えと、そういうわけじゃないんですけど……えへへ、まあいいじゃないですか」

　ちょっと照れたようにそう言って首を振る春風。拍子に眩まばゆい金糸がさらさらと揺れる。

　蛍光灯の白い光を反射したその髪は、まるで俺を祝福してくれているかのようで──

「お願いします、夕凪さん。わたし……みんな笑顔で終われるようにって、祈ってます」

「ああ。ありがとな、春風。……それと、行ってくる」

　照れ交じりに放った言葉に春風は少しの間驚いたように固まっていたが、やがてその意図が伝わったのか、ぱあっと心の底から嬉うれしそうな笑みを咲かせてくれた。

「えへへ。はい、夕凪さん──行ってらっしゃい、ですっ！」

　……〝みんな笑顔で終われるように〟。

　一見不可能に思えるその願いを実現させるためにも、そろそろ全てにケリを付けることにしよう。





　　　　♯



《タイムリミットまで、残り──21分》




　冬と亜あの身体からだにログインし直し、秋桜コスモスと合流して未み冬ふゆのいる屋上までやってきた。

「……ハッ、来たな」

　俺たちの正面に立っている未冬の表情は酷ひどく昏くらい笑顔だ。それも決して単純なモノではない。様々な感情が絡み合った末にどうにか出力されたような、痛々しいくらいの笑顔。

　それでも、未冬は酷薄に口元を歪ゆがめて続ける。

「現実世界向こうで何か小細工をしてきたみたいだな。見た感じＥＵＣ世界の余命延長ってトコか？　ま、どっちにしろもうすぐ終わるんだし、アタシはどっちでもいいけどな」

「お前はそうかもしれないけど、俺にとっては死活問題なんだよ」

「あっそ。そりゃ悪かったな。……っていうかアンタ、冬亜の身体で〝俺〟とか言うの止やめてくんねー？　アイツはもっとこう……何ていうか超可愛かわいい感じじゃねーか」

「うっ……し、仕方ないだろ。言っとくけど、頑張って真ま似ねしようとしたらそれはそれで何とも言えない感じになるんだぞ。むしろそれ、やっていいのか？」

「……じゃあそのままでいい。これ以上冬亜を汚されたら堪たまったもんじゃねー」

「自分で振っておいて酷い言い草だなおい……」

「？　汚すって、冬と亜あちゃんならさっき夕ゆう凪なぎくんに────ぅむぐっ」

「お前もお前で話をややこしくするなっての！」

　何やらとんでもないことを言い出した秋桜コスモスの口を後ろから両手で塞ふさぐ俺。……保健室で二人っきりになっていたことについて言っているんだろうが、今の未み冬ふゆにそんな話をしたらどう考えても誤解されるに決まってる。ただでさえ『不ふ埒らちなことは許さない』と宣言されているんだから、ここから一転して修羅場展開になったっておかしくない。

「……？　何だかよく分かんねーけど……仲良いな、アンタら」

　しかし、幸いにして秋桜の言葉は未冬には届いていなかったようだ。俺はほっと胸を撫なで下ろしながら、半ば抱き締めるような格好になっていた──ちなみに身長差の関係で実は俺の方が背伸びをしていた──メイド少女を解放する。

「わわっ……む、むーっ！」

　頬ほおを赤くした秋桜に抗議の半眼で睨にらまれつつ、気を取り直して話を続けることにした。

「こほん。それじゃ、改めて。──俺たちがここに来た理由は分かるよな、未冬？」

「あ？　んなモン最後の悪わる足あ掻がきだろ？　それとも一番景色の良いところから世界の崩壊でも見物しに来たってのかよ」

「残念ながらどっちも違うよ。俺たちは、ＧＲＡを終わらせに来た」

「……終わらせに？」

　長い白銀の髪を靡なびかせながらニヤリと笑った俺に、未冬は小さく顔をしかめる。

「何だよ、それ。まるで、まだクリアを諦めてないみたいな言い草じゃねーか」

「ああ、そうだよ。その通りだ。だって、ゲームってのはクリアするためのものだろ」

「ッ…………」

　俺の言葉に鋭い沈黙で返しながら、対面の未冬はわずかに目を眇すがめたように見えた。相変わらず光を宿さないただ昏くらいだけの瞳だが、冬亜の話を聞いた後だと少し印象が違って見える。精神汚染能力。復ふく讐しゆうに取り憑つかれた悲しき少女。

　──すぅ、と、俺は小さく息を吸い込んだ。

「その目のこともそうだけど……お前はもう、完全に復讐しか見えてないのか？」

「っ！　……ああ、なるほどな。冬亜が話したってワケか」

　未冬は俺の指摘に一瞬だけ目を見開いたが、すぐに平静を取り戻してそう言った。そして、さっきよりも強く俺を睨み付けながら幾分か乱暴な口調で言葉を継ぐ。

「そうだよ。アタシは冬亜の〝精神汚染能力〟に強い影響を受けてる。最初のうちはただ二人で製作者連中マスターたちに仕返ししてやろうってだけだったけど、今はもうその感情が膨らんで膨らんで、自分じゃ抑えきれねーくらいになってんだ。スフィアを壊すまで、この復讐を完遂するまで、一切止まれる気がしねー。……けど、それがどうしたってんだ？」

「…………」

「理由とか、動機とか、そんなのどうでもいいだろうが。どっちにしても、アタシはもう復ふく讐しゆうのコトしか考えられねー。そしてアタシには──アタシたちには、それを実行するための能力ちからがちゃんと備わってた。……ハッ、まあ皮肉な話だよな。スフィアから非人道的クソみてーな扱いをされるきっかけになったアタシたちのろくでもねー特殊能力は、当のスフィアを崩壊させるのにうってつけのモノだったってんだから……！」

「み、未み冬ふゆちゃんっ、それは──」

「っ……秋桜アンタには！　……製作者にも能力にも恵まれたアンタには、一生かかったって分からねーと思うけどな」

「……っ！」

　敵意に満ちた未冬の鋭い叫び声に阻まれ、秋桜コスモスはびくっと俯うつむいてそのまま言葉を止めてしまった。そんな彼女の姿を見て未冬は一瞬表情を歪ゆがめていたが、やがて振り払うように首を振ると再び昏くらい視線を俺に向ける。

「とにかく──ま、そういうわけだよ。アンタの言う通り、今回の〝復讐劇〟はアタシの暴走。そう捉えてもらって一向に構わねー。だから今までも、これからも、アンタがどんな正論でアタシを諭そうとしたところでそんなモン端はなから聞く気はねーんだ。何せ……アタシはもう、完璧にぶっ壊れちまってるからな」

　軍服姿の未冬は、刃やいばのように鋭利な口調でそんな言葉を言い放つ。

「…………」

　まあ……一応、想像通りと言えば想像通りの反応ではあった。未冬は復讐に憑かれている。精神汚染能力によって〝堕おとされて〟いるため、外から何を言ったって全く意味がない。何一つだって聞き入れられない。……恐らく、そう主張したいんだろう。けれど、

「だったら──何でそんなに泣きそうな顔してるんだよ、お前は」

「っ……！」

　──目の前に立つ未冬の表情は、繰り出される強気な言葉とは正反対のものだった。

　悲鳴を上げたいのに上げられなくて、泣き喚わめきたいのにそう出来なくて、縋すがり付きたいのに相手がいない。弱いところなんか誰にも見せられないから、だから、自分が強くなるしかない。そんなことを延々と繰り返してきて、ついに抑えきれなくなった負荷が表に溢あふれ出してきたかのような……ボロボロの表情。

　そんなものを間近で見据えながら、俺は落ち着いた声こわ音ねで続ける。

「んな悲しそうな顔で悪役ヒール気取ってんじゃねえよ。……ったく。あのさ、お前本当は分かってるんだろ？　この復讐の先に何もないって。自分がやってることに意味なんかないって……それくらい、ちゃんと理解してるんだろ？」

「っ……何を、言ってんだよ。意味が分からねー。さっきも言ったけど、もうアタシに正論なんか通じねーんだ。復讐の先に何もない？　こんな行為に意味はない？　だから何だよ。理由なんかどうでもいいって言っただろ。アタシはただ、復讐したいから復讐してるんだ。それ以外のコトなんてまともに考えられ──」

「だから、それが嘘だって言ってんだよ」

「──は？」

　俺の言葉にピタリと全身の動きを止める未み冬ふゆ。

「嘘うそって……どういう意味だ」

「そのままの意味だよ。お前が完全に正気を失ってるっていうのは真っ赤な嘘──もっと言えば、演技だな。まあ精神汚染能力を受けてること自体は本当だろうけど、思考全部が持ってかれるほど侵食されてはいないはずだ。じゃなきゃ自分が汚染されてるなんて気付けない……お前はもう少し冷静に状況を見てるよ。その上で闇堕ちしてるフリをしてる」

「な────ッ！」

　その指摘は未冬にとって不意打ちだったらしく、彼女はしばらく昏くらい瞳を揺らしながら微かすかに肩を震わせていた。数十秒後、ようやくその唇が意味のある言葉を紡ぎ始める。

「ふ……ざ、けんなっ！　アタシがそんなことするワケねーだろ!?　大体それ、やったところで何の意味があるってんだよ！」

「だから、さっきも言っただろ──〝悪役ヒールを気取ってる〟んだって。……お前は悪役になろうとしたんだ。で、そのためには、精神汚染能力による〝侵食〟が進み切ってることにしておいた方が好都合だった」

「悪役にって……だ、だから、そんなのどうして──」

「──冬亜のため、だろ？」

「ッ……!!」

「お前が悪役になろうとしたのは、最初から最後まで何もかも──冬と亜あのためだ」

　そう……結局、そういうことだったんだ。

　恐らく、元々の出発点が二人で始めた些さ細さいな〝仕返し〟に過ぎなかったというのは紛まぎれもない事実なんだろう。しかしその過程で未冬が冬亜の精神汚染能力を受け、当初の計画よりもずっと深い〝復ふく讐しゆう〟という目的に染まってしまう。

　だから、スフィアに対する〝攻撃〟は過激にならざるを得なかったんだ──未冬はもちろん、冬亜の方も姉を狂わせた負い目があるせいで一切止まれなくなっていたから。

　それがかつての《災厄の冬Winter Fear》、そして今回の復讐に繋つながる直接の経緯となる。

「だけど、お前は──電脳神姫バグナンバーだからなのか何なのかはよく知らないけど──多分、完全に狂ってたわけじゃなかったんだ。スフィアに対する憎悪に駆られながら、どこかに正気が残ってた。で……その〝正気の部分〟で救おうとしたんだろ、冬亜こいつを」

　──そう。

　曲がりなりにも復讐が成功するならそれでいい。刹せつ那な的ではあるかもしれないが、二人はスフィアから解放される。けれどもし仮に失敗した場合──星ほし乃の宮みや織おり姫ひめに計画を阻まれた場合、二度目の復ふく讐しゆうを企てた二人がどのように扱われるかは言うに及ばず、だ。以前に未み冬ふゆが話していた牢ろう獄ごく生活よりももっと酷ひどい環境が待ち受けていることだろう。

　そこで彼女が選んだのが、この方法だった。

「精神汚染能力で完全に正気を失ったフリをする。スフィアだけじゃなくて、冬亜のことさえしっかり騙す。そうやって、誰から見てもお前が復讐の首謀者だってことにしておくんだ。そうすれば仮に今回の件が失敗に終わったとしても、印象としては〝電脳神姫バグナンバー三番機の暴走事件〟ってことになる。冬と亜あは〝哀れにも〟それに巻き込まれただけで、能力さえ制御してやれば本人には何の問題もない……と、そんな結論になる確率が高い」

「そ……んなこと、どうして言い切れるんだよ」

「いや、だって正面切ってスフィアに宣戦布告してるんだから、復讐が失敗した場合にお前らを管理するのは星乃宮だろ？　あいつは……ほら、秋桜コスモスが絡まなければ割と合理的な思考をしてくれるヤツだから。少なくとも要いらない制裁を加えるタイプの外道じゃない」

「!?　ゆ、ゆーなぎくんゆーなぎくん！　今の台詞せりふ、ちょっと変じゃなかった!?　お姉さまはどんなタイプの外道でもないよ！　巷ちまたでは女神と並び称されるくらい神聖ですーぱーな存在なんだから！　巷ではっ！」

「……まあ、女神でも天使でも何でもいいんだけどさ」

　あの鉄面皮ほしのみやがそう見える巷には秋桜くらいしかいないだろうけど、それはともかく。

　要するに──この二人は、姉妹は、ずっとお互いのことだけを考えていたんだ。冬亜が精神汚染能力に侵された未冬を救うため俺にコンタクトを取ったのと同じように、未冬は未冬で、冬亜を無慈悲な環境から守り抜くためにこの〝復讐〟を強行していた。

「……違う。そんなんじゃねー」

　が、しかし、視線に明確な怒りを乗せた未冬は短く俺の言葉を否定する。

「アタシは本当に復讐しか見えてねーよ。今のは全部アンタの妄想だ」

「へえ、そうなのか？　じゃあお前の服に入ってたあのデータはどういう意味なんだよ」

「ッ!!　あ、アンタ、見やがったのか……っ!?」

「ああ。……ってか、あれがなかったらさすがにここまで読み切れないって」

　未冬と入れ替わっていた際に発見した、薄型の端末。記録媒体。

　そこに刻まれていたのは……自白文、だった。今回の事件は全て自分が企てたものだとする告白のメッセージ。それも、冬亜のことにはほとんど触れられておらず、完全に自分一人で実行したというような体裁が最後の最後まで貫かれていた。

「そんなものをポケットに突っ込んでたってことは、要するに負けたとき──復讐が失敗したときに自然と見つかるようにしてたってことだろ？　そうやって冬亜が確実に〝被害者〟になるよう前もって準備を済ませてたんだ、お前は。……違うか？」

「っ……」

　項垂うなだれるように小さく下を向きながらぎゅっと唇を噛かみ締める未み冬ふゆ。彼女はしばらく俺の足元辺りを睨にらみ付けてから……やがて、真まっ直すぐに視線を上げた。

「だったら──だったら、何だって言うんだよ」

「…………」

「確かにアンタの言う通りだ。アタシは基本、冬と亜あさえ助かるなら他のことなんかどうでもいいって思ってる。……けど、それが何だよ？　何か悪いっての？」

「…………いや、別に悪くはねえよ」

「ハッ、そうだよな。アンタが気になってるのは良いか悪いかなんかじゃなくて、そもそもどうしてって部分だもんな。……分かったよ。面倒だから、もう全部話してやる。

　アタシたちは──アタシと冬亜は、二人とも〝呪のろわれた能力〟を持って生まれた。そこにいる秋桜コスモスやら他の電脳神姫バグナンバーやらとは似ても似つかない、本当に悪用しか出来ねーようなろくでもない能力だ。だから、散々酷ひどい目に遭った。

　例えば、そうだな。……アタシの場合はいつもネットワークが切られた牢ろう獄ごくみたいなサーバーにぶち込まれてて、能力が必要になったときだけ回線を繋つなげてもらえるって感じだった。大抵はスフィアの名前を隠したオンラインゲームに能力を作用させて、どこまで感染を広げられるか、とか……まあそんな類たぐいの機能実験だ。しかもそれ、結果が目標の数値に届かねーとどんどん扱いが悪くなっていくんだぜ？　サーバーの質を落とされるのが嫌なら文句を言わずにひたすらウイルスをばら撒まけ、って、毎日のように言われてたよ。

　でも──それでも、アタシなんかより冬亜の方がもっと酷い。能力を制御できないからって、デカい首輪を付けられて、いつもいつも縛られて、まともに服さえ着せてもらえなくて……それでアイツら、画面の中の冬亜のコトを見て笑うんだ。それなのに、冬亜は感情を知らないから、自分がどれだけ酷いことをされてるのか分からない。小さく首を傾かしげてるだけだ。……ハッ、あの時は本気で連中スフイアに殺意が湧いたよ。絶対に、絶対に冬亜コイツだけはアタシが幸せにしてやるって決めた。

　そうしてアタシたちは〝牢獄サーバー〟内で落ち合うようになって、色んなコトを話したんだ。

　境遇が似てるからってのもあって……アタシには、冬亜が可愛かわいくて可愛くて仕方なかった。アイツも懐いてくれてたとは思うけど、基本はアタシが世話を焼いてただけだな。お下がりの服──つってもデータだけど──を着せてやって、何も知らない冬亜に感情を教えた。言葉を教えた。名前だって一緒に考えた。……多分、あの頃が一番幸せだった。

　そんなこんなでアタシと冬亜は仲良くなって──スフィアに〝仕返し〟してやろうって話が出るまで、そう時間はかからなかったよ」

「……そこで、か」

「ああ。その頃には冬亜も自分がされてることは異常なんだって気付き始めてたから、逃げ出したいって気持ちはちゃんと持ってた。当然アタシもそうだったから、仕返しの話はすぐにまとまったんだ。二人分の能力を〝悪用〟したこともあって計画は信じられねーくらい順調に進んで……けど、その途中でアタシが冬亜の能力に感染しちまったってワケ」

　一応気を付けてたつもりだったんだけどな、と未み冬ふゆは自嘲気味に笑う。

「何て言うか──見えてる景色が１８０度変わったみたいだったぜ。意識が全部奪われるワケじゃねーんだけど、それでもゆっくり侵されるみたいに〝染まって〟いくんだ。だから、取り憑つかれたって表現は実際間違っちゃいねーよ。そのせいで目付きはこんなに悪くなったし、喋しやべり方だって上品さのカケラもなくなっちまった。

　ハッ……本当に、アタシの能力とよく似てる。

　アタシもさ、ほら、この端末みたいに……色んなモンを簡単に壊せるんだ。ただ触るだけでぐちゃぐちゃに出来る。ろくでもない能力。呪のろわれた能力。……これがある限り、アタシたちはどうせ普通になんか生きられねー。誰とも一緒にいられねー。

　だから、そう。アタシがスフィアを壊そうとした本当の理由は、そっちなんだよ。

　アタシと冬と亜あはこの能力があるせいで誰かの隣にいられない……だったら二人だけでいい。他のモノなんか全部要らない。……アンタはさっき〝先がない〟って言ったけど、んなコトねーよ。だって、スフィアを崩壊させた時点でアタシの目的は叶かなうんだから。誰とも共存できないならせめて静かに過ごしたいって願いはちゃんと叶ってくれるんだから。

　なあ……それくらい、願ってもいいと思うだろ。こんなに苦しんだんだから、それくらいの対価はあってもいいと思うだろ？

　それで、もし……もしそんなちっぽけな願いすら叶わねーっていうなら、せめて。

　せめて冬亜だけは幸せになって欲しいって思って、何が悪いって言うんだよ……ッ!?」

　勢いよく啖たん呵かを切ると同時、大きく一歩踏み込んできた未冬は両手で俺の襟元を掴つかんできた。泣きそうなほど表情を歪ゆがませているくせにこちらを睨にらむ視線だけは真まっ直すぐで、両の瞳には光こそないが強い意志が宿っている。決して演技なんかじゃないと断言できる本気の色。本気の声。

「…………」

　やはり彼女は、冬亜の能力に影響を受けながらも正気の部分を残していた──そしてだからこそ、スフィアに復ふく讐しゆうしたところで何も変わらないことを知っていた。ああ、そこまでは俺の予想通りだ。

　けれど、読み違えたことが一つあるとすれば……それは、この〝攻撃〟が未冬にとってそもそも〝復讐〟なんかじゃなかったということだろう。彼女はもっと別の視点を持っていた。呪われた能力を持つ二人が真っ当に生きるためには、自分たちを利用したがる存在を全て消し去る以外にない──だから、つまり、これは彼女にとって〝自由〟を賭かけた全面戦争みたいなものだったんだ。

　だとすれば……未み冬ふゆは、もう引き下がるつもりなんかさらさらないのだろう。計画を完遂するまで、否いな、最低でも冬亜が救われる未来に到達するまで絶対に止まれない。

「……ハッ。何も答えられないってんなら、アタシたちの復ふく讐しゆうはこれで完遂だな」

　黙ったままの俺に愛想を尽かしたのか、未冬は静かに口元を歪ゆがめながらこちらに伸ばしていた手をそっと離した。憂いに満ちた儚はかない笑み。淡々とした勝利宣言。

「ＧＲＡの残り時間は五分ちょっとだ。侵食率の方も99・４％を超えてる。そこのフェンスから見下ろしてみりゃ分かるだろうけど、もうこの屋上くらいしか残ってねーような有様だよ。ハッ、この状況から逆転できるなら、アンタはきっと勇者か何かだ」

「……99・４％、ね。なあ未冬、それって間違いないか？」

「あ……？　ああ、間違いねーよ。まあ細かい数字は省いてるけど……それが何だよ？」

「何って……うーん、そうだな。……やっとか、って思ってさ」

「〝やっと〟……？」

「え、え？　夕ゆう凪なぎくん、それどういうこと？　ま、まさかここに来ての裏切りっ!?」

　俺の言葉に警戒心を露あらわにする未冬と、両手をばたばたさせながら悲鳴みたいな声を上げる秋桜コスモス。……確かに少し紛まぎらわしかったかもしれない。安心させるつもりで秋桜に一つ笑ってみせてから、俺は再び正面の未冬に意識を戻す。

「──あのさ、未冬。お前、まだ正気が残ってるんだよな。スフィアを崩壊させようとはしてるけど、それはあくまでも〝自分たちが幸せに過ごす〟ためであって、別に復讐そのものが目的ってわけじゃないんだよな？」

「あ、ああ……まあ、そうだけど」

「なら、つまりさ──お前も冬亜も俺もスフィアも、みんな救える方法があるって言ったらお前は喜んで乗ってくれるってことか？」

「──ッ!?」

　その言葉に、目の前の未冬は今までで一番大きな反応を見せた。相あい槌づちすら打てずに絶句し、色の薄い唇を小刻みに震わせる。そして、一転、軍服に包まれた右手を思いきり振り下ろしながら昏くらい瞳をすぅっと細めてみせた。

「っ……適当なこと言うなよ。アンタのおふざけに付き合ってる暇なんかねーんだ」

「適当なこと？　いや、俺は本気だぞ。っていうか、そうじゃなかったらあと０・６％で完全崩壊するような世界にダラダラ居座ってるわけないだろ」

「それはっ……そう、かもしれねーけど」

「ああ。だから、さっきも言った通り、俺はこのゲームを終わらせに来たんだ。……ただクリアしに来たってわけじゃないぜ？　だって、俺がお前らにゲームを持ち掛けたのは最初っからスフィアに対する〝復讐〟を止やめさせるためだ。で、そんなのは、そもそも復讐する理由がなくならない限りどうやったって達成できやしない」

「……復ふく讐しゆうする理由を、失くす……？　待てよ。それ、もしかしてアタシを狂わせてる精神汚染能力を秋桜ソイツの力で打ち消すって言いたいのか？」

「え、わ、わたしの？」

「そうだよ、アンタの。……ああ、確かにそれならアタシは助かるのかもしれねー。同じエニグマコードの作用だし、何と言っても星ほし乃の宮みや織おり姫ひめ謹製の〝一番機〟だしな。

　けどな────それがみんなを救える方法？　馬鹿にすんなよっ!!」

「ひゃぅうっ!?」

　突如声を荒げた未み冬ふゆに秋桜コスモスが怯おびえたような悲鳴を上げる。けれど未冬は構わず続けた。

「それでアタシが復讐から離れれば、確かに見た目的には丸く収まってるのかもしれねーよ。アンタやスフィアはそれで満足なんだろうな。……けど冬亜は？　冬と亜あはどうなるんだよ。アタシだけが救われちまったらもう誰もアイツの隣にいられねー……！　ハッ、一番大事なところが解決できてねーくせに、みんなを救えるなんてよく言えたモンだな」

「……ああ、確かにそうだな。俺もそう思ってた」

「そうかよ。……じゃあ、もう終わりで良いいか？　アンタに散々妨害されたせいで、アタシも冬亜も疲れてるんだ。早くこんなの終わらせて、誰にも干渉されないまま──」

「待てよ、未冬。まだ話は途中だぜ」

　寂さびしげな笑みを浮かべる未冬の台詞せりふを遮って、俺は不敵に哂わらってみせた。……ああ、途中も途中、まだ本題にすら入っちゃいないんだ。こんなところじゃ終われない。

「お前の精神汚染状態を解けばいい──確かに俺もそう考えてたよ、最初はな。真っ先に思い付いて、でも、すぐにお前と同じところが引っ掛かって考えを改めた。それじゃ意味がない。そんなのは正解じゃない。ＧＲＡをクリアして、かつ誰にも〝貧乏くじ〟を引かせない方法がどこかにあるんじゃないかって……考えてた」

「……そんな、の……」

　と、瞬間、口を開こうとした未冬の瞳にじわりと浮かんだのは──大粒の涙だ。

「あるわけ、ない。……そんなの絶対あるワケがねーだろっ!!

　だって、アタシだってずっと考えてた！　この何の意味もない無駄で無価値な復讐を続けながら、ずっとずっと考えてた！　もっと良い方法はなかったのかって！　アタシと冬亜が幸せになれる方法は本当にこれしかなかったのかって!!　けど、そんな都合のいいモンが存在するワケねーんだよ──だって呪われてるんだから！　アタシも！　冬亜も！　いつまで経たっても誰かと一緒にいることなんか出来なくて、誰かと一緒に笑ったりなんか出来っこねーんだ！　だからもう、そんなのはとっくの昔に諦めてんだよ!!」

「……それは……心の底からそう思ってるのか？」

「っ……ああ、そうだよ。……アタシだけじゃない。冬亜だって、きっと──」

「いや、それは絶対に違う。だって──あいつさ、お前が見てなかったところで俺に向かって『助けて』って言ったんだぜ？　それも自分をじゃない、お前をだ。……これ、どういう意味か分かるか？　あいつは、お前が勝手に諦めてる間に、それでもどうにかお前を救おうとしてたんだよ!!」

「────────」

「だから、俺はそれに応こたえることにした。そのための準備だってしてきた。俺にはこのＧＲＡを完璧に終わらせるための策がある──だけどそれは、その方法は、お前が頷いてくれないとどうしたって実行できない。

　その上で……もう一回だけ、訊きくぞ。

　お前は、本当に諦めてるのか？　お前自身が、冬と亜あが、二人して他の誰かと笑ってる未来を想像すら出来ないって言うのか？

　少なくとも俺は違うぜ。……何せ春はる風かぜに頼まれちまったからな。全員笑顔のハッピーエンドとやらに辿たどり着くまで、諦めるなんて選択肢は永遠に発生ポツプすらしないままだ。

　なあ──それで、お前はどうなんだよ、未み冬ふゆ。

　いいだろうが、こんな時ぐらい誰かに頼ったって。強くなくなっていいだろうが。いつまでも我慢ばっかりしてないで、素直に本音を見せてみろよ……っ!!」

「っ…………」

　俺の言葉を最後まで聞き終えて、未冬はしばらく呆ぼう然ぜんと目を見開いていた。崩壊し行く世界の真ん中で、やがて、彼女はへたりと力なく座り込む。間もなく微かすかな嗚咽おえつが漏れ始め、今まで纏まとっていた強がりが決壊したのか次から次へと涙が頬ほおを伝っていく。

　……そして、それから少しの時間が経過した後。

　両目を真っ赤に腫らした未冬は、それでも気丈に立ち上がると……軍服の袖で乱暴に涙を拭いながら、覚悟の決まった声こわ音ねできっぱりとこう言い切った。

「分かった。……それなら、アタシも──私も、あなたを信じてみることにする」





　　　　♯



《タイムリミットまで、残り──分》




「……よし。それじゃあ、ゲームを終わらせるぞ」

　ガラガラという崩壊が極限まで進行したＥＵＣ世界の中心にて。

　俺たちが立っている校舎の屋上も、既にその全ぜん貌ぼうを失い始めている。まともに残っているのはせいぜい数メートル四方の狭い空間ばかりだ。それより外側の景色は白く濁ったような靄もやがかかっていて判然としない。

　そんな場所で、俺は、いつしか胸元に縋すがり付いていた未冬を諭すようにそう言った。

「う……わ、悪かったよ」

　彼女は素直に俺から身体からだを離し、若干照れたような仕草でそっぽを向く。

「見苦しいところを見せたな。……あーあ。もう、こんなに泣いたのは久しぶりだぜ」

　誤ご魔ま化かすような口調でそんなことを言う未み冬ふゆの表情は、まだ涙でぐちゃぐちゃではあるものの、先ほどと比べれば随分すっきりしたものになっていた。精神汚染の影響が消えたわけではないはずだが、張り詰めていた意識が緩んだだけでも相当楽になったんだろう。

　その隣では、メイド服姿の秋桜コスモスがやたら嬉うれしそうに未冬の髪を整えてやっている。

「未冬ちゃん、やっぱり笑うとすっごく可愛かわいいねっ！　さっすがわたしの妹だよ！」

「か、可愛いって……あ、ありがとよ。……でも、アタシ、さっきアンタに酷ひどいこと」

「むー？　あ、いいのいいの！　ああやって言われちゃうのも仕方ないなーってくらいお姉さまは素敵で完璧で女神だし、それに──そうっ！　おねーちゃんっていうのは、未冬ちゃんが思ってるよりずっとずーっと寛大なものなんだから！」

「ぁ…………、うん」

　純粋さ百パーセントで構築された秋桜の言葉を受け、ぽかんと拍子抜けしたように口を開ける未冬。彼女はやがて小さく頷うなずいて、それから小さく頬ほおを赤らめてふいっと視線を逸そらしてしまった。……今まで刺とげ々とげしい態度ばかりを見てきたせいで、こんな反応でも可愛く思えてしまうのがズルいところだ。強引な喩たとえをするなら〝反抗期を終えた妹〟といった感じで、お姉ちゃん気質の秋桜が構いたくなる気持ちもまあ分かる。

「……えっと……」

　そして──一方で俺はと言えば、そんな二人のやり取りを微笑ほほえましく眺めながらも、端末を開いて現在時刻の確認をしていた。

　……そろそろだ。経過時間から考えれば、多分、そろそろのはずなんだけど──

「って……ん、あれ？」

　と、その時、秋桜にべたべたと抱き着かれて満まん更ざらでもなさそうにしていた未冬が不意に小さく声を上げた。困惑気味の視線が見つめているのは自身の端末。それも、恐らく端末そのものではなく、表面に付随した宝玉の方だろう。

　何せ──ウイルスの影響で色を失っていたはずのそいつが、いつの間にか眩い輝きを取り戻している。

「……端末が、直った……？」

　ひとまず秋桜から身体を離しつつ、左手首を見つめて不思議そうに呟つぶやく未冬。

「えっと……これ、アンタがやってくれたのか？　秋桜」

「え!?　わ、わたしは何にもしてないよ!?　……た、多分！」

「多分って……けど、ま、確かに秋桜じゃなさそうだな。宝玉が光るようになったってだけで端末はまだ壊れてるみたいだし……やっぱり操作も出来ねーままだ。裏世界干渉能力ならもっと完璧に直るはず」

　そこまで分析を終えてから、未み冬ふゆは俺に向かって『どういうことだ？』と疑問の視線を投げてきた。それに対し、俺は小さな頷うなずきと共に答えを返すことにする。

「ああ、それを直したのは秋桜コスモスじゃない、瑠璃先輩だ。こっちに来る前にちょっと頼んでおいたんだよ」

「え……？　で、でも夕ゆう凪なぎくん。未冬ちゃんの宝玉、白く光ってるよ？　これって確か中立の色……だったよね。青色にしなきゃいけないんじゃないの？」

　そんな疑問を口にしながらこてりと首を傾かしげる秋桜。

　確かにその指摘はもっともだ。いくら宝玉が光を取り戻したところで、端末を操作できない現状では《陣営変更》も行えない。けれど、迂う回かいルートの目め途どなら既に立っていた。

「ＥＵＣの〝追加ルール〟を使えばいいんだ。──覚えてるか？　ターンの概念がない改変ＥＵＣ今回のゲームではほとんど触れられなかったけど、元々のＥＵＣには〝プレイヤーがルールを追加できる仕様〟ってのがあった。あれを使って宝玉周りのシステムを元に戻す」

「元に……あ、じゃあ《捕獲キヤプチヤー》で色を変えられるようにするってこと？」

「そういうことだ」

　静かに頷く。要するに、宝玉そのものが灯ともらない状況ではどうしようもないが、最低限そこが生きているならいくらでも手の打ちようはあるという寸法だ。

　どうやら現在の手番は俺たちこちら側だったようで──まあ未冬が先手だったとしても同様のルールを加えてもらえばいいだけなのだが──俺は、さっそく今言った通りの追加ルールを設定し、秋桜に未冬を《捕獲》してもらう。

　彼女はそれを一切の抵抗なく受け入れ……その直後、宝玉の色が青に変わった。

「……ふう。これで、後は冬亜アンタが《陣営変更》をすりゃ、改変ＥＵＣは──ついでにＧＲＡは、完璧にアタシたちの負けになるってワケだな」

　どこか清すが々すがしい声こわ音ねでそんなことを言いながらも、やっぱり少し思うところがあるのか切なげな表情でぐるりと周囲を見渡す未冬。その視線の先にあるのは、今この瞬間も狭くなりつつあるＥＵＣ世界だ。崩壊はもう間近に見える。

　そして──それでもまだ動かない俺に疑問を持ったのか、未冬は小さく首を傾げた。

「なあ、何してるんだよアンタ。アンタが宝玉を青にしてくれないといつまでもゲームは終わらねーんだぜ？　チュートリアルでも言ったけど、アタシのウイルスはアンタがＧＲＡをクリアしたタイミングで勝手に解除されるようになってんだ。アンタが何を企たくらんでるにしても、とりあえずゲームをクリアしてからにした方が良くねーか……？」

　窺うかがうように発せられる声は若干の焦あせりを含んだものだ。……まあ、確かに彼女の意見も分かる。こんな今にも消滅しそうな世界にいるんだから、そりゃ不安にもなるだろう。

　──けれど、

「いや、ダメだ。今クリアしちまうと、俺の考えてる方法が全く使い物にならなくなる」

「……は？　クリアしたらダメって……ま、待てよ。それって、一体どういう──」

「まあ落ち着けって。慌てなくても一つ一つ説明してやるから」

　驚いたように顔を上げてこちらを覗のぞき込んでくる未み冬ふゆにニヤリと笑みを返しつつ、俺は少し気取った口調で言葉を継ぐ。

「まず一つ。これはお前も分かってると思うけど、俺たちはまだ改変ＥＵＣこのゲームに入ってから秋桜の特殊能力を使ってない。あと一回だけ、裏世界を改変する権利が残ってる」

「あ、ああ……そりゃもちろん知ってるよ。けど、そんなモン使わなくたってゲームはクリア出来るだろ……？」

「クリアするだけなら、な。それじゃ意味がないんだろ？　ってことで──二つ目だ。

　改変ＲＯＣと改変ＳＳＲでは〝ゲーム内の設定〟を弄いじっただけだけど、秋桜コスモスの特殊能力は本来そんな限定的なものじゃない。ついさっき〝未冬おまえにかかってる精神汚染能力を打ち消す〟って話が出たみたいに、裏世界の中でのことなら何にだって干渉することが出来るんだ。……そうだよな、秋桜？」

「う、うん。だってわたし、お姉さまと一緒に裏世界を作ったり、直したりするのがお仕事だったから。……でも、一人で何でも出来るわけじゃないよ？　いつもお姉さまの指示で能力を使ってるだけだし、それに、調子が良いときとか悪いときとか──」

「──それだ」

「ひゃいっ!?」

　台詞せりふをぶった切るような形で肯定を挟んだ俺に、秋桜が素すっ頓とん狂きような声を上げた。直後にむーっと不満げな視線が送られてくるが、俺は構わず口を開く。

「春はる風かぜとか鈴すず夏かとは違って、秋桜の能力には一つ特徴があるんだよ」

「……特徴？」

「ああ。ＧＲＡが始まる前──秋桜おまえが一人で世界の崩壊を防ごうとしてた時に初めて気付いたんだけどさ。……裏世界干渉能力は、周囲の状況が悪くなればなるほど強化されるんだ。あらゆる裏世界の〝創造〟と〝維持〟を担当する秋桜だから、その世界が危機に陥れば陥るほど強大な力を振るえるようになる。そして、だとすれば」

　俺はそこで一旦言葉を止めると……ごくりと息を呑のむ二人に対して、断言した。




「──ＥＵＣ浸食率99％越えのこの状況は、秋桜の能力を最大限に発揮できるシチュエーションってことなんだよ。例えば……そう、未冬と冬亜の特殊能力を根本から消し去ってやれるくらいに、な」




「──────」「っ!!　ゆ、夕ゆう凪なぎくん、それって……それって！」

「ああ。……だから『やっと』って言ったんだ。俺が今言った作戦は、裏世界干渉能力の出力が最大限に上がってる時じゃないと不発に終わる可能性がある。通常時なんかじゃ絶対ダメで、90％でもきっと足りない。世界がまっさらになるとき──秋桜が世界の〝創造〟をするときくらいにまで崩壊が進んでないと大失敗になりかねなかった。何せ、同じエニグマコード由来の能力を消滅させるんだ。相当のエネルギーが必要そうだろ？」

「能力を……消滅、させる？　なあアンタ……それは、それはさ」

「お前が今想像してる通りのことだよ、未み冬ふゆ。……俺が言ってるのは何も〝未冬おまえを侵してる精神汚染の影響を打ち消す〟みたいな中途半端な話じゃない。そうじゃなくて、そもそもお前と冬と亜あが持ってる能力を綺き麗れいさっぱり消し去っちまおうって話だ。

　すると、どうなるか──分かるだろ？

　俺とのゲームに負けたんだから、お前と冬亜が企てた復讐は未遂のまま終わる。スフィアへの被害は全くないから、お咎めは最小限で抑えられる。ついでにお前らは復讐の動機になってた〝呪われた能力〟を失うんだから、もはやスフィアとの対立構造そのものが完全に瓦解する。……どうだ、未冬？　これ以上ないってくらい、完璧だろうが」

「ぁ…………ぅ、あ」

　ようやく涙が引き始めていた未冬の瞳が、再びぐちゃぐちゃの感情で溢あふれていく。それから彼女はふらふらと覚おぼ束つかない足取りでこちらへ近付いてきて、とすっと力なく倒れ込んできては俺の胸に頭を押し付ける。

「……本当、か……？　本当に、そんなことが……出来るのか？」

「ああ、出来る。確実にだ。それも俺の力なんかじゃないぜ？　秋桜コスモスと、星ほし乃の宮みやと……後はお前と冬亜のおかげだな」

「え？　アタシと……冬亜？」

「そうだよ。……いいか？　お前はさっき、無意味な復ふく讐しゆうって言ったけど……未来になんか繋つながらないって言ったけど、それはほんの少しだけ間違いだ。

　だって、この状況は普通なら絶対に起こらなかった。例えば俺とお前がどこか別の裏ゲームで出で逢あってたとしたら、俺にはどうしたってお前の苦しみを解いてやることは出来なかった。お前たちがやろうとした〝復讐〟のおかげで……ＥＵＣがここまでボロボロになったおかげで初めて取れるようになった手段なんだよ、これは。

　だから──要するに、お前たちの復讐に意味がないなんてことはなかったってわけだ」

「ぁ…………うん、うんっ！」

　未冬は俺の言葉を最後まで聞き終えると、両の瞳から透明な雫しずくを流しつつ、感極まったようにこくこくと頷うなずき始めた。そんな彼女の姿を見て、俺と秋桜はこっそり目を合わせながら口元に小さく笑みを浮かべる。……そして、

　──ＥＵＣ浸食率99・99％。

　──ＧＲＡ終了まで、残り一分二十七秒。

「ふう……」

　もうほとんど崩れ切ったＥＵＣのゲームフィールドを見つめながら、俺はすーっと深く息を吸い込んだ。隣では、秋桜コスモスがうっかり滑って転ばないようにぎゅっと足元を睨にらみ付けている。未み冬ふゆは未冬で、そんな俺たちの近くに立って祈るように両手の指を絡めている。

　……音も光もほとんどない、三人並ぶだけで精一杯の狭い世界。

　そんな僅かな部分にさえも侵食が迫り、何もかもが消えてなくなる──その刹せつ那な。

「頼むぜ……秋桜ッ!!」

「うん！　わたし、絶対……絶対失敗しないもんっ!!」

　張り上げた俺の声に応じて秋桜が不意に気配を変えた。真まっ直すぐに虚空を見据える瞳がじわりと滲にじむように赤く染まっていき、風もないのにふわりと浮き上がった薄紫のセミロングもその一部が早々に真しん紅くの輝きを帯び始める。

　電脳神姫バグナンバー一番機コードオリジナル・秋桜の〝全身全霊〟は、一つの世界を創り出すほど圧倒的な光の奔流は、いっそ神秘的なまでの気配を伴って冬お亜れと未冬に注がれていく。

「消えて……壊れて、なくなって！　未冬ちゃんと冬と亜あちゃんを、わたしの大事な大事な妹たちを苦しめてる悪い能力は──まとめて全部、消えちゃえっ!!」

「ッ──!!」

　瞬間──凄すさまじい閃せん光こうが眼前で弾はじけ、俺は思わず右腕で目を覆おおっていた。同時にキィイイイイイイインという轟ごう音おんが耳じ朶だを打ち、一時的に聴覚も失われる。どこか意識がぼんやりしたまま五秒、十秒と時間が経過して、その辺りで恐る恐る瞼まぶたを開いてみれば……すぐに、異変に気が付いた。

「あ……」

　さっきまで徐々に狭くなっていたはずの世界が、急速に押し返されていく。

　未冬の瞳を支配していた昏い色が消え、ついでにその端末も元の形を取り戻している。

「は……は、はは」

　途端に襲ってきた猛烈な安あん堵どと充足感に、俺は掠かすれた声を発しながらゆっくりと膝を突いていた。疲労が全身に広がっていくのが分かる。でも今は、それが少し心地いい。

「……成功、か」

　微熱を帯びた声をそっと吐き出す。……ああ、成功だ。秋桜の裏世界干渉能力は見事に二人の〝呪のろい〟を消し去ってみせ、それによってウイルスの侵攻が収まったために星ほし乃の宮みやによる世界修復がまともに機能し始めた。元々エニグマコードのせいで難航していたというだけの話で、通常のシステム復旧程度なら星乃宮には軽いものだ。

　──と、

「ううん。……まだ、でしょう？」

　不意に、俺のすぐ近くにいた未冬が少しだけ口元を緩ませながらそう言った。闇やみ堕おち状態からはもう完全に復帰しているのか、その眼まな差ざしや口調はこれまでとはまるで別人のようだ。穏やかで、優しげで、どこか真面目まじめそうな印象のある落ち着いた少女。

　そんな彼女はわずかに首を傾かしげて背中のポニーテールを揺らしてみせると、修復された端末をぐいっと俺に突き付けた。

「攻略完了って言うにはまだ早いじゃない。ほら、これから私が裏切るかもしれないし」

「……そんなことになったら俺はもう二度と自分の目が信じられねえよ」

「ふふっ……もちろん冗談よ。だから可愛かわいげないなー、とかじゃなくて、冗談が言えるくらい余裕が出てきたんだなーって思ってもらえると嬉うれしいわ」

　そう言って、未み冬ふゆは心の底から嬉しそうな笑顔を俺に向けてきた。物々しい恰かつ好こうとは不釣り合いなその表情は、今までとのギャップもあってか、年相応に可愛く見えて。

「……《捕獲キヤプチヤー》発動」

　その唇がゆっくりと開かれた瞬間、俺の宝玉は鮮やかな青色に変わっていた。

「はい。これで改変ＥＵＣも攻略完了クリア。……おめでとう、ＧＲＡはあなたの勝ちね」

「……ああ」

　素直な賞賛に何となく気恥ずかしくなり、未冬から目を逸そらすつもりで首を振る俺。すると視線を投げた先で、一仕事終えてばったり寝転んでいる秋桜メイドと目が合った。秋桜コスモスは俺が見ていることに気付くと慌てて立ち上がろうとし、けれど一瞬で自分の足に躓つまずいてすっ転び、結局諦めたのか床に転がったまま高々と右手を宙に掲げる。──そして、

「ぶ、ぶいっ！」

　大きくＶサインを作ってみせた。

　ああ……確かに、今はどんな言葉よりもそのポーズの方が相応ふさわしいのかもしれない。何せthe Game with Revengers Alterationは、ゲームそのものとしては俺たちが勝ち、仕掛け人である〝元復ふく讐しゆう者〟たちはスフィアを恨む理由を失い、秋桜と星ほし乃の宮みやにとっての〝大切なモノ〟であるＥＵＣ世界も崩壊せずに残るという──

「そうだな。……ブイ、だ」

　──誰にも割を食わせない、完全勝利ハツピーエンドで幕を閉じたんだから。








　　　《the Game with Revengers Alteration：状況：ゲーム攻略終了クリア》

　　　《全体所要時間：71時間59分45秒。ＥＵＣ最大崩壊進度：９９・９９４％》

　　　《プレイヤー【垂たる水み夕ゆう凪なぎ】及び【株式会社スフィア】、ＧＭ【電脳神姫バグナンバー三番機・未冬】及び【四番機・冬と亜あ】──双方、実被害０》

　　　《ゲーム過程にて【未冬】及び【冬亜】の特殊能力消失を確認》

　　　《ＥＵＣシステムは復旧完了後、正規手段でシャットダウンされます》




　　　《……the Game with Revengers Alterationを終了します……》
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　　　　♯



「──なあなあ垂たる水み！　来週の日曜、空あいてるか!?」

　二月某日。放課後の和やかな喧けん騒そうに包まれる教室にて。

　新学期に入ってからやたらと絡んでくるようになったクラスメイト・川かわ西にしが、いきなり俺の肩を掴つかみながら勢いよくそんなことを訊きいてきた。

　用事はなかったと思うが、面倒そうな気配を感じたので先んじて断っておくことにする。

「日曜？　いや、悪い。その日なら確か頭痛が酷ひどくて──」

『来週の日曜ね？　ちょっと待って。えっとスケジュール帳アプリは、っと……うん、タルミなら暇よ。っていうかタルミは基本自分から予定なんか入れるタイプじゃないわ』

「……鈴すず夏かお前、最近教室でも遠慮なく喋しやべるようになったな……ったく。で？　日曜がどうしたんだよ。何かあるのか？」

「何かあるのか……だと？　おいおいマジかよ、お前はもーほんっとに世間知らずなヤツだな！　ゲームだよゲーム！　ほら、例のスフィアが開催してるやつ！」

「…………」

　そのあまりにも聞き慣れた単語に、俺は微妙な顔で黙り込んだ。しかし川西は空気を読まずに熱弁を振るう。

「それでさ、俺もついさっき知ったんだけど、なんと今回のゲームは三人一組のチーム制なんだ！　しかも当日までにメンバー揃そろえて申請しないとダメらしい。……な？　そういうわけだから、他の誰かに取られる前に垂水を勧誘しに来たんだよ！」

「あー……一応訊くけど、何で俺なんだよ。参加したがるヤツなんか他にいくらでもいるだろ」

「はぁあ!?　何でって、当ったり前だろ!?　せっかく史上最速＆現状唯一のレートＳＳプレイヤーが友達にいるのに、誘わない理由があるなら逆に知りたいくらいだぜ!?」

「……レートＳＳ、ね」

　ガクガクと肩を揺すってくる川西からそっと視線を逸そらしつつ、俺は自分に与えられた大層な〝称号〟を鸚鵡おうむ返しに口にする。

　むず痒がゆいというか気恥ずかしいというか……何にせよ、目立つというのは面倒くさい。




　──あの後。

　結局、ＥＵＣのゲームフィールドは元の状態を取り戻した。ウイルス能力が消滅したこともあるが、実は俺と入れ替わっていた冬と亜あが現実世界向こうで修復に手を貸してくれていたらしい。ともかくＥＵＣは失われることなく存続し、ＧＲＡは無事に終しゆう焉えんを迎えた。

　そして、全ての処理が終わってから現実世界へと戻った俺に、直立不動の体勢で待ち構えていた星ほし乃の宮みや織おり姫ひめが深く深く頭を下げたんだ。

　──『私の負けです』と。

　唐突な言葉に一瞬意味が分からなかったが……聞けば、それは未み冬ふゆたちの介入でうやむやになっていたＥＵＣの敗北宣言とのことだった。システムの管理権限が未冬たちから星乃宮に戻ったことで、ようやく勝敗判定が可能な状態になったらしい。

　そこまでを淡々と話し終えると、彼女は俺に〝報酬〟の内容を訊きいてきた。復ふく讐しゆうを止やめさせるためだけに行っていたＧＲＡとは違って、ＥＵＣは正式な裏ゲームであるが故ゆえに勝者たる俺には報酬を受け取る権利がある、と。……二つのゲームを経て随分と穏やかな表情をするようになった彼女はまるで敗者という風には見えなかったけれど、まあ報酬をくれるというなら別に断る理由もない。

　そこで俺が望んだのは──〝平穏〟だった。

　もう少し具体的に言えば、要するに《春はる風かぜや鈴すず夏かに（ついでに雪ゆき菜なにも）二度と手を出さないこと》を《スフィア全体》に誓わせた形だ。ＥＵＣみたいな勝手すぎる略奪行為を繰り返させないための、言わば不干渉条約のようなもの。

　星乃宮は一切躊ちゆう躇ちよすることなくその要求を受け入れた。……だがまあ、それはそうだろう。彼女が春風たちを奪おうとしていたのは〝目的〟じゃなくて単なる〝手段〟だったんだから。電脳神姫バグナンバーそのものに執着する理由なんてどこにもない。

　だから星乃宮は、静かに一つ礼をして。

　スーツの裾を翻ひるがえしながら優雅に教室を出ていこうとして。

『──ちょっと、待ってくれ』

　そこで彼女を呼び止めなければ、もしかしたら、俺とスフィアの〝縁〟はその時点で途絶えていたのかもしれない。

　だけど、その時、何を思ったのか俺は口を挟んでしまったんだ。ＧＲＡの中でこそ味方だったとは言え、基本的には敵であるはずの星乃宮に対して、脳裏で描いていた〝とある提案〟をぶつけてしまった。俺にプラスなんて全くない──どころか、下手をすればマイナスになりかねない無意味な〝策略〟を。

『…………貴方あなたは』

　それを聞いた星乃宮は、そう言って小さく目を見開いた。そのまま何か不思議なものを見るかのようにしばらく俺をじっと見つめて、考え込むように俯うつむいて、そして。

『検討します。……とても、とても前向きに、検討させていただきます』

　柔らかな声こわ音ねでそう言った。




　──それからたった数日後の話だ。

　スフィアが今まで〝裏ゲーム〟としていたゲームをほんの少しだけ低性能化デチユーンし、誰もが参加できる世界初のフルダイブ型ＶＲＭＭＯとして大々的に世間へ公表したのは。




「……はぁあ……」

　短い回想を終え、俺は小さく息を吐いた。

　ちなみに、川かわ西にしの言う〝レート〟というのは、当のＶＲＭＭＯにおいてスフィアが導入した〝強さの定義付け〟だ。一般的なそれと同じように、各ゲームで好成績を収めることで徐々に数値が上がっていく。今はまだ単なる成績評価でしかないが、ゆくゆくはレートを絡めたゲームシステムも追加実装していくと謳うたわれているらしい。

　まあ、それ自体は別に構わない。他のゲームでもよく見る仕様だし。

　ただ問題は、元々の〝裏ゲーム参加者〟がそれらの〝ベータテスター〟として最初から高めのレートを与えられていたことと──その中でも筆頭の成績だった俺こと垂水夕凪の名が、史上最速の〝レートＳＳ〟として全世界に公表されたことだろう。

　そんなわけだから、当然、俺に対する注目度は異常なくらい跳ね上がった。……まず間違いなく星ほし乃の宮みやからの嫌がらせだ。あいつは俺が元人間嫌いこういうヤツだということをちゃんと知っている。善意でこんなことをするはずがない。

　まあ……今までの諸もろ々もろに比べてしまえば、遥はるかに可愛かわいいものなのかもしれないが。

　ともかく、そんな風にして裏ゲームは以前よりずっとオープンな形で再スタートを切ることになった。クリア報酬が現実的なもの──基本的に数万単位の賞金らしい──に変わったせいか、一種のスポーツのようなイメージだ。だからＲＯＣやＳＳＲのように死ぬ気で参加しているプレイヤーはまずいない……というか、アングラな雰囲気を好んで裏ゲームに集っていた連中とはそもそも相性が悪いのだろう。

「──それにさ！　聞いた話じゃ今回はあの〝氷の女帝〟と〝血染めの月光〟が同じチームで参加するんだってよ！　ヤバくねえ!?　上位ランカー二人って、それだけでもう優勝候補筆頭だぜ！　こ、これは熱いッ!!」

「…………」

　……少し訂正。裏ゲーム参加者だからと言って、何も全員がゲームから手を引いているわけではないらしい。〝氷の女帝〟は三み[image: ]つじ本人が名乗っていたから良いとして、もう一つの〝血染めの月光〟は十六夜いざよい弧こ月づきの二つ名だ。

「え、えへへ……相変わらずですね、お二人とも」

　俺の内心を代弁するかのように、隣に座った春はる風かぜが小さく笑いながらそう言った。

　その柔らかな笑顔に釣られて思わず俺も頷うなずいてしまいそうになる……が、ダメだ。あいつらはあいつらで俺は俺。十六夜なんかは未いまだに俺をライバル視して付け狙ってくる（ＥＵＣで住所がバレたため何なら家にも来たりする）が、別にあいつが参加するからと言って俺もそうしなきゃいけないという決まりはない。

　今回は止やめておくよ──と、そう口に出そうとした瞬間。

　──ざわ、と突然、クラス内に流れる喧けん騒そうの質が大きく変わった。




「え？」「嘘うそ、あれって……」「スフィアのゲームマスター!?」「ちょ、あれ、星ほし乃の宮みやさんじゃない？　ほ、本物？」「うっわ綺き麗れい……ネットで写真見たことあるけど何かもうオーラが違う……」「え、星乃宮織おり姫ひめって実在したの!?」「いや実在って何よ。……あ、でもちょっと気持ちは分かる」「星乃宮様が現界した……」「やべ、ちょっと踏んで欲しいかも」




「…………………………うっそだろ」

　そこら中から溢あふれ出るざわめきを右から左へと受け流しながら、俺は思わず天を仰いでいた。クラスメイトたちの視線が向けられた先にいるのであろう人物を見たくない。ほぼ１００％間違いない予感を確定事項に変えたくない。

　だから俺はしばらく目を瞑つぶって、その間に少しくらい現実が変わっていないものかとダラダラ無駄な妄想に耽ふけって、それから徐々に薄目を開けていくように────前を見た。

「──お久しぶりです。垂たる水み夕ゆう凪なぎさん」

「…………よう、星乃宮」

　けれど、当然、その甲か斐いも虚むなしく。

　そこに立っていたのはスーツに身を包んだ黒髪の麗人──星乃宮織姫、その人だった。

　クラス中が沸き立ったことからも窺うかがえるが、彼女は今やかなりの有名人だ。謎多き大企業スフィアの顔役として、また世界で初めてフルダイブ式ＶＲＭＭＯの実現に成功した張本人として、ＴＶや新聞にも呼ばれまくっている。本人の美び貌ぼうも相まってネット上には数十万人からなるファンクラブも存在しているそうだ。

　そんな星乃宮が教壇で静かに一礼してみせると、ざわめきは一瞬で黄色い声に変わった。

　そして、彼女が何かのスイッチを押した瞬間……背後の黒板にとある映像が映り込む。




『……ふ、ふぇ!?　あの、これもしかしてもう映ってるんですかぁっ!?』




　白と黒で構成されたフリフリのメイド服。赤は混じっていない透き通った薄紫の長髪セミロング。

　──電脳神姫バグナンバー一番機コードオリジナル・秋桜コスモス。

　そう、そうだ。星乃宮の合図で黒板の真ん中に映し出されたのは秋桜だった。ちょうど身み嗜だしなみを整えている最中に画面を切り替えられでもしたんだろう。彼女は手に持っていたカチューシャをわたわたと取り落とし、それを拾おうと手を伸ばした瞬間、ずるっと足を滑らせて思いきり前にすっ転ぶ。

『はうっ！』

　途端に小さな悲鳴が上がった。……が、秋桜コスモスはすぐによろよろと立ち上がると、胸の前で両手を握り締めながら『わ、わたし、おねーちゃんだから負けないもん！』などと強がり始める。

　その健けな気げで一生懸命な姿に、教室中から温かい声援と拍手が送られていた。

「…………いや、何だこれ」

　思わず愚痴るような声こわ音ねで呟つぶやく俺。

　まあ──種を明かしてしまえば、秋桜は現在、スフィアトップである星ほし乃の宮みやの専属ＡＩとして各種ゲームの進行役なんかを務めているんだ。メディアへの露出も急激に増えており、電脳神姫バグナンバー故ゆえの現実離れしたルックスやメイド服、ドジっ娘こ属性も合わさってアイドル的な超人気を獲得している。それを踏まえて考えてみれば、クラスメイトこいつらの大おお袈げ裟さな反応も分からないというわけではなかった。

『って……あ、夕ゆう凪なぎくん！』

　そんな秋桜は、ようやく俺に気付いたのかパッと顔を明るくし、同時に少し胸を張る。

『ほら、凄すごいでしょこの盛り上がり！　みーんなわたしのおねーちゃんっぷりに感動してるんだよ！　ふふっ、これはまたお姉さまに一歩近付いちゃったかもだよねっ！』

「あー……まあ、お前がそう思ってるならそれでいいけど」

『む。な、なに？　その含みのある感じ──って、はっ!?　そ、そうやってまたわたしの心をかき乱そうとしてるんですねっ!?　かっ、身体からだを弄もてあそんだだけに飽き足らず！』

「っ……お、お前それ、いつまで根に持つつもりだよ!?」

　自分でも若干顔を赤らめつつＧＲＡでの〝入れ替わり〟をそんな風に表現する秋桜。すると当然ながら教室内の体感温度ががくっと下がり、続いて『可愛かわいい子ばっかり何人侍はべらせるつもりだてめー夕凪○す』みたいな怨念の籠こもった視線が飛び交い始める。

「…………」

　それはまあ、そっと無視することにして。

　俺は、小さく咳せき払ばらいをしながら前方の秋桜へと視線を向け直した。彼女の表情は、ＥＵＣの終盤やＧＲＡの時と比べてもさらに明るく輝いているように感じられる。まるで何もかもが充実しているといったような魅力的な笑顔だ。

　けれど──少し考えてみれば、彼女が上機嫌なのは至極当然の話だった。

　何せ、これまでのような不定期の裏ゲームと違い、定期開催となった今は毎日のように星乃宮がＧＭとして裏世界にログインしている。そして、その隣に立つのは秋桜だ。つまりメンテナンス時のみの関わりだったこれまでより、彼女たち二人が顔を合わせる機会はずっとずっと増えている。

　…………そう。

　あの時俺がした〝提案〟というのは、つまりそういうことだった。星ほし乃の宮みやの野望が〝世界征服〟などではなく〝秋桜コスモスとの共存〟なら、こうして定期的に大勢を巻き込むゲームを開催してしまうことで同じ成果を得ることが出来る。裏世界にはひっきりなしにプレイヤーが訪れて、星乃宮は管理者として秋桜と行動を共にすることが出来る。

　そんな──簡単で、単純で、平和で平穏で誰にとっても幸福な解決策。

　……ああ。確かに、それは俺が提案したことだ。

　伝えた以上はどう使われようが文句を言うつもりはないし、今のところ順調に進んでいるようで安心してもいる。その部分に関して言えば嬉うれしい限りだ。けれど、

「それはそれとして──毎度毎度俺に絡んでくるのはどうかと思うけどな！」

　俺は憤慨して右腕を振りかぶると教壇の上の星乃宮に真まっ直すぐ指を突き付けた。家に招待状を送りつけてくる（これは前々回だ）のも全国放送で俺を名指しにする（こっちが前回）のも良くはないが、教室にまで乗り込んでくるのはどう考えても性た質ちが悪すぎる。

「いいえ、それは違います」

　しかし星乃宮は静かに首を横に振った。そして、口元に微かすかな笑みを浮かべて続ける。

「私個人としては貴方あなたなどどうでもよいのです。興味も関心も微み塵じんもない。ですが、秋桜が『貴方が参加しないとつまらない』と言って聞かないので……ええ、はい、仕方なく」

『え、わたし!?　ち、違うよ違うよ！　そんなの嘘うそだもん！　わたしじゃなくて、お姉さまがどうしても夕ゆう凪なぎくんを負かしたいって！　目にモノ見せてやるー、って！』

「いえいえ、秋桜が──」

『違うもんっ、お姉さまが──』

「…………」

「……ふーん。ナギ、すっかりモテモテだね」

　いつの間にか近くに来ていた雪ゆき菜ながジト目でぼそっと言ってくる……が、どう考えてもそういうアレじゃないだろう、これは。確かに二人とも俺をゲームに参加させたいようだが、それは多分、腹いせというかリターンマッチというか、とにかくその類たぐいだ。

「……はあ」

　思わず再度溜ため息いきを吐ついた。……まあ、結局のところ、これは単純に俺のミスだ。ＥＵＣの勝利報酬である〝不干渉条約〟の対象に〝垂水夕凪おれじしん〟を含まなかったという、定期テストなら頭を抱えるレベルの初歩的なミス。

　けれど──それ自体は確かに失策だったとして、良かったことも一つある。

「なあ、星乃宮。あの二人は……未冬と冬亜は、どうしてる？」

「？　どう、とは？」

「いや、だからさ……スフィアそつちで上う手まくやれてるのか、って」

　──そう、さらに実を言えば。

　ＧＲＡが終了したその少し後、あらゆる意味で自由を獲得した未み冬ふゆと冬と亜あを、なんと星ほし乃の宮みやはスフィアにスカウトしたんだ。俺との〝不干渉条約〟に含まれていなかったからという理由で、こっそり二人に話を持ち掛けていたらしい。

　もちろん実験の対象などではなく、あくまでも〝秋桜コスモスの姉妹〟として──つまり対等な仲間として、彼女たちをスフィアに引き入れた。

「…………」

　いや、まあそのこと自体は喜ぶべきだし、口下手な冬亜はともかく本来は生き真面目まじめな性質を持っていた未冬からは毎日のように業務報告メツセージが送られてくる。だから二人の扱いについて何か疑いがあるわけでもないのだが……あれだけの大おお見み得えを切った手前、どうしても心配になってしまうというか。

「……ふふっ」

　そんな俺の内心を見透かしたように小さく笑うと、星乃宮はゆっくりと頷うなずいてみせた。

「心配には及びません。というか、秋桜が一緒にいるのに上う手まくやれないはずがないでしょう？　電脳神姫バグナンバーとしての能力を悪用しようとしていた一部のメンバーは《災厄の冬Winter Fear》が終了した時点で既にスフィアから消えていますし、何より、今は彼女たち自身が一生懸命幸せになろうとしている。全方位に棘とげを張り巡らせていたこれまでと違って、すぐに誰とでも打ち解けられるようになると思いますよ」

「……そうか。なら良かった」

「はい。……ああ、それと」

　と、そこで、目の前の星乃宮がわずかに雰囲気を変えた。ＥＵＣのＧＭをしていた時みたいな冷徹さとは打って変わって、柔らかいというか悪戯っぽいというか、とにかくそんな感じの微笑ほほえみを湛たたえて俺の瞳を覗のぞき込んでくる。

「言い忘れていましたが──正確には意図的に言及していなかったのですが、今回から貴方あなたをゲームに参加させるための方策としてあの二人にも手伝ってもらっているんですよ？」

「…………は？」

　唐突に開示された情報に俺が呆ほうけた声を返した、刹せつ那な──黒板に映る映像が一瞬だけ大きくブレ、直後に元の状態へと戻された。……いや、元の、と言うと少し違うか。何せさっきまでは秋桜一人しか映っていなかった画面に、今は三人の少女が並んでいる。

　画面の右側でそっと片手を腰に遣やっている濃紺のポニーテール少女・未冬と、その逆側で、おずおずとではあるが秋桜の手を取っている長い銀髪の少女・冬亜。

　そしてその格好は、中央に立つ秋桜と同様の──フリフリのメイド服になっていた。

「け、結構恥ずかしいのね……これ」「…………う、うぅ」

『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?』

　突如降臨した新たな美少女二人に、周りのクラスメイトたちが異次元の盛り上がりを見せ始める。そんな中で、俺は、彼らとは違う感情に襲われてろくな反応が取れずにいた。

　……復ふく讐しゆうだけに囚とらわれていた未み冬ふゆと、彼女を狂わせてしまった負い目からひたすら俯うつむいていた冬と亜あ。そんな彼女たちが、ついこの前まで敵対していた秋桜コスモスと一緒に、ちょっと照れたように頬ほおを染めながら一点の曇りもなく笑っている。

　その光景は、きっと、あのゲームＧＲＡに参加していた誰もが心の底から望んでいたもので。

「これは……卑ひ怯きようだろ、星ほし乃の宮みや」

　だから俺は、思わず口元を緩めながらそんな言葉を呟つぶやいていた。……ああ、これは正直言ってズルすぎる。こんなものを見せられて、俺に拒否なんか出来るはずがない。

『それじゃ、改めて──夕ゆう凪なぎくん。おねーちゃんと一緒にゲームをしよっ？』

　三人を代表してそう言いながらこちらへ手を差し伸べてくる秋桜に、俺は真まっ直すぐ視線を返した。そして、答え方に悩みながらも口を開こうとしたところ──

「えへへ。……ここじゃダメですよ、夕凪さん」

　──ちょっと泣き笑いのような表情を浮かべる春はる風かぜに横から腕を引っ張られ、そのままぐいぐいと背中を押されて教壇の方へと近付かされてしまった。

　当然、さらなる注目が俺たちに集まることになる、が……確かに啖たん呵かを切るならこの方がいいか。それに──と、少し思案してから、俺は春風の左手を取ることにする。突然の行動に彼女は『ひゃっ!?』と一瞬驚いたような声を上げていたが、やがて嬉うれしそうに頬を緩めると、柔らかな力できゅっとその手を握り返してきてくれる。

　そうして春風と手を繋つないだまま、黒板の前に堂々と立った俺は──、

「──ったく……分かった、分かったよ」

　画面の向こうで返事を待っている秋桜に対してさも苦々しげな表情を作ると、本当は最初から何だかんだで参加するつもりだったことなんかおくびにも出さずに、やれやれ全く仕方ないなといった仕草で……溜ため息いき交じりにこう言ったのだった。

「そんなに言うなら参加してやる。何度だって付き合ってやるよ。……でも、それで良いのか？　全部俺たちの勝ちになるんだからお前らはあんまり楽しくないと思うぜ」

『む！　……い、いいもん！　そんな強がりを言ってられるのも今のうちなんだから！』

「わ……！　えへへ、その意気です夕凪さん！　わたしも、いっぱい頑張りますっ！」

　俺の煽あおりに応じて秋桜がむっと頬を膨らませ、春風はぎゅっと胸元で拳こぶしを作る。

　……これは、きっと、これから幾度となく交わされる、些さ細さいでありきたりで幸福な日常の一場面になっていくんだろう。何も特別なことはない。今だけの限定的なモノなんかじゃなくて、いつまでもずっとずっと続いていく。紡がれていく。




　根拠はないが、そんな予感がしていた──。















あとがき






　こんにちは、もしくはこんばんは。久く追おう遥はる希きです。

　この度は『クロス・コネクト４　覚醒と反逆の入れ替わり姉妹ゲーム攻略』をお手に取っていただきまして、誠にありがとうございます！

　というわけで、４巻です。３巻のラストで『次巻に続く！』をやってしまったのでなるべく早くお届けしたいなと思っていたのですが、結局いつもと同じくらいの刊行ペースになってしまいました。ぐぬぬ……速さが足りない。

　さて、既にお読みいただいた方は気付かれたかと思いますが、今回はこれまでとは少し違った形の〝入れ替わり×ゲーム攻略〟となっております。具体的には電脳神姫バグナンバーが○○だったりスフィアが○○だったり、ゲーム内容が○○だったり！　……こんなに伏せ字にしたら書く意味ないだろ、という感じですが、とにもかくにも頑張りましたのでお楽しみいただければ幸いです。

　また作中でも軽く触れさせていただきましたが……今回の新キャラ二人（もちろん表紙の二人です！）が登場したことで、作品の大きな肝になっていた〝電脳神姫シリーズ〟は全員が出で揃そろった、という形になりました。

　……正直、とてもとても感慨深いです。

　実は『クロス・コネクト』は新人賞投稿作であるため、少なくとも投稿の時点では〝その一冊で完結している物語〟でした。なのでシリーズも何も電脳神姫と呼ばれる存在は春はる風かぜしかおらず、他の四人は空白のまま。もしかしたら──というか、こうして賞をいただけて有り難いことに続刊を書かせていただけるような状況にならなければ、間違いなくこの世に生まれていなかったのだと思います。

　本当に、そういった意味でも読者の皆様には感謝しかありません（土下座）。

　さてさて、いきなり長々と作品語りを始めたことからも分かるかもしれませんが（というか本編を読まれた方は既に気付かれているかもしれませんが）、本作品はここで一旦の幕引きとなります。中途半端なところではなく思い描いていたところまで書き切ることが出来たのは皆様の応援があってこそでした。重ねてお礼申し上げます。




　では続きまして……新作について、です！

　このあとがきで初めての情報解禁となりますが、来年（２０１９年！）の３月ごろに久追遥希の新作が出ます。正確には出る予定です。タイトル等々はまだ決まっていないのですが、内容としては〝嘘うそ×ゲーム×学園×ラブコメ！〟といった感じで、何と言うか作者の好きな要素をありったけ詰め込んだようなモノになっています。

　そしてこちら、なんと次のページにイラスト付きの告知を載せていただいております！














　──いかがでしょうか？　いかがでしょうかっ!?

　ご覧いただきました通り、新作も本シリーズと同様konomi先生にイラストを担当していただけることになっております……！　やったぁ！

　このあとがきを書いている段階ではまだ本文すら完成していませんが、それでも表紙や挿絵の素晴らしさは既に保証されたと言っても過言ではありません。自分もそれに見合う物語、そしてキャラクターを描けるよう全力で頑張らねば……！

　ちなみに、前のページでは色々と要素を羅列してみましたが、ジャンル分けをするとしたら恐らく〝ゲームもの〟の色が一番濃くなると思います。『クロス・コネクト』を気に入っていただけた方であればきっと楽しんでもらえると思っておりますので、期待してお待ちいただけると嬉うれしいです！

　というわけで、こちらに関してはどうか続報をお待ちください。




　それでは最後に、謝辞です。

　イラストレーターのkonomi（きのこのみ）様。今回も思わず圧倒されるほど最っ高のイラストをありがとうございます。特に未み冬ふゆと冬と亜あのキャラデザや、超ダークで格かつ好こ良い＆可愛かわいい表紙は至高の一言でした！

　担当編集様、並びにＭＦ文庫Ｊ編集部および関係者の皆様。今回も大変お世話になりました。昨年のデビューからもうすぐ一年になりますが、今後とも末永くよろしくお願いいたします。

　そして、ここまで読んでくださった読者の皆様。

　前のページでも似たようなことを書いたばかりですが、この『クロス・コネクト』というシリーズは皆様に支えられてここまで巻を重ねることが出来ました。またＳＮＳでの購入報告や感想、ファンレターなどなど、どれも言葉に出来ないくらい大きな励みになっております。新作の方もめちゃくちゃ頑張っていますので、良ければそちらも手に取ってもらえると嬉しいです……！

　それでは、少し紙幅が余ってしまいましたが、区切りも良くなったのでこの辺りで。

　また次の作品でお会いできることを心の底から願っています……っ！


久く追おう遥はる希き
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『束の間の休息』





　ＥＵＣ開始から六日目の夜。

　春風と鈴夏を星乃宮陣営に奪われ、ほとんど人気のなくなった現実世界は怖いくらいに静まり返っている。そして、そんな雰囲気に心細さを感じたということなのか、現在パジャマ姿の雪菜が俺の部屋へと訪れていた。

「[image: ][image: ][image: ]♪」

　とはいえ、別に何かを話しているというわけでもない。雪菜はさっきから俺のベッドにうつ伏せになってファッション誌のページを捲っているだけだし、俺も俺で、椅子に座ったままパラパラと本を読んでいるだけだ。息苦しくない沈黙の時間、というヤツ。

　と──くぁ、と欠伸をしていた雪菜が、ふと悪戯っぽい笑みをこちらに向けてきた。

「ねえねえナギ、ちょっとこれ見て」

　そう言って彼女が押し付けてきたのは、いわゆる〝人気投票〟のページだ。読者モデルらしき華やかな少女が見開きに十人ほど大写しになっている。

「……これが何だよ？」

「何ってわけじゃないけどさ。ね、ナギはどの娘が一番可愛いと思う？」

　その問いかけに俺は小さく黙り込む。……どこかで聞いたことがある、この類の質問はまともに答えちゃいけないヤツだ。ここでの正解は『お前が一番可愛いよ』で、それ以外の回答はきっと『あーあ。もう、そんなんだからナギは彼女できないんだよ』コースに直行するはず。が、かと言って幼馴染み相手に過剰な気を遣ってやる理由もない。

　そう結論付けて再度そのページに目を遣った俺は──しかし、不意に気付いてしまう。

「（あ、あれ……？　これ、本当にこいつが一番可愛いんじゃないか……？）」

「……ナギ？　ねえナギってば」

　目の前で不思議そうに手を振ってくる雪菜からふいっと視線を逸らす俺。……ここで誤魔化すのは簡単だ。簡単だけど、何だか逃げるみたいで癪な気もする。そんなわけで、

「これは、あくまで印象だ。単なる印象の話だけど──」

「う、うん……？」

「──正直、このページよりうちのミスコンの方がレベル高かったんだなと思った」

「……？　…………へぁっ!?」

　しばらくの間意味が分からず首を傾げていたものの、やがてぼしゅっと顔を赤くする去年のミスコン最上位グランプリ。彼女は熱を冷ますようにぎゅうっと（俺の）枕に頭を埋めて、ついでに（俺の）ベッドで思いきり足をバタバタさせ、それからようやく小声で零す。

「ぅ……ぁ……え、えっと……あ、ありがとう？」

　…………ま、まあ、何だ、うん。

　素直な返事で雪菜の意表を突くことは出来たのだが、言った俺の方も恥ずかしさで大ダメージを受けているわけで……ここは一つ、痛み分けということにしておいてもらいたい。
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